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はじめに
 

  

 

このマニュアルでは、Micro Focus® DevPartner® Studio ソフトウェアの使用を開始する方法   

について説明します。

対象読者

このマニュアルは、DevPartner Studioの新規ユーザーを対象としています。第1章でDevPartner 
Studioの概念の概要を⽰し、残りの各章でDevPartnerの個々のコンポーネントについて説明し

ます。各コンポーネントの章では、最初に、新規ユーザーがDevPartner Studioを使用できるよ 

うにするための準備、設定、実⾏の⼿順について簡潔に説明します。

DevPartner の前のバージョンのユーザーは、この「はじめに」から『DevPartner インストー

ル ガイド』までを参照して、前のDevPartnerバージョンとの違いを確認してください。

このマニュアルには、Professional Edition とEnterprise Edition、DevPartner for Visual C++    
BoundsChecker Suite など、DevPartner Studioの全製品に関する情報が含まれています。

メモ： DevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suite ではアンマネージ コードのみ    

が分析されます。DevPartner のメモリ分析機能、静的なコード分析機能、およびパ

フォーマンス エキスパート機能ではマネージ コードのみが分析されるため、これら  

の機能はDevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suiteではサポートされてい    

ません。

このマニュアルでは、ユーザーが Windows インターフェイス、Microsoft Visual Studio、お  

よびソフトウェア開発の概念に精通していることを前提としています。

このマニュアルの内容

このマニュアルには、以下の章および付録が含まれています。

� 第1章「DevPartnerの概要」では、DevPartnerの概念とコンポーネントについて説明します。

� 第 2章「エラー検出」では、DevPartner を使用して C およびマネージ／アンマネージ C++
のコードのエラーを検出する方法について説明します。

� 第 3章「静的なコード分析」では、Visual Basic と Visual C# のコードに含まれるさまざま  

なエラーを検出する場合に、DevPartnerがどのように役⽴つかについて説明します。

� 第 4章「自動コード カバレッジ分析」では、DevPartner を使用して、コードのどのくらい 

の部分がテストでカバーされているかを追跡する方法について説明します。

� 第 5章「メモリに関する問題を検出する」では、DevPartner を使用して、メモリとオブ

ジェクトの誤⽤が原因で発⽣するアプリケーションの異常を診断する⽅法について説明

します。
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� 第 6章「自動パフォーマンス分析」では、最適化が必要なボトルネックとコードを検出す

る場合に、DevPartnerがどのように役⽴つかについて説明します。

� 第 7章「詳細パフォーマンス分析」では、システム パフォーマンスのさまざまな問題を分 

析する場合に、DevPartnerがどのように役⽴つかについて説明しています。

� 第 8章「System Comparison」では、コンピュータ システム間の違いを特定してアプリ  

ケーション開発の問題のトラブルシューティングを容易にするために、DevPartner がど

のように役⽴つかについて説明します。

�「付録 A」「DevPartner Studio サポートされるプロジェクト タイプ」では、DevPartner  
Studio の各機能でサポートされるプロジェクト タイプの一覧表を示します。

�「付録 B」「コマンド ラインから分析を起動する」では、DPAnalysis.exe コマンド ライ  

ン インターフェイスについて説明します。

�「付録 C」「分析セッションの制御」では、カバレッジ、メモリ、パフォーマンス、および

パフォーマンス エキスパートの各セッションに対する、セッション コントロール ファイ   

ルの作成について説明します。

�「付録 D」「分析データを XML にエクスポートする」では、カバレッジ、パフォーマンス、

およびパフォーマンス エキスパートのデータを XML ファイルにエクスポートする方法 

について説明します。

表記方法

このマニュアルの表記方法は以下のとおりです。

� スクリーン コマンドやメニュー名などは、[ ]で囲んで⽰します。例：

[ ツール ] メニューから [ オプション ] を選択します。

� ファイル名は等幅フォントで⽰します。例：

『DevPartnerユーザーガイド』マニュアル（Understanding DevPartner.pdf）は ...

� コンピュータのコマンドとファイル名内の変数（ユーザーがインストール時に適切な値を

指定するもの）は、イタリックの等幅フォントで⽰します。例：

[移動先 ] フィールドに「http://servername/cgi-win/itemview.dll 」と⼊⼒し 

ます。
12     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



はじめに

    
補足情報

DevPartner Studioの特定のタスクに関するステップごとの手順説明は、機能レベルのオンラ 

イン ヘルプを参照してください。

機能レベルのオンライン ヘルプを利⽤して、DevPartner Studio の機能や使用方法を参照でき  

ます。

DevPartnerのコンポーネントについて、さらに詳しい情報が以下のように提供されています。

Adobe Acrobat（.pdf）形式のマニュアルおよびDevPartner Studioリリース ノートがDevPartner   
Studio のMicro Focus SupportLine Web サイト製品ページ（http://supportline.microfocus.com/）   
にある [ スタート ] > [ プログラム ] > [Micro Focus] > [DevPartner Studio] メニューの    

InfoCenterオプションから⼊⼿できます。これらの資料はDevPartner StudioのDVDにも収録さ 

れています。

� DevPartner Studio のライセンスについては、『Distributed License Management ライセン   

ス ガイド』を参照してください。

� DevPartner の使用方法については、『DevPartner Studio ユーザーガイド』マニュアルを参 

照してください。

�『 DevPartner Studio クイック リファレンス』は、DevPartner の機能の概要を提供します。   

製品をすぐに使用するためのアドバイスも記載されています。

�『DevPartner エラー検出ガイド』では、Micro Focus DevPartner エラー検出ソフトウェア  

の使⽤⽅法を理解できるように、コンセプトと⼿順について説明します。

�『DevPartner Studio リリース ノート』には、DevPartner Studio の既知の問題とテクニカル   

ノートが入っています。リリース ノート ドキュメントは DevPartner Studio インストー   

ル セットアップおよび DevPartner Studio InfoCenter から入手できます。
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第1章

DevPartnerの概要
 

  

 

この章では、DevPartner StudioProfessional Edition および DevPartner for Visual C++    
BoundsChecker Suite の概要について説明します。このマニュアルでは、これら 2 つの 

DevPartner製品の基礎となる概念について説明します。

メモ： DevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suiteでは、アンマネージ コードのみ    

が分析されます。DevPartner のメモリ分析機能、静的なコード分析機能、およびパ

フォーマンス エキスパート機能ではマネージ コードのみが分析されるため、これら  

の機能はDevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suiteではサポートされていま    

せん。

DevPartner Studio とは？

DevPartner Studio は、エラーの自動検出、ソース コード分析、カバレッジ分析、メモリ分析、  

パフォーマンス プロファイリング、システム パフォーマンス分析、システム比較などの、プ  

ログラマの生産性を向上するためのさまざまなプログラマー生産性機能を備えています。

DevPartner では、さまざまな言語で作成された幅広いアプリケーション （マネージ アプリ 

ケーションとアンマネージ アプリケーションの両方）を分析できます。サポートされている 

すべてのプロジェクト タイプと言語のリストは、付録A「DevPartner Studio サポートされる  

プロジェクト タイプ」を参照してください。

以下のセクションでは、DevPartner Studioの機能の概要について説明します。

エラー検出

DevPartner Studio では、マネージ プログラムとアンマネージ プログラムに対するエラーの自   

動検出が可能です。 DevPartner エラー検出は BoundsCheckerTM テクノロジに基づいて作成さ 

れており、Windowsベースのアプリケーションで以下のような検出が難しいエラーを検出で

きるように設計されています。

� メモリ リーク、リソース リーク、COM インターフェイス リーク

� Windows APIコールの不正な使⽤
� メモリまたはポインタの不正な使⽤

� メモリ オーバーラン エラー

� 初期化されていないメモリの使用

� ダングリング ポインタの使用

� .NETファイナライザのエラー

DevPartnerエラー検出は、プロセス作成の瞬間からプロセスがメモリからアンロードされる最

後の瞬間まで、アプリケーションを監視します。DLLのすべてのロードとアンロード、静的な

コンストラクタとデストラクタ、およびアプリケーションの通常のフローを監視できます。ま

た、アプリケーションの特定のファイルまたは特定の部分をフィルタして、特定の問題の解決

に必要な情報のみを収集するようにDevPartnerエラー検出を調整することもできます。

DevPartnerエラー検出の詳細については、「エラー検出」（23 ページ）を参照してください。
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静的なコード分析

開発者は、DevPartner を使用することによって、Visual Studio 内で規格に準拠したVisual 
Basic と C# のコードを作成できます。 DevPartner では、.NET Framework におけるプログラ  

ミングやネーミングの違反の識別、メソッド コール構造の分析、コードの全体的な複雑度の 

追跡が⾏われます。

DevPartnerソフトウェアでは、以下のようなさまざまなコーディング エラーが検出されます。

� 変数名の不統⼀

� コーディング基準の違反

� Win32 API バリデーション エラー

� 一般的なロジック エラー

� .NETの移植性の問題

� 構造化例外処理エラー

また、DevPartnerでは、拡張可能で広範なルール セットを使用して .NET環境で動作しない 

構造を特定することによって、Visual Basicのレガシー コードの移植も支援します。

DevPartnerの静的なコード レビューの詳細については、「静的なコード分析」（59ページ）を 

参照してください。

カバレッジ分析

開発者やテスト エンジニアは、DevPartnerカバレッジ分析を使用することによって、アプリ 

ケーションのすべてのコードをテストできます。カバレッジ分析を有効にしてテストを実⾏

すると、テストによってカバーされているすべてのアプリケーション、コンポーネント、イ

メージ、メソッド、関数、モジュール、およびコードの各⾏がDevPartnerによって追跡され

ます。テストが終了すると、どのコードが実⾏されてどのコードが実⾏されていないかにつ

いての情報が表示されます。

DevPartner によって、Web アプリケーションや ASP.NET アプリケーションなどのマネージ

コード アプリケーション、およびアンマネージ C++アプリケーションのカバレッジ データが  

収集されます （サポートされているすべてのテクノロジのリストについては、付録 A
「DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ」を参照してください）。

カバレッジ分析機能とエラー検出機能は同時に実⾏できます。テストでカバーしたコードの

割合を知ることで、エラー検出結果の信頼性を高めます。

コード カバレッジ分析の詳細については、「自動コード カバレッジ分析」（111ページ）を参  

照してください。

メモリ分析

DevPartnerは、マネージ Visual Studioアプリケーションがメモリを割り当てる方法を分析し 

ます。メモリ分析を有効にしてアプリケーションを実⾏すると、オブジェクトまたはクラス

によって消費されたメモリの量が⽰され、オブジェクトをメモリに保持している参照が追跡

され、メソッド内でメモリ割り当てを⾏うソース コード⾏が識別されます。

さらに、DevPartner では、コンテキストに応じてメモリのデータが表示されます。これによ

り、コード内のオブジェクト参照のチェーンやメソッドのコール シーケンスをたどることが 

できます。コンテキストに応じてメモリのデータが表示されるため、プログラムによるメモ

リの使⽤状況をより詳細に理解でき、メモリ使⽤を最適化するために必要となる重要な情報を

入手できます。

メモリ分析の詳細については、「メモリに関する問題を検出する」（135ページ）を参照してく

ださい。
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パフォーマンス分析

DevPartnerパフォーマンス分析機能では、コードが分析されて、パフォーマンスのボトルネッ

クがないかどうかが調査されます。パフォーマンス分析では、パフォーマンスのボトルネッ

クがソース コードの⾏単位で特定され、アプリケーションにおけるサードパーティ製コン 

ポーネント、オペレーティング システム、および .NET Frameworkの使用方法についてメソッ  

ドレベルでの分析結果が示されます。

DevPartnerでは、Microsoft Visual Studio 2010、Visual Studio 2008、および Visual Studio 2005    
でのパフォーマンス プロファイリングがサポートされています （サポートされているすべて 

のテクノロジのリストについては、付録A「DevPartner Studio サポートされるプロジェクト 

タイプ」を参照してください）。

コードの重要な部分のパフォーマンスを向上させるには、DevPartnerパフォーマンス分析を

使⽤してパフォーマンスのボトルネックを検出し、⾏った改善内容がパフォーマンスの向上

に役⽴っているかどうかを検証します。

アプリケーションのパフォーマンス分析の詳細については、「自動パフォーマンス分析」（183
ページ）を参照してください。

詳細パフォーマンス分析

DevPartnerパフォーマンス エキスパート機能では、DevPartnerのパフォーマンス分析機能よ 

りも詳細なパフォーマンス プロファイリングが⾏われます。パフォーマンス エキスパートで  

は、マネージ コードのVisual Studio アプリケーションに対して、解決が難しい以下のような  

問題についてのより詳細な分析が⾏われます。

� CPU ／スレッドの使用

� ファイルとディスクの I/O
� ネットワーク I/O
� 同期待機時間

パフォーマンス エキスパートでは、実⾏時にアプリケーションが分析され、コード内の問題 

があるメソッドが検出されます。メソッド内の個別の⾏の詳細を表⽰したり、呼び出しの親

子関係を調査したりすることができるため、問題を修正するための最善の方法を決定する場

合に役⽴ちます。アプローチ⽅法を決定する場合には、パフォーマンス エキスパートからソー 

ス コード内の問題がある⾏に直接ジャンプできるため、問題を迅速に修正できます。

詳細については、「詳細パフォーマンス分析」（211ページ）を参照してください。

System Comparison

DevPartner System Comparisonユーティリティでは、2 つのコンピュータ システムを比較し   

たり、コンピュータの現在の状態と過去の状態を比較したりすることで、アプリケーション

が以下のように動作する原因を突き止めることができます。

� 特定のコンピュータでは動作するのに、別のコンピュータでは動作しない。

� コンピュータによって動作が異なる。

� 以前動作したコンピュータで動作しなくなった。

システムを比較するために、System Comparison では、コンピュータ システムに関する情報  

（インストールされている製品、システム ファイル、ドライバ、その他の数多くのシステム特 

性など）を含むスナップショット ファイルと呼ばれる XML ファイルが作成されます。スナッ 

プショット ファイルが⽐較されて、それらの差異がレポートされます。
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DevPartnerの他の機能とは異なり、System Comparisonは Visual Studio環境には統合されて  

いません。System Comparison はスタンドアロン ユーティリティとして動作するため、ター  

ゲット システムへの影響が最小限に抑えられます。

System Comparison は、システムのスナップ ショットを毎日夜間に取得するサービスと、手  

動でスナップショットを取ったり、スナップ ショット間の違いを特定したりできるユーザー 

インターフェイスで構成されています。System Comparisonには、コマンド ライン インター   

フェイスとソフトウェア開発キット（SDK）も含まれています。ソフトウェア開発者は、

SDK を使用して比較についての追加情報を収集して、配置されるアプリケーションにスナッ

プショット機能を埋め込むことができます。

System Comparisonユーティリティの詳細については、「System Comparison」（245ページ）を  

参照してください。

DevPartner および Visual Studio
DevPartner は、Visual Studio環境にシームレスに統合されています。シームレスに統合され 

ているため、アプリケーションを作成およびデバッグしながら DevPartner の機能を簡単に使

⽤できます。アプリケーションを開発しながら、開発環境を離れることなく、頻繁にコード

分析を実⾏できます。

DevPartner では、Visual Studio環境内でのアプリケーション開発が同時にサポートされます。  

これは、開発者が古い Microsoft環境のコードを最新の .NET Frameworkに移⾏する場合に役 

⽴ちます。

以下の表に、さまざまな Visual Studio環境で使用可能なDevPartner機能を示します。

表1-1. DevPartner Studio Professional Editionでインストールされる機能

Microsoft Visual Studio 
2010

Microsoft Visual Studio 
2008

Microsoft Visual Studio 
2005

パフォーマンス分析 パフォーマンス分析 パフォーマンス分析

カバレッジ分析 カバレッジ分析 カバレッジ分析

エラー検出 エラー検出 エラー検出

静的なコード分析 静的なコード分析 静的なコード分析

メモリ分析 メモリ分析 メモリ分析

パフォーマンス エキスパート パフォーマンス エキスパート パフォーマンス エキスパート

表1-2. DevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suite でインストールされる機能

Microsoft Visual Studio 
2010

Microsoft Visual Studio 
2008

Microsoft Visual Studio 
2005

パフォーマンス分析 パフォーマンス分析 パフォーマンス分析

カバレッジ分析 カバレッジ分析 カバレッジ分析

カバレッジ分析 カバレッジ分析 エラー検出
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Visual Studioのメニューとツールバー

Visual Studio には、DevPartner によってメニューといくつかのツールバーが追加されます。 

また、コンテキスト （右クリック）メニューを含むいくつかの Visual Studio メニューにメ 

ニュー コマンドが追加されます。メニュー コマンドとツールバーから、セッション コント   

ロール、静的なコード レビューのルール、オプション、およびインストゥルメンテーション 

コントロールにアクセスできます。

DevPartnerによって Visual Studio に追加されるツールバーを使用すると、DevPartnerの機能 

に迅速にアクセスできます。以下の図は、Visual Studio 2010の DevPartnerツールバーを表し  

ています。

図1-1 DevPartner ツールバー

また、IDE には、DevPartner のセッション コントロール ツールバーも配置されます。セッ  

ション コントロール ツールバーは、カバレッジ分析機能、メモリ分析機能、パフォーマンス  

分析機能、およびパフォーマンス エキスパート機能がアクティブである場合にアクティブ 

になります。

図1-2 セッション コントロール ツールバー

セッション コントロール ツールバーは、3 つのアイコンとプロセス リストから構成されてい   

ます。

 データ収集を停止して、最終的なデータのスナップショットを取ります。

 データのスナップショットを取ります。

 このアイコンをクリックするまでに収集されたデータをクリアします。

 オプションネイティブ コードを 

インストゥルメントする

コード レビュー ルール

コード レビュー

パフォーマンス エキスパート

メモリ分析

パフォーマンス分析

エラー検出とコード カバレッジ

コード カバレッジ分析

エラー検出
     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド 19



第1 章 ・ DevPartner の概要
アプリケーションで複数のプロセスが使用されている場合にプロセス リストでプロセ 

スを選択すると、そのプロセスのみを対象にデータ収集が実⾏されます。

DevPartnerでは、メニューやツールバーが表示される他に、Visual Studioのドッキング可能な 

ウィンドウとペインを使用して分析セッションの結果が表示されます。また、ソリューション エ 

クスプローラを使用してセッション ファイル名が表示されます。 さらに、Visual Studioの [オプ   

ション ]、[ソリューションのプロパティ ]、および [プロジェクトのプロパティ ]に、DevPartner
コード分析処理を設定するためのページが追加されます。

Visual StudioでDevPartnerを使用する

Visual Studioで DevPartner を使用するための一般的なワークフローでは、以下のような汎用 

のタスクを 1つまたは複数実⾏します。

� Visual Studioで、ソリューションを開くか、作成します。

� コード分析処理のオプションを設定します。

� DevPartnerのメニューまたはツールバーで、実⾏する分析を有効化します。
� アプリケーションを実⾏します。

� DevPartnerによって返されたセッションの結果を表示します。

DevPartnerには、アプリケーションの監視対象部分の選択、表⽰するデータの選択、不要な
情報を除去するためのフィルタの作成において、高い柔軟性が備えられています。

また、DevPartnerには、コマンド ラインから数多くの機能を実⾏するオプションも備えられ 

ています。コマンド ラインから実⾏するオプションによって、DevPartnerの機能を夜間ビル 

ドのスモーク テストなどの自動バッチ プロセス処理で使⽤できるようになります。

統合されたオンライン ヘルプ

DevPartner Studio の各機能には、広範なオンライン ヘルプが用意されています。操作方法や  

参照情報については、まずオンライン ヘルプを参照してください。

DevPartnerのオンライン ヘルプは Visual Studioの他のヘルプと同じ形式であるため、Visual  
Studioヘルプに表示されます。DevPartner Studioヘルプには、各DevPartnerコンポーネント 

のボリュームが含まれています。

Visual Studio Team System のサポート

Visual Studio Team Systemは、Visual Studioソフトウェア開発プロジェクトのバージョン管理、    
障害管理、プロセス管理を⾏うMicrosoftのソフトウェアです。DevPartner Studioでは、Team 
Systemクライアント ソフトウェアがインストールされており、Team Foundation Serverに接続   

可能な場合に、Microsoft Visual Studio Team Systemがサポートされます。

DevPartner Studio では、Visual Studio Team Systemへのバグタイプの作業項目の送信がサ    

ポートされています。バグを送信すると、DevPartnerによって、選択されたセッション デー 

タが作業項目フォームに⾃動的に⼊⼒されます。DevPartnerからバグを送信するには、アク

ティブな Team System プロジェクトでタイプがバグの作業項目がサポートされている必要が 

あります。 DevPartner では、バグ タイプの作業項目のみにデータが自動的に追加されます。

DevPartnerデータを含む作業項目は、DevPartnerセッション ファイル内の以下のいずれかの 

ビューから送信できます。

� カバレッジ、メモリ、パフォーマンス分析のセッション ファイル内、またはパフォーマン 

ス エキスパート セッション ファイル内のメソッド リストまたはメソッド テーブル
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� コード レビューの [ 問題 ] タブまたは [ ネーミング ] タブ

� 任意の[エラー検出]タブのエラーやリークのリスト、またはエラー検出の[モジュール]タ
ブや [.NET パフォーマンス ] タブのインスタンスのリスト

DevPartnerから Team Systemの作業項目を送信するには、セッション ファイルでメソッドま  

たはその他の項目を右クリックして、[ 作業項目の提出 ] を選択します。DevPartnerによって、

[Title]フィールドおよび [Description] フィールドまたは [Symptom]フィールドに値が⼊⼒さ
れます。他に必要なデータがあれば⼊⼒し、作業項目を保存します。

メモ： Visual Studioでチーム エクスプローラのコンテキスト メニューを使用する場合、作   

業項目にはセッション データは⾃動的に⼊⼒されません。

DevPartner Studio から Team Systemへのデータの送信の詳細については、このマニュアルの  

各章にある Visual Studio Team System についてのセクションを参照してください。開発およ   

びプロジェクト管理活動をサポートするためのTeam System の使用方法については、 

Microsoft Visual Studio Team System のマニュアルを参照してください。

ターミナル サービスとリモート デスクトップを使用する

DevPartner Studio では Windowsのターミナル サービスがサポートされています。ターミナ   

ル サービスを使⽤すると、直接コンピュータを使⽤して⾏うことができるすべての操作を実 

⾏できます。以下に、例を⽰します。

� DevPartnerのオプションをリモート システムで設定する。

� リモート システムで分析を有効または無効にする。

� リモート システムで実⾏されているアプリケーションをプロファイルする。

ライセンス

ターミナル サービス接続には、ユーザー表示ごとに1つの DevPartner同時ライセンスが必要 

です。ターミナル サービス接続経由で接続されるサーバーでは、DevPartner Studio リモート  

サーバー ライセンスは必要ありません。

ターミナル サービスで複数のセッションを実⾏する

ターミナル サーバーでは複数の DevPartnerセッションを同時に実⾏できます。複数のセッ 

ションの起動は、単一のユーザーによる場合も、複数のユーザーによる場合もあります。

DevPartner では、ワークスペースの設定はユーザー単位で保存されるため、単一ユーザーが

コンソールの 2 つのインスタンスを起動した場合、両方のインスタンスが同じワークスペース

設定を共有します。複数のユーザーがカバレッジ分析の複数のインスタンスを起動する場合、

ワークスペースの設定は、インスタンスごとに個別に設定できます。

収集されるデータには、ターミナル サーバー上の全ユーザーのサーバー プロセスにおける動  

作が含まれています。セッション中、データ収集に注意を集中させるために、監視対象のプ

ロセスを使用したり、監視対象のターゲットを呼び出すような余分なアプリケーション アプ 

リケーションは排除または制限してください。
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第2章

エラー検出
この章には、2つのセクションが含まれています。1 つめのセクションでは、はじめてのユー

ザーを対象として、エラー検出を実⾏する簡単な⼿順について説明します。2つめのセクション

では、DevPartnerエラー検出機能を詳細に把握するための参考情報を示します。

エラー検出に関するタスクベースの追加情報については、DevPartnerのオンライン ヘルプを 

参照してください。より詳細な情報については、DevPartnerソフトウェア インストールに付 

属の PDF形式の『エラー検出ガイド』を参照してください。

エラー検出とは

DevPartnerは、C とC++開発の総合的なデバッグ ソリューションです。DevPartnerエラー検 

出による頻繁なチェックをアプリケーション開発サイクルに組み込むことによって、エラー

のない安定したコードを作成できます。DevPartnerを使用すると、開発プロセスにかかる時

間を増加させることなく、エラー検出と分析を自動化できます。以下の機能を使用すると、従

来からのデバッグ⼿法とテスト⼿法では検出できない⾒つかりにくいバグを特定できます。

� 総合的なエラー検出

� 柔軟なデバッグ環境

� Visual Studioデバッガとの統合

� Microsoft Visual Studioとの統合

� ⾼度なエラー分析

� エラー検出のオープン アーキテクチャ

簡単な手順でエラー検出を使用する

以下の準備、設定、実⾏の⼿順に従ってDevPartnerエラー検出を使用できます。

DevPartner Studioでアプリケーションを分析する場合、昇格されたシステム権限は必要あり 

ません。DevPartnerでのアプリケーションの分析には、アプリケーションの作成とデバッグ

に使用するシステム権限で十分です。

準備：エラー検出の分析範囲を決定する

コード上での DevPartnerエラー検出の実⾏⽅法や、検索が必要なエラーとメモリ リークの種 

類について検討します。

すぐに使い始めるには、影付きのボックス内に示された手順に従います。影付きのボックス

内に説明されている内容の詳細については、ボックスの下の追加説明を参照してください。
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メモ： DevPartnerエラー検出では、ターゲット アプリケーションごとにデータ ファイル  

が作成されます。エラー検出を開始する前に、ターゲット実⾏可能ファイルを含む

フォルダへの書き込みアクセス権があることを確認する必要があります。

DevPartner エラー検出でサポートされているすべてのプロジェクト タイプのリストは、「エ 

ラー検出でサポートされているプロジェクト タイプ」（270ページ）を参照してください。

セッションの実⾏⽅法を決定する

ユーザーの状況のニーズに応じて、いくつかの方法で DevPartnerエラー検出を実⾏できます。

� Microsoft Visual Studio 内から、またはスタンドアロン アプリケーションを使用して、   

ルーチン コード検証プロセス （日次または週次）の一部として対話的にエラー検出を実 

⾏します。

� Visual Studio環境では、すべてのエラー検出機能にアクセスできます。ユーザーはDevPartner 
の設定を構成してプログラムをチェックし、検出されたエラーを確認できます。

� DevPartnerは、Visual Studioから分離したスタンドアロン アプリケーションとして実  

⾏できますが、その場合、ユーザーはVisual Studioエディタにアクセスしてコードを 

編集することができません。

� bc.exe を使用して、バッチ ファイルまたはコマンド ラインから実⾏するエラー検出を⾃  

動化します。

� コマンド ラインから DevPartnerを起動すると、自動テスト スクリプトを設定できま  

す。詳細については、「コマンド ラインからエラー検出を実⾏する」（56 ページ）を 

参照してください。

� 主要な開発マイルストーンで詳細な検証を⾏うために、FinalCheck を使用してコードをイン

ストゥルメントします （Visual Studio のみ）。

検索するエラー タイプを決定する

エラー検出を使用すると、ユーザーは、コード内で発生する可能性のある各種のエラーとリー

クを幅広く検索し、エラーを追跡することもできます。

� COM オブジェクト エラーがコードにないことを確認するには、COM オブジェクトの追 

跡を有効にします。

� 同期オブジェクトが正しく使用されていることを確認する、またはときどきデッドロック

され、原因が不明のアプリケーションに対してデッドロック分析を有効にします。

� カスタム アロケータの実装によってリークまたはエラーが発生していないことを確認す 

るには、カスタム アロケータが対象となるように、メモリ追跡システムを拡張します。カ 

スタム アロケータの説明を記述するには、使用しているアロケータについての説明情報を 

UserAllocators.dat ファイルに追加します。『エラー検出ガイド』の「ユーザーが作成

したアロケータの使用」を参照してください。

以降の⼿順では、以下の事項を前提としています。

� ソリューション内に、アンマネージ ソース コードが含まれています。

� サポートされているVisual Studioのリリースでエラー検出を実⾏しています。
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設定：オプションと設定を構成する

DevPartner エラー検出は、特定のタイプのエラーをレポートするようにカスタマイズできま

す。また、不要な項目を無視またはフィルタで除外することもできます。

実⾏しているDevPartnerエラー検出の状態に応じて、複数のメニュー オプションを使用して 

[ 設定 ] ダイアログ ボックスにアクセスできます （「[ 設定 ] ダイアログ ボックスを使用する」  

（41ページ）を参照）。

デフォルトで、エラー検出は単純なメモリ リーク、数種類のメモリ エラー、およびリソース  

リークを検出します。デフォルト設定を編集すると、以下のタイプのエラー、リーク、およ

びイベントを含む各インスタンスも検出できます。

� API コールとバリデーション エラー

� 潜在的なデッドロックの状況

� COM インターフェイス リーク

� メモリ割り当てと割り当ての解放

� Windowsメッセージとその他の重要なイベント（「Windowsメッセージとイベント ログを 

追跡する」（54ページ）を参照）

さらに、FinalCheck を使用するように DevPartner を構成できます。FinalCheck を使用して

エラー検出を⾏うと、C または C++ アプリケーションをインストゥルメントし、エラーが発

生した正確なステートメントを特定できます。FinalCheckでは多くのリソースを使用し、実

⾏に時間がかかりますが、検出が難しいメモリ、ポインタ、リークのエラーを検索して、正

確な位置を特定します。

エラー検出の設定では、特定のエラーとリークに対してエラー検出を構成するだけでなく、以

下の操作が可能です。

� エラー検出パラメータを定義する。

� 表⽰に使⽤するフォントと⾊を変更する。

� 構成ファイルにパラメータを保存して再利⽤する。

� 現在のセッションに別の構成ファイルをロードする。

実⾏：エラー検出でソリューションを実⾏する

これで、DevPartnerエラー検出でソリューションを実⾏する準備ができました。

この手順では、DevPartnerのデフォルトのプロパティとオプションを使用します。設定を変

更する必要はありません。

1 Visual Studioでソリューションを開きます。

2 [DevPartner] > [ エラー検出を選択して開始 ] を選択します。

3 プログラムでエラーをチェックする部分を実⾏します。 

エラー検出では、重大なエラーを検出するたびに [ 検出されたプログラム エラー ] ダイ 

アログ ボックスがポップアップ表示されます （図 2-1 を参照）。重大ではないその他の  

エラーや一般的なエラーは、あとからそれらに対処できるように記録されて、（エラー検

出のメイン ウィンドウの左上に配置されている）検証結果ペインに表示されます。
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[ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックス （「[ 検出されたプログラム エラー ] ダイ   

アログ ボックスを使用する」（33ページ）を参照）では、エラーの説明とその下にコール ス  

タック情報が表示され、最後にエラーが検出されたコード セグメント （使用可能な場合）が 

表示されます。検出されたエラーのさらに詳しい説明を表示するには、[説明 ] ボタンをクリッ

クします。

図2-1 [検出されたプログラム エラー ]ダイアログ ボックス

4 [ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックスが表示された場合、以下のいずれ  

かの⽅法で応答して、引き続きプログラムを実⾏します。[検出されたプログラム エラー ] 
ダイアログ ボックスが表示されない場合は、この手順をスキップできます。

� [説明 ]－エラーの詳細説明およびエラーを解決するための対処方法を説明します。

� [抑制]－このエラーの情報が⼊⼒された状態で、[抑制]ダイアログ ボックスが開きます。 

エラーを抑制すると、それ以降は、このエラーが出現してもエラー検出の対象になりま

せん。「[ 抑制 ] と [ フィルタ ] ダイアログ ボックスを理解する」（36 ページ）を参照 

してください。

� [デバッグ ]－Visual Studioデバッガでエラーが発⽣した⾏のコードを開きます。
� [中止 ]－プログラムを停止し、検証結果ペインを表示します。

� [続⾏ ]－エラーを確認して、次の操作に進みます。セッション完了後にさらに確認す
るために、検証結果ペインにエラーが表示されます。

5 チェックが終了したら、プログラムを停⽌します。

プログラムが正常に終了しないことがあります。その場合は、エラーに対して必要な修

正を⾏ってからプログラムを閉じます。プログラムを閉じるには、以下の⽅法のいずれ

かを使用します。

� [ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックスの [中止 ]をクリックします。

� [デバッグ ]メニューから [デバッグ停止 ]を選択します。

� アプリケーションを停止します。
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これで、基本のエラー検出セッションの実⾏を完了しました。検証結果ペインを確認して、検

出したエラーとリークに基づいてデータを分析します。

検証結果ペインのデータを分析する

エラー検出のメイン ウィンドウの左上にある検証結果ペイン （図 2-2 を参照）では、一連の  

タブを使用して各種の情報を確認できます。

図2-2 エラー検出のメイン ウィンドウ

セッション完了後、[ 検証結果 ] ペインの [ サマリ ] タブを使用してデータ確認を開始します

（図 2-3を参照）。

ソース ペイン

[エラー ]タブを 

示す検証結果ペイン

詳細ペイン
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図2-3 [サマリ ]タブを表示した検証結果ペイン

[サマリ ]タブには、現在のセッション内で検出したすべてのエラーとリークの概要が表示され

ます。イベントをダブルクリックして、選択したイベントの詳細を示すタブに移動します。

1 検出したエラーとリークの概要について、検証結果ペインの [サマリ ]タブで確認します。

2 [サマリ ]ペインのリストからエラーをダブルクリックします。

エラーまたはリークのタイプに関するタブが表示されます。エラーを診断してそれらを

修正できるように、このタブではエラーがカテゴリごとに分類され、繰り返し発生する

エラーに着目しやすくなっています。

3 1つのカテゴリを完全に展開して、特定のリーク、エラー、またはイベントを選択します。

リストの一番上のレベルに、リーク、エラー、およびイベントのカテゴリが表示されて

います。カテゴリを完全に展開すると、検出した個々のエラー、リーク、およびイベン

トが表示されます （図2-4 （29 ページ）を参照）。
28     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第2章 ・ エラー検出
図2-4 選択したエラーを表示する [ エラー ] タブ

検証結果ペインには、[メモリ リーク ]、[その他のリーク ]、[エラー ]、[.NET パフォーマン 

ス ]、[モジュール ]、および [通知情報 ]のタブがあります （図2-4 （29ページ）を参照）。こ

れらのタブから、提⽰されたデータの分類や評価を⾏うためのその他のアクションを実⾏す

ることもできます。

検証結果ペインのいずれかのタブで特定のエラーを右クリックし、[ ソースの編集 ]を選択し

て、特定のエラーのソース コードにアクセスすることもできます。これにより、ソース ペ  

インのエラーが発⽣したコード⾏にソース ファイルが開きます。

� これらのタブ上でデータを並べ替えるには、カラムのヘッダー（[ その他のリーク ] タブの

[ タイプ ]、[回数 ]、または [ デアロケータ ] など）をクリックします。

� タブ上でイベントに関する詳細情報を表示するには、イベントを右クリックして[説明 ]を
選択します。

� アプリケーション内の他のイベントのコンテキストと共にイベントを表示するには、イ

ベントを右クリックして [通知情報で検索 ] を選択します。[通知情報 ] タブでは、アプ

リケーション内で発⽣したすべてのイベントを時系列順にリストします。

詳細ペインは、エラー検出ウィンドウの右上セクションにあります。詳細ペインに表示され

る情報は、現在選択しているイベントに応じて異なります。エラーまたはイベントは常に詳

細に説明されていますが、詳細ペインでは、コール スタック、P/Invoke使用回数グラフ、COM 
使用回数なども表示できます。

4 詳細ペインを確認します （図2-2 （27ページ）を参照）。

詳細ペインの上部に、選択したエラーの詳細な説明が示されます。説明の下には、現在

のコール スタックが表示されます。
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エラー検出のメイン ウィンドウの下部は、ソース ペインと呼ばれます。ソース ペインには、   

現在選択しているコール スタックに関連付けられているソース ファイルが表示されます。詳  

細ペインで別のコール スタックを選択すると、ソース コードが変わります。

エラー検出を使⽤して、エラーまたはリークをエディタ内で識別して位置を特定し、コード

内で解決できました。

セッション ファイルを保存する

ヒント： [全般 ]設定を使用して、[ファイル ]>[閉じる ]を選択することで、セッション ファイ  

ルの保存を求めるメッセージを表示するようエラー検出を設定できます。

セッション ファイルに結果を保存すると、以下が可能になります。

� 以前に発⽣した種類のリークおよびエラーを⾒直す。

� セッション データをXMLへエクスポートする（「データをXMLにエクスポートする」（55 
ページ）を参照）。エクスポートによりデータと他のユーザーと共有したり、セッション

間でデータを比較できます。さらに、傾向を示すデータベースを構築できます。

� このセッションで検出されたエラーをいつでも修正する。

セッション ファイルは、拡張子.dpbclが付いて保存されます。デフォルトでは、実⾏可能 

ファイルと同じフォルダに保管されます。

エラー検出を Visual Studioで実⾏しているか、スタンドアロン アプリケーションで実⾏して  

いるかにより、セッション ファイルを保存する⼿順が異なります。

5 コール スタックを確認します。

コール スタックでは、エラーのタイプに応じて、エラーまたはリークが検出された場所 

やそれらが割り当てられた場所を示すことができます。複数のコール スタックが使用可 

能な場合は、ドロップダウン リストを使用してコール スタックを切り替えできます。

6 ソース ペインを確認します。

ソース ペインには、現在選択しているコール スタックに関連付けられたコードが表示さ  

れ、エラーやリークが検出された場所または割り当てられた場所が強調表示されています。

7 ソース コードを確認して、エラーまたはリークが検出された理由を判断します。

8 ソース ペインを右クリックして、[ソースの編集 ]を選択します。

ソース ファイルが Visual Studioエディタで開き、ソース ペインの表示と同じ位置が示   

されます。

9 ソース コードを編集してエラーを修正し、ソリューションを保存します。

10 セッション ファイルを保存するには、[ファイル ]>[選択したファイルに名前を付けて保 

存 ]を選択します。

11 [ ファイルに名前を付けて保存 ] ダイアログ ボックスを使用して、セッション ファイル  

の場所と名前を選択します。
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Visual Studioからセッション ファイルを保存する

1 [ファイル ] > [選択したファイルに名前を付けて保存 ]を選択します。

2 [ ファイルに名前を付けて保存 ] ダイアログ ボックスを使用して、セッション ファイルの  

場所と名前を選択します。

スタンドアロン アプリケーションからセッション ファイルを保存する

1 [ファイル ] > [セッション ログに名前を付けて保存 ]を選択します。

2 [ ファイルに名前を付けて保存 ] ダイアログ ボックスを使用して、セッション ファイルの  

場所と名前を選択します。

これで、この章の準備、設定、実⾏のセクションは終了です。エラー検出セッション実⾏の

メカニズムの基礎が理解できました。詳細情報については、引き続きこの章の残りの部分を

参照してください。⾼度なトピックの詳細な議論については『エラー検出ガイド』で参照し

てください。または、タスク中心の情報については DevPartnerオンライン ヘルプを参照して 

ください。

ActiveCheck または FinalCheck を使用する場合を判断する

DevPartnerでは、ActiveCheck™ と FinalCheck™ の両方のテクノロジを使用して、Windows
アプリケーションを分析できます。

ActiveCheckを理解する

ActiveCheckテクノロジとは、ソース コードをインストゥルメンテーションせずに、エラー、 

リーク、およびイベントをチェックする標準処理のことです。コードのインストゥルメンテー

ションが必要ないため、ActiveCheck でエラーを検出する際は、ユーザーがコンパイルやリン

クをやり直す必要はありません。ActiveCheckは、どのエラー検出セッションでも有効化され

ています。

ActiveCheckでは、以下の操作を実⾏できます。

� 実⾏時にAPI バリデーション エラーをレポートする

� プログラムの終了時にメモリ リークとリソース リークをレポートする

� メモリまたはリソースが割り当てられている⾏、またはエラーが発⽣している⾏にエ

ラーを絞り込む

� 潜在的なデッドロックを特定する

DevPartner は ActiveCheck でエラー検出を使用する場合に、プログラムを分析します。これ

は API コール、メモリの割り当てと解放、Windowsメッセージ、その他の重大なイベントを

監視します。このデータを使⽤してエラーを検出したり、プログラムの実⾏の詳細な追跡を

⾏ったりできます。使⽤可能なソース コードがないプログラムに対しても、チェックが可能 

です。

ActiveCheckはコンパイルや再リンクによるオーバーヘッドを伴わないため、⽇次処理として
使用できます。ソフトウェア開発サイクルを通して ActiveCheck を使用すると、API バリデー

ション エラー、デッドロック、リソース リーク、および COM インターフェイス リークが検   

出されます。
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ï 2-1 および ï 2-2に、ActiveCheckで検出されるエラーをリストします。

FinalCheckを理解する

FinalCheck は、コードのコンパイル時にコードに対して診断ロジックを挿入する特徴的なテ

クノロジです。FinalCheck を使用すると、DevPartnerはエラーが発生したステートメントを

正確に特定できます。

表2-1. ActiveCheckで検出されるAPI、COM、およびメモリ エラー

API エラーとCOMエラー メモリ エラー

• COMインターフェイス メソッドの失敗

• 不正な引数
• 不正なCOMインターフェイス メソッド引数

• パラメータ範囲エラー

• スレッドの不正な使⽤
• Windows関数が失敗した場合

• Windows関数が実装されていない場合

• ダイナミック メモリ オーバーラン

• 解放されたハンドルがすでにアンロックされ

ている場合

• ハンドルがすでにアンロックされている場合

• メモリ割り当ての競合

• アンロックされたメモリ ブロックをポインタ 

が参照

• スタック メモリ オーバーラン

• スタティック メモリ オーバーラン

表2-2. ActiveCheckで検出されるデッドロック関連、.NET、ポインタ、およびリーク エラー

デッドロック関連エラー .NETエラー

ポインタ エラーとリーク  
エラー

• デッドロック

• 潜在的なデッドロック

• スレッドのデッドロック

• クリティカル セクションの 

エラー

• セマフォ エラー

• ミューテックス エラー

• イベント エラー

• ハンドル エラー

• リソースの使用とネーミン

グ エラー

• 問 題 の ある 可 能 性 が 高 い

リソース使用状況

• Windowsイベント エラー

• ファイナライザ エラー

• GC.Suppress finalizeが 

呼び出されていない場合

• Dispose属性エラー

• 処理されていないネイティ
ブの例外がマネージ コード 

に渡された場合

• インターフェイス リーク

• メモリ リーク

• リソース リーク
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プロジェクトの重要なマイルストーンに対してや⾒つかりにくいエラーの検出のために、

FinalCheck を使用します。FinalCheck は、ActiveCheck で検出されるすべてのエラーに加え

て、以下の表にリストしたエラーを検出する ActiveCheck のスーパーセットです。

ActiveCheckとFinalCheckを⽐較する－例

DevPartnerは、newまたはmallocを使用するメモリ ブロック割り当てを記録し、ポインタを 

ローカル変数に格納します。このローカル変数に再度別の値を割り当てる場合は、前もってメ

モリ ブロックを解放するか、またはこのポインタを別の変数に割り当てておかないと、アプ 

リケーション内にリークが発生します。

� ActiveCheck を使用する場合： DevPartner は、mallocまたは newによって割り当てられ 

たブロックがリークされたことをレポートし、メモリが割り当てられた⾏を⽰します。エ

ラーは、アプリケーションの停止時にレポートされます。

� FinalCheck を使用する場合： DevPartner は、ブロックが割り当てられている位置をレ 

ポートし、そのブロックを参照している最後の変数に新しい値を割り当てた⾏を強調表⽰

します。エラーは、発生した時点でレポートされます。

[ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックスを使用する

DevPartnerでは、アプリケーションに重大なエラーが検出されると、[検出されたプログラム

エラー ]ダイアログ ボックス （図2-1 （26ページ）を参照）が表示されます。

[ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックスの上部に、検出されたエラーの説明が表  

示されます。エラーの説明の下に 1つまたは複数のタブがあり、各タブはアプリケーション内

の場所と対応するコール スタックに関連付けられています。レポートされたエラーとソース 

情報を確認して、問題の原因特定とその修正に役⽴てます。

表2-3. FinalCheckで検出されるその他のエラー

メモリ エラー ポインタ エラーとリーク エラー

• バッファ読み込みオーバーフロー

• 未初期化メモリからの読み込み

• バッファ書き込みオーバーフロー

• 範囲を超えた配列の読み込み
• 有効範囲外を示すポインタのコピー

• ダングリング ポインタの演算

• 非関連ポインタの演算

• 関数を示していない関数ポインタ

• メモリ領域の解放に伴うメモリ リーク

• リークによるリーク

• メモリの再割り当てに伴うメモリ リーク

• ローカル変数の喪失に伴うメモリ リーク

• ローカル変数を指すポインタを返している

場合

• アンワインドによるリーク

• モジュール アンロードによるリーク

• スレッドの終了によるリーク
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実⾏できるユーザー操作を理解する

[ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックスには、[説明 ]、[メモリおよびリソース  

ビューア ]、[デバッグ ]、[コピー ]、[抑制 ]の各ボタンが表示されます。

説明

[説明 ]をクリックすると、各エラーの詳細な説明、サンプル コード、問題を修正するための 

解決案のリストが表示されます。

メモリおよびリソース ビューア

[メモリ /リソース ビューア ]をクリックすると、解放されていないメモリとリソースの詳細な 

説明が表示されます。詳細については、「[ メモリおよびリソース ビューア ] ダイアログ ボッ  

クスを理解する」（34ページ）および『エラー検出ガイド』を参照してください。

コピー

[コピー ]をクリックすると、すべてのウィンドウとタブ （ソース ペインを除く）の内容がク 

リップボードに転送されます。ユーザーは、この情報を他のアプリケーションに貼り付けで

きます。

抑制

[抑制 ]をクリックすると、現在のエラーを抑制できるダイアログ ボックスが開きます。抑制 

の使⽤⽅法と使⽤理由の詳細については、「[ 抑制 ] と [ フィルタ ] ダイアログ ボックスを理解 

する」（36ページ）および『エラー検出ガイド』を参照してください。

デバッグ

Visual Studio で作業しているとき、ダイアログ ボックスの下部に [ デバッグ ] が表示されま  

す。ただし、スタンドアロン アプリケーションでは使用できません。[デバッグ ]をクリック 

すると、Visual Studio デバッガでコードが開きます。

中止

[中止 ]をクリックすると、アプリケーションが停⽌します。これにより、効率的にプロセス
が終了され、場合によってはアプリケーションを停⽌するよりも優れた⼿段となります。

続⾏

[続⾏ ]をクリックすると、エラーの確認後、ダイアログ ボックスが閉じてアプリケーション 

が引き続き実⾏されます。エラーは、あとから検証結果ペインで確認できるように、セッション

ファイルに保存されます。

[ メモリおよびリソース ビューア ] ダイアログ ボックスを理解する
メモリおよびリソース ビューアにアクセスするには、[ 検出されたプログラム エラー ] ダイア  

ログ ボックスの [ メモリおよびリソース ビューア ] ボタンをクリックします。メモリおよび  

リソース ビューアでは、解放されていないメモリとリソースの割り当てを分析できます。

たとえば、ほとんどのメモリ分析ツールでは、アプリケーションの実⾏時にメモリへの影響を

判定できません。リーク状態のメモリまたはリソースは、アプリケーションの停止後にしかレ

ポートされません。のメモリおよびリソース ビューアは、プログラム実⾏の任意のポイント 
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で取得したメモリおよびリソースの「スナップショット」を提示します。また、現在割り当

てられているメモリ ブロックまたはリソースを「マーク」して、プログラムの初期化後やト 

ランザクションの処理中に割り当てられたブロックの表⽰を制限することもできます。

これらの機能は、以下のような状況で特に役に⽴つ場合があります。

� 定期使用中に24/7 サーバー アプリケーションを終了できない
� リソースの消費に応答してアプリケーションが停止する可能性がある

� プログラム終了時に⾃動的にクリーン アップされる⼤量のメモリをアプリケーションが 

消費する可能性がある

図2-5 [メモリおよびリソース ビューア ]ダイアログ ボックス

メモリおよびリソース ビューアのユーザー インターフェイスを確認する

[ メモリおよびリソース ビューア ] ダイアログ ボックスにアクセスするには、[ 検出されたプ  

ログラム エラー ] ダイアログ ボックスの [メモリ /リソース ビューア ]をクリックします。

[メモリおよびリソース ビューア ]ダイアログ ボックスは、4つのペインで構成されています。

� メモリの内容ペイン

さまざまな形式でメモリ ブロックの内容を表示します。リソースに対しては使用できま 

せん。

詳細

ソース

メモリの内容

スタック
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� 詳細ペイン

[ メモリ ]、[ リソース ]、[ サマリ ] の各タブがあります。各メモリとリソースの割り当て

の詳細が表示されます。

� スタック ペイン

[メモリ ]タブにエントリのメモリ ダンプとコールスタックの情報を表示し、[リソース ] 
タブにエントリの説明とコールスタック情報を表示します。

� ソース ペイン

コールスタック エントリに対応するソース コード （使用可能な場合）が表示されます。

メモリおよびリソース ビューアの内容を保存する

[保存 ]をクリックして、あとで確認できるように [ メモリおよびリソース ビューア ] ダイアロ 

グ ボックスの現在の内容をテキスト ファイルとして記録します。

基準点を設定する

[マークして閉じる ]をクリックすると、メモリとリソース データを記録するための基準点が 

設定されます。これによって、基準点をマークしたイベントの前後のメモリとリソースの割

り当てを比較できるようになります。

[ 抑制 ] と [ フィルタ ] ダイアログ ボックスを理解する
DevPartnerで提供されている[抑制 ]ダイアログ ボックスと [フィルタ ]ダイアログ ボックスを  

使用すると、収集または表示されるデータを減らすことができます。どちらの方法も、デー

タを制限して管理しやすい分析⽤のサブセットにすることを目的としています。

たとえば、Kernel32 のFindResourceA からのコール バリデーション エラー、または  

Kernel32 のすべてのコールに対するコール バリデーション エラーを抑制できます。この選  

択を⾏ったあとは、アプリケーション内のさまざまな別の選択条件と組み合わせることがで

きます。DevPartner のデフォルトでは、最も制限が低いオプションに設定されています

（図 2-6 を参照）。

抑制またはフィルタの適⽤時には、以下の操作も実⾏できます。

� 指定した抑制またはフィルタを作成した理由を説明するコメントを⼊⼒する。

� 現在の実⾏または将来の実⾏に抑制またはフィルタを適⽤することを選択する。

� 再利⽤や共有を目的に抑制またはフィルタのインストラクションを保管するための⼿段

として、抑制ファイルまたはフィルタ ファイルを作成する。

エラーを抑制する

エラーを抑制することによって、以降にそれらのエラーが出現してもスキップするように

DevPartnerを設定します。抑制されたエラーはログに記録されず、[ 検出されたプログラム エ 

ラー ] ダイアログ ボックスに表示されません。エラーを抑制するには：

� [ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックスにエラーが表示されたときに、 

[ 抑制 ] をクリックします。
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� エラー検出のメイン ウィンドウのいずれかのペインで特定のエラーを右クリックし、[ 抑 

制 ] を選択します。

抑制ファイルを作成して保存する

複数の抑制ファイルを作成し、その際に大規模なアプリケーションを構成する DLL に抑制ラ

イブラリを追加作成できます。開発チームのメンバーの間で、抑制を簡単に再利⽤したり共

有したりできます。

最初にエラー検出で.EXEを開くときに、チェック対象の.EXEと同じフォルダにデフォルト

の抑制ファイルが作成されます。

以下のセクションでは、エラー検出で抑制ファイルを作成する方法を説明します。

[抑制ファイル ]ダイアログ ボックスから作成する方法

[抑制ファイル]ダイアログ ボックスから抑制ファイルを作成するには、以下の手順に従います。

1 [ 抑制ファイル ] ダイアログ ボックスにアクセスします。

� Visual Studioの場合：[DevPartner] > [エラー検出ルール ] > [抑制 ]を選択します。

� スタンドアロンの場合：[プログラム ] > [ルール ] > [抑制 ]を選択します。

2 [追加 ]をクリックします。

3 抑制ファイルに割り当てる名前を [ ファイル名 ]テキスト ボックスに⼊⼒して、[開く ]を 

クリックします。

4 [はい ]をクリックして確定します。

作成した抑制ファイルが [ 抑制ファイル ] ダイアログ ボックス上部のペインの [ 使用でき 

る抑制ファイル ]リストに追加されます。

5 [OK]をクリックします。

抑制ファイルは作成済みですが、ユーザーが抑制を追加するまでは空の状態です （「抑制

ファイルにエントリを追加する」（38 ページ）を参照）。追加した抑制は、現在のエラー

検出セッションを閉じるまで保存されません。

[抑制 ]ダイアログ ボックスから作成する方法

[ 抑制 ] ダイアログ ボックスから抑制ファイルを作成するには、以下の手順に従います。

1 セッションを完了したら、[メモリ リーク ]、[その他のリーク ]、[エラー ]、[.NETパフォー 

マンス ]、または [モジュール ]タブで特定のエラーを右クリックし、[抑制 ]を選択します。

2 [ 抑制 ] ダイアログ ボックスで、[場所 ]フィールドの右側の参照ボタン （...）をクリック 

します。[ 抑制ファイルを追加 ] ダイアログ ボックスが開きます。

3 抑制ファイルに割り当てる名前を [ ファイル名 ]テキスト ボックスに⼊⼒して、[開く ]を 

クリックします。

4 [はい ]をクリックして確定します。

5 [OK]をクリックします。

抑制ファイルには、手順 1 で右クリックしたエラーを抑制するインストラクションが含ま

れています。追加したすべてのインストラクションおよび抑制は、現在のエラー検出セッ

ションを閉じるまで保存されません。
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抑制ファイルにエントリを追加する

抑制ファイルにエントリを追加するには、以下の手順に従います。

1 検証結果ペインで、[メモリ リーク ]、[その他のリーク ]、[エラー ]、[モジュール ]、ま 

たは [通知情報 ]のいずれかのタブを選択します。

2 そのタブ内で特定のエラー、リーク、またはモジュールを右クリックし、[ 抑制 ] を選択

します。[ 抑制 ] ダイアログ ボックスが開きます （図2-6 （38ページ）を参照）。

3 追加する抑制のタイプを選択します。

上部のペインに、各種の抑制オプションが表示されます。選択できるオプションは、選択

したイベント （エラー、リーク、モジュール）と、エラー検出がイベントに遭遇したとき

のコンテキストに応じて異なります。

4 必要に応じて、抑制エントリを説明するコメントを⼊⼒します。

コメントは抑制ファイルをアップデートする際に役⽴ちます。特に、抑制がアドレス ベー 

スで、サードパーティ ベンダが新規または更新ライブラリを出荷する場合に便利です。

5 この抑制を保存するには、[抑制情報の保存 ]チェック ボックスをオンにします。

6 このエントリを追加する抑制ファイルの場所を指定するには、[場所 ]ドロップダウン メ 

ニューからファイルを選択します。

� 選択しなければ、エントリはデフォルトのプログラム抑制ファイルに追加されます。

� プログラムに抑制ファイルを追加していない場合、選択肢はデフォルトのプログラム

抑制ファイルのみです。

� 別の場所にある抑制ファイルを指定するには、参照ボタン （...）（[場所 ]ドロップ ダ 

ウン メニューの右側）をクリックして、別の抑制ファイルを選択します。

7 [OK]をクリックして続⾏します。追加したエントリは、現在のエラー検出セッションを
終了するまでは保存されません。

図2-6 [抑制 ]ダイアログ ボックス
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エラーをフィルタ処理する

フィルタを使用すると、すでに.dpbclログ ファイルに記録されたイベントを非表示にできま 

す。DevPartner ではこれらのエラーが検出されますが、検証結果ペインでは非表示になるか、

[フォントと色 ]で指定した形式で表示されます。フィルタ対象のエラーを選択するには：

� エラー検出のメイン ウィンドウの、いずれかのペインで特定のエラーを右クリックし、 

[ フィルタ ] を選択します。

� エラー検出のメイン ウィンドウの、いずれかのペインで特定のエラーを選択し、ツール 

バーの [フィルタ ]ボタンをクリックします。

フィルタ処理のインストラクションを削除すると、以降は関連のエラーはフィルタされず、検

証結果ペインに表示されます。

フィルタ ファイルを作成する

フィルタ ファイルを作成するには、次の 2通りの方法があります。

[フィルタ ファイル ]ダイアログ ボックスから作成する方法

[ フィルタ ファイル ] ダイアログ ボックスからフィルタ ファイルを作成するには、以下の手   

順に従います。

1 [ フィルタ ファイル ] ダイアログ ボックスを開きます。

2 [追加 ]をクリックします。

[ フィルタ ファイルを追加 ] ダイアログ ボックスが開きます。

3 フィルタ ファイルに割り当てる名前を [ファイル名 ]テキスト ボックスに⼊⼒して、[開  

く ]をクリックします。

4 [はい ]をクリックして確定します。

フィルタ ファイルが [フィルタ ファイル ]ダイアログ ボックス上部のペインの [使用でき   

るフィルタ ファイル ] リストに追加されます。フィルタ ファイルは空で、プログラムの  

検証結果の表示には反映されません。

追加したフィルタは、現在のエラー検出セッションを終了するまでは保存されません。

[フィルタ ]ダイアログ ボックスから作成する方法

[ フィルタ ] ダイアログ ボックスからフィルタ ファイルを作成するには、以下の手順に従い  

ます。

1 セッションを完了したら、[メモリ リーク ]、[その他のリーク ]、[エラー ]、[モジュール ]、 
または [通知情報 ]タブで特定のイベントまたはエラーを右クリックし、[ フィルタ ]を選

択します。[ フィルタ ] ダイアログ ボックスが開きます （図2-6 （38ページ）を参照）。

2 [場所 ]フィールドの右側の参照ボタン （...）をクリックします。

[ フィルタ ファイルを追加 ] ダイアログ ボックスが開きます。

3 フィルタ ファイルに割り当てる名前を [ファイル名 ]テキスト ボックスに⼊⼒して、[開  

く ]をクリックします。

4 [はい ]をクリックして確定します。フィルタ ファイルには、手順 1で選択したエラーま 

たはイベントを非表示にするインストラクションが含まれています。追加したフィルタ

は、現在のエラー検出セッションが閉じるまでは保存されません。
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フィルタ ファイルにエントリを追加する

既存のフィルタ ファイルにエントリを追加するには、以下の手順に従います。

1 検証結果ペインで、[メモリ リーク ]、[その他のリーク ]、[エラー ]、[モジュール ]、ま 

たは [通知情報 ]のいずれかのタブを選択します。

2 そのタブ内で特定のエラー、リーク、またはモジュールを右クリックし、[ フィルタ ] を

選択します。[ フィルタ ] ダイアログ ボックスが表示されます（図2-6（38ページ）を参照）。

3 [ オプション ] を選択します。

これらのオプションは、ダイアログ ボックスの上部のペインにリストされます。選択で 

きるオプションは、選択したイベント （エラー、リーク、モジュール）と、エラー検出が

イベントに遭遇したときのコンテキストに応じて異なります。

4 必要に応じて、エントリを説明するコメントを⼊⼒します。コメントはフィルタ ファイ 

ルをアップデートする際に役⽴ちます。特に、フィルタがアドレス ベースで、サードパー 

ティ ベンダが新規または更新ライブラリを出荷する場合に便利です。

5 このエントリを保存して再利⽤する場合は、[フィルタ情報を保存 ]チェック ボックスを 

オンにします。

6 このエントリを保存するフィルタ ファイルの場所を指定するには、[ 場所 ] ドロップダ 

ウン メニューからファイルを選択します。

� 選択しなければ、エントリはデフォルトのプログラム フィルタ ファイルに追加され  

ます。

� プログラムにフィルタ ファイルを追加していない場合、選択肢はデフォルトのプログ 

ラム フィルタ ファイルのみです。

� 別の場所にあるフィルタ ファイルを指定するには、参照ボタン （...）（[場所 ]ドロッ 

プ ダウン メニューの右側）をクリックして、別のフィルタ ファイルを選択します。

7 [OK]をクリックして続⾏します。追加したエントリは、現在のエラー検出セッションを
終了するまでは保存されません。

フィルタ処理されたエラーの表⽰と非表⽰を切り替える

検証結果ペインでフィルタ処理されたエラーの表⽰と非表⽰を切り替えるには、[フィルタ処

理されたエラーの表⽰ ]ツールバー アイコンを使用します。

フィルタ エントリを削除する

不要になったフィルタ エントリを削除するには、[DevPartner] > [エラー検出ルール ] >  
[ フィルタ ] を選択します。エントリを含むフィルタ ファイルを選択して、関連のチェック 

ボックスをオフにします。

コール バリデーションを理解する
コール バリデーションを有効にすると、DevPartner では、5,000を超える Windows API コー  

ルが検証されます。DevPartner のチェック対象は、以下を含む多数のイベントです （以下の

項目だけではありません）。

� ハンドル エラーとポインタ エラー
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� フラグ

� 範囲チェック

� API とメソッドのエラー

� 不正な構造体サイズ

� メモリ アクセス エラー

フラグ チェックまたは範囲チェックで、解決しようとしている問題には当てはまらない不要 

なエラーが生成されていると判断した場合は、[フラグ、範囲、および列挙の引数 ]チェック

ボックスをオフにします。コール バリデーションでは戻り値のチェックと、さらに重要なハン 

ドルのチェック、および Windowsコールに対して受け渡しされるポインタのチェックが続⾏
されます。

メモリ ブロック チェックを有効にする

メモリ ブロック チェックを有効にすると、コール バリデーションでは C ランタイム ライブ    

ラリに対するすべてのコールと多数のその他のコールに対して詳細な分析が実⾏されます。

メモリ ブロックのチェックでは全体のパフォーマンスが低下しますが、検出が困難なエラーを 

診断する場合に役⽴つことがあります。デフォルトで、この設定は無効化されています。

[ 設定 ] ダイアログ ボックスを使用する

ヒント： [設定 ] ダイアログ ボックスの構成ファイルの管理機能を使⽤して、構成ファイルと  

してエラーチェック パラメータの設定を保存してください。複数のプロジェクトで作業して 

いる場合は、それぞれのプロジェクトの構成ファイルをロードし、編集して、関連付けるこ

とができます。

DevPartnerの設定を使⽤して、以下の操作を実⾏できます。

� 特定の問題に必要となる種類のデータ収集だけを選択する

� 主なデータ収集の種類の一部を有効化または無効化する

� プログラムの分析対象となる部分を制御する

� デフォルトのDevPartner設定を使用して、パフォーマンスに最低限の影響しか与えない最

も一般的なエラーを検出する

[ 設定 ] ダイアログ ボックスには、以下の方法でアクセスできます。

� スタンドアロンの場合：[ プログラム ] > [ 設定 ] を選択する

� Visual Studioの場合：[ツール] > [オプション]を選択し、ツリー ビューから[DevPartner] > 
[ エラー検出 ] を選択します。

[ 設定 ] ダイアログ ボックスには、主な設定のカテゴリを示すツリー ビューがあります。カテ  

ゴリを選択すると、ダイアログ ボックスにカテゴリの詳細設定が表示されます。

DevPartnerスタンドアロン アプリケーションと統合型の Visual Studioバージョンでは、同じ  

ツリー ビューと [ 設定 ] ダイアログ ボックスを使用します。

設定のグループはすべて、同じ基本構造に従います。ダイアログ ボックスの最上部のチェッ 

ク ボックスをオンにして、主なデータ収集の種類を有効化または無効化できます。

最上部の各チェック ボックスの下には、DevPartnerによるアプリケーションの分析方法をさ 

らに定義するその他の設定があります。設定を変更して、エラー検出プロセスをカスタマイ

ズします。
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たとえば、エラー検出の範囲を広い範囲と狭い範囲で切り替えることができます。

� 広い範囲－多数のデータ型と、選択した多数の関連設定を検証します。

� 検出されるエラー数が多い

� 疑陽性により近い潜在的なエラーを含む

� パフォーマンスが低下する （検出するエラー数が多くなるため）

� 作成されるログ ファイルが大きくなる

� 制限された範囲－少数のデータ型と、選択した少数の関連設定を検証します。

� 特定の関数という狭い範囲を対象とする

� 検出されるエラー数が少ない

� 関連するエラーが検出されない可能性がある

� 問題に関連するエラーのみを簡単に確認できる機会が高まる

� パフォーマンスが向上する

� 作成されるログ ファイルが小さくなる

[全般 ]プロパティを設定する

[ プログラム設定 ] ダイアログ ボックスにアクセスすると、最初に [ 全般 ] プロパティが表示さ 

れます。

� イベントをログに記録：オンにすると、イベントのログ記録が有効になります （イベント

のログ機能は、DevPartner エラー検出の他の部分からも有効にできます）。

� エラーを表示して一時停止：プログラムの実⾏を解析して、特定のエラーのポップ アッ 

プを表示するように、[ 検出されたプログラム エラー ] ダイアログ ボックスの表示を制御  

します。

� プログラム検証結果の保存を確認する：オンにすると、プログラムを停止するか、エラー

検出セッションを閉じる前に、プログラムの検証結果を保存するようにメッセージが表示

されます。

� アプリケーションの終了時にメモリとリソース ビューアを表示する：選択すると、DevPartner 
エラー検出で、テストしているアプリケーションの終了時に[メモリおよびリソース ビューア] 
ダイアログ ボックスが開きます。

� ソース ファイルの検索パス：この設定に含めるソース ファイルのフル パスを指定します。

以下の設定は、エラー検出のスタンドアロン アプリケーションでのみ使用できます。

� シンボル パスの上書き：この設定に含めるシンボル ファイルのフル パスを指定します。   

このフィールドの右側にある参照ボタン （...）をクリックして、[ シンボル パス ] ダイア 

ログ ボックスを開きます。

� 作業ディレクトリ：ターゲット プロセスの作業フォルダを指定します。

メモ： アプリケーションが起動しない場合は、作業フォルダが読み取り専用の可能性があり

ます。アプリケーションによっては、作業フォルダに書き込み権限が必要です。

� コマンド ライン引数：コマンド ラインでアプリケーションに渡される引数を指定します。

メモ： DevPartner エラー検出でアプリケーションが正しく開始されない場合は、コマンド

ライン引数を確認してください。COMサーバー アプリケーションの場合は、これら 

の引数が特に重要です。
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データ収集のプロパティを設定する

データ収集プログラムの設定は、エラー検出の以下のパラメータを制御します。

� コール パラメータのデータ表示の深さ：コール パラメータに関して収集される詳細度を  

指定します。⼩さい値を指定すると処理が速くなりますが、ポインタで参照される詳細は

深いレベルまではレポートされません。大きい値を指定すると、コールの詳細は深いレベ

ルまでレポートされますが、処理が遅くなり、ログ ファイルのサイズが増えます。

� メモリ割り当ての最大コール スタック数：割り当て時に追跡されるコール スタックの数を  

指定します。割り当ては頻繁に⾏われ、エラーになることはほとんどないため、⼤きい値を

選択するとパフォーマンスが低下します。また、大きい値を選択すると、テスト中のアプ

リケーションの、エラー検出のメモリ使⽤量が非常に⼤きくなることがあります。

� エラーの最大コール スタック数：エラーのレポートに使用されるコール スタックの数を  

指定します。この値を必要なだけ大きく設定しても、十分なログ ファイル領域を確保す 

れば、パフォーマンスが低下することはありません。

� NLB ファイル ディレクトリ：（このフィールドは必須です）生成された NLB （最適化さ  

れたタイプ ライブラリ）のファイルが保存されている場所を選択します。通常はプロジェ 

クトと同じ場所に保存されるので、プロジェクトと NLBファイルの削除が容易になりま
す。存在しない場所を指定すると、アプリケーションの実⾏時に、有効な場所の選択を求

めるメッセージがエラー検出で表示されます。[ 参照 ] ボタン（...）を使用してシステムを

参照し、生成された NLB ファイルを保存するフォルダを指定することもできます。NLB
ファイルには、エラー検出に必要な API 記述ファイルの情報がすべて含まれています。

APIコール レポーティング プロパティを設定する

ヒント： チェックする必要のないAPIコールをプログラムが実⾏している場合は、API関数の 

選択を解除します。データ収集を制限すると、パフォーマンスが向上します。

API コール レポーティングを使用して、アプリケーションからシステム関数に対するコール 

と、パラメータおよび戻り値を記録します。 DevPartner エラー検出では、[ データ収集 ] 設定 

で指定した [データ表示の深さ ]に基づいて、戻り値とパラメータの構造情報を記録します。

API コール レポーティングを有効にして、API のチェック ボックスとモジュールをアクティ  

ブにするには、[API コール レポーティングを有効にする ] チェック ボックスをオンにしま  

す。以下の設定は、エラー検出の API ログ機能を制御します。

� ウィンドウ メッセージを収集する：オンにすると、API ログの一部として、ウィンドウ制 

御メッセージが収集されます。

� API コールとリターンを収集する：オンにすると、API モジュール ツリーで選択したモ 

ジュールの API メソッド コールと戻り値が収集されます。

� このアプリケーションに必要なモジュールだけを表示する：このチェック ボックスをオン 

にすると、ツリー ビューのプログラムに必要な API モジュールだけが表示されます。 

チェック ボックスをオフにすると、ツリー ビューが展開され、すべての使用可能な API  
モジュールが表示されます。

� API モジュール ツリー ビュー：プロジェクトに関連付けられた API モジュールが表示さ  

れます。アイテムの隣のプラス （+）記号をクリックすると、含まれている関数が表示さ

れます。各アイテムの隣のチェック ボックスをオンにすると、特定のモジュールや関数を 

API ログの対象として選択できます。
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ヒント： [ウィンドウ メッセージを収集 ]をオンにすると、ログ ファイルのサイズが増加しま   

す。最良の結果を得るには、ウィンドウ メッセージに関する問題をデバッグする場合にだけ、 

この機能を選択してください。

コール レポーティングを有効にすると、ログ ファイルのサイズが大幅に増加することがあり  

ます。ログ ファイルのサイズを最小にするには、アプリケーションの選択した部分のコール 

レポーティング データのみを収集することを検討してください。チェックする部分を制限す 

るには、以下のような方法があります。

� モジュール ツリーのチェックボックスを使用して、チェックする必要のないAPIモジュー 

ルの選択を解除する。

� [ モジュールとファイル ] を使用して、ログのスコープを制限する。

� イベントログを有効または無効にするAPIコールをアプリケーションに追加する。NmApiLib.h
内のコメントを参照してください。このファイル （DevPartner のインストールの一部）に

は、DevPartner エラー検出によってエクスポートされたイベント レポーティング API が 

定義されています。

� イベント ログを無効にする。

コール バリデーション オプションを設定する

コール バリデーションを有効にすると、アプリケーションからオペレーティング システム ラ   

イブラリへのコールと COM メソッド コールが監視されます。渡されたパラメータの有効性 

が検証され、成功を示す値が返されたかどうかがチェックされます。以下の要素は、エラー

検出のコール バリデーションの側面を制御します。

� コール バリデーションを有効にする：このチェック ボックスをオンにすると、コール バ   

リデーションのコンポーネントが有効になります。

� メモリ ブロック チェックを有効にする：このチェック ボックスをオンにすると、メモリを   

参照するパラメータについて広範囲にわたるメモリ チェックが有効になります。この機 

能は、[ プログラムの設定 ] ツリー ビューの [ メモリの追跡 ] で [ メモリの追跡を有効に 

する ] を選択するまでは、有効になりません。

[メモリ ブロック チェックを有効にする ]を選択すると、DevPartnerエラー検出によって  

広範なチェックが実⾏されます。結果はより正確になり、多数のバグを⾒つけることがで

きます。このオプションを有効にしたセッションは完了まで時間がかかります。

� コール前に引数で指定されたバッファを既定値で埋める：このチェック ボックスをオン 

にすると、[ 確保時にフィルする ] の [ メモリの追跡 ] 設定で指定したパターンの出⼒引
数が⼊⼒されます。

� COM 失敗コード：このチェック ボックスをオンにすると、COM メソッドの戻り値の 

チェックが有効になります。

通常の使用では、多数の COMメソッドで「実装されていません」というエラーが報告さ

れます。このチェックを無効にすると、レポートされるエラー数が大幅に減少します。

� COM のリターン コード「実装されていません」をチェックする：このチェック ボック  

スをオンにすると、HRESULT E_NOTIMPL （「実装されていません」）リターン コードの  

チェックが有効になります。DevPartner エラー検出では、このダイアログ ボックスの 

[API エラーをチェックする DLL （失敗または不正な引数）] で選択された DLL に含ま

れる COM インターフェイスのみがチェックされます。
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� API エラー コード：このチェック ボックスをオンにすると、選択した DLL にある API か  

らの戻り値のチェックが有効になります。

� 不正な引数エラー （COM または API）をチェックする：これらのチェック ボックスのど 

ちらかまたは両方をオンにすると、選択した DLL の API またはエラー検出がサポートす

る COM インターフェイス、あるいはその両方に対する引数 （パラメータ）のチェックが

有効になります。

ヒント： パフォーマンスを向上させ、レポートされるエラー数を減らすには、必要に応じてこ 

のオプションを選択します。誤ったコール バリデーション エラーの数を減らすには、[ハンド  

ルとポインタの引数 ]をオンにし、[フラグ、範囲、および列挙の引数 ]をオフにします。

� カテゴリ：（[ ハンドルとポインタの引数 ] または [フラグ、範囲、および列挙の引数 ]）[不
正な引数エラーのチェック ] オプションで [COM] と [API] のいずれかまたは両方を選択

すると使用できます。これらのチェック ボックスのいずれかまたは両方をオンにすると、 

引数のタイプに基づいた引数チェックが有効になります。

� 静的にリンクされたCランタイム ライブラリAPIをチェック： [APIエラー コード]または   

[不正な引数エラー ] の [API] を選択した場合に使用可能です。このチェック ボックスを 

オンにすると、静的な C ランタイム コールのチェックが有効になります。静的な C ラン 

タイム ライブラリを使用しない場合は、これをオフにして、サードパーティ製ライブラ 

リのエラーが表示されないようにします。

ヒント： このリストのDLLを無効にすると、不要なエラーの数が減ります。パフォーマンスを 

向上させることもできます。

� APIエラーをチェックするDLL(失敗または不正な引数)：[APIエラー コード ]または [不 

正な引数エラー ] の [API] を選択した場合に使用可能です。このチェック ボックスをオン 

にすると、リストに表示された DLL の API引数と戻り値のチェックが有効になります。

Visual Studio に付属の Depends などのツールを使用すると、アプリケーションが使用し 

ている DLL から DLL やAPI を検出できます。

APIコールのメモリ上書きの検出を有効にする

API コール （strcpyなど）によって起こるメモリ ブロックの破損のチェックは、デフォル 

トでは無効になっています。API コールのメモリ上書きの検出を有効にするには、以下の手

順に従います。

1 [メモリの追跡を有効にする ]チェック ボックスをオンにします。

2 [プログラムの設定 ]ツリー ビューで、[コール バリデーション ]を選択します。

3 [コール バリデーションを有効にする ]チェック ボックスをオンにします。

4 [メモリ ブロック チェックを有効にする ]チェック ボックスをオンにします。

COMコール レポーティング プロパティを設定する

COM コール レポーティングを使用して、COM インターフェイスへのコールと、[ すべての 

インターフェイス ]ツリーで選択したインターフェイスへの戻り値を記録します。 DevPartner 
エラー検出では、パラメータ値と戻されたHRESULTを記録します。

チェックが必要なインターフェイスのみを選択してください。チェックするインターフェイ

スの数を減らすと、ログ ファイルのサイズが減少し、パフォーマンスが向上します。
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COM コール レポーティングを有効にするには、COM インターフェイスのリストを有効にし 

て、[ 選択したモジュールに実装された COM メソッド コールのレポートを有効にする ] 
チェック ボックスをオンにします。以下のコントロールを使用して、COM コール レポー  

ティングを設定します。

� リストされていないモジュールに実装されたCOMメソッド コールをレポートする：この 

チェック ボックスをオンにすると、[ すべてのインターフェイス ] ツリーにないインター 

フェイスに対する COM メソッド コールと戻り値をレポートするように、エラー検出が 

設定されます。

� すべてのコンポーネント ツリー ビュー：プロジェクトに関連付けられた COM インター  

フェイスが表示されます。[ すべてのコンポーネント ]エントリの隣にあるプラス （+）記

号をクリックすると、COM インターフェイスの全リストが表示されます。各アイテムの

隣のチェック ボックスをオンにすると、COM コール レポーティングに特定のインター  

フェイスを選択できます。

COMオブジェクトの追跡オプションを設定する

[COM オブジェクトの追跡 ] を使用して、プログラムでCOMオブジェクトのリークを監視しま

す。オブジェクトのリークは、検証結果ペインの [その他のリーク ]タブに表示されます。[そ

の他のリーク ] タブでオブジェクト リーク エラーを選択すると、オブジェクトでAddRef()  
およびRelease()へのコールがチェックされ、Release()へのコールの不在を検出できます。

パフォーマンスを改善するには、[ すべてのCOMクラス ] のサブセットを選択します。アプリ

ケーションの最初のパスを実⾏する場合か最後のQA のパスを作成する場合にだけ、すべての

COMクラスを選択することをお勧めします。

COMオブジェクトの追跡を有効にするには、[すべての COM クラス ]ツリー ビューを有効に 

して、[COM オブジェクトの追跡を有効にする ]チェック ボックスをオンにします。

[すべての COM クラス ]ツリー ビューを使用して、監視対象のCOMクラスを選択します。ア 

プリケーションのCOMクラスが⾒つからない場合は、[レジストリから更新 ]をクリックして

リストを更新します。

ヒント： ほとんどのベンダーがオブジェクト名に共通の接頭辞を使用しています。

デッドロック分析オプションを設定する

マルチスレッドのアプリケーションでデッドロックを監視するには、デッドロック分析を使

用します。これには次のような分析が含まれます。

� アプリケーションでデッドロックの発生を監視してレポートします。

� アプリケーション内で同期オブジェクトの使用パターンを監視して潜在的なデッドロッ

クを検出します。

デッドロック分析を有効にするには、他のデッドロック分析の制御を有効にして [デッドロッ

ク分析を有効にする ]チェック ボックスをオンにします。

以下の設定は、デッドロック分析の動作を制御します。

� シングル プロセスとみなして分析する：オンにすると、アプリケーション内で使用され 

ている名前付きの同期オブジェクトすべてがそのプロセス内でのみ使用されているとエ

ラー検出で想定されます。このチェック ボックスをオフにすると、名前付きの同期オブ 

ジェクトに関連のあるデッドロック検出ルールの一部が緩和されます。
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� ウォッチャー スレッドを有効にする：このチェック ボックスをオンにすると、アプリケー  

ションで「ウォッチャー」を作成して、局部的なデッドロックが監視されます。エラー検

出がアプリケーションを妨害しないように、デフォルトではこの機能が無効になってい

ます。

アプリケーションが応答しなくなり、デッドロック状態に⾒える場合は、エラー検出でこ

の機能を有効にして、アプリケーションの細かい分析を実⾏してください。

プロセスで余分のスレッドに遭遇することのない複雑なDLL_THREAD_ATTACHロジックを

作成する場合は、このオプションを有効にしないでください。

� エラーを生成するとき：以下から、エラー検出でデッドロック エラーをレポートする状 

況を選択します。

� クリティカル セクションに再入したとき：スレッドがすでに所有しているクリティカ 

ル セクションに再び入ろうとした場合に、警告が生成されます。クリティカル セク  

ションの再入はエラーではありませんが、アプリケーションがクリティカル セク 

ションに入る回数と、そこから出る回数は同じでなければなりません。

� 所有するMutexに待機が要求されたとき：スレッドがすでに所有しているMutexを待

機しようとした場合に、警告が生成されます。

� リソースごとの過去のイベント数：エラーや警告でレポートされた同期オブジェクト

のそれぞれについて、記録するコール スタックの数を⼊⼒します。

各同期オブジェクトにスタック情報を関連付けておけば、同期オブジェクトが特定の

状態にある理由を判断できます。これはデッドロック状況のデバッグに役⽴ちます。

メモ： 同期オブジェクトのそれぞれに維持するコール スタックの数を増やすと、アプリケー 

ションで消費されるメモリが増えて、パフォーマンスに影響します。

� 同期 APIタイムアウトをレポート：同期オブジェクトの待機が完了せずにタイムアウ

トになったときに、エラーを報告します。

Windows の呼び出しすべての API コール レポーティングを有効にしなくても同期オ 

ブジェクトのAPI エラーを監視できるようにするには、このオプションを有効にして

ください。

[待機制限または実際の超過時間 (秒 )をレポート ]オプションを使用して、アプリケー

ション内で最大待機ポリシーを強制することができます。

� 待機制限または実際の超過時間(秒)をレポート：[レポート タイムアウト]を選択する 

と、以降はアクティブになります。エラー検出は、同期オブジェクトの待機コールに

渡されるタイムアウト値をチェックします。ここで指定した限界をタイムアウト値が

超えた場合は、そのコールはエラーとして報告されます。

メモ： INFINITEとして指定された待機は、エラーとしてのフラグは付けられません。

� 同期オブジェクトのネーミング ルール：以下のオブジェクト標準から選択します。

� リソース ネーミングについて警告しない：オンにすると、アプリケーションで検出さ 

れた名前付きまたは名前なしのリソースについて警告が生成されません。

ヒント： セキュリティ監査を実⾏している場合は、[命名されたリソースに関する警告を表示 

する ]オプションを有効にして、予期しない名前付きリソースがプロセス外で表示されていな

いか確認できます。名前付きリソースはプロセス外で表⽰可能なため、適切なセキュリティを

適⽤して不正使⽤を防ぐ必要があります。
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� 名前付きリソースについて警告する：オンにすると、アプリケーション内で名前付き

の同期オブジェクトが検出されるたびに警告が⽣成されます。このチェックを利⽤す

ると、アプリケーション外で操作可能な名前付きリソースを探すことができます。

� 名前なしのリソースについて警告する：オンにすると、アプリケーション内で名前な

しの同期オブジェクトが検出されるたびに警告が⽣成されます。このチェックを利⽤

すると、他のプロセスで使用したり会社の命名規則に従うために名前を付ける必要の

ある名前なしのリソースを⾒つけることができます。

エラー検出のデフォルトでは、プログラムの実⾏中に名前付きのリソースや名前なしのリ

ソースが検出されても、警告は生成されません。

メモリの追跡オプションを設定する

[ メモリの追跡 ] を有効にすると、DevPartnerエラー検出では以下の処理を⾏います。

� メモリの割り当てと解放を⾏うアプリケーションのすべてのコールを監視します。

� アプリケーションの終了時に解放されていないメモリをレポートします。

また、FinalCheckインストゥルメンテーションでアプリケーションをビルドし、[FinalCheckを
有効 ]をオンにすると、エラー検出は以下の処理を⾏います。

� 割り当てられたメモリ ブロックの最後の参照が範囲外になったインスタンスを記録します。

� 実⾏中、ステートメント レベルでメモリやポインタのエラーをレポートします。

メモリの追跡を有効にするには、メモリの追跡のオプションをすべて有効にして [メモリの追

跡を有効にする ]チェック ボックスをオンにします。[ コール バリデーション ] 設定の [ メモ  

リ ブロック チェック ]を有効にするには、事前に [メモリの追跡を有効にする ]チェック ボッ   

クスをオンにする必要があります。

以下の設定は、メモリ追跡の動作を制御します。

� リーク分析のみを有効：このチェック ボックスをオンにすると、メモリの追跡内のリー 

クの監視を除くすべての機能が無効になります。メモリの追跡による、オーバーラン、未

初期化メモリの使用、またはダグリング ポインタの監視が実施されなくなります。メモ 

リの追跡ではシステム モジュールによって割り当てられたメモリの評価が⾏われないた 

め、コール バリデーションのメモリ ブロック チェックも無効になります。

このオプションが有効な場合は、COMインターフェイス フックの⼀部が処理されません。

� FinalCheck を有効にする：このチェック ボックスをオンにすると、FinalCheck が有効に 

なります。オンにした場合、エラー検出によって、FinalCheck がインストゥルメントし

たモジュールの追加チェックが実⾏されます。無効にすると、これらのチェックは実⾏さ

れません。

� リークしたアロケータ ブロックを表示する：このチェック ボックスをオンにすると、サ  

ブアロケーションに使用されるブロックでのリークのレポートが有効になります。サブア

ロケーション ブロックは通常、malloc、new のようなメモリ割り当て関数によって作成 

されます。独自のメモリ アロケータを作成した場合は、この機能を有効にして、malloc 
や new などの関数から返されるブロックにサブアロケートされるバッファも含めて、ア

プリケーション内のすべてのメモリを監視します。DevPartner エラー検出では、

UserAllocators.datにリストされた後にだけ、ユーザーが作成したメモリ アロケータの 

監視を⾏います。UserAllocators.dat の詳細については、『エラー検出ガイド』の「ユー

ザーが作成したアロケータの使用」の章を確認してください。
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� 厳密な再割り当てセマンティクスを強制する：このチェック ボックスをオンにすると、厳 

密なセマンティクスの強制が有効になります。エラー検出によって、厳密な再割り当てセ

マンティクスが強制されると、再割り当てされたメモリへのポインタがダングリング ポ 

インタであるかのように扱われ、そのポインタの使用によってエラーが生成されます。厳

密な再割り当てセマンティクスが有効でない場合は、再割り当てされたポインタが新しい

ポインタと同じメモリの場所を参照し、エラーが生成されていないかぎり、そのポイン

タを使⽤できます。例：

char *ptrA = (char *) malloc(17);

// ptrAは17バイトのメモリを正しく参照しています。

char *ptrB = (char *) realloc(ptrA, 15);

// ptrBは15バイトのメモリを正しく参照しています。

// 厳密なセマンティクスにより、ptrAは値にかかわらず無効なポインタとなります。

// 厳密なセマンティクスがないため、ptrAはptrBに等しいかぎり、引き続き有効です。

� 保護バイトを有効にする：有効にすると、割り当てたメモリ ブロックの終わりに保護バ 

イトが挿入され、メモリ オーバーラン エラーが検出されるようになります。オーバーラン  

はヒープ破壊またはスタック破壊の原因となり、ランダム クラッシュや予想しないデー 

タの上書きを引き起こします。

� パターン：保護バイト パターンを 16進で⼊⼒します。このパターンを使⽤して、割 

り当てたメモリ ブロックがオーバーランかどうかを調べます。

� カウント：使用する保護バイトの数を選択します。ランダム ヒープ破壊エラーが発生 

しても、エラー検出からヒープオーバーラン エラーがレポートされない場合は、保護 

バイト数を増やすことを検討してください。これによってメモリの使⽤量が増加する

場合がありますが、検出が困難なヒープ破壊を検出できます。

� 実⾏時のヒープ ブロックをチェックする：保護バイトが上書きされていないかどうかを 

調べるためにヒープ全体をチェックする頻度を指定します。DevPartner エラー検出では、

各ブロックが解放されるとブロックにオーバーランがないか常にチェックされます。追加

のチェックを⾏うためのオプションは 3 つあります。

� 解放時

� 適応分析を使用

� すべてのメモリ API コール時

� 確保時にフィルする：有効にした場合、指定された充てんパターンが、割り当てに従って

メモリに適用されます。

� パターン：使用するフィル パターンを 16進数で指定します。

� 未初期化メモリをチェックする：オンにすると、新規に割り当てられるメモリが既知のパ

ターンで初期化され、メモリの参照時にそのパターンでチェックされます。

� サイズ：フィル パターンをチェックする最⼩バイト数を選択します。不正確なエラー 

レポート数を減らすには、この値を大きくします。

� 解放時に無効データをフィルする：このチェック ボックスをオンにすると、メモリ解放 

時に無効データがフィルされます。
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� パターン：無効データとしてメモリ ロケーションに書き込まれるパターンを⼊⼒し 

ます。

.NET Framework分析オプションを設定する

.NET Framework分析は、アンマネージ コードとマネージ コード、およびアンマネージ リソー    

スが混在するアプリケーションを開発するときに使用します。マネージ コードとアンマネー 

ジ コードの両方を使用するアプリケーションでは、パフォーマンスの問題が発生することが 

あります。ここで収集するデータを使⽤して、パフォーマンスの問題の範囲と重要度を評価

できます。発⾒したすべての問題を修正する時間がない場合は、この分析によってどれが重

大な問題かを判断できます。

このパネルで .NET Framework 分析の制御を有効にするには、[.NET 分析を有効にする ] 
チェック ボックスをオンにします。以下の制御を使用して、.NET Framework分析を構成し  

ます。

� 例外の監視：このチェック ボックスをオンにすると、アンマネージ コードまたはレガシー  

コードがスローした例外が処理されずにマネージ コードに戻るインスタンスが監視され 

ます。

メモ： アンマネージ コードからマネージ コードに例外が渡されると、必要なハンドルがアン  

マネージ コードになくなるため、エラーが⽣成される可能性が⾼くなります。例外 

の記録を注意して確認してください。エラーの可能性としては、完全に初期化されて

いないデータ構造体、メモリ リーク、リソース リークなどがあります。

� ファイナライザの監視：このチェック ボックスをオンにすると、適切な Dispose メソッド 

（リーク）コールの失敗やアンマネージ リソースをカプセル化するクラスの不正な実装な 

ど、アンマネージ リソースの使用の誤りが監視されます。

� COM相互運用性の監視：このチェック ボックスをオンにすると、マネージ コードとアン  

マネージ （レガシー）コード間の移⾏の原因となっているクラス ID が監視されます。こ

の機能により、使用されているインターフェイス IDも識別できます。

COM相互運用性の監視を使用すると、頻繁に呼び出されているメソッドを判別できます。

何度も呼び出されるメソッドがある場合は、オブジェクトを移植して移⾏を防ぐことを検

討してください。書き直しできない場合は、データをまとめて転送する新しいメソッドを

追加して、移⾏の数を減らしてください。

� PInvoke 相互運用性の監視：このチェック ボックスをオンにすると、アンマネージ （レ 

ガシー）コードが呼び出された回数がカウントされます （DLL と、可能な場合は API 単

位）。このオプションを使用すると、アプリケーションがアンマネージ コードまたはレガ 

シー コードを呼び出す理由を判断する⼿がかりになります。

PInvoke相互運用性の監視では、アプリケーションがPInvokeを呼び出す回数がわかり

ます。PInvoke相互運⽤性の監視レポートは、マネージからアンマネージへの移⾏を監
視するときに使用できます。リストを確認して、コールが頻繁に発生していないか確認し

てください。

� 相互運用性レポートのしきい値：以下の説明の x は、このフィールドで指定した値を想定

しています。アプリケーションの call_A の回数が x 以上の場合は、.NET 分析結果に

call_Aを追加します。この処理によって、⼀定の回数だけ発⽣するコールをフィルタで
きます。このしきい値を低くすると、結果に含まれるコールが多くなります。

相互運用性レポートのしきい値を使用すると、COM相互運用性および PInvoke監視レ

ポートから COM移⾏を除外できます。DevPartnerエラー検出では、移⾏の数が指定した
値以上の場合にだけ移⾏がレポートされます。
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.NET Frameworkコール レポーティング プロパティを設定する

ヒント： .NET Frameworkコール レポーティングは、⼤量のデータを⽣成して、システムを   

減速させる可能性があります。フレームワークをデバッグして理解する必要がある場合にだ

け .NET Framework コール レポーティングを有効にして、チェックが必要なアセンブリだ  

けを選択します。[すべてのタイプ ]ツリー ビューで選択するアセンブリの数を減らせば、ロ 

グ ファイルのサイズが小さくなり、パフォーマンスが向上します。

.NET Frameworkコール レポーティングを使用して、.NET インターフェイスに対するコール  

と戻り値を記録します。 DevPartner エラー検出は、アセンブリの NLB ファイルが検出された 

位置に基づき、.NET モジュールの「ユーザー アセンブリ」と「システム アセンブリ」の区  

別を試みます。

.NET Frameworkコール レポーティングを有効にして、.NETアセンブリのリストを有効にす  

るには、[.NET メソッド コール レポーティングを有効にする ]チェック ボックスをオンにし   

ます。

[すべてのタイプ ] ツリー ビューには、プロジェクトに関連付けられた .NET アセンブリが表 

示されます。[すべてのタイプ ]エントリの隣にあるプラス（+）記号をクリックして、ツリーを

展開します。ツリーの分岐には .NET ユーザー アセンブリと .NET システム アセンブリの両  

⽅が含まれています。各アイテムの隣のチェック ボックスをオンにすると、.NET Framework  
コール レポーティングに特定のアセンブリを選択できます。

リソースの追跡オプションを設定する

[ リソースの追跡 ]を有効にすると、エラー検出では以下の処理を実⾏します。

� メモリ以外のシステム リソースの割り当てと解放を⾏うすべてのコールをアプリケーション 

で監視します。

� アプリケーションが終了しても解放されないリソースをレポートします。

リソースの追跡を有効にするには、リソースのリストを有効にして [リソースの追跡を有効に

する ]チェック ボックスをオンにします。関連のリストでチェック ボックスをオンにすると、  

エラー検出によってその DLL で作成されたリソースが追跡されます。

1 つまたは複数のリソース解放API から選択すると、リソースの追跡を特定のリソース セッ 

トに絞り込むことができます。たとえば、レジストリ関連のリソースをすべて除外するには、

advapi.dllリソースの [RegCloseKey]チェック ボックスをオフにします。

モジュールとファイル オプションを設定する

[モジュールとファイル ]設定を使って、アプリケーションを構成するモジュールを指定します。

モジュールまたはモジュールのコンポーネントを除外しても、インストゥルメンテーション

には影響しません。インストゥルメンテーション マネージャを使用した場合にだけ、インス 

トゥルメンテーションを制限することができます。

ヒント： このリストに明示的に追加したモジュールは評価の対象から除外することができま 

す。DevPartnerエラー検出には、[モジュールとファイル ]に表示されていないモジュールも

自動的に含まれます。表示されていないモジュールを除外する必要がある場合は、そのモ

ジュールを追加してから、そのチェック ボックスをオフにして除外対象とします。

DevPartnerエラー検出では、プログラム内のすべてのモジュールが自動的に評価されます。 

[ モジュールとファイル ]の設定を使⽤して、以下の操作を実⾏します。

� モジュールを評価の対象から除外する。
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� モジュール内のコンポーネントを評価の対象から除外する。

� 評価するモジュールを追加する。

[ モジュールとファイル ] には以下の設定があります。

� モジュールとファイルのリスト：チェックするモジュールを表示します。

� モジュール全体をチェック対象から除外するには、モジュールの隣のチェック ボック 

スをオフにします。

� モジュールを展開してモジュールの内容を表示するには、モジュール パスの左にある 

プラス記号をクリックします。

� モジュール内の特定のアイテムを除外するには、モジュールを展開して、除外するア

イテムの隣のチェック ボックスをオフにします。

モジュールまたはモジュール内のアイテムの隣のチェック ボックスをオフにすると、 

そのモジュールまたはアイテムはリストに表示されますが、アプリケーションでエ

ラー検出を実⾏するときには分析されません。

1つ以上のコンポーネントがクリアされている場合、モジュール名の隣のチェック
ボックスは⻩⾊で表⽰されます。

[ モジュールとファイル ] 設定内のすべてのモジュールを無効した場合は、エラーの種

類によって報告されるものとされないものがあります。 DevPartner エラー検出では、 

任意のモジュール内のメモリ オーバーランと、MFCxxxx.dllライブラリが原因で発 

生したその他のイベントは必ず報告されます。

� ソース コードが利⽤できる場合にのみ、エラーとリークを表⽰する：このチェック ボッ  

クスをオンにすると、レポートの対象が使用可能なソース コードがあるリークとエラー 

に制限されます。有効にした場合、レポートされるリークとエラーの数が減少する可能性

があります。無効 （デフォルト）にした場合は、すべてのリークとエラーが報告されます。

� モジュールの追加：クリックすると[追加するモジュールの選択]ダイアログ ボックスが開 

き、ここでモジュールの選択と追加を⾏います。

� モジュールの削除：クリックすると選択したモジュールが[モジュールとファイル]リスト

から削除されます。このボタンは、モジュールが選択されているときにのみ使用可能にな

ります。主要な実⾏可能ファイルは削除できません。

� システム ディレクトリ：クリックすると、[ システム ディレクトリ ] ダイアログ ボックス   

が開きます。

システム ディレクトリ オプションを設定する

チェックする必要のないフォルダ全体を除外するには、[ システム ディレクトリ ] ダイアログ 

ボックスを使用します。たとえば、対処済みのエラーを発生させるモジュールが、フォルダ

に含まれている場合があります。チェックする必要のないこのようなフォルダを除外するこ

とによって、エラー検出セッションを高速化することができます。

DevPartner エラー検出では、発生源が未確認のエラー、およびアプリケーションの致命的エ

ラーを引き起こすエラーがすべてレポートされます。このようなエラーは、除外されたフォ

ルダ内のモジュールで発生する可能性がある場合でも、レポートされます。

[ システム ディレクトリ ] ダイアログ ボックスでは、以下の設定を使用できます。
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� 追加：[ 追加するシステム ディレクトリ ] ダイアログ ボックスが開きます。このダイアロ  

グ ボックスで、エラー検出のチェックから除外するフォルダのリストに加えるフォルダを 

選択します。

� 削除：選択したシステム フォルダがリストから削除されます。

� OK：変更内容を保存して [ システム ディレクトリ ] ダイアログ ボックスを閉じます。

� キャンセル：変更内容を破棄して[システム ディレクトリ]ダイアログ ボックスを閉じます。

ディレクトリ アイコン

[ システム ディレクトリ ]リストの各パス名の隣に表⽰されるディレクトリ アイコンは、以下  

の 2つの状況を示します。

� 単一ディレクトリ：1 つのフォルダ アイコンで表します。選択したフォルダの内容のみが 

含まれます。

� ディレクトリとすべてのサブディレクトリ：3 つのフォルダ アイコンで表します。選択し 

たフォルダとすべてのサブフォルダが含まれます。

2つのオプションを切り替えるには、フォルダ名の隣にあるアイコンをクリックします。

メモ： 状況によっては、除外フォルダに格納されている重要なサードパーティ製DLLを明示

的に追加しなければならない場合があります。このようなサードパーティ製DLL を

明示的に追加することによって、そうしなければ特定されなかった問題が明らかにな

ることがあります。DLL を明示的に追加するには、[モジュールとファイル ]設定を使

用します。

フォントと色オプションを設定する

[ フォントと色 ] は、エラー検出ウィンドウのタブに表示される項目の外観を制御します。た

とえば、頻繁に表示されるエラー データのフォント サイズを大きくしたり、タブに多くの情  

報を表示できるようにフォント サイズを小さくしたりできます。

以下のコントロールを使用して、フォントと色を選択します。

� 以下の設定を表示：検証結果ペインに表示されるさまざまなタブのリストが表示されま

す。フォントと⾊を変更するタブを選択します。

� デフォルトを使用：クリックすると、現在のすべての設定がキャンセルされ、元のフォン

トと色に戻ります。

� 表示可能な項目：フォントや⾊のプロパティを変更する項目をこのリストから選択します。

� フォント：[表示可能な項目]で、現在選択されている項目に使用するフォントを選択します。

� サイズ：[ 表示可能な項目 ] で、現在選択されている項目に使用するフォント サイズを選択 

します。

� 前景項目：[ 表示可能な項目 ] リストで現在選択されている項目の前景色が表示されます。

このドロップダウン メニューから前景色を選択するか、メニューの左側にある [ カスタ 

ム ] をクリックして、カスタムの前景色を定義します。

� 背景項目：[ 表示可能な項目 ] リストで現在選択されている項目の背景色が表示されます。

このドロップダウン メニューから背景色を選択するか、メニューの左側にある [ カスタ 

ム ] をクリックして、カスタムの背景色を定義します。

� 太字：選択すると、表示可能な項目が太字で表示されます。
     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド 53



第2 章 ・ エラー検出
� タブのサイズ：このコントロールを使用して、ソース コード ペインに表示されるコード  

のインデント サイズを指定します。

このコントロールは [以下の設定を表示 ]の選択が [ソース ペイン ]で、[表示可能な項目 ] 
の選択が [メイン ]の場合にのみ使用可能になります。

� サンプル テキスト ボックス：[ フォントと色 ] ウィンドウの下部にあるテキスト ボックス   

に、選択したフォントと色の組み合わせを使うと、現在表示可能な項目がどのように表示

されるかが示されます。

構成ファイル管理オプションを設定する

[構成ファイル管理 ]設定を使って、構成ファイルを管理します。現在使⽤している構成ファ
イルの名前が [ プログラム設定 ] ダイアログ ボックスのタイトル バーに表示されます。

[ プログラム設定 ] ダイアログ ボックスの設定を変更すると、構成ファイル名にアスタリスク 

が付加されます。このアスタリスクは、プロパティを保存するか、ファイルを再ロードする

か、別のファイルをロードするまで表示されます。別のファイルをロードしたり、保存せず

にファイルを再ロードした場合、現在のファイルに加えた変更は失われます。

以下のコントロールを使用して、構成ファイルの機能を選択します。

� 構成ファイル名：構成ファイルのフル パスと名前

� 再ロード：すべての変更を破棄して、現在の構成ファイルを再びロードします。この操作

では、最後に保存された状態の構成ファイルがロードされます。

� ロード：[ ロード元 ] ダイアログ ボックスを開きます。

� [内部ユーザー デフォルト ]を選択して、ユーザーのデフォルト設定をロードします。

� [構成ファイル]を選択すると、[構成ファイルのロード]ダイアログ ボックスが開きま 

す。このダイアログ ボックスで、ロードする別の構成ファイルを選択します。

� 保存：現在ロードされている構成ファイルの変更内容をすべて保存します。

� 名前を付けて保存：[ 構成ファイルの保存 ] ダイアログ ボックスを開きます。このダイアロ 

グ ボックスから、現在の構成オプションを別のファイル名で保存します。

� リセット：プログラム プロパティ設定をすべて出荷時のデフォルト設定に戻します。

� デフォルトの保存：現在の設定をユーザーのデフォルトとして保存します。新しいプロ

ジェクトのすべてでこの設定が使用されます。

� デフォルトの削除：ユーザーのデフォルトの構成設定を削除して、出荷時の設定に戻しま

す。新しいプロジェクトのすべてで出荷時の設定が使用されます。

Windows メッセージとイベント ログを追跡する

Windows は、プログラムのほとんどが Windowsメッセージとその他のイベントに応答して実

⾏されるイベント駆動型の環境です。DevPartner はイベントが発生するとそれらをインター

セプトして、ログに記録します。これらのログを使用して、問題を引き起こしたイベントの

詳細な履歴を確認できます。

DevPartnerは、以下のイベントをログに記録します。

� Windows メッセージ。
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これらのイベントは、Windowsメッセージに対応する際のプログラムの動作を示します。

� 引数情報と API コールおよび API の戻り値。これらのイベントは、プログラムでプロシー

ジャが実⾏される順序を定義します。

� チェック対象のプログラムから出⼒されたデバッグ⽂字列メッセージ。

� エラー メッセージ。

データを XML にエクスポートする

DevPartnerを使えば、最終的なセッション結果データを XMLにエクスポートすることができ

ます。これによって、簡単に、結果データを、レポート フォーマット、電子メール、内部の 

Webページなどに移植することができます。

Visual Studioからデータをエクスポートする

Visual Studio でエラー検出を使用している場合は、以下の手順に従って、現在表示されてい 

るセッション ファイルからすべてのデータを XMLファイルにエクスポートすることができ 

ます。

1 エラー検出セッション ファイルを開きます。

2 [ファイル ] > [DevPartnerデータのエクスポート ]を選択します。

[名前を付けて保存 ] ダイアログ ボックスが表示されます。

3 エクスポートするデータ ファイルの場所を選択します。

4 [OK]をクリックします。

エラー検出スタンドアロン アプリケーションからデータをエクスポートする

エラー検出スタンドアロン アプリケーションを使用している場合は、以下の手順に従って、 

現在表示されているセッション ファイルからすべてのデータを XML ファイルにエクスポー 

トすることができます。

1 エラー検出セッション ファイルを開きます。

2 [ファイル ] > [データのエクスポート ]を選択します。

[名前を付けて保存 ] ダイアログ ボックスが表示されます。

3 エクスポートするデータ ファイルの場所を選択します。

4 [OK]をクリックします。

コマンド ラインからデータをエクスポートする

実⾏時に適切なフラグをBC.exeに渡すか、またはBC.exeを呼び出して既存のセッション

ファイルを指定して、コマンド ラインからエラー検出を実⾏する際にセッション ファイル  

データから XML ファイルを生成するように選択できます。

DevPartner エラー検出では、XML出⼒の⽣成時に、エラー検出インストール フォルダに配 

置されているDPSErrorDetection.xsdスキーマ ファイルが使用されます。このファイルは編 

集しないでください。
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DevPartner でセッション データを XML にエクスポートできなかった場合は、問題の内容を 

伝えるエラー メッセージが表示されます。

セッションの実⾏とデータのエクスポート

実⾏可能ファイルを指定した場合は、エラー検出によって、その実⾏可能ファイル上のセッ

ションが実⾏され、その結果からXML出⼒が⽣成されます。

BC.exe [/B session.DPbcl] [/X[S|D] xmlfile.xml] target.exe [args]

/Xと一緒にSフラグとDフラグを指定すると、サマリと詳細情報のどちらかを XML にエクス

ポートすることができます。

メモ： 実⾏可能ファイルを指定した場合は、/Bフラグを使用して対応するセッション ファ 

イルも指定する必要があります。

既存のファイルを変換する

セッション ファイル （session.DPbcl）だけを指定した場合は、エラー検出によって指定し 

たセッション ファイルが XMLに変換され、その出⼒が保存されます。

BC.exe [/B session.DPbcl]  [/X[S|D] xmlfile.xml]

コマンド ラインからエラー検出を実⾏する
bc.exeまたはbc.comを使用して、DOSコマンド ラインから DevPartnerを実⾏できます。

メモ： 7.x バージョンの従来のサポートでは、DevPartner エラー検出のスクリプト ファイル 

にbc7.comを引き続き使用できます。

� bc.exe は DevPartner スタンドアロンの UI を起動します。

� bc.comはbc.exeを起動する小規模なコンソール プログラムであり、bc.exeが完了するま 

で待機します。

バッチ スクリプトでは、bc.exeとbc.com の違いが重要です。bc.exe を直接起動すると 

DevPartnerが開始され、bc.exeが完了するまで待機せずに次のコマンドに進みます。スクリ

プトの次の手順が結果のチェックの場合は、このファイルを使用できません。

bcとだけ⼊⼒すると、OS はbc.exeではなくbc.comを選択します。

詳細については、DevPartner『エラー検出ガイド』の「コマンド ラインからエラー検出を使 

用する」を参照してください。

コマンド ライン オプションと構文

[ ]で囲んだコマンドはオプションです。

BC.exe [/?]

BC.exe session.DPbcl
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BC.exe [/B session.DPbcl] [/C configfile.DPbcc] [/M] [/NOLOGO] 
[/X[S|D] xmlfile.xml] [/OUT errorfile.txt] [/S] [/W workingdir] target.exe 
[args]

実⾏可能プログラムが現在のパスにない場合は、プログラムのフル パスを指定する必要があ 

ります （実⾏可能ファイルを探すときにシステムが検索する場所を⼀覧にする環境変数）。

コマンド ラインからFinalCheckを実⾏する

コマンド ラインから FinalCheckを実⾏することもできます。詳細については、オンライン ヘ  

ルプの「FinalCheck でプログラムをチェックする」セクションにある以下のトピックを参照

してください。

表2-4. コマンド ライン オプション

オプション 動作

/? 使用状況を表示します。

session.DPbcl 既存のセッション ファイルを開きます。

/B session.DPbcl バッチ モードで実⾏して、セッション ファイルをログ ファイルの   

session.DPbclに保存します。

/C configfile.DPbcc configfile.DPbccオプションを使用します。

/M bc.exeを起動し、実⾏中は最⼩化します。

/NOLOGO bc.exeのロード中にスプラッシュ画面を表示しないようにします。

/X xmlfile.xml XML出⼒を⽣成して指定されたファイルに保存します。

実⾏可能ファイルを指定した場合は、エラー検出によって、その実⾏

可能ファイル上のセッションが実⾏され、その結果からXML出⼒が
生成されます。

セッション ファイル （session.DPbcl）だけを指定した場合は、エ 

ラー検出によって指定したセッション ファイルがXML に変換され、 

その出⼒が保存されます。

メモ： 実⾏可能ファイルを指定した場合は、/Bスイッチを使

用して対応するセッション ファイルも指定する必要 

があります。

/XS xmlfile.xml /XパラメータとS修飾子を一緒に使用すると、サマリ データだけが 

XMLファイルに保存されます。エラー検出セッションの実⾏に関す
る情報 （セッション データ）はすべてエクスポートされます。

/XD xmlfile.xml /XパラメータとD修飾子を一緒に使用すると、詳細データだけが

XMLファイルに保存されます。エラー検出セッションの実⾏に関す
る情報 （セッション データ）はすべてエクスポートされます。

/OUT errorfile.txt エラー メッセージをテキスト ファイルに出⼒します。

/S サイレント モードで実⾏します。エラー発⽣時に [検出されたプログ 

ラム エラー ] ダイアログ ボックスを表示しないようにします。

/W workingdirectory ターゲットの作業フォルダを設定します。

target.exe [args] 起動する実⾏可能ファイルとその引数
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� コマンド ラインから FinalCheckを実⾏する
� NMCL オプション

� NMLINK オプション

Visual Studio Team System/Team Foundation Server にデータを 

送信する

DevPartner Studio では、Team Explorer クライアントがインストールされており、Team  
Foundation Serverに接続可能な場合に、Microsoft Visual Studio Team Systemがサポートさ    

れます。

DevPartnerエラー検出のVisual Studio Team SystemおよびTeam Foundation 
Serverサポート

Visual Studio 2005 および 2008 については、選択した項目に関するデータをバグタイプの作  

業項目として Visual Studio Team System に送信します。Visual Studio 2010 では、選択した    

項目に関するデータを問題、バグ、または不具合タイプの作業項目として Team Foundation 
Server に送信します。以下の [ エラー検出 ] タブで作業項目の送信にアクセスします。

� [ エラー ] タブ－選択したエラーの送信

� [ メモリ リーク ] タブ－選択したリークの送信

� [ モジュール ] タブ－選択したインスタンスの送信

� [ その他のリーク ] タブ－選択したリークの送信

� [.NET パフォーマンス ] タブ－選択したインスタンスの送信

バグを送信すると、DevPartnerによって、作業項目フォームにタブのデータが⼊⼒されます。
DevPartner Studio と Visual Studio Team System の統合の詳細については、「Visual Studio    
Team System のサポート」（20 ページ）を参照してください。
58     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第3章

静的なコード分析
 

この章には、2つのセクションが含まれています。1つめのセクションでは、はじめてのユー

ザーを対象として、コード レビューを実⾏する簡単な⼿順について説明します。2 つめのセ 

クションでは、DevPartner Studioのコード レビュー機能を詳細に把握するための参照情報を  

示します。

コード レビューに関するタスクベースの追加情報については、DevPartner Studioのオンライン  

ヘルプを参照してください。

コード レビューとは

DevPartner コード レビュー機能により、開発者が Visual Studio でベスト プラクティスに準   

拠したVisual BasicおよびVisual C#コードを記述することができます。 DevPartnerコード レ    

ビューは、プログラミングやネーミングの違反を識別し、メソッド コール構造を分析して、 

コード全体の複雑度を追跡します。

メモ： コード レビュー機能はマネージ コードのみを分析し、DevPartner for Visual C++    
BoundsChecker Suiteではサポートされていません。

DevPartnerコード レビュー機能では、以下の機能を利⽤できます。

� 静的なコード分析とレビュー

DevPartnerコード レビューでは、Visual Studioのソース コードに対する総合的な静的な   

コード分析を実⾏し、[DevPartnerコード レビュー ] ウィンドウに結果を表示します。

� 自動コマンド ライン バッチ処理

コマンド ラインからソリューションのバッチ レビューを実⾏できます。これらの⾃動  

バッチ レビューは、毎晩のビルドと組み合わせて実⾏できます。また、⼤規模なアプリ 

ケーションでは、他のタスクの実⾏中に⾃動バッチ レビューを使用することによって、時 

間を節約することもできます。

� XMLへのデータ エクスポート

DevPartner コード レビューでは、セッションの結果を XML形式にエクスポートできま 

す。これによって、簡単に結果データをレポート フォーマット、電子メール、社内 Web 
ページなどに変換できます。データは、セッション実⾏後のコード レビューから、コマン 

ド ラインから、または⾃動バッチ処理の⼀部としてXMLにエクスポートすることができ 

ます。

� ルールの管理とカスタマイズ

ルール マネージャでは、コード レビューで使用されるルールを設定して、設定した標準  

にコードを準拠させることができます。また、ルールをレビュー セッション内で使用さ 

れるセットにグループ化して、独自のカスタム ルールを作成することもできます。
     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド 59



第3 章 ・ 静的なコード分析
簡単な手順でコード レビューを使用する

以下の準備、設定、実⾏の⼿順に従ってDevPartnerコード レビューを使用できます。

DevPartner コード レビューでは、ターゲット アプリケーションごとにデータ ファイルが作   

成されます。コード レビューを開始する前に、ターゲット実⾏ファイルを含むフォルダへの 

書き込みアクセス権があることを確認する必要があります。

DevPartner Studioでアプリケーションを分析する場合、昇格されたシステム権限は必要あり 

ません。DevPartnerでのアプリケーションの分析には、アプリケーションの作成とデバッグ

に使用するシステム権限で十分です。

準備：レビュー実⾏時の仕様を決定する

DevPartnerコード レビューは非常に柔軟性が高く、セッションに対するさまざまな設定を検 

討する必要があります。

コード レビューでサポートされているすべてのプロジェクト タイプのリストは、「コード レ   

ビューでサポートされているプロジェクト タイプ」（274ページ）を参照してください。

� 適用するルールの決定－幅広いコード レビュー ルールを使用でき、コードに業界のベス  

ト プラクティスを適用できます。追加の基準を適用する場合は、ルール マネージャを使  

用してカスタムのルールとルール セットを作成することもできます。

� 適用するネーミング ガイドラインの選択－ DevPartner コード レビューでは、コードが業  

界で認可されたネーミング標準に必ず従うように、組み込みのネーミング アナライザを 

使用できます。

� メトリクス データの収集－レビュー中にメトリクス データを収集できます。McCabe メ  

トリクスに基づいて、コードの複雑度の結果 （複雑度、不良修正の可能性、および理解

度）が表⽰されます。

� コール グラフ データの収集－レビュー中にコール グラフ データ（潜在的なすべてのイン    

バウンドコールとアウトバウンド コールを表すデータ）を収集できます。

� ソリューション内のプロジェクトの除外－ DevPartner コード レビューには、デフォルト 

でソリューション内のすべてのプロジェクトが含まれます。ソリューション内にコード

レビューで分析しないプロジェクトがある場合、該当のプロジェクトを除外できます。

すぐに使い始めるには、影付きのボックス内に示された手順に従います。影付きのボックス

内に説明されている内容の詳細については、ボックスの下の追加説明を参照してください。

以降の⼿順では、以下の事項を前提としています。

� Visual Basic または Visual C#の単⼀開発者のソリューションのレビューを実⾏してい  

ます。

� サポートされているVisual Studio のリリースでコード レビューを実⾏しています。
� ソリューション内のすべてのプロジェクトが、エラーなしでコンパイルされています。

� レビュー対象のすべてのプロジェクトが、デバッグ情報を出⼒するように設定されてい

ます。
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メモ： 選択したすべてのプロジェクトでデバッグ情報を出⼒するように設定する必要があり

ます。選択したプロジェクトで、使用可能ないずれのビルド構成でもデバッグ情報を

出⼒するように設定されていない場合は、コード レビューを実⾏するとビルド エ  

ラーの警告が表⽰され、そのプロジェクトは以降のセッションから除外されます。

設定：オプションと設定を選択する

DevPartner コード レビューは柔軟性が高く、カスタマイズ可能です。コード レビューをカ  

スタマイズするには [ 全般 ] オプション ページを使用します。[ 全般 ] オプション ページにア  

クセスするには、[DevPartner] > [ オプション ] を選択し、[ オプション ] ツリー ビューから   

[ コード レビュー ] を選択します。

図3-1 DevPartnerコード レビュー [全般 ] オプション

� ルール セットの選択－レビューの実⾏前に[ルール セット]リストからルール セットを選   

択できます。デフォルトのルール セットには、コード レビューが提供する優先度が中と  

高のルールがすべて含まれており、ユーザーは業界共通のベスト プラクティスに準拠で 

きます。ï 3-2 （68 ページ） に、コード レビューに備えられている標準ルール セットのリ    

ストを示します。

ルール マネージャ （「コード レビュー ルール マネージャを使用する」（96ページ）を参    

照）を使用して、カスタムのルールとルール セットを作成できます。

� ネーミング ガイドラインの選択－[使用するネーミング分析]リストからネーミング ガイ  

ドラインを選択できます。デフォルト動作では、コード レビューは Microsoft .NET ネー  

ミング ルールに沿ってモデル化されたネーミング ガイドラインに従います。ただし、代  

わりにハンガリアン記法ネーミング ルールに従うことや、まったくルールを適用しない 

ことも可能です。

� メトリクス データの収集の有効化または無効化－[メトリクスの収集]チェック ボックスを  

オンにして、McCabe メトリクス データの収集を有効にします （「McCabe メトリクスを 

収集する」（69 ページ）を参照）。この機能を無効にするには、チェック ボックスをオフ 

にします。

この手順では、DevPartnerのデフォルトのプロパティとオプションを使用できます。設定を

変更する必要はありません。
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� コール グラフ データの収集の有効化または無効化－[コール グラフ データの収集]チェッ    

ク ボックスをオンにして、静的メソッド コール データの収集を有効にします。この機能を   

無効にするには、チェック ボックスをオフにします。

この機能を有効にしてレビューを実⾏すると、[ 結果 ] ウィンドウの [ コール グラフ ] タブ 

に、左端のペインのソリューション ツリーから選択したメソッドまたはプロパティに対 

応するインバウンド／アウトバウンド コール パスが静的なグラフとして表示されます。

コール パスは静的に⽣成されます。つまり、グラフには、プログラム実⾏時に発⽣した 

動的なメソッド コールではなく、コール パスにおける潜在的なメソッド コールが表示さ   

れます。

� 不要なプロジェクトの除外－ [ レビューするプロジェクト ] テキスト ボックス内の各プロ 

ジェクトの横にあるチェック ボックスは、そのプロジェクトがコード レビューの分析対  

象になるかどうかを制御します。コード レビューの分析対象としないプロジェクトに関 

連するチェック ボックスはオフにします。

実⾏：コード レビュー セッションを開始する

DevPartnerのコード分析のプロセスはセッションと呼ばれます。レビューが完了すると、[ 結

果 ] ウィンドウにセッション データが表示され、コード レビューの停止時にファイルに保存  

されます。

基本のコード レビュー セッションの実⾏が完了し、[ 結果 ] ウィンドウにユーザーの分析対象  

のデータが集約されます。

結果を分析して違反を修正する

ソリューションのレビューの実⾏が完了したら、[ 結果 ] ウィンドウを確認します。[ 結果 ]
ウィンドウに表示されるセッション データを利⽤して、違反の識別、位置の特定、修正を開 

始します。

1 Visual Studioでソリューションを開きます。

2 [DevPartner] > [ コード レビューの実⾏ ] を選択します。

DevPartner によって、ソリューション内のすべてのプロジェクトに対してコード レ 

ビューが実⾏されます。[ 結果 ] ウィンドウが開き、サマリ ペインのステータス バーが  

セッションの進捗状況を追跡します。

1 [ 結果 ] ウィンドウの [ 問題 ]タブで、レビュー中に発⾒されたコード違反を確認します。

2 [重要度 ]カラムの違反が優先度⾼から低の順にソートされていること（デフォルトの動
作）を確認します。必要に応じてカラムの⾒出しをクリックして、カラムの昇順と降順を

切り替えます。
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図3-2 コード レビューの [ 結果 ]ウィンドウ

通常は、最も重大なコード違反を最初に修正します。[ 問題 ]タブではコード違反が重要度の
順にソートされるように設計されているため、簡単に、最優先の違反から先に選択できます。

[ 結果 ] ウィンドウでは、セッション データを個々のカテゴリに分類する複数のタブを利⽤で 

きます。

� レビュー中に発⾒された各種の違反タイプをまとめたレポートを検証するには、[ サマリ ] 
タブを選択します （「サマリ データを表示する」（73 ページ）を参照）。

� レビュー中に発⾒されたコード違反を表⽰するには、[ 問題 ] タブを選択します。[ 問題 ] 
タブのデフォルト動作では、違反のリストが重要度⾼から低の順にソートされます（「コー

ド違反を表示する」（75 ページ）を参照）。

� レビュー中に発⾒されたネーミング違反を表⽰するには、[ ネーミング ] タブを選択しま

す。このリストには必要に応じて修正案が提示され、ネーミングを無視するようにレ

ビューが設定されている場合は、空になります （「ネーミング違反を表示する」（76 ペー

ジ）を参照）。

� McCabeメトリクスに基づいて、コードの複雑度の結果 （複雑度、不良修正の可能性、お
よび理解度）を表⽰するには [ メトリクス ] タブを選択します（「収集されたメトリクスを

表示する」（79 ページ）を参照）。

� メソッド コールをグラフィカルに表示するには、[ コール グラフ ] タブを選択します  

（「コール グラフ データを表示する」（82 ページ）を参照）。

[検証結果 ]タブ
コード レビュー 
ツールバー

[表示順 ]リスト 

（無効の表示）
DevPartner  
ソリューション ツリー 詳細ペイン
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結果をフィルタ処理する

コード レビュー セッションの実⾏後、結果に⼤量のデータが含まれているため、修正する1  
つの領域を絞り込むことが難しい場合があります。コード レビューのソリューション ツリーを  

使用すると、プロジェクト、ファイル、またはメソッドを選択して結果をフィルタできます。

データをフィルタすることにより表示対象を制限し、自身にとって最も重要な結果を集中し

て確認できます。

コード違反を分析する

デフォルトで、[ 問題 ] タブでは、コード レビュー後に [ 結果 ] ウィンドウにフォーカスが設定 

されます。[ 問題 ]タブには、現在のソリューションで発⾒されたコード違反が表⽰されます。
[ 問題 ] タブの下にある関連の詳細ペイン （図3-2 （63 ページ）を参照）では、詳細な説明、

例、MSDNへの参照などの問題を説明するソースと、選択したコード違反の修正案 （使用可

能な場合）が提示されます。

これで、コード レビューを使用してソリューション内のコード違反を解決できました。

ネーミング違反を分析する

[ ネーミング ] タブには、コード レビューでレビュー中に発⾒されたネーミング違反がリスト 

されます。[ ネーミング ] タブの表示内容は、レビュー前に [ 全般 ] オプション ページ （図3-4 
（67ページ）を参照）で選択したネーミング分析のタイプに応じて異なります。[ネーミング ]
タブの下にある関連の詳細ペインには、図3-2 （63 ページ）の [ 問題 ] タブに関連付けられて

いるペインと同様、選択したネーミング違反の詳細な説明、リソース、および修正案 （使用

可能な場合）が表示されます。

3 [ 問題 ] タブで、リストの一番上 （最優先）のコード違反を選択します。詳細ペインに、

選択したコード違反に関する情報が表示されます。[ トリガー ] と [ 場所 ]の⾒出しには、
コード違反の原因と違反の位置が示されます。

4 下にスクロールして [説明 ]、コード サンプル （使用可能な場合）、およびコード違反に 

対する修正案を確認します。さらに情報が必要な場合は、外部リンクをたどって違反の

詳細な説明を確認します。

5 [ 問題 ] タブのリストでコード違反をダブルクリックします。

DevPartnerにより、Visual Studioエディタとソース コードを表示する新しいウィンドウ  

が開きます。フォーカスは問題が発⽣しているコード⾏に設定されています。

6 Visual Studioエディタを使用してコード違反を修正します。

7 コード レビューの [ 結果 ] ウィンドウの [ 問題 ] タブに戻ります。

8 違反を修正したことを示すために、[ 修正済み ] チェック ボックスをオンにします。

9 [ 問題 ] タブで次のコード違反を選択して、このセッションのコード違反に十分に対応し

たと思われるまで、手順5〜8を繰り返します。

メモ： DevPartnerコード レビューは⾏番号の変更を継続的に追跡し、違反とソース コー  

ド間の同期を維持しようとします。⼤きな修正が⾏われたあと、結果でソース コー 

ドとの同期が失われ、⾏番号がずれる場合があります。ソース コードに変更を加え 

た後はコード レビュー セッションを再実⾏して、新しい [問題 ] タブのリストで引  

き続き違反を修正することもできます。
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図3-3 [ネーミング ]タブと詳細ペイン

これで、コード レビューを使用してソリューション内のネーミング違反を解決できました。

セッション ファイルを保存する

セッション ファイルを保存すると、あとでそれらの結果を再度参照できます。以下の場合に 

保存したセッション ファイルを開く必要が生じます。

� 後日、セッション データを XML にエクスポートする（「データを XML にエクスポート 

する」（91 ページ）を参照）。

� このセッションで発⾒された違反をあとで引き続き修正する。

10 [ ネーミング ]タブを選択して、セッション中に発⾒されたネーミング違反を特定します
（図 3-3を参照）。レビュー中に発⾒されたネーミング違反はすべて、このタブに表⽰さ 

れます。使用可能な場合は、違反の横に正しいネーミングの案が表示されます。

11 [ ネーミング ] タブで最初のネーミング違反を選択します。

詳細ペインには、選択したネーミング違反に関するデータが表示されます （図 3-3 を参 

照）。[ ハンガリアン ] ネーミングを選択した場合は、詳細ペインは使用できません。

12 詳細な説明と適切なネーミング案 （使⽤可能な場合）を確認します。違反についての情

報がさらに必要な場合は、外部リンクをたどります。

13 [ネーミング]タブのリストでネーミング違反をダブルクリックして、ソースへ移動します。

14 ネーミング違反を修正します。

15 コード レビューの [ 結果 ] ウィンドウの [ ネーミング ] タブに戻ります。

16 違反を修正したことを示すために、[ 修正済み ] チェック ボックスをオンにします。

17 [ ネーミング ] タブで次のネーミング違反を選択して、このセッションのネーミング違反

に十分に対応したと思えるまで、手順11〜16を繰り返します。
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[ 全般 ] オプションにある [常にレビュー結果を保存 ] 設定をオフにしない限り、コード レ 

ビューのデフォルトの動作で、終了時にセッション ファイルが保存されます （「[ 全般 ] オプ 

ションを設定する」（66ページ）を参照）。

DevPartnerでは、セッション ファイルはアクティブなソリューションの一部として保存され 

ます。これらのファイルは、ソリューション エクスプローラの DevPartner Studio仮想フォル  

ダに表示されます。 DevPartner コード レビューのセッション ファイルには拡張子.dpmdbが   

付きます。

デフォルトでは、セッション ファイルはプロジェクトの出⼒フォルダに保存されます。ファ 

イル名は、デフォルト フォルダに配置されているファイル名に自動的に番号を追加する形式 

（たとえば、MyApp.dpmdb、MyApp1.dpmdb）に設定されます。セッション ファイルをデフォ 

ルト フォルダ以外の場所に保存した場合は、ファイル名はユーザーが管理することが必要です。

出⼒フォルダがないプロジェクトの場合 （Visual Studio 2005 Web サイト プロジェクトなど    

の場合）、ファイルはプロジェクト フォルダに物理的に保存されます。

コマンド ラインで生成されたセッション ファイルは、プロジェクトのソリューションに自動  

的には追加されません。外部で生成されたセッション ファイルは、Visual Studioに開いたソ  

リューションに手動で追加します。

これで、この章の準備、設定、実⾏のセクションは終了です。コード レビュー セッション実  

⾏のメカニズムの基礎が理解できました。詳細情報については、引き続きこの章の残りの部

分を参照してください。

オプションを設定する

利⽤可能な多数のオプションを使⽤して、コード レビューの動作をカスタマイズします。 

ユーザーが指定した設定は、システム内のプリファレンス データベースに保存されます。 

DevPartnerには、コード レビューのオプションを修正するための 3 つのオプション ページが  

用意されています。

� [ 全般 ] オプション

� [ ネーミング ガイドライン ] オプション

� [ 抑制されたルール ]

[全般 ]オプションを設定する

[ 全般 ] オプション ページでは、コード レビューの設定を⾏います。これらの設定は、コー  

ド レビューの事前に変更できます。[ 全般 ] オプションにアクセスするには、[DevPartner] 
メニューで [ オプション ] を選択し、ツリー ビューから [DevPartner] > [ コード レビュー] >  
[ 全般 ] を選択します。

1 [ 結果 ] ウィンドウにフォーカスを合わせて、[ ファイル ] > [ コード レビュー セッション    

に名前を付けて保存 ] を選択します。

2 セッション ファイルの名前を⼊⼒して、[ 保存 ] をクリックします。

コード レビューでは、デフォルトでソリューションと同じ場所にSolutionName.dpmdb 

というセッション ファイルが保存されます。
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図3-4 [全般 ]オプション ページ

レビューするプロジェクトを選択する

[ レビューするプロジェクト ] リストからソリューション内の一部またはすべてのプロジェク

トを選択できます。このリストは、以下の場合に空になります。

� Visual Studioに C# またはVisual Basicソリューションがロードされていない。

� C++プロジェクトのみを含むソリューションがロードされている。

[ レビューするプロジェクト ] リストには、以下の情報が含まれています。

プロジェクトのリストから何も選択しなかった場合、DevPartner はデフォルトで現在のソ

リューション内のすべてのプロジェクトをレビューします。プロジェクトのリストを編集す

ると、DevPartnerではこのソリューションを次回操作するときのために、対象または除外の

プロジェクト状態を保存します。この場合は、以下の注意が適用されます。

� ソリューションがレビューされるためには、少なくとも 1 つのプロジェクトが選択されて

いる必要があります。この条件が満たされない場合、コード レビューは続⾏されません。

表3-1. レビューするプロジェクト リスト 

項目 説明

チェック  
ボックス

オンにすると、該当のプロジェクトがレビューされる

プロジェクト プロジェクトの名前

言語 プロジェクトに関連する以下のVisual Studio言語

• Visual Basic

• C#

• Webサイト

Path リスト内のプロジェクトのパスおよび名前
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� 選択したすべてのプロジェクトでデバッグ情報を出⼒するように設定する必要がありま

す。選択したプロジェクトが有効なビルド構成に関するデバッグ情報を出⼒するように設

定されていない場合は、ビルド エラーが発⽣し、そのプロジェクトが以降のセッション 

から除外されます。

� ソリューションには存在しなくなった 1 つまたは複数のプロジェクトを選択すると、まだ

存在している残りのプロジェクトがレビューされます。

� 後でレビューを試みるソリューション内のすべてのプロジェクトを誤って削除した場合、

ソリューションに存在しなくなったプロジェクトが選択されたことを示すメッセージが

表示されると共に、[ 全般 ] オプション ページで適切な変更を加えるよう促されます。

� ただし、特定のプロジェクト内のファイル、クラス、またはメソッドを個別に選択するこ

とはできません。

ルール セットを選択する

[ ルール セット ] リストからルール セットを選択して、コード レビューに適用できます。 

[ ルール セット ] リストには、DevPartner 提供のルール セットとユーザー定義のルール セッ   

トがすべて表示されます。選択したルール セットは保存され、現在のソリューションでセッ 

ションを実⾏するたびに使⽤されます。

メモ： ルールを保持し、ルール データベースにすでに格納されている有効なルール セットを  

選択してください。ルール マネージャを介して削除されたルール セットまたは空の  

ルール セットを使用しようとすると、結果が無効になる可能性があります。

ルール マネージャを使用すると、ルール （ルールに違反した場合に、ルール適用の原因とな 

る関連トリガーを含む）を作成してカスタマイズしたり、ルール セットを作成して管理した 

りできます （「コード レビュー ルール マネージャを使用する」（96ページ）を参照）。

表3-2. 標準のルール セット

ルール セット名 説明

すべてのルール 簡単な手順で使用でき、以下のような機能を持つマスタ ルール 

セットを提供します。

• ルール データベース内のすべての DevPartnerルールを含む

• ルール データベース内にユーザー定義されたすべてのルールを 

含む

• 総合的なコード レビューを保証する

日付形式 ⽇付の値 （特に年を2 桁で表記した日付）の正しい形式設定およ

び使用方法をチェックするルール

デフォルト ⾼優先度ルールと中優先度ルールを含む

デザイン タイム プロパティ 適切なUIの設計に役⽴つデザイン タイム プロパティとフォーム  

およびコントロールのプロパティ値をチェックするルール

国際化 海外市場向けのローカライズ、⽂字列の処理、および⽐較に役⽴

つルール

ロジック 正しいプログラム ロジック、.NETフレームワークの最善のプロ 

グラミング⽅法、エラー処理、タイプ チェック、およびガベージ 

コレクションをチェックするためのルール

パフォーマンス パフォーマンスに悪影響を及ぼすコードをチェックするための

ルール
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ネーミング分析の種類を選択する

メモ： ネーミング分析の種類を選択する必要があります。選択していないと、DevPartner
では重要な分析機能が実⾏されません。プログラミング上のその他の問題に注意を集

中する間、ネーミングの異常を⼀時的に無視するには、[なし ]を選択します。

[ 使用するネーミング分析 ] リストから、レビューに適用するネーミング分析の種類を選択し

ます。選択肢は以下のとおりです。

� ネーミング ガイドライン （デフォルト）：Visual Studio .NET フレームワークのネーミン   

グ ガイドラインを模範としています。

また、より正確なレビューが⾏われるようにするには、[ ネーミング ガイドライン ] オプ 

ション ページのオプションを設定する必要があります （「[ ネーミング ガイドライン ] オ  

プションを設定する」（70ページ）を参照）。

� ハンガリアン：ハンガリアン記法ネーミング ルールを模範としています （「ハンガリアン 

ネーミング アナライザを理解する」（95 ページ）を参照）。

また、有効なハンガリアン ネーム セットを選択する必要があります。ネーミング ガイド   

ライン ネーミング分析には、ネーム セットの選択は適用されません。

� なし：DevPartnerでは、ネーミング分析が実⾏されず、コード レビューのあと、[ ネーミン 

グ ] タブは空になります。

ネーム セットを選択する

ソース コードでハンガリアン ネーミング分析を実⾏する場合は、有効なハンガリアン ネーム   

セットも選択してください （デフォルトの DevPartner提供のルール セットには、あらかじめ 

デフォルト ネーム セットが関連付けられています）。

ルール マネージャを使用して、ネーム セットを作成したり管理したりできます （「コード レ   

ビュー ルール マネージャを使用する」（96ページ）を参照）。

McCabeメトリクスを収集する

[ メトリクスの収集 ] を選択した場合、コード レビューでは複雑度、不良修正の可能性、理解 

度などのコード複雑度の統計を表⽰するデータが収集されます。これらのメトリクスは、業

界標準の McCabeメトリクスに基づいています （「McCabeメトリクスを理解する」（80ペー

ジ）を参照）。[ メトリクス ] タブには、コード レビュー ソリューション ツリーで選択した   

ノードに関するすべての項目が表示されます。

ネーミング ガイドライン ソース コードで複数の識別⼦に関わる .NET フレームワーク 

ネーミングの⽭盾を検索するためのルール

Webアプリケーション 適切なASP.NET開発、HTMLタグの使用、検証、パフォーマン

ス、キャッシュ、および状態をチェックするルール

表3-2. 標準のルール セット

ルール セット名 説明
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コール グラフ データを収集する

[ コール グラフ データの収集 ] チェック ボックスをオンにした場合、メソッドまたはプロパ   

ティに対する潜在的なすべてのインバウンド コールとアウトバウンド コールについて情報  

が収集され、結果が [ コール グラフ ] タブにグラフとして表示されます。コール グラフの個々  

のノードは、選択されたメソッドまたはプロパティのインバウンド ／アウトバウンドのコー

ル パスを表すものです。コール グラフには、プログラム実⾏時に発⽣した動的なコールでは  

なく、コール パスにおける潜在的なメソッド コールが静的に表示されます。

バッチ ファイルを生成する

[常にバッチ ファイルを生成 ] を選択すると、Visual Studioで実⾏される次の対話的コード レ   

ビューでバッチ ファイルが生成されます。このバッチ ファイルを使用すると、同じソリュー  

ションでコマンド ラインからバッチ レビューを実⾏できます。

メモ： バッチ ファイルまたはコマンド ラインでレビューを実⾏するときに/rオプションを  

使用する場合は、[常にバッチ ファイルを生成 ]をオフにするか、バッチ ファイルを  

バックアップして名前を変更する必要があります。それらの作業を⾏わない場合は、

バッチ ファイルが上書きされます。「コマンド ライン インターフェイスを使用する」   

（87ページ）を参照してください。

レビュー結果を保存する

[常にバッチ ファイルを生成 ] チェック ボックスをオンにした場合、DevPartnerでは、コード  

レビュー後のソリューションと同じ場所にSolutionName.dpmdbというセッション ファイル 

が保存されます。 Visual Studioのソリューション エクスプローラに保存したセッション ファ    

イルが表示されます。

セッション ファイル名⼊⼒のプロンプト

[ セッション ファイル名⼊⼒のプロンプト ] チェック ボックスをオンにした場合、レビューを  

開始する前にセッション ファイルの場所と名前の指定を求めるプロンプトが表示されます。

[ネーミング ガイドライン ]オプションを設定する

[ ネーミング ガイドライン ] オプション ページには、より正確なレビューを保証するためのオ  

プションが用意されています。[ ネーミング ガイドライン ] オプションにアクセスするには、 

[DevPartner]メニューで [ オプション ] を選択し、ツリー ビューから [DevPartner] > [ コード   

レビュー ] > [ ネーミング ガイドライン ] を選択します。
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このページの選択内容は、[ 全般 ] オプション ページの [ 使用するネーミング分析 ] リストから 

[ ネーミング ガイドライン ] ネーミング アナライザを選択するまで無効です （図3-4 （67ペー  

ジ）を参照）。

図3-5 [ネーミング ガイドライン ]オプション ページ

分析する識別⼦を選択する

[ 分析の対象 ]セクションで、分析に含める識別⼦の種類を選択します。

� すべてのパブリック識別⼦またはプロテクト識別⼦ （デフォルト）：パブリックまたはプ

ロテクト識別⼦および内部プロテクト識別⼦を調べます。ただし、このオプションでは

ローカルとプライベートは除外されます。

� アクセスやスコープに関係なくすべての識別⼦：アクセスやスコープにかかわらず、すべ

ての識別⼦を調べます。

ディクショナリを選択する

[ ディクショナリの選択 ] リストから、ネーミング分析に適用するディクショナリ データベー 

スを選択します。選択したディクショナリに基づいてネーミング違反が検索されます。[ アメ

リカ英語 ] がデフォルトのディクショナリです。

ネーミング分析のスコープを選択する

[ネーミング分析も実⾏する ] リストで、DevPartner が分析する 1つまたは複数の識別⼦に対
応するチェック ボックスを選択します。デフォルトでは、すべての識別⼦が選択されます。

[ 変数 ] チェック ボックスをオンにすると、変数が指定するこのオプション ページの他の選択  

内容 （[ 分析の対象 ] など ) に影響する可能性があります。

Camel形式またはPascal形式を選択する

名前を指定した変数を検証する場合に DevPartner が使用する大文字のプリファレンスを選択

します。Camel形式と Pascal形式という2 つのオプションがあります。Camel形式では、変

数の最初の単語を小文字始まりとし、2番めの単語を大文字始まりとします （integerBonus
など）。Pascal形式では、変数名の各単語を大文字始まりにします （IntegerBonusなど）。
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[ネーミング分析も実⾏する ] リストから [ 変数 ] を選択済みでない場合、このオプションは無

効になります。また、[すべてのパブリック識別⼦またはプロテクト識別⼦ ] を選択した場合

も、このオプションを使用できません。

[名前空間 ]オプションを選択する

[ネーミング分析も実⾏する ] フィールドの [名前空間 ] チェック ボックスをオンにした場合、 

追加の名前空間オプションを指定できます。

� 会社名：会社名を表す⽂字列を⼊⼒します。

� テクノロジ名：会社のテクノロジを表す⽂字列を⼊⼒します。

DevPartnerコード レビューでは、名前空間における⼤⽂字の適切な使⽤、単語の完全性、予 

約された単語の有無、数字の使用などを検証します。DevPartner また、各名前空間が推奨さ

れる名前空間構文 （会社名.テクノロジ名[.機能][.デザイン]）に従っているかどうかも

検証します。会社名やテクノロジ名を⼊⼒すると、それらのエントリを使⽤して名前空間が

構成されているかどうかがチェックされます。

抑制されたルールを管理する

[ 抑制されたルール ] オプション ページには、[ 問題 ] タブで抑制されたルールのリストが表示 

されます （図 3-6を参照）。[ 抑制されたルール ] オプション ページで、抑制されたルールの横  

にあるチェック ボックスをオンにすると、抑制されたルールは一時的に抑制解除できます。 

[抑制されたルール ]オプションにアクセスするには、[DevPartner]メニューで [オプション ]を

選択し、ツリー ビューから [DevPartner]>[コード レビュー ]>[ 抑制されたルール ] を選択し  

ます。

図3-6 [抑制されたルール ]オプション ページ

ルールを抑制する

ルールを抑制すると、コード レビューでは以降のセッションでそのルールを適⽤しません。 
ルールの抑制は、以下の点でコード違反のフィルタとは⼤きく異なります。

� ルールを抑制した場合、そのルールはまったく適用されなくなります。データは収集され

ず、セッション ファイルには何も保存されません。
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� コード違反をフィルタした場合、基準となるルールは引き続き適用されます。データは収

集されてセッション ファイルに保存されますが、表示されません。

ルールの抑制は、特定のソリューションでローカルに保存することもできますし、すべてのソ

リューションにわたって保存することもできます。抑制するルールを選択する前に、まずコー

ド レビューを実⾏する必要があります。

1 [ 結果 ] ウィンドウの [ 問題 ] タブをクリックします。

[ 問題 ] タブにコード違反がリストされます。

2 基準のルールを抑制するコード違反を選択します。

3 以下のどちらかの方法で、[ ルールの抑制 ] ダイアログ ボックスを表示します。

� [ ルールの抑制 ] ツールバー ボタンをクリックします。

� 強調表⽰されたルール⾏を右クリックし、コンテキスト メニューから[ルールの抑制 ]を 

選択します。

4 選択されたルールを抑制するスコープを選択します。

� このソリューションのすべてについてこのルールを抑制：今後⾏われる現在のソ

リューションのレビューに影響を与えます。

� すべてのソリューションに適用：今後⾏われるすべてのソリューションのレビューに

全体的に影響を与えます。

全面的な抑制を選択した場合、プリファレンス データベースでは、そのルールのソリュー 

ションベースの抑制がすべてクリアされ、すべてのソリューションに全面的な抑制の設定

が適用されます。

ルールが他のソリューションですでに抑制されている場合に、現在のソリューションでその

ルールを抑制しようとすると、[ ルールの抑制 ] ダイアログ ボックスが表示され、全面的な抑 

制の適用が要求されます。ただし、現在のソリューションのみで抑制するように選択するこ

ともできます。

サマリ データを表示する

[ サマリ ]タブでは結果データのサマリを⼀元管理しており、セッションの各側⾯の詳細は対
応する別のタブに表示されます。[ サマリ ] タブのいくつかの項目は動的です。[ 問題 ] または

[ ネーミング ] タブの項目に [ 修正済み ] とマークされている場合、[ サマリ ]タブには動的に更
新が反映されます。レビューに特殊な例外 （空のルール セットでのレビュー実⾏など）が含 

まれていた場合は、[ サマリ ]タブのヘッダー セクションに該当のメッセージが表示されます。 

[ サマリ ] タブを下にスクロールすると、各サマリ テーブルを参照できます。
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図3-7 [サマリ ]タブ

� [ 問題サマリ ] テーブルには、レビューで評価されたルールのカテゴリがリストされます。

発⾒された違反数と修正済みとマークされた違反数を⽰します。さらに、重要度のカテゴ

リごとに違反の合計数を示します。

� [ネーミング ガイドラインのサマリ]リストには、レビューに含めるように[ネーミング ガ  

イドライン ] オプション ページであらかじめ選択したカテゴリが表示されます （図 3-5 
（71 ページ）を参照）。テーブルには [ ネーミング ガイドライン ] オプション ページで選  

択したネーミング識別⼦のサマリが表⽰され、発⾒された違反数を⽰します。

このテーブルは、レビュー前に [全般 ]オプション ページで [ネーミング ガイドライン ]を  

選択した場合のみ、[ サマリ ] タブに表示されます （図3-4 （67ページ）を参照）。ハンガ

リアン ネーミング アナライザでは、このテーブルは使用できません。

� [ コール グラフ データのサマリ ] では、分析したメソッドとプロパティの合計数、未コー  

ル状態の検出数など、レビュー時にキャプチャしたコール グラフ分析の情報を表示します。

このテーブルは、レビュー前に [ 全般 ] オプション ページで [ コール グラフ データのサマ   

リ ] を選択した場合のみ、[ サマリ ] タブに表示されます （図3-4 （67ページ）を参照）。

� [ カウント サマリ ]には、実⾏にかかった時間、ソリューション内の⾏数、実⾏された⽐較 

回数など、コード レビュー セッション自体について集計された個々の統計も含まれます。

� [ レビュー設定 ] には、構成データとレビュー関連データがリストされます。この情報は、

記録の保持とトラブルシューティングに役⽴ちます。

� [ プロジェクト リスト ] には、各プロジェクトにコンパイル エラーがあったか、正常にレ  

ビューされたかなど、ソリューション内の各プロジェクトの情報が表示されます。
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コード違反を表示する

デフォルトで、[ 問題 ] タブでは、コード レビュー後に [ 結果 ] ウィンドウにフォーカスが設定 

されます。[ 問題 ]タブには、現在のソリューションで発⾒されたコード違反が表⽰されます。
特定の違反を選択すると、コード違反リストの下の詳細ペインに詳細な説明、例、および修

正案が表示されます。

図3-8 [問題 ]タブと詳細ペイン

[問題 ]タブを理解する

以下の表に、[ 問題 ] タブに表示される情報を示します。

表3-3. [問題 ] タブの内容

カラム 説明

修正済み コード違反のステータス

修正済みの場合、チェックボックスをオンにする

抑制済み ルール抑制のステータス

抑制済みまたは空白 （抑制されていない場合）

ルール 該当のコード違反に割り当てられた番号

タイトル ルールのタイトル

重要度 重要度のレベル （⾼、中、低、警告）

プロジェクト 違反が存在するプロジェクト

ファイル 違反が存在するファイル

メソッド 違反が存在するメソッド

クラス 適用されたルールのクラス

タイプ ルールのタイプ

詳細ペイン

コード違反
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詳細ペイン

[ 問題 ] タブでコード違反を選択すると、詳細ペインに詳細情報が表示されます （図3-8 （75
ページ）を参照）。内容は、（システム提供およびユーザー設定の）コード レビュー ルール  

データベースに格納されたルールから生成されます。以下の表に、詳細ペインに表示される

情報を示します。

ヒント： 各コード違反には、[トリガー ]、[オリジナル ソース⾏ ]、[場所 ]への追加のハイパー  

リングが含まれる場合があります。

ネーミング違反を表示する

[ ネーミング ] タブには、コード レビューでレビュー中に発⾒されたネーミング違反がリスト 

されます。[ ネーミング ] タブの表示内容は、レビュー前に [ 全般 ] オプション ページ （図3-4 
（67ページ））で選択したネーミング分析のタイプに応じて異なります。各ネーミング アナラ 

イザの詳細については、「ネーミング分析を理解する」（92ページ）を参照してください。

[ ネーミング ] タブには、これらどちらかの結果が表示されますが、両方の結果が同時に表示

されることはありません。[ なし ] を選択していると、コード レビューのあと、[ ネーミング ] 
タブは空になります。

表3-4. 詳細ペインの内容

⾒出し 説明

ルール タイトル （赤色で表示） ルールのタイトル

トリガー トリガーの名前。オリジナル ソース⾏にハイパーリンクとして表 

示される （「トリガーを設定する」（99ページ）を参照）

オリジナル ソース⾏ ルールが呼び出された原因となるコード⾏

場所 コード違反の発生元

説明 コード違反の説明

対処方法 問題の修正案

メモ Microsoft MSDN サポート技術情報の記事への外部リンクなど、 

追加のコメント
76     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第3章 ・ 静的なコード分析
ハンガリアンの結果を分析する

図 3-9に、[ 全般 ] オプション ページ （図3-4 （67ページ））でハンガリアン ネーミング アナ    

ライザを選択した場合の [ ネーミング ] タブの表示を示します。

図3-9 ハンガリアン ネーミング分析の [ ネーミング ]タブ

ネーミング ガイドラインの結果を分析する

図 3-10 に、[ 全般 ] オプション ページ（図3-4 （67 ページ））でネーミング ガイドライン ネー    

ミング アナライザを選択した場合に 2 つのパネルに表示されるネーミング結果を示しま 

す。上のパネルの [ ネーミング ] タブと、下のパネルのネーミングの詳細ペインを確認しま

す。また、ネーミング ガイドライン分析では、[ネーミング ]タブの上の [表示順 ]リストが有 

効になります。
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図3-10 ネーミング ガイドライン ネーミング分析の [ネーミング ]タブ

以下の表は、選択されたネーミング アナライザに関係なく、[ ネーミング ] タブに表示される 

情報を示しています。

詳細 
ペイン

ネーミング 

違反

表3-5. [ネーミング ] タブの内容

カラム 説明

修正済み ネーミング違反のステータス

違反を修正した場合に、このチェック ボックスをオンにする。

名前 データ型のユーザー定義名

提案 推奨される名前は、選択したネーミング アナライザに応じて異なります （「ネー 

ミング分析を理解する」（92ページ）を参照）。

• コード レビューでハンガリアン ネーミング規則に基づく名前を提案できな  

い場合は、このカラムに「不明」と表示されます。

• コード レビューでネーミング ガイドラインに基づく名前を提案できない場  

合は、このカラムにアスタリスクが表示されます。また、ネーミングの詳細

ペインに説明が表示されます （図3-10 （78ページ））。

アクセス 現在のソリューション内のアクセスのカテゴリ

タイプ 識別⼦の種類

メソッド データ タイプが宣言されているメソッド

クラス データ タイプが宣言されているクラス

名前空間 データ タイプが宣言されている名前空間

ファイル データ タイプが宣言されているファイル

プロジェクト データ タイプが宣言されているプロジェクト
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ネーミングの詳細ペインを理解する

[ネーミング ガイドライン ]を選択し、[ネーミング ガイドライン ]オプション ページ（図3-5   
（71ページ））で追加の選択を⾏った場合、[ ネーミング ] タブの下に、選択したネーミング違

反の詳細を示す詳細ペインが表示されます。

詳細ペインは、ネーミング ガイドライン ネーミング アナライザの場合にのみ使用できます。

収集されたメトリクスを表示する

[ メトリクス ] タブ （図 3-11）には、McCabeメトリクスに基づいて、コード複雑度の結果 （複 

雑度、不良修正の可能性、および理解度）が表⽰されます （「McCabeメトリクスを理解する」
（80ページ）を参照）。

表3-6. ネーミングの詳細ペインの内容

項目 説明

現在の名前 上のパネルで選択された項目に対応します。

スコープ 識別⼦のスコープを⽰します。

オリジナル ソース⾏ 上のパネルで選択されたネーミング違反に関連するソース⾏を表⽰

します。

推奨事項 ネーミング ガイドライン ネーミング アナライザの基準に基づき適   

切な名前を1 つまたは複数提案します （「ネーミング ガイドライン 

ネーミング アナライザを理解する」（93ページ）を参照）。

説明 この違反が問題としてフラグされた理由を説明します。

コード レビューで名前の修正案を提示できない場合、このペインに 

は説明が表示されます。 また、[ ネーミング ] タブの上のパネルの 

[ 提案 ]カラムには、一連のアスタリスクが表示されます。

メモ オプションで、「.NET Framework 一般情報リファレンス」の「名前  

付けのガイドライン」のサポート技術情報へのハイパーリンクが表示

されます。
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図3-11 [メトリクス ] タブ

[ メトリクス ] タブには、レビュー前に [ 全般 ] オプション ページ （図3-4 （67ページ））で [ メ 

トリクスの収集 ] チェック ボックスをオンにした場合のみ、データが表示されます。 ï 3-7に、   

[ メトリクス ] タブに表示される情報を示します。

McCabeメトリクスを理解する

McCabe メトリクスを収集すると、[ メトリクス ]タブに、複雑度、不良修正の可能性、理解
度などのコード複雑度の統計が表⽰されます。これらのメトリクスは、業界標準のMcCabe
メトリクスに基づいています。[ メトリクス ] タブには、コード レビュー ソリューション ツ   

リーで選択したノードに関するすべての項目が表示されます。

複雑度

複雑度 （循環的複雑度またはMcCabeの複雑度とも呼ばれます）は、McCabe メトリクスの一

部として確⽴された業界標準です。複雑度は、プログラムの安定性と信頼性の⼀般的な尺度

です。この尺度として、他のプログラムの複雑度と⽐較できる単⼀の序数が提⽰されます。こ

の序数は、他のソフトウェア メトリクスと調整する場合に頻繁に使⽤されます。複雑度は、 

表3-7. [メトリクス ] タブの内容

⾒出し 説明

メソッド コードの複雑度の問題が発⽣したメソッドの名前

ファイル 問題が発生したファイルの名前

プロジェクト 問題が発生したプロジェクト

複雑度 特定のコンポーネントに関する複雑度。このメトリックはMcCabe循環複雑
度に関連しています。

不良修正確率 既知のバグを修正する際に、コード内に新規のバグが発生する可能性

理解度 コード ロジックの可読性と保守性の程度

コード⾏ 選択したコンポーネント内のコードの合計⾏。⾏ごとのカウント数が [サマリ ]
タブに表示されます。
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広く受け入れられているソフトウェア メトリクスの 1 つとして、言語および言語形式に依存 

しないように考えられています。複雑度の数値は、コード⾏数のカウントではなく、プログ

ラム構造の複雑度を測定するより優れた尺度を⽰します。

複雑度では、プログラム モジュール全体の直線で独⽴したパスの数を測ることにより、モ 

ジュールの条件判断構造の複雑度を測定します。各コンポーネントが個別に分析され、If-
Then-Else ステートメントや Select Case ステートメントなど、考えられるすべての条件判断 

ポイントが計算されます。Select Caseの場合、各ケースが独⽴した条件判断ポイントです。

McCabeのメトリクスでは、各モジュールの循環的複雑度が以下のように定義されています。

e - n +2

eと nの意味は以下のとおりです。

e：制御フロー図内のエッジ数

n：制御フロー図内のノード数

循環的複雑度では、テストが必要な最⼩パス数を表します。コードが複雑になるほど、その

コンポーネントのテストには⾼度な技術が必要になります。

不良修正の可能性

これは、既存のエラーの修正時に誤って新しいエラーが挿⼊される可能性を表します。不良

修正の可能性では、手順を調べて、新しいエラーを引き起こす可能性を計算します。通常、

コードが正確に作成されていれば不良修正の可能性は低くなります。不良修正の可能性は

McCabeメトリクスに基づき、理解度と複雑度の結果と相関関係があります。

理解度

理解度は、複雑度と不良修正の可能性と同様に、開発者がコードの解釈や保守を⾏う際の難

度を評価します。理解度では、以下のようにコードを評価します。

表3-8. 理解度メトリック

範囲 理解度

5未満 容易

5以上10以下 容易〜中

11以上20以下 中

21以上30以下 中〜⾼

31以上50以下 高

51以上94以下 ⾼〜テスト不可能

95以上 テスト不可能
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すべてのメトリクスの相関関係

以下の表は、3つのすべてのメトリクスが相互にどのように関連しているかを示しています。

コール グラフ データを表示する

[ コール グラフ ] タブには、コード レビュー ソリューション ツリーで選択したメソッドまた   

はプロパティに対応するインバウンドとアウトバウンドのコール パスの静的なビューが表示 

されます （図3-12 （82ページ）を参照）。

図3-12 コール グラフを表示した [コール グラフ ]タブの例

コール パスは静的に⽣成されます。つまり、グラフには、プログラム実⾏中に⾏われた動的 

なコールではなく、コール パスにおける潜在的なメソッド コールが表示されます。

[ コール グラフ ] タブは以下の場合に空になります。

� コード レビューの前に [ 全般 ] オプション ページ（図 3-4（67 ページ））で [ コール グラフ   

データの収集 ] チェック ボックスが選択されていなかった場合。コール グラフ データは   

表3-9. McCabeメトリクスの相関関係

コードの複雑度の範囲 不良修正の可能性の割合 理解度の説明

5未満 1% 容易

5以上10以下 5% 容易〜中

11以上20以下 10% 中

21以上30以下 20% 中〜⾼

31以上50以下 30% 高

51以上94以下 40% ⾼〜テスト不可能

95以上 60% テスト不可能
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レビュー中に収集されません。コール グラフ分析を実⾏してコール グラフ データを収集   

するには、このオプションを選択して別のコード レビューを実⾏します。

� チェック ボックスをオンにしても、コード レビュー ソリューション ツリー （図 3-2 （63    
ページ）を参照）でメソッドまたはプロパティを選択しなかった場合。データは収集され

ていますが、コード レビュー ソリューション ツリーでメソッドまたはプロパティ ノード    

を選択するまでコール グラフは表示されません。

コール グラフの参照を理解する

[ コール グラフ ] タブでは、選択したメソッドまたはプロパティのコール階層を追跡すること 

で、コール パスの潜在的なインバウンド／アウトバウンド コール参照を表します。表⽰領域  

は、各メソッドまたはプロパティの潜在的なエントリ ポイントと終了ポイントを⽰します。 
コール参照はルート ノードから開始され、ルート ノードを参照して実⾏されるすべてのコー  

ルを対象とします。コール参照は、ルート ノードに制御が戻るか、またはルート ノードから  

のコールが完了するまで続きます。表⽰領域には以下のタイプのコール参照が表⽰されます。

ルート ノード

ルート ノードとは、コール グラフの開始点として選択したメソッドまたはプロパティのこと  

です。その他すべてのノードは、ルート ノードを呼び出すか、ルート ノードによって呼び出  

されます。ルート ノード （図 3-13）は、表⽰領域にある他のノードと区別するために、⻘い  

境界線で囲まれた⻩⾊の四角形で表⽰されています。

図3-13 ルート ノードの例

インバウンド コール

インバウンドとは、ルート ノードを直接的または間接的に呼び出すメソッドやプロパティを 

指します。ルート ノードと区別するために、インバウンド コール （図 3-14）は薄い⻘⾊の四   

角形のノードとして表示されます。

アウトバウンド コール

アウトバウンドとは、ルート ノードから直接的または間接的に呼び出されるメソッドやプロ 

パティを指します。インバウンド コールと同様に、アウトバウンド コールも （図 3-14）薄い   

⻘⾊の四角形のノードとして表⽰されます。潜在的なコール パスの方向性を示すために、こ 

れらのコールは、ルート以外からの方向を指す一連の矢印で接続されています。

図3-14 インバウンド／アウトバウンド コール ノードの例
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未コールの参照

未コールとは、コードでは定義されているが、アプリケーション コンポーネントを構成する 

ファイル内では 1度も参照されなかったメソッドまたはプロパティを指します。[ コール グラ 

フ ] タブでは、「未コール」というラベルまたは記号 （!）のいずれかを使用して、ノード上の

未コール メソッドを識別します。

図3-15 未コールを識別する2つの例

再帰コールと循環コールの参照

[ コール グラフ ]タブでは、選択された実⾏パス内に存在する、再帰または循環のコール参照 

のインスタンスをグラフィカルに表示できます。

� 再帰：実⾏パス内で、⾃らを呼び出すメソッドまたはプロパティ。

A がB を呼び出す。 

B がB を呼び出す。

図3-16 再帰コール グラフの例

� 循環：実⾏パス内で前に呼び出されたメソッドまたはプロパティを、間接的に再度呼び出

すメソッドまたはプロパティ。

A がB を呼び出す。 

B がC を呼び出す。 

C がA を呼び返す。

図3-17 循環コール グラフの例

コール グラフの設定オプションを設定する

DevPartner コード レビューには、[ コール グラフ ] タブに表示されるコール グラフを設定す   

る 4つの方法があります。これらのオプションには、[ コール グラフ ] ツールバーからアクセ 

スするか、[ コール グラフ ]タブの背景領域を右クリックすることによりアクセスできます。

ラベルでの表示

アイコンでの表示
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レベル数

[ コール グラフ ] タブに表示されるレベル数を選択します。コール グラフには、ルート ノー   

ドを呼び出す（インバウンド）またはルート ノードから呼び出される（アウトバウンド）メソッ 

ドまたはプロパティが、指定したレベル数で表示されます。1〜6のレベル数を選択できます

（デフォルトは 6）。以下の例ではレベル数2が選択されています。コール グラフの右端のノー 

ドに付いているプラス記号（+）は、コール参照のレベルがさらに表示可能であることを示して

います。

図3-18 レベル数2を設定した場合

ノード スタイル

ユーザーは、[ コール グラフ ] タブに適用するノード スタイルを選択できます。コール グラ   

フのすべてのノード スタイルで、メソッド名やプロパティ名のほかにクラス名も表示されま 

す。ノード スタイルの中には、クラス、メソッド、またはプロパティのアクセス タイプを示  

すアイコンが含まれているものもあります。このアクセス タイプには、パブリック、プライ 

ベート、内部、およびプロテクトがあります。これらは標準のソリューション ツリーのアイ 

コンです。未コールのメソッドやプロパティを表すその他のアイコンは、コール グラフにだ 

け表示されます。

以下の表に、さまざまなノード スタイルの例を⽰します。

いくつかの例ではルート ノードを⽰し、それ以外の例では標準ノード （インバウンドまたは 

アウトバウンド）を使用しています。ノードの区別の詳細については、「コール グラフの参照を 

理解する」（83ページ）を参照してください。

2 1

21
（レベル1の一部）

表3-10. ノード スタイル

ノード スタイル 説明 未コールの表現 例

シングル ラベル クラス名のあと、ピリオド

に続いてメソッド名または

プロパティ名が表示されま

すが、アイコンは表示され

ません。

メソッド名またはプ

ロパティ名に 

- Uncalledという

指定が追加されます。
インバウンド／

アウトバウンド

ダブル ラベル 上の⾏にクラス名、下の⾏

にメソッド名またはプロパ

ティ名が表示されますが、

アイコンは表示されません。

下の⾏のメソッド名

またはプロパティ名

に- Uncalledとい

う指定が追加されます。

 

インバウンド／

アウトバウンド
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拡大／縮小

[コール グラフ ]タブでコール グラフの相対サイズを選択します。2つの拡大／縮小オプションを  

使用できます。

� 空きスペースに合わせる （デフォルト）

これを選択すると、すべてのノードが表⽰領域内に収まるようにコール グラフのサイズを 

調整できます。デフォルトでは、このオプションを選択するとスクロール バーは使用で 

きません。もう1 つのオプションを使用してコール グラフを再設定した場合、スクロー 

ル バーを含めずに内容のサイズが変更されます。

� フル サイズのパーセント

これを選択すると、100%、80%、75%、66%、50%のいずれか⼀定の割合で表⽰領域の
内容を拡大または縮小できます。この選択により、大きな、または複雑なコール シーケン 

スの一部を拡大表示できます。さらに、内容の再表示の際、選択したメソッドまたはプロ

パティ （ルート ノード）が表⽰領域にはっきりと表⽰されます。スクロール バーも使用  

できます。

レイアウト

コール グラフ ノードが [ コール グラフ ] タブでどのように表示されるかを選択します。選択   

肢は以下のとおりです。

� 水平

ノードは、表⽰領域に左から右へ表⽰されます。選択したノード （ルート ノードとも呼 

ばれる）を呼び出すメソッドまたはプロパティは、ノードの左に配置されます。選択した

ノードが呼び出すメソッドまたはプロパティは、ノードの右に分岐します。

イメージ1つと 

シングル ラベル

標準のメソッドまたはプロ

パティの アイコンの他、

クラス名、ピリオドに続い

てメソッド名またはプロパ

ティ名がすべて同じ⾏に表

示されます。

対応するアイコンに

は、感嘆符記号 （!）
が含まれています。

ルート

イメージ1つとダブル 
ラベル

メソッドまたはプロパティ 
アイコンの他、上の⾏にク

ラス名、下の⾏にメソッド

名またはプロパティ名が表

示されます。

対応するアイコンに

は、感嘆符記号 （!）
が含まれています。

ルート

イメージ2つとダブル 
ラベル

クラスを示す上位のアイコ

ンに続いてクラス名が、そ

してメソッドまたはクラ

スを示す下位のアイコンに

続いてその名前が表示さ

れます。

感嘆符記号のアイコ

ン （!）が、データ タ
イプ アイコンと名前

の間に表示されます。
ルート

表3-10. ノード スタイル

ノード スタイル 説明 未コールの表現 例
86     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第3章 ・ 静的なコード分析
� 垂直

ノードは、表⽰領域に上から下へ表⽰されます。選択したルート ノードを呼び出すメソッ 

ドまたはプロパティは、ルート ノードの上に配置されます。選択したノードが呼び出す 

メソッドまたはプロパティは、ノードの下に配置されます。

コマンド ライン インターフェイスを使用する

このコマンド ライン インターフェイスから（CRBatch.exeを使用して）バッチ スクリプトを   

実⾏して、マネージ プロジェクトを多数含んだ大規模なソリューションをレビューしたり、 

夜間または自動ビルド プロセスとして大規模なソリューションをレビューしたりできます。 

コマンド ライン インターフェイスでは、ユーザーの対話をバイパスすることによって、コー  

ド レビュー プロセスが合理化されます。

メモ： ソリューション ファイルが読み取り専用に設定されている場合は、Visual Studio か  

らのエラーメッセージが表示され、バッチ レビューが中断されます。

[ 全般 ] オプション ページで [常にバッチ ファイルを生成 ] を選択すると、Visual Studio   
で実⾏される次の対話的コード レビューでバッチ ファイルが生成されます。このバッチ ファ   

イルを使用すると、同じソリューションでバッチ レビューを実⾏できます。

メモ： /rオプションを使用する場合は、[常にバッチ ファイルを生成 ]を無効にするか、バッ 

チ ファイルをバックアップして名前を変更する必要があります。それらの作業を⾏わ 

ない場合は、バッチ ファイルが上書きされます。

コマンド ライン インターフェイスは、レビューの終了後にHTML形式のサマリ ファイル   

（CR_ （ソリューション名）.htm）をソリューション フォルダに作成します。このファイルは、 

対話的に生成されたセッション ファイルと内容がまったく同じです。

ソリューションをレビューするバッチ プロシージャを作成すれば、以下のことを実⾏するこ 

とができます。

� 生成されたサマリ ファイルとセッション ファイルを別の場所に電子メールで送信する

� サマリ ファイルをローカル イントラネットに保存して、あとで、その場所や外部のイン  

ターネット Web サイトから参照する

� CRExport.exe を呼び出して XML にデータをエクスポートし、書式設定や表示オプ 

ションを追加する （「データを XML にエクスポートする」（91 ページ）を参照）

コード レビューでバッチ レビューが実⾏できなかった場合は、CR_ （ソリューション名）.err  
というエラー ファイルが作成されます。バッチ ファイルで XMLへのエクスポートが失敗し  

た場合は、CREXPORT_ （セッション データベース ファイル名）.errという名前のエラー ファ   

イルが作成されます。どちらのエラー ログ ファイルも、セッション ファイルと同じパスに作   

成されます。

構文とオプション

以下のコマンド ラインの構文とオプションを使用して、コマンド ラインまたはバッチ ファイ   

ルからコード レビュー セッションを実⾏します。
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CRBatch.exe [/?]/f filename [/v] [/r] [/vs version] [/l XML filename]

CRBatch でプロジェクト リスト ファイルを使用する

コマンド ラインからコード レビューを実⾏する場合、ソリューションで処理するいくつかま  

たはすべてのプロジェクトを選択できます。処理するプロジェクトはプロジェクト リスト 

XML ファイルから抽出されます。

コード レビューが Visual Studioのソリューションに対して最初に実⾏されると、このファイ  

ルが生成されます。このリストは、コード レビュー [ 全般 ] オプション ページの [ レビューす  

るプロジェクト ] テーブルのソリューションに対して選択されたプロジェクトに基づいてい

ます。

プロジェクト リスト ファイルが生成されると、名前はCR_[solutionname].xmlになります  

（[solution name]はソリューションの名前です）。このファイルは、ソリューション フォル  

ダに格納されています。プロジェクト リスト XML ファイルはいったん作成されると、コー 

ド レビュー コマンド ライン インターフェイスで使用できます。

表3-11. コマンド ライン オプション

オプション 定義

/? CRBatch.exeへのコマンド ライン オプションのリストを表示します。

/f filename レビューで使用する構成ファイルを指定します （必須）。

/vまたは 

/verbose
/v または /verbose エラーをメッセージ ボックスにレポートして、バッチ処理で 

使⽤する終了コードを設定するように、コマンド ライン インターフェイスに指  

⽰します（オプションですが、構成ファイルを実際にデバッグするときに便利

です）。

/rまたは 

/results
コーディング問題とネーミング違反に関するレビュー結果を調査して、片方また

は両方のエラー タイプが⾒つかった場合に特定のエラー コードを返すように、コ  

マンド ラインに指示します （オプション）。

/vs "10.0" 
/vs "9.0"または 

/vs "8.0"

バッチ レビューが実⾏されるVisual Studio .NET Framework のバージョンを    

示します。

10.0 (2010)、9.0 (2008)、または 8.0 (2005)

/l XML path/file  
name 

指定された XML ファイルに示すプロジェクトでのみコード レビューを実⾏し 

ます。

ソリューションのプロジェクトを1 つずつ選択し、コード レビューに含めること 

ができます。コード レビュー オプションを使用してプロジェクトを選択します。  

詳細については、「CRBatch でプロジェクト リスト ファイルを使用する」を参  

照してください。

ソリューション内でプロジェクトを選択すると、選択されたオブジェクトのリス

トが入ったXMLファイルが作成されます。/lパラメータを指定してそのXMLファ

イルを指定し、コード レビューできるようリストのプロジェクトを処理します。 
/l パラメータは必要ありませんが、使用する場合は、XML パス / ファイル名を後

に続ける必要があります。/lパラメータを使用しながらXMLパス / ファイル名が

指定されていない場合やそれらが検出できない場合、エラーが表示 （またはログ

に記録）され、コード レビューは⾏なわれません。ログに記録されたエラーの詳 

細については、「エラー ファイルを理解する」を参照してください。
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コマンド ラインで使用するためプロジェクト リスト XML ファイルを作成するのにVisual  
Studioでコード レビューを実⾏しない場合、⾃分のプロジェクト リスト XMLファイルを作  

成できます。以下はプロジェクト リスト XMLファイルの構造です。

<CRProjectList CRVersion="10.0.0">

    <!-- DevPartner CodeReview Project file-->

    <Projects>

        <Include IncludeType="Include">

            <Project>Project A</Project>

            <Project>Project B</Project>

        </Include>

    </Projects>

</CRProjectList>

自分のプロジェクト リストXML ファイルを作成する場合、ファイル名にはCRBatchで使用 

する XML 拡張子がなければなりません。

プロジェクト リストは、包括的または排他的です。デフォルトでは、Visual Studio でコード  

レビューの実⾏により作成されたプロジェクト リスト XML ファイルは上記のように包括的 

です。リストを排他的にするには、以下に示すようにInclude指定子の値をExcludeに置

き換えます。

<CRProjectList CRVersion="10.0.0">

    <!-- DevPartner CodeReview Project file-->

    <Projects>

        <Include IncludeType="Exclude">

            <Project>Project C</Project>

            <Project>Project D</Project>

            <Project>Project E</Project>

        </Include>

    </Projects>

</CRProjectList>

コマンド ラインからコード レビューを実⾏している場合にプロジェクト リスト   

XMLファイルを使用する

以下の例ではCRBatchコマンドで、プロジェクト リスト XML ファイルを使用しています。 

ファイル名には、コマンド構文で /lパラメータを続ける必要があります。
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CRBatch /F "c:¥VS.NET2008¥WindowsApplication2¥CR_WindowsApplication2.CRB" /
vs "9.0" /l "c:¥VS.NET2008¥WindowsApplication2¥CR_WindowsApplication2.xml"

/lパラメータが指定されている任意のCRBatchコマンドもバッチ ファイルに使用できます。

エラー ファイルを理解する

コマンド ライン インターフェイスの終了時に、以下のエラー コードが呼び出し元のバッチ   

プロセスに戻されます。

バッチ生成されたレビューでビルド エラーが発生した場合、または、レビュー対象のソリュー 

ション内にコンパイル エラーが存在する場合は、セッション ファイルまたはサマリ ファイル   

が生成されずにバッチ レビューが中断します。エラー ファイルにエラー メッセージが追加さ   

れます。

予期しないランタイム エラーの場合は、エラー 11 が返されます。このエラーの詳細 （エラー 

メッセージとスタック トレース）が、.ERRファイルに書き込まれます。

表3-12. コマンド ライン エラー コード

エラー番号 メッセージ

0 成功

1 構成ファイルが指定されていません。

2 構成ファイルが存在しません。

3 ソリューション ファイルは指定されませんでした。

4 ソリューション ファイルが存在しません。

5 CRBatch初期化エラー

6 コマンド ラインの因数が無効です。

7 Visual Studioプロセスの作成に失敗しました。

8 ライセンスのチェックに失敗しました。

9 エラーが原因で Visual Studioが終了しました。

10 Visual Studioのバージョン番号が正しくありません。

11 予期しないエラー

12 コーディング問題が検出されました。

13 ネーミングの違反が検出されました。

14 コーディングの問題とネーミングの違反が検出されました。

70 エラー ファイル （.ERR）の作成に失敗しました。
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データを XML にエクスポートする

DevPartner コード レビューを使えば、セッション結果データを XML にエクスポートするこ 

とができます。これによって、簡単に、結果データをレポート フォーマット、電子メール、 

内部の Web ページなどに移植することができます。ユーザーは以下の方法でデータを XML
にエクスポートできます。

� コード レビュー セッションの実⾏後に、コード レビューからエクスポートする

� 保存されたセッション ファイルを使用して、コマンド ラインからエクスポートする

� 保存されたセッション ファイルを使⽤して、⾃動バッチ処理でエクスポートする

コード レビューのインストール フォルダにあるDPCRExport.xsdスキーマ ファイルにエクス   

ポート データの内容と XML形式が記述されています。

DevPartner内からセッション データをエクスポートする

コード レビューの完了後は、現在のセッション ファイルから XML ファイルにすべてのデー  

タをエクスポートできます。[ファイル ]メニューから [DevPartnerデータのエクスポート ]を

選択して、エクスポート ファイルの名前を指定します。ファイルはデフォルトでソリュー 

ションと同じ場所に保存されますが、ソリューション エクスプローラには表示されません。

コード レビュー データをエクスポートするには、コード レビュー セッション ウィンドウに    

フォーカスを設定する必要があります。

この処理では、コール グラフ データからのインバウンド メソッドを含む、すべてのセッション   

データが常にエクスポートされます。XML にエクスポートするデータのカテゴリをより詳細

に選択するには、コマンド ラインを使用します。

コード レビューでセッション データを XMLにエクスポートできなかった場合は、問題の内  

容を伝えるエラー メッセージが表示されます。

コマンド ラインからセッション データをエクスポートする

DevPartnerコード レビューには、XMLファイルにコード レビュー セッションの結果をエク   

スポートするコマンド ライン ユーティリティ、CRExport.exeが含まれています。セッション  

データをエクスポートするには、必須のコマンド ライン引数を使ってセッション ファイルと  

出⼒ファイルを指定する必要があります。例：

CRExport.exe /f C:¥MyResults¥WebApp1.DPMDB /e C:¥MyXML¥WebAppData

オプションのコマンド ライン引数を使って、セッション データベース ファイルからエクス   

ポートするデータのカテゴリを指定することもできます。

オプションの引数なしでCRExport.exeを呼び出した場合は、インバウンド メソッドを含む 

すべてのセッション データがエクスポートされます。この動作は、CRExport.exeに/a i引  

数を渡した場合および DevPartner内部からデータ エクスポートを開始した場合と同じです。

エクスポート ユーティリティでエクスポート ファイルが作成できなかった場合は、セッション  

ファイルと同じパスにCREXPORT_ （セッション データベース ファイル名）.errという名前のエ  

ラー ログ ファイルが作成されます。

構文とオプション

以下のコマンド ラインの構文とオプションを使用して、コマンド ラインまたはバッチ ファイ   

ルからセッション データをXMLにエクスポートします。
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CRExport.exe [/?]/f sessionfile /e xml_exportfile [/a | /a i | /p | 
/m | /n | /s | /c | /c i]

バッチ処理からセッション データをエクスポートする

単⼀のバッチ処理としてCRBatch.exeと共にCRExport.exeを使用してコード レビューを制 

御し、セッション データをXMLにエクスポートできます。この機能は、バッチ処理を介し 

てすでにコード レビューを実⾏している以下のような場合に、特に便利です。

� 毎晩のビルド処理の⼀部として

� 大規模アプリケーションに対して

� 品質制御テストを自動化する目的で

ネーミング分析を理解する

コード レビュー機能には、2種類のネーミング分析機能が組み込まれています。

� ネーミング ガイドライン

ネーミング分析では、.NET Framework がサポートされています。「ネーミング ガイドラ  

イン ネーミング アナライザを理解する」（93 ページ）を参照してください。

� ハンガリアン

ハンガリアン ネーミング アナライザは、コード レビューの旧来のネーミング アナライザ    

です。「ハンガリアン ネーミング アナライザを理解する」（95 ページ）を参照してください。

表3-13. コマンド ライン オプション

オプション 定義

/? CRExport.exeへのコマンド ライン オプションのリストを表示します。

/f sessionfile このエクスポートに使用するセッション データベースを指定します 

（必須）。

/e xml_exportfile エクスポートされたデータを受信する XMLファイルを指定します （必須）。

/a コール グラフ データ用のアウトバウンド メソッドを含む、指定されたセッ   

ションのすべてのデータをエクスポートします。ただし、インバウンド メソッ 

ドはエクスポートされません。

/a i コール グラフ データ用のインバウンド メソッドとアウトバウンド メソッ    

ドを含む、指定されたセッションのすべてのデータをエクスポートします。

/p 指定されたセッションの問題データをエクスポートします。

/m 指定されたセッションのメトリクス データをエクスポートします。

/n 指定されたセッションのネーミング分析データをエクスポートします。

/s 指定されたセッションのコード サイズ データをエクスポートします。

/c 指定されたセッションのコール グラフ データに含まれるアウトバウンド、  

つまり、呼び出されたメソッドをエクスポートします。

/c i インバウンド メソッドとアウトバウンド メソッドを含む、指定されたセッ  

ションのコール グラフ データをエクスポートします。
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また、ネーミング分析全体をバイパスするように、[ 全般 ] オプション ページ （図3-4 （67 
ページ））の [ 使用するネーミング分析 ] リストから、[ なし ] を選択することもできます。

ネーミング ガイドライン ネーミング アナライザを理解する

ネーミング ガイドライン ネーミング アナライザは、Visual Studio .NET Frameworkネーミン    

グ ガイドラインに基づいて作成されています。これらのネーミング ガイドラインによって、  

予測と管理が可能な⼀貫したネーミング⽅法が、マネージ クラス ライブラリの .NET  
Framework タイプに適用されます。

[ 全般 ] オプション ページ（図3-4 （67 ページ））の [ 使用するネーミング分析 ] リストから 

[ ネーミング ガイドライン ]を選択し、より正確なレビューが⾏われるように [ ネーミング 

ガイドライン ] オプション ページ （図3-5 （71ページ））でさらに追加の選択を⾏います。

ネーミング ガイドライン ネーミング アナライザでは、以下の要素を検証します。

� パラメータ

� クラス

� 名前空間

� メソッド

� デリゲート

� 列挙

� 構造

� インターフェイス

� 変数

ネーミング アナライザは、⼤⽂字の使⽤、⼤⽂字と⼩⽂字の区別、略語と頭⽂字、名前空間 

の構文、その他の .NET Framework識別⼦に関連するソース コードのネーミング違反を検索  

します。

以下のセクションでは、ネーミング ガイドライン ネーミング アナライザが準拠するガイドラ   

インについて説明します。

大文字の使用

ネーミング違反を検出すると、コード レビューでは [ ネーミング ガイドライン ] オプション  

ページで選択した大文字使用スタイル （Camelまたは Pascal）を使用して、[ ネーミング ] タ

ブでより適切な名前の提案を試みます。

大文字と小文字の区別

DevPartnerコード レビューでは、ソース コードの識別⼦を区別するために⼤⽂字と⼩⽂字を  

区別して使用することは推奨していません。大文字と小文字を区別するプログラミング言語

と区別しないプログラミング⾔語間の相互運⽤をサポートし、よく似た名前の識別⼦間での

混乱を減らすためにも、大文字と小文字を区別しないことを強く推奨します。開発者は大文

表3-14. ネーミング ガイドライン ネーミング アナライザで使用される大文字使用スタイル

大文字使用 

スタイル 連結した最初の単語 連結した後続の単語 名前の提案例

Camel形式 先頭文字を大文字にし 

ない

先頭文字を大文字にする redColor

Pascal形式 先頭文字を大文字にする 先頭文字を大文字にする RedColor
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字と小文字を変えただけの名前は避ける必要があります。大文字と小文字を区別するプログ

ラミング言語にも、区別しないプログラミング言語にも有効な名前を使用してください。

略語と頭字語

DevPartnerコード レビューでは、⼀般的に受け⼊れられている略語と頭字語の使⽤がサポー 

トされています。 DevPartnerコード レビューは、以下に基づいて適切なネーミングを決定し  

ます。

� 略語または頭字語の⽂字数

� 識別⼦名の略語または頭字語の位置

名前空間の構文

DevPartnerコード レビューでは、名前空間の .NET Framework ネーミング ルールがサポート   

されています。名前空間の名前では、先頭に会社名、次にテクノロジ名が続きます。オプション

で、末尾に機能名またはデザイン名、あるいはその両⽅を付与します。構⽂の例は以下のと

おりです。

会社名.テクノロジ名[.機能][.デザイン]

デフォルトでは、名前空間には Pascal形式が推奨されます （「Camel形式または Pascal形式を

選択する」（71ページ）を参照）。論理的に連結された各単語はピリオド⽂字 （.）で区切りま
す。レビューの前に、[ネーミング ガイドライン ]オプション ページの [名前空間オプション ]  
フィールド （図3-5 （71ページ））に名前空間の情報を⼊⼒します。

その他の .NET Framework識別⼦の構⽂

DevPartnerコード レビューでは、ソース コードの .NET Framework識別⼦が適切な名前かど   

うかをチェックします。以下に、コード レビューの検索対象の例をいくつか⽰します。

� 数字

識別⼦名の⼀部に数字があるかどうかをチェックします。コード レビューでは数字は削 

除されず、名前は違反としてフラグされます。

� 下線文字

識別⼦名での下線⽂字 （_）のインスタンスが検索されます。下線⽂字は、ネーミング ガ 

イドライン ネーミング アナライザでは非推奨です。DevPartnerコード レビューでは、以   

下の場合を除いて下線文字を削除します。

� 下線文字が先頭文字の場合 （_redColorなど）

� メソッド名に使用されている場合

� 下線文字を削除することによって、別のネーミング違反が発生する場合

� 定数での大文字使用

DevPartner コード レビューでは、定数の場合、すべて大文字ではなく、Pascal または 

Camel の大文字使用スタイルに従います （[ ネーミング ガイドライン ] オプション ページ  

で指定）。たとえば、コード レビューでは以下のHTTP_PORT定数を変更します。

private const int HTTP_PORT = 80 

� httpPort （Pascalを適用した場合）

� httpPort （Camelを適用した場合）
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� Delegate

宣⾔識別名に1つまたは複数の認識可能な単語と共に単語「delegate」（大文字、小文字は

問わない）が含まれている場合、コード レビューでは、削除によって別の違反が発生し 

ないかぎり単語「delegate」を削除します。たとえば、MyDelegateWordという名前は、

MyWordに変更されます。

ハンガリアン ネーミング アナライザを理解する

DevPartnerコード レビューでは、ハンガリアン記法ネーミング ルールに基づくハンガリアン  

ネーミング アナライザが提供されます。

ハンガリアン ネーミングでは、変数名にはその変数の特定のスコープ レベルやデータ型の接  

頭辞を識別する、特定の⽂字が含まれます。たとえば、データ型接頭辞のintは、整数変数

のPortなどのように整数を意味します。またスコープレベルの接頭辞g_はg_intPortのよ

うにグローバルを意味します。

[ 全般 ] オプション ページ （図3-4 （67ページ））の [ 使用するネーミング分析 ] リストから [ 
ハンガリアン ] オプションが選択された場合、コード レビュー時にハンガリアン ネーミング  

アナライザが使用されます。また、DevPartner コード レビューでは、現在選択されている 

ネーム セットが使用されます。コード レビューを開始すると、ネーミング アナライザによっ   

てコード内のすべての変数のスコープ レベルの接頭辞とデータ型の接頭辞が評価されます。 

該当する場合、ネーム セット （「デフォルト」を推奨）に適した提案が⾏われ、コード レ  

ビューのあとに [ ネーミング ] タブ （図3-9 （77ページ））にネーミング結果が表示されます。

ハンガリアン ネーミング アナライザでは、パラメータ名は評価されません。

以下の表に、現在のネーム セットに指定したように、ハンガリアン ネーミング アナライザで   

評価されるスコープ レベルおよびデータ型の接頭辞の組み合わせ例を⽰します。
 

変数宣言の修飾子によって、変数が存在する境界などのスコープが決まります。たとえば、パ

ブリック ステータスを持つ変数はクラス外にアクセスできるため、コード レビューではこれ  

らの変数はグローバル スコープを持つ変数とみなされます。

表3-15. スコープ接頭辞

スコープ 接頭辞

グローバル g_

メンバー m_

ローカル ““

表3-16. データ型接頭辞

データ型 接頭辞

⽂字列 str

int int

int i

boolean bool

bool bln
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デフォルトのネーム セットには、ルール マネージャを使用して編集できるスコープ接頭辞が  

含まれています。また、ルール マネージャを使用して、ハンガリアン記法に基づいて変数名 

およびオブジェクト名をカスタマイズすることもできます。

ハンガリアン ネーミングでの提案名の構成

ハンガリアン ネーミング アナライザは、ソース コードに以下に⽰すような異常が1 つまたは   

複数⾒つかった場合に、適切な提案を⾏います。

� スコープ接頭辞が間違っている場合や⽋落している場合（グローバルにg_ではなくm_が

使われている場合など）

� データ型接頭辞が間違っている場合や⽋落している場合（整数タイプにintShortではな

く Shortが使用されている場合など）

� [ 接頭辞の次の文字が大文字でない場合に警告する ] チェック ボックス （ルール マネー  

ジャの [ 新規ルール セット ] または [ ルール セットの編集 ] ダイアログ ボックス内）を   

オンにしてハンガリアン ネーム セットに適用しているが、接頭辞の後の変数名の先頭文  

字が大文字になっていない場合

ネーミング アナライザでは、以下のように組み合わせを⾏います。スコープ レベル接頭辞+  
データ型接頭辞ハンガリアン ネーム セットでスコープレベルの接頭辞が指定されていない  

場合、推奨される名前はデータ型接頭辞から始まります。

DevPartnerコード レビューでは、変数のデータ型を認識できない場合は、以下の理由により、 
名前は提案されず、[ ネーミング ] タブに「不明」と表示されます。

� 現在のハンガリアン ネーム セットにデータ型が存在しない。

� ルール マネージャの[新規ルール セット]または[ルール セットの編集]ダイアログで[接頭   

辞の次の文字が大文字でない場合に警告する ] チェック ボックスがネーム セットに対し  

て選択されている。

ネーム セットの管理の詳細については、「コード レビュー ルール マネージャを使用する」（96    
ページ）を参照してください。

コード レビュー ルール マネージャを使用する

DevPartner コード レビューには、Microsoft Visual Studio プログラミング標準に基づく拡張   

可能なルール データベースが含まれます。ルール データベースはルール マネージャのスタン   

ドアロン アプリケーションに格納され、保守されています。ルール マネージャで、ルール、  

トリガー、およびルール セットを設定できます。コード レビュー中に、ハンガリアン ネーミン   

グ アナライザが使用するハンガリアン ネーム セットも設定できます。ルール マネージャで    

⾏われた変更は、コード レビュー ルール データベースに保存されます。これらの変更は、次   

のコード レビューを設定し、実⾏するときにすぐに使⽤できるようになります。

ルール マネージャにアクセスするには、[ スタート ] メニューから [Micro Focus] >   
[DevPartner Studio] > [ ユーティリティ ] > [ コード レビュー ルール マネージャ ] を選択し    

ます。
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ルールを設定する

ルール マネージャを使用して、ルールを作成、編集、および削除します。違反の解決を試み 

る開発者に詳細情報を提示するために、ルールの説明に HTML リンクを追加することもでき

ます。

ルールを作成する

[ 新規ルール ] ダイアログ ボックスを使用して、新規ルールを作成し、設定します。新しい 

ルールを作成するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ ルール ] > [ 新規ルール ] を選択します。

[ 新規ルール ] ダイアログ ボックスが開き、デフォルトで [ 全般 ] タブが表示されます。タ 

イトル バーには事前に割り当てられたルール番号が表示されます。ステータス バーには、  

現在の [所有者 ] と [ 最後の編集 ] の詳細が表示されます （図 3-19を参照）。

ルールのトリガーと式が作成されるまで、ルールは適用されません。

図3-19 [新規ルール ] ダイアログ ボックス

2 各タブを以下の順にクリックして、新しいルールを設定します。

a [ 全般 ]－ルールの⼀般的な特性を⼊⼒します。

b [説明 ]－ルールの詳細を⼊⼒します。

c [ プレビュー ]－現在のエントリを確認します。

d [ トリガー ]－そのルールに最大5つのトリガーを設定します。

e [式ビルダ ]－設定した各トリガーに正しい式を作成します。

3 [説明 ] タブをクリックして、ルールの説明を追加します。

[説明 ] タブを使用して、コーディングの問題解決を支援するために外部リソースへ開発

者を誘導するHTMLリンクを提⽰します。⼊⼒したリンクは、コード レビュー セッション  

のあとに、[ 問題 ] タブの下のパネル （説明ペイン）に表示されます。
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4 [ トリガー ] タブをクリックして、ルールのトリガーを追加します。

トリガーの作成の詳細については、「トリガーを設定する」（99 ページ）を参照してくだ

さい。

5 [式ビルダー ] タブを選択して、トリガー式をビルドします。

先ほど [ トリガー ] タブで設定した各トリガーの式をビルドできます。トリガー式のビル

ドの詳細については、ルール マネージャのオンライン ヘルプを参照してください。

ルールを編集する

既存のルールのプロパティを編集するには、[ ルールの編集 ] ダイアログ ボックスを使用しま 

す。[ ルールの編集 ] ダイアログ ボックスに含まれるフィールドは、[ 新規ルール ] ダイアログ 

ボックスとすべて同じです （図3-19 （97ページ）を参照）。既存のルールを編集するには、以

下の⼿順を完了します。

1 [ ルール ] > [ ルールの編集 ] を選択します。

[ ルールの編集 ] ダイアログ ボックスが開き、デフォルトで [ 全般 ] タブが表示されます。 

タイトル バーにはルール番号とタイトルが表示されます。ステータス バーには、現在の  

[所有者 ] と [ 最後の編集 ] の詳細が表示されます。

2 以下の順序で各タブをクリックして、既存のルールを変更します。

a [ 全般 ]－既存のルールのプロパティを変更します。

b [説明 ]－ルールの詳細を変更します。

c [ プレビュー ]－現在のエントリを確認します。

d [ トリガー ]－既存のトリガーの設定を変更します。

e [式ビルダ ]－各トリガーの式を変更します。

ルールを削除する

削除できるのは「すべてのルール」にあるユーザー設定のルールのみで、DevPartnerに付属

するルールは削除できません。ユーザー定義のルールを「すべてのルール」から削除すると、

他のルール セットからもそのルールが自動的に削除されます。

DevPartnerに付属のルールを編集すると、システムにそのルールの所有権がなくなるだけで、

ユーザー定義のルールに変更が加えられることはありません。「すべてのルール」からシステ

ム定義のルールを削除することはできません。

ルールを削除するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ ルール セット ] リストから [ すべてのルール ] を選択します。

「すべてのルール」に含まれているルールがルール リスト ペインに表示されます。
98     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第3章 ・ 静的なコード分析
図3-20 ルール リスト ペイン

2 ルール リスト ペインで、ユーザー定義のルールを 1つまたは複数選択します。

3 [ ルール ] > [ ルール データベースから選択したルールを削除 ] を選択します。

選択したルールが、デフォルトの「すべてのルール」ルール セットから削除されます。こ 

の操作を取り消すことはできません。

[ 選択したルールをルール データベースから削除 ] は、[ ルール セット ] リストから [ すべ  

てのルール ] を選択すると [ ルール ] メニューでのみ有効になります。

トリガーを設定する

ルールを適用する最大5つのトリガーを設定するには、[ トリガー ] タブを選択します。

DevPartner に付属するいくつかのルールではマクロを使用しますが、マクロに基づくルール

のトリガーを編集または設定することはできません。

設定しているルールにトリガーが関連付けられていない場合は、空の [既存のトリガー ] リス

ト ボックスのみが表示されます。また、新しいトリガーを設定に追加できるように、[ 追加 ] 
ボタンが有効になっています。

[既存のトリガー ] にすでに 1 つまたは複数のトリガーある場合は、トリガーの [ タイプ ] に該

当するその他のフィールドが表示され、必須項目にはアスタリスクが付いています。設定に

は [ 追加 ] ボタンと [ 削除 ] ボタンを使用できます。

トリガーを追加する

トリガーを追加するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ 追加 ] ボタンをクリックして、新しいトリガーを追加します。

ルール マネージャでは、[ トリガー名 ] フィールドにデフォルト名の「新規トリガー n」が  

表示されます。たとえば、これが最初のトリガーなら、名前は「新規トリガー1」となります。

トリガーを 5つ設定すると、このペインの [ 追加 ] ボタンが自動的に無効になります。

2 トリガー名を⼊⼒または変更します。

左角かっこ[と右角かっこ]は使用しないでください（たとえば、[CheckString]など）。

角かっこの⽂字を⼊⼒すると、それらのキー⼊⼒はルール マネージャで無視されます。角 

かっこは式ビルダ ペインの [式 ]フィールドのトリガー式で複数のトリガーを区切るとき 

に使用します。角かっこを手動で挿入すると、トリガー式が無効になります。
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3 [ タイプ ] リストからトリガー タイプを選択します。

選択するトリガーのタイプによって、設定するトリガーの残りのパラメータが決まります

（ï 3-17を参照）。

4 選択したトリガー タイプのすべての必須フィールドを設定します。

選択した [ タイプ ]に応じて、トリガーに異なるパラメータを指定します。特定のトリガー
タイプの設定の詳細については、ルール マネージャ オンライン ヘルプを参照してくだ   

さい。

5 [ 正規表現 ] テキスト ボックスにルールの正規表現を追加します（「正規表現を使用して新 

しいルールを作成する」（104ページ）を参照）。

トリガーを削除する

[既存のトリガー ]にリストされたトリガーを削除するには、以下の⼿順を完了します。

1 トリガーを選択し、[ 削除 ] をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

2 [はい ]をクリックして確定するか、[いいえ ]をクリックしてこの操作をキャンセルします。

トリガー式ですでにそのトリガーが使用されている場合は、削除できません。

ルール セットの設定

ルール セットは、コード レビュー セッションで使用できるルールの集合です。DevPartner   
コード レビューでは、事前に設定されたルール セットを選択できます。また、カスタム ルー   

ル セットで作業したり、ルール マネージャを使用してルール セットを作成、編集、または削   

除したりすることもできます。

ルール セットを作成する

ルール マネージャには、すべてのルールというマスタ ルール セットが付属しています。ただ   

し、プロジェクトに固有の必要条件に合わせて、追加のルール セットを作成することもでき 

ます。新しいルール セットを作成するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ ファイル ] > [ 新規ルール セット ] を選択します。

[ 新規ルール セット ] ダイアログ ボックスが表示されます。

2 [ ルール セット名 ] フィールドにルール セットの名前 （最大30⽂字）を⼊⼒します。

3 [説明 ] フィールドに新しいルール セットの短い説明を⼊⼒します （オプション）。

表3-17. トリガー タイプ

タイプ 説明

コード 実際のソース コードの問題を検出します。

Webフォーム ページ HTMLやASP.NETのタグ構造への準拠を確認します。

デザイン タイム 

プロパティ

特定のVisual Studio .NETプロパティへのトリガーの適用を検出します。

Web.config ASP.NET Web.config ファイルの要素への準拠を確認します。
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4 ダイアログ ボックスの [ ハンガリアン ネーム セット ] セクションで、[ セットの使用 ] リ   

ストからハンガリアン ネーム セットを選択します。

ルール マネージャのネーム セットでは、ハンガリアン ネーミング ルールに従うハンガリ    

アン ネーミング アナライザのみがサポートされています。Visual Studio .NET ネーミン    

グ ガイドラインに従うネーミング ガイドライン ネーミング アナライザはサポートされ    

ていません。

5 ハンガリアン ネーミング違反を [ ネーミング ] タブに表示する方法を選択します。

� [不明なオブジェクトが検出された場合に警告する ]を選択すると、コード レビューで 

別の名前を提案できないネーミング違反は「不明」と表示されます。

� [接頭辞の次の文字が大文字でない場合に警告する ]を選択した場合は、コード レビュー 

でネーミング違反が検出されると別の名前が提案されます。

6 [OK]をクリックします。

新しいルール セットが検証されます。

7 以下の方法で、ルール セットにルールを設定します。

� 新しいルールを作成する （「ルールを作成する」（97ページ）を参照）。

� 既存のルール セットを開き、ルールを選択、コピーして新しいルール セットに貼り  

付ける。

ルール セットを編集する

ルール セットのプロパティを編集するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ ルール セット ] リストから既存のルール セットを選択します。

2 [ ファイル ] > [ ルール セットのプロパティ ] を選択します。

[ ルール セットの編集 ] ダイアログ ボックスが表示されます。[ ルール セットの編集 ] ダ   

イアログ ボックスで使用できるフィールドは、[ 新規ルール セット ] ダイアログ ボックス   

と同じです。

3 [ ルール セット名 ] フィールドにルール セットの名前 （最大30⽂字）を⼊⼒します。

4 [説明 ] フィールドに新しいルール セットの短い説明を⼊⼒します （オプション）。

5 ダイアログの [ ハンガリアン ネーム セット ] セクションに、[ セットの使用 ] リストから  

ハンガリアン ネーム セットを選択します。

ルール マネージャのネーム セットでは、ハンガリアン ネーミング ルールに従うハンガリ    

アン ネーミング アナライザのみがサポートされています。Visual Studio .NET ネーミン    

グ ガイドラインに従うネーミング ガイドライン ネーミング アナライザはサポートされ    

ていません。

6 ハンガリアン ネーミング違反を [ ネーミング ] タブに表示する方法を選択します。

� [不明なオブジェクトが検出された場合に警告する ]を選択すると、コード レビューで 

別の名前を提案できないネーミング違反は「不明」と表示されます。

� [接頭辞の次の文字が大文字でない場合に警告する ]を選択した場合は、コード レビュー 

でネーミング違反が検出されると別の名前が提案されます。
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7 [OK]をクリックします。ルール セットのプロパティに加えた変更が検証されます。

ルール セットを削除する

既存のルール セットを削除するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ルール セット ]リストからルール セットを選択します。ユーザー定義のルール セットは   

削除できますが、DevPartnerに付属するルール セットは削除できません。

2 [ファイル ] > [ルール セットの削除 ]を選択します。[ ルール セットの削除 ] ダイアログ    

ボックスが表示されます。

3 [削除 ]をクリックします。この操作を取り消すことはできません。

ハンガリアン ネーム セットの設定

ルール マネージャを使用して、コード レビュー セッション中にハンガリアン ネーミング ア    

ナライザで使用されるハンガリアン ネーム セットを作成、編集、複製、または削除します。  

[ ハンガリアン ネーム セット ] ダイアログ ボックスにアクセスするには、[ファイル ] > [ハン    

ガリアン ネーム セット ]を選択します。

ハンガリアン ネーム セットを作成する

新しいハンガリアン ネーム セットを作成するには、以下の⼿順を完了します。

1 [新規作成 ]をクリックします。[ ハンガリアン ネーム セットの新規作成 ] ダイアログ ボッ   

クスが開きます。

2 一番上のフィールドの [無題 ]をネーム セットの固有の名前に置き換えます。

3 [作成 ]をクリックします。[作成 ]をクリックすると、[追加 ]、[編集 ]、および [削除 ]ボ

タンが有効になります。

4 この新規のネーム セットを適⽤する適切な⾔語を選択します。⾔語を選択すると、ルー 

ル マネージャは新しい名前を検証します。

ハンガリアン ネーム セットを編集する

既存のハンガリアン ネーム セットを編集するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ ハンガリアン ネーム セット ] ダイアログ ボックスでネーム セットを選択します。

2 [編集 ]をクリックします。[ ハンガリアン ネーム セットの編集 ] ダイアログ ボックスが開   

きます。

3 目的に合わせて、ネーム セットに関連付けられている言語、変数、およびオブジェクトを 

編集します。ハンガリアン ネーム セットの名前は編集できません。

ハンガリアン ネーム セットを複製する

ハンガリアン ネーム セットは複製できます。これにより、既存のネーム セットに沿ってテン   

プレートとして新しいネーム セットを作成できます。ハンガリアン ネーム セットを複製する   

には、以下の⼿順を完了します。

1 [ ハンガリアン ネーム セット ] ダイアログ ボックスでネーム セットを選択します。

2 [ 複製 ] をクリックします。[ ハンガリアン ネーム セットの複製 ] ダイアログ ボックスが   

開きます。
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3 一番上のフィールドの「<名前 >の複製」を固有の名前に置き換えます。

4 [作成 ]をクリックします。

[作成 ]をクリックすると、[追加 ]、[編集 ]、および [削除 ]ボタンが有効になります。ルー

ル マネージャで、ネーム セットが検証されます。

ネーム セットを削除する

ルール セットで現在使用していないユーザー定義のハンガリアンネーム セットのみを削除  

できます。

ハンガリアン ネーム セットを削除するには、以下の⼿順を完了します。

1 [ファイル ] > [ハンガリアン ネーム セット ]を選択します。

[ ハンガリアン ネーム セット ] ダイアログ ボックスがもう⼀度開きます。

2 削除するネーム セットを選択します。

ハンガリアン ネーム セットに関連付けられている変数とオブジェクトのすべてが、タブ  

付きペインで強調表示されます。[追加 ]、[編集 ]、[複製 ]ボタンはすべて無効になります。

3 [削除 ]をクリックします。

[ ハンガリアン ネーム セットの削除 ] ダイアログ ボックスが開きます。

4 [OK]をクリックして、選択したネーム セットを削除します。

[ ハンガリアン ネーム セット ] ダイアログ ボックスがもう⼀度開きます。この操作を取り   

消すことはできません。

5 [OK]をクリックします。

ルール リストを操作する

ルール リストに表示されるルールは、以下の 2つの方法で操作できます。

ルール リスト ビューをフィルタする

フィルタ ペインは、[ルール セット ]リストの下の、ルール マネージャ ウィンドウの左側に    

配置され、ルール リスト ペインに表示される内容をフィルタするときに使用します （図3-20  
（99ページ）を参照）。

1 [ルール セット ]リストからルール セットを選択します。

[ セット内のすべてのルール ] を選択すると、データベース内のすべてのルールが自動的

にリストされます。個々にフィルタ選択を⾏うには、個々のルール セットを選択します。

2 [フィルタ ]タブをクリックします。

3 [ フィルタ ] オプションで、各グループから少なくとも 1 つ、項目を選択 （またはクリア）

します。

グループのチェック ボックスをオンにするか、[＋ ] をクリックして展開すると、グルー 

プ内の個々の項目を選択できます。

各グループから少なくとも1項目を選ぶ必要があります。選択しなければ、処理の必要な
領域がマウス ポインタで示されます。グループは以下のとおりです。
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� タイプ－ルールはプログラミング テクノロジに合わせます。

� 重要度－選択肢は、[高 ]、[中 ]、[低 ]、[警告 ] です。[警告 ] は、特定のコーディングの

問題に注意を促すときに使用します。

� 言語－選択したルール セットに該当する言語のみが表示されます。

� 所有者－DevPartner提供のルールは「DevPartner」と示されています。その他のすべ

てのルールは、そのルールを作成した個人の所有となります。選択したルール セット 

に該当する所有者のみが表示されます。

4 [適用 ]をクリックして、現在のビューにフィルタをかけます。

特定ルールを検索する

[検索 ]タブは、[ルール セット ]リストの下の、ルール マネージャ ウィンドウの左側にあり   

ます。これは、1つまたは複数のルールを検索するときに使⽤します。

1 [ルール セット ]リストから検索するルール セットを選択します。

[セット内のすべてのルール ]を選択すると、ルール データベースにあるすべてのルール 

が表示されます。

2 [検索 ]タブをクリックして、検索オプションを表⽰します。

3 [ルール セットの検索 ]リストから基準を選択します。[内容 ]リストから最近使った検索 

⽂字列を選択します。

4 [内容 ]に⽂字列を⼊⼒して、特定の検索条件を定義します。

5 [検索 ]をクリックします。

続けて検索を実⾏するには、次の [検索場所 ]オプションのどちらかを選択します。

� セット内のすべてのルール－新しい検索を開始する場合

� 現在の結果－現在の結果内で検索を継続する場合

オプションで上記の検索基準を変更し、もう⼀度 [検索 ]をクリックできます。

正規表現を使用して新しいルールを作成する

コード レビューで独自のルールを作成し、それらのルールを使用して多数の疑わしいコー 

ディング プラクティスを特定できます。 DevPartnerコード レビューのルールに正規表現を活   

⽤することによって、テキスト検索の堅牢で汎⽤的な⼿段が提供されます。

正規表現は広く使用されており、ドキュメントが充実しているうえ、HTML、Visual Basic、 

および Visual C# の構文内のパターンと一致するように作成できます。 DevPartner コード レ   

ビューでは、Microsoft Visual Studioと同じ正規表現のエンジンを使用しており、同じ構文が  

サポートされています。

DevPartnerコード レビューでは、指定したルールのスコープをコードの特定の部分に制限す 

ることによって、ルール内で正規表現をより簡単に使用できるようになります。たとえば、

ルールの適用先をファイル全体にしたり、メソッドのみにしたり、またはWhileブロックの

みにしたりできます。ルールのスコープを指定できるため、コードのターゲット部分にのみ

正規表現を適用することができます。
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また、DevPartnerコード レビューでは、コード ブロックからコメントを削除することによっ  

て、正規表現の検索を⽀援することもできます。レビューの実⾏前にコメントを削除すると、

誤検知を減らすことができます。

以下のセクションでは、実際のコード レビュー ルールを例⽰して、ルールを操作する正規表  

現について説明します。

コード レビュー ルールの正規表現の記述方法の詳細については、以下のリソースを参照して  

ください。

� Forta, Ben. 『Teach Yourself Regular Expressions in 10 Minutes』Indiana：Sams 
Publishing、2004

� Friedl, Jeffrey E.F. 『Mastering Regular Expressions』（2nd ed）California：

O'Reilly、2002

� Goyvaerts, Jan 『Regex Tutorial, Examples and Reference』 
1 Feb. 2006 <http://www.regular-expressions.info>

� Microsoft Corporation.『.NET Frameworkの正規表現』2006.<http://
msdn.microsoft.com/library/default.asp?url=/library/ 
hs600312(VS.80).aspx>

90⽂字を超える⾏のマッチング

ベスト プラクティスのコーディング標準では、コード⾏を90文字以内にすることが推奨され 

ています。この標準に準拠するため、コード レビュー ルールでは 90⽂字を超える⾏を検索  

します。以下の正規表現によって、⾏の⻑さが90文字を超えないことが保証されます。

(?-s).{91,}

この正規表現ではまず、単⼀⾏オプションをFalseに設定します。これにより、式では改⾏⽂
字 （¥n）までのすべての⽂字 （改⾏は含まない）が単⼀⾏として評価されます。この評価で

は、⾏の冒頭から改⾏ （¥n）までのコードの各⾏を個々の別の⾏として扱います。

次に、このルールには、正規表現の最も基本的な機能である単一文字のマッチングが組み込

まれています。このルールでは、メタキャラクタであるピリオド （.）を使用します。このメ

タキャラクタでは、その⾏の任意の1⽂字を検索します。

このルールでは、このピリオド （.）に続いて、繰り返しのマッチング メタキャラクタ{91,} 
が指定されています。繰り返しのマッチング メタキャラクタでは、マッチングの繰り返し回 

数が特定の数であるか、または特定の範囲内の数であるかを指定します。このルールでは、任

意の単一文字が 91回以上一致した場合にのみ、式がTrue になります。このルールでは一致回

数が90を超えるかどうかのみを検査するため、2番めの範囲の値は空のままにします。ï 3-18 
では、基本的な繰り返しマッチングのメタキャラクタを示しています。

表3-18. 繰り返しマッチングのメタキャラクタ

文字 意味

+ 直前の文字が 1回または複数回あるインスタンスとマッチングします。

* 直前の文字が 0回または複数回あるインスタンスとマッチングします。

? 直前の文字が 0回または1回あるインスタンスとマッチングします。
     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド 105



第3 章 ・ 静的なコード分析
スペースの代わりに使用されるタブをマッチングする

ベスト プラクティスのコーディング標準では、タブの代わりにスペースを使用することが推 

奨されています。タブによって表されるスペースの数はエディタによって異なる場合があり

ます。この相違によって、各エディタでソース コードの表示に差が発生することがありま 

す。ソースの表示に一貫性を持たせるには、スペースを使用する必要があります。以下の正

規表現は、メソッドの内部でタブが使⽤されているかどうかを検索するコード レビュー ルー  

ルで使用されます。

(?s)¥t.*

この正規表現では、単⼀⾏オプションを Trueに設定します。これにより、式では、改⾏⽂字
（¥n）までを含む各⾏の個々の⽂字が単⼀⾏の⼀部として評価されます。

次に、このルールでは、メタキャラクタ （¥t）を使用して、タブ文字に対するマッチングを

指定します。これ以上表現を変更しない場合、この正規表現ではメソッド内に出現する個々

のタブ⽂字を検出します。インデント⾏など、1つのメソッド内に複数のタブが使用されてい

るインスタンスでは、そのメソッドの各タブにルールが適用されます。このことは、意図し

たルール動作とは異なります。

このルールでは、メソッド内で少なくとも1 つのタブが使用されている場合、True として評

価される必要があります。メソッド内で毎回タブを検出する必要はありません。このように

するには、このルールには、ピリオド （.）メタキャラクタと、そのあとにゼロ回以上のイン

スタンスを指定する繰り返しマッチングのメタキャラクタを付加する必要があります。ï 3-18 
（105ページ） では、使用する繰り返しマッチングのメタキャラクタをアスタリスク （*）で表 

しています。末尾にこれらの 2つのメタキャラクタを付加すると、最初のタブ文字を検出した

時点で必ずルールが Trueと評価され、以降はメソッド内の個々の後続⽂字がキャプチャされ
ます。

コードによってSystem.Exceptionがキャッチされた場合に、インスタンスをマッチングする

System.Exceptionでは十分に詳細なレベルでエラーが取得されず、エラー タイプを適切 

に識別できないため、エラーを処理するためにこの例外をキャッチすることは避けてくださ

い。エラー処理のコード ブロックでは、可能なかぎり⾼い精度でエラーをインターセプトし 

て処理する必要があります。これにより、プログラムがより堅牢になり、クラッシュが発⽣

しにくくなります。以下の正規表現は、コード内でSystem.Exceptionをキャッチする

Visual Basic 構文が使用されているインスタンスを検出するように設計された、コード レ  

ビュー ルールで使用されます。

Catch¥s¥w+¥sAs¥s(System¥.)?Exception

{n}
{2,6}
{n,}

指定された回数、先⾏する⽂字が出現するインスタンスとマッチングします。n は必

要な繰り返し回数を表します。

また、これらの波かっこは、カンマで区切った上限と下限を含めることによって、2
から 6回などの繰り返し範囲の指定に使用することもできます。

上限を省略すると、上限は設定されずに最⼩のインスタンス出現回数に対してマッチン

グが⾏われます。

表3-18. 繰り返しマッチングのメタキャラクタ

文字 意味
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この式の最初の部分では、コード内のリテラルの単語Catchのインスタンスを検索します。
このルールでは、より⻑い単語の最初の⼀部がCatchであるインスタンスが検出されないよ

うに、リテラルのテキストに続いて、空白文字 （¥s）が指定されています。

Visual Basic 構文では、単語Catchのあとに例外オブジェクトの保持に使⽤される変数名を 

続けて指定します。この変数のあとには、さらに空白文字とリテラルの単語Asが続きます。

このルールでは、空白文字、および単語「As」があとに続く有効な変数名を検索するために、
正規表現の機能が必要となります。メタキャラクタ¥wは、繰り返しマッチングのメタキャラ

クタ+とペアで使用され、英数字 （大文字または小文字）または下線文字が 1回または複数回

出現するインスタンスを検索します。¥sAs¥sを付加することによって、空白文字と単語「As」
があとに続く有効な変数名の検索が完了します。

この正規表現では以下のコードが検出されます。

Catch MyExceptionObject As

この正規表現では、例外をキャッチするすべてのコードの検索に成功します。ただし、この

ルールでは、System.Exceptionをキャッチするコードのみをマッチングする必要がありま

す。さらに正規表現の精度を⾼める必要があります。

コードがSystem.Exceptionをキャッチするインスタンスのみがこの正規表現で検索され
るようにするには、SystemとExceptionがピリオドで区切られたリテラルの単語を検索し
ます。ピリオドはメタキャラクタであるため、ルールでは、リテラルのピリオドの前に円記

号を指定し、特殊文字というステータスを取り除いてマッチングを指定する必要があります。

これでルールの正規表現の一部分にSystem¥.Exceptionが付加されましたが、依然として

問題があります。System.Exception をキャッチする場合は、System. がなく、用語

Exceptionのみを使用する構文が有効です。正規表現の最後の修正点は、System.のマッチン

グをオプションにすることです。System¥.を丸かっこで囲むことでこの部分を副次式とし、

ゼロ個または1個のマッチングを指定するために後ろに?メタキャラクタを続けることができ

ます。

複数の戻り点があるメソッドをマッチングする

ベスト プラクティスのコーディング標準では、メソッドの戻り点を 1 つのみにすることが推 

奨されています。複数の戻り点があると、コードが難解になります。以下の正規表現は、メソッ

ドに複数の戻り点があるインスタンスを検索するコード レビュー ルールで使用されます。こ  

の正規表現を構成するほとんどの部分は前述のルールで使用したものですが、新しい内容を 2
つ説明します。

(?s)(¥breturn¥b.*){2,}

まず、メソッド全体を対象にするために、(?s)を使用してルールの単⼀⾏オプションを True
に設定します。メソッドを全体として評価するために、このルールでは、単⼀⾏の部分とし

て改⾏⽂字 （¥n）までを含み、各⾏の個々の⽂字を評価する必要があります。

これまでに説明したルールで使用した式の別の部分には、末尾に繰り返しマッチングのメタ

キャラクタがありました。この式では、メソッド内で 2箇所以上一致することが必須になるよ

うに、{2,}を使用して、直前の副次式 （丸かっこで囲まれている）を修飾しています。

この副次式(¥breturn¥b.*)は、この正規表現の中で最も重要な作業を⾏う部分です。この
式は、ブロック全体を繰り返しマッチングのメタキャラクタで修飾できるように、副次式と

して記述されています。¥bメタキャラクタは、単語境界です。リテラルのテキストreturnを

単語境界のメタキャラクタで囲むことによって、正規表現では、より⻑い単語の⼀部ではな

く単語単体のインスタンスを検索します。
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メモ： 前述の例では、常にCatchと完全に⼀致する単語を持つインスタンスのみを検索する
ように、リテラルのテキストCatchのあとに空白文字のメタキャラクタ¥sが続きま

した。このことは、正規表現の柔軟性を表す好例です。前述のルールでも単語境界の

メタキャラクタ¥bを使用することはできましたが、使用しませんでした。

副次式内の最後の.*は任意の⽂字のゼロ個以上のインスタンスの⼀致を検索します。これで
ルールが完成し、ゼロ個以上の文字があとに続く単語returnのインスタンスが 2個以上ある

メソッド全体が検索されます。

変数を定義するとき、変数を強制的に初期化する

簡潔かつ理解しやすいコードを維持するためのベスト プラクティスとして、変数を定義する 

場合は、常にそれらの変数を初期化することをお勧めします。以下の正規表現は、変数が定

義されているが未初期化であるインスタンスを検索するコード レビュー ルールです。

(?-s)¥bDim¥b(?!.*=)(?!.*¥bnew¥b)

ルールでは、コードの各⾏を単独で評価する必要があるため、まず単⼀⾏オプションを False
に設定します。

次に、正規表現は単語Dimの検索に移ります。完全に⼀致する単語のみが検討されるように、
リテラルのテキストDimを単語境界のメタキャラクタ¥bで囲みます。

副次式によって、前⽅検索または後⽅検索の概念を実装できます。正規表現に前⽅検索また

は後⽅検索の機能があることによって、柔軟性が向上します。

前⽅検索または後⽅検索は、正規表現の副次式で⼀致を検索していることを意味します。副

次式では、特定のテキスト自体とマッチングしてそのテキストを返すのではなく、単純な文

字列⼀致のように、⼀致があるかどうかのみを検証します。⼀致が検出されると、副次式が

True と評価され、正規表現の残りの部分が成功するか失敗するかは他の修飾子に従って決ま

ります。⼀致するテキストが⾒つかった時点で副次式がTrue と評価されるため、この種類の

前⽅検索と後⽅検索は肯定前方参照または肯定後方参照と呼ばれます。

肯定前方参照と肯定後方参照の構文は以下のとおりです。

� 肯定前方参照(?=副次式)
� 肯定後方参照(?<=副次式)

同様に、否定前方参照と否定後方参照は、ステートメントで指定された副次式と一致しない

テキストを検索することで機能します。

否定前方参照と否定後方参照の構文は以下のとおりです。

� 否定前方参照(?!副次式)
� 否定後方参照(?<!副次式)

このルールの正規表現では、スペースが前に置かれているかに関係なく、Dimキーワードの

右側にイコール記号 （=）がない場合を検出する否定前方参照の構造を使用する必要がありま

す。副次式(?!.*=)では、否定前⽅参照を処理します。

式の最後の部分（?!.*¥bnew¥b）では、別の否定前方参照を使用して、スペースが前に置か

れているどうかに関係なく、Dimキーワードの右側に単語newが存在しない場合は、True と

評価します。

これで単語Dimのあとにイコール記号 （=）または単語newが続かないコード⾏を検出した場
合は、常に Trueと評価される正規表現となり、ルールが完成しました。
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1⾏に複数のステートメントを持つインスタンスをマッチングする

コードの可読性と保守性を⾼めるために、単⼀⾏には1つのステートメントしか配置しないよ

うにする必要があります （ただし、ループ構⽂は例外）。以下の正規表現は、1⾏に複数のス
テートメントを含むインスタンスを検索するコード レビュー ルールです。

(?<!for.*);.*;

指定した⾏に複数のステートメントがあるかどうかは、⾏に複数のセミコロンが含まれてい

るかどうかによって判断するのが最も簡単であるように思われます。事実、このことを検索

することは、このルールの正規表現で最も重要です。ただし、セミコロンがforキーワード

に関連付けられている可能性も考慮する必要があります。

キーワードforとセミコロンが関連付けられているインスタンスを除外するには、ルールに

否定後方参照の構造（?<!for.*）を使⽤してセミコロンを検出したすべての⾏で後⽅検索を
⾏い、単語forがないことを確認します。この正規表現の残りの部分 (;.*;) では、セミコ

ロン、任意の数の他の⽂字、さらに次のセミコロンという並びを検索します。

左波かっこが別の⾏に配置されているかを確認する

ベスト プラクティスのコーディング標準では、左波かっこは単独で別の⾏の冒頭に配置して、 
そのあとにブロックを開始するステートメントを続けることが推奨されています。以下の正

規表現は、左波かっこが単独で別の⾏に配置されていないインスタンスを検索するコード レ 

ビュー ルールです。

(?m)^¥s*¥w+(?=.*?¥{).*?$

この表現には、いくつかの新しい概念が作⽤しています。ルールではまず、(?m)を使用して

複数⾏オプションをTrue に設定します。この設定により、⾏の最初 （̂）と⾏の最後 （$）と

いう他の 2つのメタキャラクタの動作が変わります。複数⾏オプションを有効にすることで、
^と$は、検索対象の⽂字列全体ではなく各⾏の最初と最後をキャプチャします。

複数⾏オプションを有効にすると、正規表現では、後ろに1 つまたは複数の空白文字 （¥s*）
と、1 つまたは複数の単語文字 （¥w+）が続く⾏頭 （̂）を検索します。これにより、正規表

現によって使用される基準が設定されます。1つまたは複数の単語文字が検出された場合、そ

の⾏には左波かっこがない必要があります。

肯定前方参照の副次式(?=.*?¥{)が、各⾏で左波かっこがあとに続く任意の⽂字を検索しま
す。左波かっこの前の円記号は、メタキャラクタのステータスを削除します。左波かっこが

あとに続く⽂字が⾏に含まれており、左波かっこが⾏内に単独で存在しないとルールで判定さ

れると、正規表現の末尾の.*?によって、（$ メタキャラクタによってマッチングされた）⾏の 

最後より右側に残っているテキストがキャプチャされます。

ループ本体内部のループ カウンタが変更されていないことを確認する

ループ本体内部のループ カウンタを変更すると、予測不能な結果を引き起こす可能性があり、 
コードが難解になります。以下の正規表現は、ループ本体内部のループ カウンタが変更され 

ているインスタンスを検索するコード レビュー ルールです。

(?s)¥bfor¥b¥s*¥(¥s*¥w+¥s+(?<VARNAME>¥w+).*¥).*¥b¥k<VARNAME>¥b¥s*=

ルールを適⽤するために必要な作業が多いため、この正規表現は非常に⻑くなっています。

ループ カウンタの変数名を特定して保存するには、まず正規表現でforキーワード、左かっ 

こ、およびループ カウンタのタイプをキャプチャする必要があります。
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正規表現の前半では、必要な情報を収集しています。forキーワードを含み、その後ろに任

意の数の空白文字、左かっこ、さらに空白文字、1または複数の単語⽂字、空⽩⽂字が続く⾏を
検索し、最後に変数名をキャプチャする副次式を使⽤します。

副次式（?<VARNAME>¥w+）はループ カウンタ名をキャプチャして変数VARNAMEにその名 

前を保存します。

この構造では、句読点を含まず数字で始まっていない名前であれば、変数名として使⽤でき

ます。

ループ カウンタの名前をキャプチャすると、正規表現の前半の最後の部分で残りの文字すべ 

てと右かっこを取得します。その後、以下の構造を使用して、ループ本体でイコール記号が

あとに続くループ カウンタのインスタンスの検索を開始します。

.*¥b¥k<VARNAME>¥b¥s*=

式のこの部分がルールの最重要点です。このポイントに到達する前に、正規表現ではループ

カウンタの名前を判定し、ループ本体内の検索スコープを特定済みです。式の最後の部分で

は、値VARNAME （ループ カウンタ）までのすべての文字をマッチングし、さらにカウンタの 

あとのイコール記号を検索します。

ループ カウンタのあとにイコール記号が続いているということは、何らかの値を設定しよう 

としているか、またはループ カウンタを変更しようとしています。ループ本体内でカウンタを 

変更してはいけないため、ルールは違反を検出したことになります。

Visual Studio Team System/Team Foundation Server にデータを 

送信する

DevPartner Studio では、Team Explorer クライアントがインストールされており、Team  
Foundation Serverに接続可能な場合に、Microsoft Visual Studio Team Systemがサポートさ    

れます。

DevPartnerコード レビューのVisual Studio Team Systemおよび Team Foundation 
Serverサポート

Visual Studio 2005 および 2008 については、選択した項目に関するデータをバグタイプの作  

業項目として Visual Studio Team System に送信します。Visual Studio 2010 では、選択した    

項目に関するデータを問題、バグ、または不具合タイプの作業項目として Team Foundation 
Server に送信します。コード レビュー セッション ファイルの以下のタブで作業項目の送信に   

アクセスします。

� [ 問題 ] タブ （「コード違反を表示する」（75 ページ）を参照）

� [ ネーミング ] タブ （「ネーミング違反を表示する」（76 ページ）を参照）

バグを送信すると、DevPartnerによって、作業項目フォームにタブのデータが⼊⼒されます。

DevPartner Studio と Visual Studio Team System の統合の詳細については、「Visual Studio    
Team System のサポート」（20 ページ）を参照してください。
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自動コード カバレッジ分析
この章には、2つのセクションが含まれています。1つめのセクションでは、はじめてのユー

ザーを対象として、カバレッジ分析を実⾏する簡単な⼿順について説明します。2 つめのセク 

ションでは、DevPartner Studioのカバレッジ分析機能を詳細に把握するための参照情報を示 

します。

カバレッジ分析に関するタスクベースの追加情報については、DevPartner Studioのオンライン 

ヘルプを参照してください。

カバレッジ分析とは

DevPartner Studio のカバレッジ分析機能を使用すると、開発者およびテスト エンジニアはア  

プリケーションのすべてのコードをテストしていることが保証されます。カバレッジ分析を

使⽤してテストを実⾏すると、テストによってカバーされるコンポーネント、イメージ、メソッ

ド、関数、モジュール、および各コード⾏のすべてがDevPartnerによって追跡されます。テ

ストが終了すると、DevPartnerは実⾏されたコードと実⾏されなかったコードを⽰す情報を
表示します。

DevPartner はアンマネージ （ネイティブ）C++ アプリケーションだけでなく、Web アプリ

ケーション、ASP.NETアプリケーションなどのマネージ アプリケーションのカバレッジ デー  

タを収集できます。

簡単な手順でカバレッジ分析を使用する

以下の準備、設定、実⾏の⼿順に従ってDevPartnerを使用して、コード カバレッジを分析で 

きます。

DevPartner Studioでアプリケーションを分析する場合、昇格されたシステム権限は必要あり 

ません。DevPartnerでのアプリケーションの分析には、アプリケーションの作成とデバッグ

に使用するシステム権限で十分です。

すぐに使い始めるには、影付きのボックス内に示された手順に従います。影付きのボックス

内に説明されている内容の詳細については、ボックスの下の追加説明を参照してください。
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準備：分析対象を検討する

コード カバレッジを使用する前に、分析対象を検討します。

DevPartner カバレッジ分析でサポートされているすべてのプロジェクト タイプのリストは、 

「DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ」（269 ページ）を参照してください。

アプリケーションを分析する際には、カバレッジ セッションを開始する前に収集する対象 

データを決定します。セッションを開始する前に、いくつかの⼿順を実⾏する必要がある場

合があります。たとえば、以下の場合には設定が必要です。

� カバレッジ分析から除外するモジュールがある場合

� 分析対象にアンマネージ モジュールがある場合

� リモート サーバー上で実⾏されるコードを含める場合

この手順では、アプリケーション内のすべてのローカル マネージ コードが分析されます。

設定：プロパティとオプション

カバレッジ分析に含めるコードを決定したら、集中的に目的のデータの収集を⾏うようにい

くつかのプロパティとオプションを設定できます。

ソリューション プロパティとプロジェクト プロパティを使用して、分析セッション データに   

アプリケーション外で実⾏される .NETアセンブリとCOMの情報を含めるかどうかを選択で

きます。DevPartnerオプションを使⽤すると、表⽰オプションの変更、アプリケーションの
一部の分析からの除外、またはセッション コントロール ファイルを作成することによるデー  

タ収集の管理を⾏うことができます。詳細については、「プロパティとオプションを設定する」

（117ページ）を参照してください。

以降の⼿順では、以下の事項を前提としています。

� Visual Studio のサポートされているリリースで作業しています。

� 単一プロセスのマネージ アプリケーションをテストします。

� アプリケーションのビルドと実⾏が可能です。

� ソリューションには、スタートアップ プロジェクトが含まれています。

この手順では、DevPartnerのデフォルトのプロパティとオプションを使用できます。追加の

設定は必要ありません。
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実⾏：カバレッジ データを収集する

分析対象を検討し、適切なプロパティとオプションを設定すると、カバレッジ データの収集 

の準備が整います。 

メモ： マネージ アプリケーションのデータ収集を試⾏しているときにセキュリティ例外の 

メッセージが表示される場合は、120 ページを参照してセキュリティ ポリシーの変更 

について確認してください。

DevPartner エラー検出機能と組み合わせてカバレッジを分析できます。テストによってカ

バーされたコードの範囲を把握すると、エラー検出データを総合的に評価できます。エラー

検出とカバレッジ分析の両⽅を使⽤したセッションの実⾏の詳細については、「DevPartnerエ

ラー検出との統合」（133ページ）を参照してください。

データを分析する

スナップショットを取るか、アプリケーションを終了すると、図4-1 （114 ページ）に示すよ

うに、Visual Studioにセッション ファイルが表示されます。以下に、セッション ウィンドウ   

の構成要素を示します。

� フィルタ ペイン。アプリケーションのソース ファイルとイメージをリストし、それぞれ  

でカバーされる⾏をファイル内の合計⾏に対する⽐率として表⽰します。

� セッション データ ペイン。3 つのタブとフィルタ ペインで選択した項目のデータを表示   

する 2 つのカバレッジ メーターを含みます。

1 Visual Studioで、アプリケーションに関連付けられたソリューションを開きます。

2 [DevPartner] > [ カバレッジ分析を選択して開始 ] を選択して、カバレッジ分析セッ  

ションを開始します。

セッションの実⾏中は、セッション コントロール ツールバーのオプションがアクティブ  

になります。

DevPartnerセッション コントロールを使用すると、カバレッジ分析の対象をアプリケー 

ションの任意のフェーズに集中させることができます。セッション コントロールを使用 

してデータ収集を停止し、現在収集されているデータのスナップショットを取得して記

録を続⾏するか、または収集済みデータのうちスナップショットにまだ保存されていな

いデータをクリアすることができます。

3 分析するコードを実⾏します。

4 [ スナップショット ] アイコンをクリックします （セッション ウィンドウにフォーカ 

スを移動する必要がある場合は、2回クリックします）。スナップショットを取ると、

DevPartnerによって、収集されたデータを含むセッション ファイルと呼ばれるファイル 

が作成され、セッション ファイルのデータが表示されます。

5 アプリケーションに戻って、テストを引き続き実⾏します。

6 テストの実⾏が終了したら、アプリケーションを終了します。Visual Studioに最終的な 

セッション ファイルが表示されます。
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� カバレッジ メーター。セッション データ ペインのタブの上に表示され、フィルタ ペイン    

で選択した項目の⾏と関数がカバーされた⽐率を⽰します。

図4-1 カバレッジ分析セッション ウィンドウ

フィルタ ペインとセッション データ ペインを使用する

フィルタ ペインでは、アプリケーションのファイルとイメージをリストするだけでなく、ユー 

ザーにとって最も重要なデータを集中的に分析するために使用できるフィルタのセットが用

意されています。

データの評価を開始するには、フィルタを使⽤して、表⽰するデータ量を絞り込むことから

開始します。次に、[ メソッド リスト ] を検証して、テストでのカバー範囲が最も少なかった 

メソッドを確認します。

ソース コードを表示する

[ ソース ] タブには、フィルタ ペインで選択した項目のソース コードが表示されます。[ ソー  

ス ] タブを使用すると、テスト カバレージを上げる必要がある機能の特定に役⽴ちます。

フィルタ  
ペイン

セッション  
データ ペイン

1 フィルタ ペインで、[カバー率が20%未満のメソッド ] フィルタをクリックします。こ 

れで表⽰されるデータを絞り込み、実⾏された範囲が最も少なかったメソッドを中⼼に

確認できます。

2 [ メソッド リスト ]タブのデータを検証して、各メソッドがテストによって適切にカバー 

された⽐率を確認します。

アプリケーションにテストによるカバーが不適切だった⾯がある場合は、アプリケー

ションの機能のカバー率が上がるようにテストを修正できます。
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図4-2 [ソース コード ] タブ

メモ： DevPartnerでは、マネージ アプリケーションのソース コード データを表示するに   

は、プログラム データベース ファイル （PDB）の情報が必要です。

[ ソース ]タブでは⾏を右クリックして、実⾏されなかった前後の⾏に移動できるコンテキス
ト メニューを表示し、表示するカラムを選択したり別のソース ファイルを表示するように選  

択したりできます。

セッションのサマリ データを表示する

[ セッション サマリ ] タブには、カバレッジ分析セッションの概要が表示されます。

[メソッド リスト]にあるメソッドをダブルクリックして、ソース ファイル内の特定のメソッ  

ドのコードを表示できます。

3 [ メソッド リスト ] タブで、[カバーされた⽐率 [%]] カラムの値が低いメソッドをダブル 

クリックします。図 4-2 に示すように、該当のメソッドのソース コードが [ ソース ] タブ  

に表示されます。

[ ソース ]タブはコードの各⾏のカバレッジ データを示します。DevPartnerでは、実⾏ 

された⾏ （デフォルトで緑⾊）、実⾏されなかった⾏ （デフォルトで紫⾊）、コメントな

どの実⾏できない⾏ （デフォルトで灰⾊）が強調表⽰されます。

[ カウント ]カラムには、⾏が実⾏された回数が表⽰されます。
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図4-3 [セッション サマリ ]タブ

セッション ファイルを保存する

カバレッジ データの確認後、セッション ファイルを保存できます。セッション ファイルを 2   
つ以上作成した場合は、複数のセッション ファイルのカバレッジ データをマージできます。

DevPartnerでは、セッション ファイルはアクティブなソリューションの一部として保存され 

ます。これらのファイルは、ソリューション エクスプローラの DevPartnerStudio仮想フォル 

ダに表示されます。カバレッジ セッション ファイルには拡張子.dpcovが付きます。

4 [ セッション サマリ ] タブをクリックします。

[ セッション サマリ ]には、セッションの⽇時、プロセッサ速度、オペレーティング シ  

ステムなどのセッションに関するコンテキスト情報が含まれます。この情報は、特に他

のユーザーが作成した古いセッション ファイルを参照する場合に役⽴ちます。

フィルタ ペインおよび [ メソッド リスト ] タブからのカバレッジ データもサマリに含ま   

れており、分析されたファイルとメソッドの両方のデータが表示されています。

5 タブ内でスクロールして、セッション サマリ データを参照します。

1 Visual Studioのセッション ファイル ウィンドウを閉じて、セッション ファイルを保存    

します。メッセージが表示される場合は、デフォルトのファイル名と場所を受け入れま

す。デフォルトでは、ファイルはプロジェクトの出⼒フォルダに保存されます。

2 該当のソリューションに複数のカバレッジ セッション ファイルがある場合は、ソリュー  

ション プロパティの [ マージ ] 設定に応じてファイルをマージするようにユーザーに 

メッセージが表⽰されるか、または⾃動的にマージが⾏われます。[ セッション ファイ 

ルを自動的にマージ ] プロパティの詳細については、「ソリューション プロパティ」（117 
ページ）を参照してください。
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デフォルトでは、セッション ファイルはプロジェクトの出⼒フォルダに保存されます。ファ 

イル名は、デフォルト フォルダに配置されているファイル名に自動的に番号を追加する形式 

（たとえば、MyApp.dpcov、MyApp1.dpcov）に設定されます。セッション ファイルをデフォ 

ルト フォルダ以外の場所に保存した場合は、ユーザーがファイル名と番号を管理する必要が 

あります。

出⼒フォルダがないプロジェクトの場合 （Visual Studio 2005 Web サイト プロジェクトなど    

の場合）、ファイルはプロジェクト フォルダに物理的に保存されます。

コマンド ラインで生成されたセッション ファイルは、プロジェクトのソリューションに自動  

的には追加されません。外部で生成されたセッション ファイルは、Visual Studioに開いたソ  

リューションに手動で追加できます。

これで、この章の準備、設定、実⾏のセクションは終了です。これで、カバレッジ分析セッ

ション実⾏のメカニズムの基礎が理解できました。追加情報については、引き続きこの章の

残りの部分を参照してください。タスクベースの情報については、DevPartnerのオンライン

ヘルプを参照してください。

プロパティとオプションを設定する

多くの場合、カバレッジ分析セッションを開始する前に、特定の種類の情報を含めたり除外

したりしてデータ収集を微調整すると便利です。ソリューション プロパティ、プロジェクト 

プロパティ、および DevPartner オプションを使用して、分析セッションをより目的に適した

ものにします。

ソリューション プロパティ

ソリューション レベルで使用できるカバレッジ プロパティを表示するには、ソリューション  

エクスプローラでソリューションを選択し、[F4]を押して [ プロパティ ] ウィンドウを表示し

ます。

図4-4 ソリューション プロパティ

以下のソリューション プロパティはカバレッジ分析に影響を与えます。

� セッション ファイルを自動的にマージ－カバレッジ分析セッションのマージ動作 （「セッ 

ション データをマージする」（128 ページ）で説明）を制御します。

� .NET から収集－マネージ コードのアプリケーションにのみ表示されます。.NET アセン 

ブリの情報を収集しない場合は、このプロパティを [False] に設定します。
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このプロパティは、カバレッジ分析とパフォーマンス分析のセッションにのみ影響しま

す。メモリ分析とパフォーマンス エキスパートでは、この値が [False]に設定されていて 

も、常にマネージ アプリケーションからデータが収集されます。

DevPartner for Visual C++ Boundschecker Suite では、[.NET から収集 ] プロパティは使    

用できません。

� スタートアップ プロジェクト－ソリューションには、スタートアップ プロジェクトを含  

める必要があります。ソリューションに複数のスタートアップ プロジェクトが含まれて 

いる場合は、セッションで使用するスタートアップ プロジェクトを選択するように求め 

るプロンプトが表示されます。

プロジェクト プロパティ

プロジェクト レベルのプロパティを参照するには、ソリューション エクスプローラでプロ  

ジェクトを選択して、ソリューション内のプロジェクトに設定可能なプロパティを参照します。

図4-5 プロジェクト プロパティ

以下のプロジェクト プロパティはカバレッジ分析に影響を与えます。

� COM情報の収集－DevPartnerは、DLLエクスポートおよびCOMインターフェイスに基

づいてメソッド レベルのデータを収集します。アプリケーションの外部で実⾏される 

COM の情報を収集しない場合は、[False] を選択します。

� インライン関数をインストゥルメントする－常にマネージ アプリケーションのインライン 

関数のカバレッジ データが収集されます。

� アンマネージ コードの場合は、このプロパティを [True] に設定してインライン関数をイン 

ストゥルメントします。インライン最適化が有効な場合は、デフォルトでインライン関数

はインストゥルメントされません。

すべてのプロパティは、明⽰的に変更しないかぎり保持されます。

 オプション

カバレッジ分析セッションに対する DevPartner のオプション設定を確認するには、

[DevPartner] > [ オプション ] > [ 分析 ] を選択します。

� [ 表示 ]オプションを使⽤すると、データ表⽰時の精度、目盛り、および単位を設定できます。
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� [ 除外 ] オプションを使用すると、データ収集から 1 つまたは複数のイメージを除外できま

す。イメージの除外の詳細については、「イメージを除外する」を参照してください。

� [ セッション コントロール ファイル ] オプションを使用すると、アプリケーションやモ  

ジュールの実⾏時に DevPartner によって収集されるデータを制御するためのルールとア

クションのセットを作成できます。セッション コントロール ファイルの詳細については、  

「分析セッションの制御」（301 ページ）を参照してください。

[環境 ] > [ フォントと色 ] などのその他の Visual Studioオプションも、DevPartnerの機能に影   

響を与えます。

イメージを除外する

カバレッジ分析でアプリケーションを実⾏すると、DevPartnerはすべてのソースとシステム

イメージのデータを収集します。ただし、[ 除外 ] を使用することにより、1つまたは複数のイ

メージを分析から除外できます。

分析オプションを表示した状態（[DevPartner] > [オプション ] > [分析 ]）で、[除外 - カバレッ    

ジ ]を選択します。

ページ上部にある [ 表示 ] リストで、以下のいずれかを選択します。

� グローバルな除外

� 現在のフォルダでのローカルな除外

� 実⾏可能フォルダでのローカルな除外

[現在のディレクトリ内のローカル除外]オプションと[実⾏可能ディレクトリ内のローカル除
外 ]オプションは、ソリューションが開かれており、実⾏可能フォルダが現在の作業フォルダ
と異なるときにのみ使⽤できます。

[挿入 ]をクリックして、イメージを除外リストに追加します。名前を⼊⼒するか、除外する
イメージを参照します。除外できるファイル タイプは、.exe、.dll、.ocx、.netmodule で 

す。[ ファイルの種類 ] リストを使用して、表示するファイルの種類を制限します。

.NET モジュール （.netmodule）を選択した場合は、モジュールのアンマネージ 部分だけが 

除外されます。

除外リストからイメージを削除するには、項目を選択して [ 削除 ] をクリックします。

他の場所に除外リスト （nmexclud.txt）のコピーを保存する場合は、[名前を付けて保存 ] を

クリックします。グローバルな除外は、DevPartner のインストール フォルダの¥Analysisサ 

ブフォルダ内のnmexclud.txtに保存されます。ローカルな除外は、現在の作業フォルダまた

はアプリケーション実⾏可能フォルダにあるアプリケーション⽤のnmexclud.txtに保存さ

れます。

除外操作は、[ ネイティブC/C++インストゥルメンテーション ] でコンパイルされたファイル

には適用されません。たとえば、インストゥルメントされたアンマネージ C/C++ イメージを

除外した場合でも、そのファイルの情報は引き続き収集されます。ただし、システム コール 

情報は収集されません。データ収集からアンマネージ C/C++ イメージを除外する場合は、そ

のイメージをインストゥルメントしないでください。
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インストゥルメンテーションについて

マネージ アプリケーションを実⾏する場合、DevPartner は、コンパイラがバイト コードを  

ロードしてから、各アセンブリのバイト コードにフックを挿入します （このプロセスがイン 

ストゥルメントと呼ばれています）。このコードには、アプリケーションの実⾏時にカバレッ

ジ データの収集に使用されるインストラクションが含まれています。DevPartner のインス 

トゥルメンテーションでは、ディスク上の実際のファイルは変更されません。実⾏時にファ

イルのメモリ内の表現が変更されます。

実⾏時にインストゥルメントされるマネージ コードとは異なり、アンマネージC/C++ コード 

はコンパイル時にインストゥルメントする必要があります。アンマネージ コードをインス 

トゥルメントする場合、DevPartner によってソース コードに直接フックが挿入されます。 

DevPartner には、使用されるインストゥルメンテーションのタイプ、およびソリューション

内のインストゥルメンテーションから除外するプロジェクトを指定できるインストゥルメン

テーション マネージャが用意されています （インストゥルメンテーション マネージャの詳細  

については、「アンマネージ コードのデータを収集する」（121ページ）を参照）。アンマネー 

ジ プロジェクトをリビルドすると、フックが挿入されます。フックを削除するには、 

[DevPartner]メニューの [ネイティブC/C++インストゥルメンテーション ]オプションの選択を

解除してインストゥルメンテーションをオフにしてから、プロジェクトをリビルドします。

さまざまなタイプのアプリケーションのデータを収集する

このセクションでは、DevPartnerカバレッジ分析を使⽤して異なるタイプのアプリケーション
からデータを収集する方法を説明します。

DevPartnerでは、Visual Studioのすべてのマネージ コードの言語とアンマネージ C/C++ がサ  

ポートされています。 また、DevPartnerでは、Internet Explorer（IE）またはInternet Information   
Services （IIS）を使用しているとき、JScript および VBScript Web アプリケーションのカバ 

レッジ データを収集することもできます。

Visual Studioの各バージョンでサポートされているすべての言語とプロジェクト タイプのリ  

ストは、「DevPartner Studio サポートされるプロジェクト タイプ」（269ページ）を参照して  

ください。

マネージ コードのデータを収集する

Visual Studio で開発されたアプリケーションの多くは、C# アプリケーション、Visual Basic  
アプリケーション、マネージ C++ アプリケーションなどのマネージ アプリケーションです。

マネージ アプリケーションのデータを収集する場合、セキュリティ ポリシーで DevPartnerに  

よるコードのインストゥルメンテーションが禁⽌されていると、セキュリティ例外メッセー

ジ が 表 示 さ れ ま す。デ フ ォ ル ト で は、ア セ ン ブ リ を プ ロ フ ァ イ ル す る に は

SkipVerification権限が必要です。コードが実⾏されるポリシーの権限セットからこの権
限を削除したり、この権限を無効にするような命令型のセキュリティ宣⾔をアセンブリに追

加した場合、アセンブリをプロファイルできなくなります。

この状態を修正するには、以下の 2 つの方法のいずれかを使用して、確実にプロファイリン

グを実⾏できるようにします。

� 以下のグローバル環境変数を設定して、アプリケーションのプロファイルを再試⾏します。

NM_NO_FAST_INSTR=1
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この⽅法を使⽤すると、問題を回避することができますが、パフォーマンスが若⼲低下し

ます。

� .NET Framework構成ツールのMMCスナップインを使用してアセンブリのポリシーを変 

更するか、またはアセンブリ内のすべての強制セキュリティ宣⾔を⼀時的に削除します。

Visual Studioのセキュリティ ポリシーの詳細については、Visual Studioオンライン ヘルプの    

『.NET Framework Developers Guide』を参照してください。

アンマネージ コードのデータを収集する

カバレッジをプロファイルするためにアンマネージ C++ アプリケーションをネイティブ C/
C++ インストゥルメンテーションを使用してビルドすると、DevPartner はコンパイラと連携

して、アプリケーション イメージにインストラクションを追加し、実⾏時にカバレッジ デー  

タを収集します。

アンマネージ コードをインストゥルメントするには：

1 データ収集の対象にするアンマネージ C/C++ プロジェクトが含まれるソリューションを

開き、[DevPartner]>[ネイティブ C/C++ インストゥルメンテーション マネージャ ] を選 

択します。

2 [ソリューションのビルド時に、以下で選択したプロジェクトをインストゥルメントする ]
チェック ボックスをオンにして、インストゥルメンテーションのタイプを選択します。選 

択するインストゥルメンテーションのタイプは、その後実⾏する分析のタイプと⼀致して

いる必要があります。

3 インストゥルメントするプロジェクトを選択します。デフォルトで、DevPartnerでは、ソ

リューション内のすべてのアンマネージ コードがインストゥルメントされます。除外す 

るモジュールの選択を解除します。

4 [OK]をクリックして、ソリューションをリビルドします。選択したアンマネージ C/C++
プロジェクトがインストゥルメントされます。[ カバレッジ分析を選択して開始 ] を選択

して、分析セッションを開始します。

選択したプロジェクトはソリューションと共にインストゥルメンテーション マネージャ 

に保存されます。⼀度インストゥルメンテーション マネージャを使用してインストゥル 

メンテーションを構成すると、[DevPartner] メニューの [ ネイティブ C/C++インストゥル
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メンテーション ] オプションまたは DevPartner ツールバーの [ ネイティブC/C++ インス

トゥルメンテーション ]ボタンを使⽤してインストゥルメンテーションのオンとオフを切
り替えできます。インストゥルメンテーション マネージャは、設定を変更する場合にの 

み使用してください。

あとでアプリケーションからインストゥルメンテーションを削除するには、[DevPartner] メ

ニューの [ ネイティブ C/C++ インストゥルメンテーション ] オプションの選択を解除します。

次回カバレッジ分析セッションを開始するとき、またはソリューションをリビルドするとき

は、Visual Studio によってインストゥルメンテーションなしでソリューションがリビルドさ 

れます。

メモ： ご使用のアプリケーションによってアンマネージVisual Studioコンポーネントが呼び 

出される場合は、Visual Studioでのカバレッジ分析のDevPartnerインストゥルメン 

テーションでそれらのコンポーネントをコンパイルする必要があります。詳細につい

ては、Visual StudioのDevPartner Studioオンライン ヘルプを参照してください。

混合モードの C++ファイル

アンマネージ （ネイティブ）C++ で/clrオプションを指定すると、アプリケーションをマ

ネージ コードとしてコンパイルできます。その場合は、ネイティブ コードとしてコンパイル  

する部分を#pragmaでマークできます。コンパイラは#pragmaセクションで定義されたメソッ

ドのネイティブ コードを生成します。DevPartnerでは混合モードの C++ファイルはサポート 

されていません。マネージ セクションとアンマネージ （ネイティブ）セクションの両方が混 

在する C++ファイルを含むプログラムをプロファイルすると、マネージ コード部分のみのカ 

バレッジ データが収集されて、#pragmaで囲まれた部分のネイティブ コードのカバレッジ  

データは収集されません。アンマネージ C++コードのデータを収集するには、「アンマネージ

コードのデータを収集する」（121 ページ）に説明されているように、別のファイルにアンマ

ネージ コードを配置してインストゥルメントします。

複数プロセスのデータを収集する

アプリケーションは複数のプロセスを実⾏できます。たとえば、ASP.NETアプリケーションを

プロファイルすると、ブラウザ プロセス （iexplore）、IISプロセス （inetinfo）、および 

ASPワーカー プロセス （aspnet_wpまたはw3wp）が実⾏されていることがわかります。

カバレッジ分析対象として複数プロセス アプリケーションを実⾏した場合、DevPartnerセッ 

ション コントロール ツールバーに、プロセス選択リスト内のアクティブなプロセスが表示さ  

れます。

図4-6 プロセス選択リストが表示されたセッション コントロール ツールバー

プロセス選択リストを使用して、データ収集の対象を絞ります。スナップショットを取ると、

DevPartner によって、プロセス選択リストで選択されたプロセスのデータが含まれている

セッション ファイルが作成されます。

リモート システムのデータを収集する

DevPartnerを使用して、リモート システムを実⾏しているアプリケーション コンポーネント  

のカバレッジ データ収集を有効にできます。たとえば、クライアント／サーバー アプリケー  

ションのクライアント部分とサーバー部分両方のカバレッジ データを収集することもできま 

す。DevPartner を使用すると、クライアント アプリケーションを実⾏しているときに、クラ 

イアント プロセスとサーバー プロセスのカバレッジ データを収集できます。
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クライアント システムとリモート システムから同時にデータを収集するには、クライアント  

システムに DevPartner を、リモート システムにDevPartnerと DevPartner リモート サーバー  

ライセンスをインストールします。リモート サーバー ライセンスについては、『DevPartner  
インストール ガイド』および『Distributed License Managementライセンス ガイド』を参照    

してください。

ターミナル サービス接続経由で接続されるサーバーでは、DevPartner リモート サーバー ラ   

イセンスは必要ありません。ターミナル サービスの詳細については、「ターミナル サービス  

とリモート デスクトップを使用する」（21ページ）を参照してください。

リモート システムで関連するプロジェクトを選択し、DevPartnerプロパティを参照して、ク 

ライアント システムで設定したオプションと⼀致することを確認します。オプションの変更 

後、IIS などのサーバー プロセスが再起動されます。この再起動は、変更を有効にするために 

必要です。

アンマネージ C++ アプリケーションを分析する場合は、インストゥルメンテーションを指定

します。アプリケーションからアンマネージ C++コンポーネントを呼び出している場合にそ

れらのコンポーネントのデータを収集するには、それらのコンポーネントをインストゥルメン

トする必要があります。「アンマネージ コードのデータを収集する」（121ページ）を参照し 

てください。

データを関連付ける

IE をブラウザとして使用し、IISを Web サーバーとして使用している場合、または COM を使

⽤してプロセス内コールを⾏う場合、クライアント／サーバーの関係はプロセスの間で⾃動

的に認識されます。DCOM オブジェクトのメソッド間、HTTPクライアントとサーバー （IE
と IIS）の関係などを保持しておくために、それらのセッションのデータが関連付けられます。

次に、そのデータとクライアント セッション データが 1つのセッション ファイルに結合され   

ます。

関連付けられたセッション ファイルには、アプリケーションのクライアント部分とサーバー 

部分両方のカバレッジ データが含まれます。関連付けられたセッション ファイルは、  

appname_CO.dpcovのようにファイル名に_coが付加されて、他のセッション ファイルと同様 

に Visual Studioに表示されます。

COM ベースの関係、または IE と IIS間でクライアント ／サーバーの関係がない場合は、

[DevPartner] > [関連付け ] > [カバレッジ ファイル ]を使用して、さまざまなセッション ファ    

イルからのデータを結合できます。NMCORRELATEコマンド ライン ユーティリティを使用し  

て手作業でデータを結合することもできます。

.NET Webアプリケーションのデータを収集する

Webフォーム、XML Webサービス、ASP.NETアプリケーションを開発する場合、DevPartnerを 

使用してアプリケーションのクライアント部分とサーバー部分の両方のカバレッジ データを 

収集できます。ローカル コンピュータまたはリモート サーバーで稼動している IIS と  

ASP.NET のデータを収集するように、DevPartnerを設定できます。

Web アプリケーションがアンマネージ （ネイティブ）C++ コンポーネントを呼び出す場合、

Visual Studioの DevPartner コマンドを使用してそれらをインストゥルメントする必要があり 

ます。アプリケーションに呼び出されるネイティブ C++コンポーネントのデータを収集する

には、「アンマネージ コードのデータを収集する」（121 ページ）に説明されているように、 

[ネイティブC/C++インストゥルメンテーション ]でオブジェクトをインストゥルメントして

リビルドする必要があります。カバレッジ分析のインストゥルメント。 DevPartnerは、1つの 

セッションでは 1つの分析タイプのデータしか収集しません。
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メモ： DevPartner セッション ファイルは、現在のソリューションと共に保存されます。 

Visual Studioでプロジェクトを開くのではなく、IISから直接Web プロジェクトを 

開いた場合は、異なるソリューション ファイルが使用される可能性があります。 あるソ  

リューションで作成されたDevPartnerセッション ファイルは、別のソリューション 

では表示されません。

前提条件

DevPartner カバレッジ分析で ASP.NETアプリケーションのプロファイル実⾏を成功させる
ためには、以下の 2つの条件が満たされる必要があります。

� プロジェクトに web.config ファイルが含まれている。

� web.configファイルに、debug属性をtrueに設定したcompilation要素が含まれている。例：

<compilation debug=” true” /> 

対象アプリケーションが呼び出すプロセス内部またはプロセス外部のコンポーネントのデー

タも収集できます。

デバッグなしでASP.NET アプリケーションを分析

最適な結果を得るには、カバレッジ分析をデバッグなしで実⾏します。

図4-7 デバッグなしで開始するオプション

⼀度に1つのスクリプト デバッガのみがアクティブになることができます。デバッグありの 

オプションを指定して Web アプリケーションをデバッグすると、Visual Studioと DevPartner 
の両方でスクリプト デバッガのロードが試みられます。その場合、スクリプト デバッガが IE  
にアタッチできないというメッセージが表示されます。ただし、エラー メッセージが表示さ 

れても、セッションは中断されずに続⾏されます。

エラー メッセージを回避するには、iexploreでスクリプトのデバッグを無効にするか、デ 

バッグなしでカバレッジ分析を実⾏します。

予期せず [ プロジェクトにファイルを追加 ]ダイアログ ボックスが表示される、 

または予期せずセッション ファイルが保存される

一定の条件のもとでは、ASP.NETアプリケーションを終了したあとで [ プロジェクトにファ

イルを追加 ] ダイアログ ボックスが予期せず表示されたり、DevPartnerでセッション ファイ  

ルを自動的に保存するように設定してある場合に予期せずセッション ファイルが保存された 

りする場合があります。

DevPartner では、ASP.NETアプリケーションに対してカバレッジ分析を実⾏すると、IE の

データが一次プロファイル プロセスとして収集されます。また、ASP.NETワーカー プロセ  

ス （w3wpまたはaspnet_wp）などの 2次プロセスに関するデータも保存されます。一次プロ

セスが停止すると、DevPartnerではデータの収集が停止されて、クライアント ワーカー プロ  

セスのデータ （IE）とサーバー ワーカー プロセスのデータ （IIS と ASP.NET）の両方を含む、  

最終的な相関セッション ファイルが生成されます。セッション コントロール ツールバーでプ   

ロセスを選択すると、サーバー プロセスだけのスナップショットを取ることもできます。
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ほとんどの場合、クライアント プロセスとサーバー プロセスは、ユーザーのアクションに  

よって終了されます。ただし、ASP.NETワーカー プロセスは、プロファイル中に自動的に 

シャットダウンされることもあります。この自動シャットダウンは、以下に示すいずれかの

⽅法でプロセスが実⾏されているシステム上で、machine.configファイルの「processModel
属性」セクションを編集した場合に発生する可能性があります。

� requestLimit属性またはrequestQueueLimit属性の値を、「Infinite」からセッション

中にプロセスをシャットダウンするのに⼗分低い値に変更した。

� timeout属性または idleTimeout属性の値を、Infinite からセッション中にプロセスを

シャットダウンするのに⼗分低い値に変更した。

� memoryLimit属性の値を、セッション中にプロセスがリサイクルするのに⼗分低い⽐率
に変更した。

プロセスがシャットダウンすると、DevPartnerは最後のスナップショットを取って、セッション

ファイルを生成します。DevPartnerは、これらのセッション ファイルを以下のいずれかの方 

法で処理します。

� ASP.NET ワーカー プロセスがセッション コントロール ツールバーで選択されている場   

合、DevPartner は Visual Studio でセッション ファイルを開き、そのファイルをソリュー  

ションに追加します。この動作は、⽣成および終了される ASP.NETワーカー プロセスの 

インスタンスごとに繰り返されます。

� ASP.NETワーカー プロセスが選択されていない場合、セッション ファイルはキャッシュ  

されます。IE クライアント プロセスが停止するか、IE プロセスのスナップショットが取 

られると、DevPartner は、IE のセッション ファイルを作成するほか、IE、IIS、および 

その時点までに実⾏および終了されたASP.NETワーカー プロセスのすべてのインスタン 

スに関するデータを含む相関セッション ファイルを作成します。

分析セッションが終了すると、DevPartner は [ プロジェクトにファイルを追加 ] ダイアログ

ボックスを表⽰したままにするか、実⾏および終了されたASP.NETワーカー プロセスのイン 

スタンスに関するセッション ファイルを自動的に保存します。

ASP.NETワーカー プロセスが頻繁に終了したために余分なセッション ファイルが生成され  

ないようにするには、machine.configファイルを編集して、プロセスの早過ぎる終了を避け

るのに⼗分な⾼い値に、適切な属性を設定します。

メモ： machine.configファイルを編集する前に、必ずバックアップ コピーを作成してくだ 

さい。

従来の Webスクリプト アプリケーションのデータを収集する

DevPartnerカバレッジ分析を有効にして従来のWebスクリプト アプリケーションを実⾏する 

と、HTMLファイル、JScriptおよび VBScript ソース ファイルのデータが収集されます。ス 

クリプト言語が、COMオブジェクトなどのプロセス内部またはプロセス外部のコンポーネン

トを呼び出す場合、これらのデータも収集できます。

マネージ .NET⾔語の場合と同様に、実⾏時にスクリプト⾔語のインストゥルメンテーション
が⾏われます。ただし、COM オブジェクトなど監視するアンマネージ コード コンポーネン  

トはインストゥルメントする必要があります。

以下の手順は、従来の Web スクリプト アプリケーション固有の手順です。Visual Studioで開  

発した Web フォーム、XML Webサービス、および ASP.NETアプリケーションのデータを収 

集するには、他の任意のマネージ アプリケーションを実⾏する場合と同様に該当のアプリ 

ケーションを実⾏します。
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従来の Webスクリプト アプリケーションのデータを収集するには、[ スタート ] > [ すべての   

プログラム ] > [Micro Focus] > [DevPartner Studio] > [ ユーティリティ ] > [Webスクリプ    

トのカバレッジ分析 ] を選択します。

DevPartnerカバレッジ分析がロードされた状態で IEが開きます。IE の他に、データ収集を制

御するために使用できるセッション コントロール ツールバーが表示されます。

DevPartner が有効な IE のインスタンスで、カバレッジ データを収集するHTML ページまた 

は Webアプリケーションを開き、アプリケーションを実⾏します。必要に応じて、アプリケー
ションの実⾏時にセッション コントロール ツールバーを使用してデータ収集の対象を絞る  

ことも可能です。

IEを終了するか、セッション コントロールを使用している場合は [停止 ]アクションを実⾏し 

ます。[ セッションを保存 ] ダイアログ ボックスが表示されて、セッション ファイルが自動的  

に保存されます。

Webサービス要件

DevPartnerカバレッジ分析で Webサービスを検出させるためには、サービスが以下の要件を

少なくとも1つは満たす必要があります。

� Web サービスが、System.Web.Services.WebService ベース クラスから派生してい 

ること。

� Web サービスに WebService属性が含まれること。

DevPartner カバレッジ分析で Web メソッドを検出させるためには、メソッドにWebMethod
属性が含まれている必要があります。

NMSourceから一時ファイルを削除する

IE や IIS でスクリプトをカバレッジ分析している間に、スクリプト ソースの一時コピーを保 

存するためのNMSource フォルダが作成されます。このソースは、セッション データの分析  

時にセッション ウィンドウの [ ソース ] タブに表示されます。

このソースがいつ必要になるかわからないため、NMSourceフォルダのファイルは削除されま

せん。このフォルダは短期間でサイズが大きくなることがあります。特に、IISでサーバー プ 

ログラムを分析する場合には注意が必要です。

NMSourceフォルダ内のソース ファイルを定期的に参照して、アクティブではなくなったプロ 

ジェクトに関するファイルをすべて削除する必要があります。NMSource は、¥Program

files¥Internet Explorerフォルダにあります。

データ収集のために IISを設定する

リモート サーバーで実⾏されている IIS/ASP.NET アプリケーションのカバレッジ データを  

収集するには、後述する設定オプションを設定してください。

メモ： IISがリモート サーバー上で実⾏されている場合は、リモート システム上にDevPartner  
とリモート サーバー ライセンスをインストールして、リモート システムで後述のオプ   

ションを設定する必要があります。
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スクリプトのデバッグ

以下のオプションは、IIS マネージャの [ 規定のWeb サイトのプロパティ ] で、または特定の

アプリケーションについては [Webアプリケーションのプロパティ ] で設定できます。以下の

オプションは IIS 5.0または 6.0 に適用します。

[ホーム ディレクトリ ] タブまたは [ ディレクトリ ] タブで、[ 構成 ] をクリックします。[ アプ 

リケーションのデバッグ ] タブで、[ デバッグのフラッグ ] を以下のように設定します。

� ASP のサーバー側のスクリプトのデバッグを有効にする

� ASP のクライアント側のスクリプトのデバッグを有効にする

ホスト プロセスの設定

Webアプリケーションがdllhostプロセスで実⾏される場合、[ アプリケーション保護 ] オプ

ションを変更して、DevPartner でのカバレッジ分析データの収集を有効にします。これらの

オプションは IISマネージャの [ 規定のWebサイトのプロパティ ] で、また特定のアプリケー

ションについては [Web アプリケーションのプロパティ ] で設定できます。以下のオプション

は IIS 5.0 または6.0に適用します。

[ホーム ディレクトリ ] または [ ディレクトリ ] タブの [ アプリケーションの設定 ] セクション 

で、[ アプリケーション保護 ] を以下のいずれかに設定します。

� 低（IIS プロセス）：アプリケーションは inetinfoプロセスで実⾏されます。データ収集を
有効にすると IISが再起動され、アプリケーションを実⾏すると、このプロセスからデー
タが収集されます。

� ⾼ （分離プロセス）：アプリケーションは、dllhostの別のインスタンスとして実⾏され
ます。DevPartnerにより新しいプロセスが認識され、アプリケーションを実⾏するとデー
タが収集されます。

データの収集が終了したら、IISを再起動して、プロセスから DevPartnerデータ収集を削除し

ます。

Internet Explorer をカバレッジ分析用に設定する

IE からカバレッジ分析データを収集するには、[ ツール ] > [ インターネット オプション ] を選   

択します。[ 詳細設定 ] タブで、[ スクリプトのデバッグを使用しない （Internet Explorer）] 
と [ スクリプトのデバッグを使用しない （その他）] をオフに設定します。

サービスのデータを収集する

サービスに対してカバレッジ分析セッションを実⾏するには、DPAnalysis.exeを使用しま

す。DPAnalysis.exeを使用すると、コマンド ラインやXML構成ファイルからセッションを 

直接実⾏できます。

COMおよびCOM+アプリケーションからデータを収集する

DevPartnerを使用して、COM または DCOM コンポーネントを呼び出すアプリケーションの   

データを収集できます。

アンマネージCOMと .NETオブジェクト（COM+）とを混合して使用するアプリケーションを

プロファイルする場合は、アプリケーションの .NET部分の⾏レベルのデータが収集されま
す。アンマネージ コード コンポーネントの⾏レベルのデータが、DevPartnerのネイティブ C/  
C++ インストゥルメンテーションを使用してインストゥルメントされている場合は、この
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データが収集されます。カバレッジ データ収集のためにアンマネージ COM オブジェクトの 

⾏レベルのデータを最初にインストゥルメントした場合は、それも収集できます。Visual
Studio でカバレッジ分析のインストゥルメンテーションを使用してプロジェクトをビルドす

ることにより、これを実⾏できます。

C++オブジェクト、またはインストゥルメントされていないアンマネージ コード コンポーネン  

トをプロファイルする場合は、COMインターフェイスとDLLエクスポートに基づいて、メソッ

ドレベルのデータのみが収集されます。

セッション データをマージする

DevPartnerを使用してアプリケーションをテストする場合、すべてのアプリケーション コー 

ドが 1 つのセッションでテストされる可能性は低いです。複数のセッションで収集したカバ

レッジ データを集めて全体のカバレッジ統計を分析できることが重要です。カバレッジ デー  

タを蓄積するために、セッション ファイルをマージします。マージとは、複数のセッション 

のデータを単⼀のファイルに蓄積する処理のことです。

マージされたセッション データを含むファイルはマージ ファイル （.dpmrg）と呼ばれます。  

DevPartner では、単一のプロジェクトに多数のマージ ファイルを関連付けできます。 

DevPartnerでは、セッション ファイルはアクティブなソリューションの一部として保存され 

ます。これらのファイルは、ソリューション エクスプローラの DevPartner Studio仮想フォル  

ダに表示されます。

IEの実⾏から作成された相関セッション ファイルまたはWeb スクリプト セッション ファイ   

ルはマージできません。IISからのサーバー側セッション ファイルはマージできます。

マージ ファイルを作成するには、[DevPartner] > [ カバレッジ ファイルのマージ ] を選択し    

て、新しいマージ ファイルを作成するか、または既存のマージ ファイルにデータを追加しま  

す。また、「マージ設定」（131 ページ）に説明されているように、マージ ファイルを自動的 

に作成することもできます。

セッション データをマージすると、DevPartnerでは以下の処理が実⾏されます。

� セッション ファイルまたはマージ ファイルでロードされたすべてのイメージおよびメ  

ソッドの記録が保存されます。

� カバーされた⽐率の値が⽐較され、データの上位集合が返されます。たとえば、30% の

メソッドがカバーされたセッションと 20% のメソッドがカバーされたセッションをマー

ジしても、50% のカバレッジには到達しません。実⾏された関数の⼀部は、両⽅のセッ

ションで重複しているからです。

� 最も新しいイメージを実⾏したセッション ファイルやマージ ファイルからのデータを使  

⽤して、メソッドとイメージが新規、変更済み、削除済みのどの状態かを判定します。

DevPartner では、イメージのタイム スタンプに基づいて、最も新しいイメージが判定さ 

れます。

� 各ソースとイメージの変動率を計算します。変動率は、セッション間のコードで変更され

たメソッドの⽐率を表します。これで、コードの安定性を確認できます。

� マージに関連するファイル、マージをいつ実⾏したか、およびマージ実⾏者についての情

報を保存します。
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マージ データを確認する

DevPartnerでは、マージ データ ウィンドウにマージ データが表示されます。マージ デー    

タ ウィンドウには、フィルタとマージ データ ペインがあります。マージ データ ペイン    

には、[ メソッド リスト ]、[ ソース ]、[マージ履歴 ]、および [ マージ サマリ ] タブが用意  

されています。

図4-8 マージ データ ウィンドウ

� [メソッド リスト ]タブは、マージ ファイルの [状態 ]カラムを使用します。 DevPartnerは、   

セッション間で新規、変更済み、または削除済みメソッドを区別するために [ 状態 ] カラ

ムを使用します。

� [マージ履歴]タブには、現在のマージ ファイルの[カバーされた⾏の⽐率]、 [カバーされた  

メソッドの⽐率 ]、および [変動率 ] の値の推移がグラフィカルに表示されます。

� [カバーされた⾏の⽐率 ] は、ソース コード内の実⾏された⾏の⽐率です。  

� [カバーされたメソッドの⽐率 ] は、ソース コード内の呼び出されたメソッドの⽐率 

です。

� [変動率 ]は最後のマージ以降にソース コードが変更されたメソッドの⽐率です。 

マージ ファイル内で 4回以下のマージを⾏った場合、[マージ履歴 ] タブは棒グラフで表 

示されます。5回以上のマージを⾏った場合、[マージ履歴 ] タブは折れ線グラフで表示さ

れます。

グラフ上のポイントにカーソルを置くと、そのマージのデータが表示されます。

棒グラフや折れ線グラフを表示または非表示にするには、そのチェック ボックスをオン 

またはオフにします。

� [ マージ サマリ ] タブには、ファイルにマージされたセッションとマージ ファイルのサマ  

リ情報が表示されます。各イメージの変動率など、セッション中に使用されるインストゥ

ルメントされた各イメージの情報も含まれます。

フィルタ ペイン

カバレッジ  
メーター

[ メソッド リスト ] タブ 
[ ソース ] タブ 
[マージ履歴 ] タブ 
[ マージ サマリ ] タブ
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ソース ファイルを変更した場合、カバレッジ セッション ファイルをマージすると、[ メソッ   

ド リスト ]タブに表示されるメソッド データと [ソース ]タブに表⽰される⾏データの同期に  

影響が及ぶ点に注意してください。

マージ状態

コードを変更した場合、DevPartnerでは変更部分がトレースされ、トレース結果を基にカバ
レッジ データが調整されます。変更済み、新規、および削除済みのメソッドとイメージを区 

別するために、マージ状態が使用されます。 これらの状態についての情報は、[ メソッド リス  

ト ] の [ 状態 ] カラムに表示されます。

メソッド

メソッドの状態は新規、変更済み、削除済み、未変更のいずれかです。[ 状態 ] カラムには、

新規および変更済みメソッドが⽰されます。[ 状態 ] カラムのエントリが空白の場合は、メソッ

ドが変更されていないことを⽰します。

削除されたメソッドは、[ 削除されたメソッド ] フィルタに表示されます。これらのメソッド

は、カバレッジ統計の計算には使用されません。

DevPartnerでは、コード変更の程度は判断されません。たとえば、コメントの追加や削除な
ど、メソッドの⾏数が変わるような変更を⾏うと、このメソッドが [変更済み ] として表示さ

れます。異なる最適化オプションを持つ実⾏可能ファイルを使⽤したセッションをマージす

ると、DevPartnerでこの違いが変更と解釈され、メソッドが [変更済み ] として表示されるこ

とがあります。

イメージ

イメージは 1つのセッションでロードできますが、他のセッションではロードできません。イ

メージがロードされていない場合は、DevPartnerではイメージ内にどのメソッドがあるのかを

判定したり、イメージとそのメソッドを⽐較して別のセッションに関連する変更があったか

どうかを調べたりすることはできません。

イメージの状態は新規、アクティブ、非アクティブのいずれかです。アクティブなイメージ

とは、マージ ファイル内の別のセッションに存在し再ロードされたイメージのことです。非 

アクティブな状態は、いくつかの状況から生じます。

� DevPartnerでは、イメージが削除された場合にそのイメージが非アクティブとしてマーク

されます。

ヒント： マージした最後のセッション ファイルを迅速に判定するには、マージ ファイルの   

[ マージ サマリ ] タブにある [マージ履歴 ]を確認します。

� ロードされなかったアンマネージ コード イメージの状態は常に[非アクティブ]として表  

示されます。たとえば、あるアンマネージ DLL がアプリケーションで使用されており、

その DLL が 1回めのセッションではロードされ、2回めのセッションではロードされな

かったものとします。この 2回めのセッションを 1回めのセッションとマージすると、こ

の DLL の状態は非アクティブとして表示されます。アンマネージ コード プロジェクト  

およびマネージ コード プロジェクトの両方を含むアプリケーションの完全なカバレッジ  

状態を把握するには、マージ ファイルに追加する最後のカバレッジ セッションでアプリ  

ケーションのアンマネージ コード部分を実⾏する必要があります。

� DevPartnerでは119ページに示すように、[除外]オプションを使用してカバレッジ データ 

収集からイメージが除外された場合、アンマネージ コード イメージが非アクティブとし  

てマークされます。
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� マネージ アプリケーションでは、アセンブリは、アセンブリ自体とそれに対するすべて 

の参照がアプリケーションから削除された場合にのみ非アクティブとしてマークされます。

非アクティブなイメージは、フィルタ ペインの [非アクティブなソース ] フィルタに表示され 

ます。これらのメソッドは、カバレッジ統計の計算には使用されません。そのため、DevPartner
では、[非アクティブなソース ] フィルタに 0% という値が示されます。[非アクティブなソー

ス ] フィルタを拡張すると、個々の非アクティブ イメージのカバレッジ値が示されます。こ 

れらの値には、イメージがアクティブであるセッションのカバレッジ データが反映されます。

マージ ファイルの ASP.NETモジュール

カバレッジ セッションでは、繰り返し可能なアルゴリズムが使用され、.aspxファイル用の 

名前が生成されてアセンブリにコンパイルされます。このアルゴリズムは繰り返し可能であ

るため、アセンブリが登録されるごとに同じ名前が割り当てられます。この機能では各アセン

ブリに⼀貫性のある名前が指定されるため、アセンブリに対する変更を正確に追跡すること

ができます。

このネーミング処理は、カバレッジ セッションを実⾏したときにのみ⾏われます。Visual 
Studioのデフォルトの動作は、.aspxファイルを含むプロジェクトのビルドやリビルドを⾏っ

ても変わりません。Visual Studio によって、各.aspxファイルに対して 8 文字の名前がラン 

ダムに割り当てられます。.aspxファイルを編集してアセンブリをリビルドすると、Visual
Studioによって、ランダムに作成された新しい8 文字のファイル名が割り当てられます。

マージ設定

セッション ファイルを生成する際は、ソリューションのマージ プロパティを設定してデフォ  

ルトのマージ動作を制御します。

マージ プロパティを設定するには、Visual Studio のソリューション エクスプローラでソ   

リューションを選択して、[Visual Studio プロパティ ] ウィンドウを表示します。DevPartner 
カバレッジ、メモリ、およびパフォーマンス分析の各プロパティで [ セッション ファイルを 

自動的にマージ ] のプロパティを選択します。

� カバレッジ データを選択して蓄積し、マージしなかったセッションをマージするための 

確認メッセージを表示する場合は、[ マージするかどうかを確認する ] 設定を使用します。

� カバレッジ データを選択して蓄積し、マージされていないセッションについて確認する 

メッセージを表示しない場合は、[ 確認せずに閉じる ] を使用します。

� 各セッションについてマージ ファイルにカバレッジ データを蓄積する場合は、[ 自動的  

にマージする ] を使用します。

カバレッジ データをエクスポートする

カバレッジ データは XML形式または CSV形式にエクスポートできます。XMLまたは CSV 
形式でデータをエクスポートすると、ユーザー独自のソフトウェアまたはサードパーティのソ

フトウェアの使用によるデータの分析、他のツールで作成したデータとのデータ統合、デー

タ ウェアハウス内でのデータのアーカイブに役⽴ちます。

� DevPartner のカバレッジ セッション ファイル（拡張子 .dpcov）とマージされたカバレッ  

ジ ファイル （拡張子 .dpmrg）を XML形式にエクスポートできます。保存したカバレッ 

ジ セッション ファイルを開くと、[ ファイル ] メニューの [DevPartner データのエクス  

ポート ] コマンドを使用できます。XML形式でのエクスポートの詳細については、「分析

データを XML にエクスポートする」（309 ページ）を参照してください。
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「分析データをXML にエクスポートする」（309 ページ）に説明されているように、コマン

ド ラインからデータをエクスポートすることもできます。

� メソッド リスト データをカンマ区切り（CSV）のテキスト ファイルにエクスポートで   

きます。[ メソッド リスト ] タブをクリックしてエクスポート対象のカラムを表示し、 

[ メソッド リスト ] を右クリックして、コンテキスト メニューから [ メソッド リストの   

エクスポート ]を選択します。カンマ区切りテキスト ファイルは、Microsoft Excel やそ  

の他のスプレッドシート アプリケーションで開くことができます。

データ収集を制御する

DevPartnerには、アプリケーションの使用中にカバレッジ データを収集するタイミングを制 

御する 3 つの方法が用意されています。

� セッション コントロール ツールバーを使⽤して、プログラムの実⾏中にデータ収集を対  

話的に制御できます。

� セッション コントロール ファイルを使用して、アプリケーション モジュール内の特定の   

メソッドに、セッション コントロール アクションを割り当てることができます。

� セッション コントロール API を使用して、プログラム内でデータ収集を制御できます。

セッション コントロール ツールバーまたはセッション コントロールAPIを使用すると、メソッ   

ド内の任意の場所でデータ収集を制御できます。セッション コントロール ファイルを使用す  

る場合は、メソッドの先頭または終端でのみデータ収集を制御できます。

セッション コントロール ファイルの使用およびセッション コントロール API の使用につい   

ては、「分析セッションの制御」（301 ページ）で説明します。

コマンド ラインから分析する

データ収集を自動化したり、コマンド ラインから分析セッションを実⾏したりするには、 
DevPartner コマンド ライン実⾏ファイルDPAnalysis.exeを使用します。DPAnalysis.exe 

の使用方法の詳細については、「コマンド ラインから分析を起動する」（283 ページ）を参照 

してください。

カバレッジ分析ビューアを使用する

DevPartner Studio には、Visual Studioとは独⽴してカバレッジ セッション ファイルを分析    

するための軽量のカバレッジ分析ビューアが付属しています。ビューアを起動するには、以

下のいずれかを実⾏します。

� [スタート]メニューで、 [すべてのプログラム] > [Micro Focus] > [DevPartner Studio] >    
[ カバレッジ分析ビューア ] を選択します。

� Windows エクスプローラで .dpcov セッション ファイルをダブルクリックします。

� DPAnalysis.exe を使用して、コマンド ラインからカバレッジ分析セッションを実⾏しま 

す。セッション データがカバレッジ分析ビューアに表示されます。
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カバレッジ分析ビューアで⾏える作業

セッション ファイルを開いたまま、カバレッジ セッション データを表示、ソート、保存、印   

刷できます。さらに以下のことを⾏えます。

� メソッドのソース コードを表示する。

� [ メソッド リスト ] タブでデータをソートする。

� ファイルの内容を XML としてエクスポートする。

� メソッド リストの内容を CSV形式でエクスポートする。

カバレッジ分析ビューアで⾏えない作業

� カバレッジ分析でのアンマネージ アプリケーションのインストゥルメント

� カバレッジ セッションの開始

� Visual Studioソリューションにファイルを追加する。

Visual Studio の外部で生成されたセッション ファイルは、自動的にはプロジェクトのソ  

リューションに追加されません。外部で生成されたセッション ファイルは、Visual Studio に  

開いたソリューションに手動で追加できます。

DevPartner エラー検出との統合

カバレッジ分析と併せて DevPartner エラー検出を使用すると、マネージ アプリケーションま 

たはアンマネージ C/C++アプリケーションの実⾏時に同じセッション中でカバレッジ デー 

タを収集してエラーを検出できます。データを収集する前に、ネイティブC/C++ インストゥ

ルメンテーション マネージャを使用して、[ エラー検出とカバレッジ ] の対象のアンマネージ 

C/C++ アプリケーションをインストゥルメントする必要があります。

DevPartnerエラー検出の詳細については、「エラー検出」（23 ページ）を参照してください。

Visual Studio Team System にデータを送信する

DevPartner Studio では、Team Explorer クライアントがインストールされており、Team  
Foundation Serverに接続可能な場合に、Microsoft Visual Studio Team Systemがサポートさ    

れます。Team System のサポートの概要については、「Visual Studio Team System のサポー    

ト」（20ページ）を参照してください。

Visual Studio 2005 および 2008 については、選択した項目に関するデータをバグタイプの作  

業項目として Visual Studio Team System に送信します。Visual Studio 2010 では、選択した    

項目に関するデータを問題、バグ、または不具合タイプの作業項目として Team Foundation 
Server に送信します。カバレッジ分析セッション ファイルでは、[ メソッド リスト ] タブで選  

択したメソッドの作業項目の送信にアクセスします。作業項目を送信する場合、[ メソッド リ 

スト ] タブで表示されるカラムからのデータが [ 作業項目 ]形式で⼊⼒されます。[ 作業項目 ]
として送信するメソッド データを変更するには、[ メソッド リスト ] に表示されるカラムを変  

更します。
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メモリに関する問題を検出する
この章には、2つのセクションが含まれています。1 つめのセクションでは、はじめてのユー

ザーを対象として、メモリ分析を実⾏する簡単な⼿順について説明します。2つめのセクション

では、DevPartnerメモリ分析の使⽤⽅法を詳細に理解するための参照情報を⽰します。

メモリ分析に関するタスクベースの追加情報については、DevPartnerのオンライン ヘルプを 

参照してください。

メモリ分析の機能

DevPartnerメモリ分析機能を使用すると、マネージ Visual Studioアプリケーション内のメモ 

リ割り当てを分析できます。

DevPartner メモリ分析では、コンテキストに応じてメモリのデータが表示されるため、コー

ド内のオブジェクト参照のチェーンやメソッドのコール シーケンスをたどることができま 

す。これにより、プログラムによるメモリの使⽤状況をより詳細に理解でき、メモリ使⽤を

最適化するために必要となる重要な情報を入手できます。

メモリ分析を有効にしてアプリケーションを実⾏すると、オブジェクトまたはクラスによって

使⽤されたメモリの量が⽰され、オブジェクトをメモリに保持している参照が追跡され、メソッ

ド内でメモリ割り当てを⾏うソース コード⾏が識別されます。

DevPartnerメモリ分析には、メモリ リーク、一時オブジェクト、RAM フットプリントの3 つ 

の分析タイプが用意されています。1 つのメモリ分析セッションで、3 つすべてのタイプのメ

モリ分析を実⾏できます。

各分析タイプには、リアルタイム グラフ、動的に更新されるクラス リスト、およびいくつか  

のセッション コントロールが含まれています。これらのセッション コントロールを使用する  

と、データの収集を制御したり、アクティブなプロセスに対するガベージ コレクションの強 

制実⾏やヒープの詳細ビューの作成などのその他のメモリに関するイベントを制御したりで

きます。

メモ： DevPartnerメモリ分析機能では、マネージ コードのみが分析されるため、この機能 

はDevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suiteではサポートされていません。

メモリ分析はVisual Studioに統合されているため、アプリケーションの開発中にメモリ分析を 

使用してアプリケーションをテストできます。また、従来のコマンド ライン スイッチまたは  

XML構成ファイルを指定してDevPartnerコマンド ライン実⾏ファイルDPAnalysis.exeを使 

用することによって、コマンド ラインから、または自動テスト シナリオの一部としてメモリ  

分析セッションを実⾏することもできます。詳細については、「コマンド ラインから分析を起 

動する」（283ページ )を参照してください。
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すぐにメモリ分析を使用する

以下の準備、設定、実⾏⼿順を使⽤すると、DevPartner Studio メモリ分析機能の1 つである 

メモリ リーク分析を使用できます。メモリ リーク分析。

DevPartner Studioでアプリケーションを分析する場合、昇格されたシステム権限は必要あり 

ません。DevPartnerでのアプリケーションの分析には、アプリケーションの作成とデバッグ

に使用するシステム権限で十分です。

準備：分析対象を検討する

時間が経過すると、または特定の処理を実⾏すると、アプリケーションのパフォーマンスが

低下することはありませんか。負荷が⾼い状態、または他のアプリケーションが実⾏されて

いる場合にアプリケーションのパフォーマンスが低下することはありませんか。アプリケー

ションでこのような現象が発生する場合は、メモリ関連の問題が発生している可能性があり

ます。

DevPartnerメモリ分析では、マネージ アプリケーションのデータのみが収集されます。アプ 

リケーションのメモリ分析データを収集するには、ソリューションに少なくとも1つのマネー

ジ コード プロジェクト （たとえばC#、Visual Basic、またはマネージ C++）を含める必要が   

あります。また、ソリューションにスタートアップ プロジェクトを含める必要があります。 

ソリューションに複数のスタートアップ プロジェクトが含まれている場合は、セッションで 

使用するスタートアップ プロジェクトを選択するように求めるプロンプトが表示されます。

DevPartner メモリ分析でサポートされているすべてのプロジェクト タイプのリストは、 

「DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ」（269 ページ ) を参照してください。

アプリケーションで使⽤されるメモリの量は、アプリケーション プラットフォームのパ 

フォーマンスに⼤きな影響を与えます。割り当てられるメモリの量が多いほど、アプリケー

ションの実⾏速度が遅くなり、拡張性も低くなります。

メモリ リーク （再利⽤されないメモリの割り当て）によって、アプリケーションのRAM フッ 

トプリントが大きく増加する可能性があります。自動ガベージ コレクションによって、作成 

したオブジェクトを明示的に解放する必要がなくなるため、従来の C++で発生したようなメ

モリ「リーク」はなくなりますが、プログラムでオブジェクトへの参照を保持したまま再利

用しない状態は発生します。

すぐに使い始めるには、影付きのボックス内に示された手順に従います。影付きのボックス

内に説明されている内容の詳細については、ボックスの下の追加説明を参照してください。

以降の⼿順では、以下の事項を前提としています。

� Visual Studio のサポートされているリリースで作業しています。

� 単一プロセスのマネージ アプリケーションをテストします。

� アプリケーションのビルドと実⾏が可能です。

� ソリューションには、少なくとも 1 つ以上のマネージ コード プロジェクトが含まれて  

います。

� ソリューションには、スタートアップ プロジェクトが含まれています。
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オブジェクトへの参照が存在するかぎり、参照されるオブジェクトはガベージ コレクタに 

よってライブ オブジェクトであるとみなされます。ライブ オブジェクトのメモリは収集され  

ません。この状態は、C++におけるメモリ リークと同様に好ましくありません。このような 

参照は追跡することが難しいことがあるため、メモリ分析が役⽴ちます。

この手順では、単一プロセスのアプリケーションを前提としていますが、DevPartner Studioを 

使用して複雑な複数プロセスのアプリケーションを分析することもできます。複数プロセス

のアプリケーションをプロファイルする方法の詳細については、「複数プロセスのデータを収

集する」（178 ページ ) を参照してください。

設定：プロパティとオプション

メモリ分析セッションに固有の、最小限の構成設定のセットがあります。

メモリ分析の実⾏中にアプリケーションが極端に遅くなる場合は、分析からシステム オブ 

ジェクトを除外することによってパフォーマンスが向上することがあります。[ システム オブ 

ジェクトの追跡 ]設定とその他のメモリ分析設定の変更の詳細については、「プロパティとオプ

ションを設定する」（146ページ ) を参照してください。

実⾏：メモリ分析データを収集する

メモリ リーク分析を開始する前に、分析のワークフローについて理解しておくと役⽴ちます。

追跡の開始／停止をクリックすると、新規メモリ割り当ての追跡期間の開始と終了をマークで

きます。これ以外の期間でのアプリケーションによるすべてのメモリ割り当ては除外されます。

[メモリリークを表示 ]をクリックした時点では、追跡期間中に割り当てられたオブジェクトの一

部またはすべてがタスクを完了して、ガベージ コレクションが可能な状態になっています。

メモリ分析によって、追跡期間中に収集されたすべての割り当てが分析され、ライブ参照を

持ち収集不可能なオブジェクトとしてリークが特定されます。

[ メモリリークを表示 ] では、ガベージ コレクションが強制的に実⾏され、セッション ファイル  

が作成されて、リークしているオブジェクトが複数のグラフィックとリスト ビューに表示さ 

れます。図5-1、メモリ リーク分析ワークフロー タイムライン （138 ページ）に説明されて   

いるシナリオでは、メモリ リーク セッション ファイルには、ガベージ コレクション後も残っ    

てリークしている 2 つのオブジェクト B と C が含まれます。データから、リークしているオ

ブジェクトのうち、想定どおりの動作をしているオブジェクトと、実際のリークであるオブ

ジェクトを判別します。

ガベージ コレクションは、システム ガベージ コレクションまたはガベージ コレクション アイ    

コンや [ メモリリークを表示 ] アイコンを選択することによるユーザー主導のガベージ コレク 

ションを実⾏できます。

この手順では、DevPartner のデフォルトのプロパティとオプションを使用できます。追加

の設定は必要ありません。
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図5-1 メモリ リーク分析ワークフロー タイムライン

これで、メモリ リーク分析を実⾏する準備が整いました。

図5-2 メモリ分析セッション コントロール ウィンドウ

1 Visual Studioで、アプリケーションに関連付けられたソリューションを開きます。

2 [DevPartner]>[デバッグを実⾏せずにメモリ分析を選択して開始]を選択します。アプリケー

ションが起動して、[DevPartner メモリ分析 ] ウィンドウにセッション コントロール 

ウィンドウが表示されるまで待機します。

メモリ分
析開始

タイムライン

追跡 

期間 
終了

ガベージ 

コレクション 
（オプション）

追跡 

期間 

終了

メモリ 
リークを 

表示

アプリケー
ション 

終了

X
Y

A
B

メモリ割り当て 

X－追跡対象外、ガベージ コレクションされない （想定どおり） 

Y－追跡対象外、ガベージ コレクション済み 

A－追跡対象、ガベージ コレクション済み 

B－追跡対象、ガベージ コレクションされない （想定どおり） 

C－追跡対象、ガベージ コレクションされない、問題の可能性あり

C

追跡の開始／停止

メモリ リークを表示

ガベージ  
コレクション

表示を中止

リアルタイム  
グラフ

上位20クラス  
リスト

プロセス 
リスト

メモリ リーク タブ
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アプリケーションの実⾏中にセッション コントロール ウィンドウのグラフに表示されるパ  

ターンを⾒ると、アプリケーションがどのようにメモリを使⽤しているかの初期的な診断が

可能になります。メモリに関する問題は、それぞれの種類によって特徴のあるパターンを示

すため、リアルタイム グラフを⾒ると、問題の存在や性質を知るための重要な⼿がかりを得 

ることができます。これによって、実⾏すべきメモリ分析の種類を決定できます。

たとえば、徐々に上昇しているパターンのうち、ベースラインに戻らないか、ガベージ コレ 

クションによって想定どおりにメモリ使⽤量が減少しないものは、メモリのリークを⽰して

いる可能性があります。

リアルタイム グラフにおける他の特徴的なパターンの詳細については、「メモリ分析のセッ 

ション コントロール ウィンドウを使用する」（149ページ ) を参照してください。

複雑なアプリケーションでは、リストに⼤量のクラスが表⽰される場合があります。このよ

うな場合は、リストを右クリックし、コンテキスト メニューから [ ソースのある上位 20クラ 

スを表示 ] を選択して、クラス リストをアプリケーションのソース コード メソッドに限定し   

ます。

3 [ メモリ リーク ]タブをクリックします。

4 テスト対象の機能を実⾏して、アプリケーションをウォーム アップします。アプリケー 

ションをウォーム アップすると、追跡期間から初期化時の割り当てが除外されます。

5 追跡の開始／停止 をクリックして、以前のメモリ割り当てを除いた新規メモリ割り当

ての追跡を開始します。

6 データ収集の対象であるアプリケーション機能を⼀度最後まで実⾏します。ただし、ア

プリケーションは終了しません。

この⼿順を実⾏する場合は、追跡期間をアプリケーション内の1つの機能を実⾏する間
のみに制限します。これにより、セッション データの複雑度が低下し、パフォーマン 

スが向上します。
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メモリ分析データを分析する

メモリ リーク分析セッション ファイルには、[ メモリリークを表示 ] をクリックした時点でアク  

ティブな参照を持つ、追跡期間中に割り当てられたすべてのオブジェクトが記録されます。

セッション ファイルを使⽤して、オブジェクト、メソッド、およびクリティカル実⾏パスを 

確認し、これらのオブジェクトがメモリに残っている理由を分析します。

メモリ リーク分析は、アプリケーションのコンテキストにおいて不要なオブジェクトを特定 

して、これらのオブジェクトをメモリに保持している参照を削除するための参照チェーン内

の最適な位置を発⾒する場合に役⽴ちます。

7 ガべージ コレクションを実⾏ をクリックして、アクティブなプロセスに対してガ 

ベージ コレクションを実⾏します。

図5-3 ガベージ コレクション後のセッション コントロール ウィンドウ

8 セッション コントロール ウィンドウの下半分にあるリストを確認します。リストに  

は、ガベージ コレクション後にもアクティブな参照を持つオブジェクトを含むクラス 

の情報が表示されます。

9 追跡の開始／停止 をクリックして、追跡期間を終了し、以降の新規メモリ割り当てを

除外します。アプリケーションがバックグラウンドでアクティブである場合は、リス

トの値が変化することがありますが、追跡済みのインスタンス数は増加しません。

10 [ メモリリークを表示 ]をクリックして、再度ガベージ コレクションを実⾏し、メモリ 

リーク分析セッション ファイルを作成します。

11 アプリケーションを終了します。

メモリ分析によって自動的に2つめのファイル（一時オブジェクト分析セッション ファ 

イル）が作成されて、Visual Studio 内でフォーカスが設定されます。

12 [Leak...Analysis Snap.dpmem] タブをクリックして、メモリ リーク スナップショッ   

ト セッション ファイルにフォーカスを移動します。
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図5-4 DevPartnerDevPartnerメモリ分析 - メモリ リーク分析

メモリ分析セッション ファイルの使用方法の詳細については、「オブジェクト参照グラフを使 

用する」（153 ページ ) を参照してください。

最も多くリークしている
メモリを参照する 

オブジェクトの詳細

最も多くリークしている

メモリを割り当てる 
メソッドの詳細

[DevPartnerメモリ分析 - メモリ リーク分析 ] サマリには、[ 最も多くリークしているメモ   

リを参照するオブジェクト ]と [最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド ]
の棒グラフが含まれています。

この手順の残りの部分で、これら 2 つのサマリの詳細を調査する方法について説明し

ます。

1 [最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト]の下の[すべての情報を表示]を
クリックします。
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図5-5 DevPartnerメモリ分析 - メモリ リーク オブジェクト参照の詳細

さらに詳細な情報が必要な場合や、プログラムについてさらに理解する必要がある場合は、タ

ブ付きのビューを使⽤して、オブジェクト参照を確認し、メモリを割り当てた実⾏パスを特

定して、ソース コード内の実際にメモリを割り当てている⾏を特定します。

参照している 

オブジェクトのリスト

ナビゲーション  
フレーム

オブジェクト 

参照グラフ

[ソース ]タブ

[割り当てトレース  
グラフ ]タブ

サマリに戻る

2 [ リーク サイズ （バイト）] でソートされた参照しているオブジェクトのリストが表示 

される [DevPartnerメモリ分析 - メモリ リーク ] ビューを確認します。最も多いメモリ   

リークの原因である [ 参照しているオブジェクト ] がリストの一番上に表示されます。

ウィンドウの下部にあるタブには、[ オブジェクト参照グラフ ] ウィンドウ、[ 割り当て

トレース グラフ ] ウィンドウ、および [ ソース ] ウィンドウが表示されます。

3 [ オブジェクト参照グラフ ] タブを選択して、参照しているオブジェクトを上部のリスト

から選択します。

参照しているオブジェクトをリストから選択すると、選択されたオブジェクトがオブ

ジェクト参照グラフで強調表示されます。

4 オブジェクト参照グラフでオブジェクト ノードの上にマウスを置くと、そのオブジェク 

トに関連付けられたメモリ リークの情報が表示されます。

5 概要ペイン内のナビゲーション フレームをドラッグすると、オブジェクト参照グラフのさ 

まざまな部分にフォーカスを移動できます。

6 リストの [ 参照しているオブジェクト ] を右クリックして、[このオブジェクトによって参

照されるリーク オブジェクトを表示 ] を選択します。デフォルトのソート順序は、オブジェ 

クトを収集した場合に解放できるメモリの量を⽰す [ 参照サイズ （バイト）] です。

オブジェクトがまだ参照されている理由を理解する必要があります。この段階では必

要に応じて、参照を断ち切る場所をコード内で決定できます。
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� [ オブジェクト参照グラフ ] には、オブジェクトと関連するオブジェクト参照がグラフィカル

に表示されます。このグラフには、オブジェクト自体とその下位オブジェクトによって使

用されているメモリや、オブジェクトによって使用されているメモリの割合などの関連情

報と共に各オブジェクトが表示されます。

� 割り当てトレース グラフには、 コード内の実⾏パスがグラフィカルに表⽰されます。これに  

より、オブジェクトが割り当てられたコンテキストを把握できます。

� [ ソース ] ウィンドウには、各オブジェクトに関連するソース コードが表示されます。

コストの⾼いオブジェクト参照について検討し、オブジェクト参照を異なる⽅法で管理する

ことによってアプリケーションを最適化できるかどうかを決定します。

図5-6 DevPartnerメモリ分析 - 割り当てトレース グラフ

詳細な例については、「最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト」（163 ペー

ジ ) を参照してください。ソース コードにアクセスするためのさまざまな方法については、 

「[ ソース ] タブをナビゲートする」（156 ページ ) を参照してください。

オブジェクト参照に関連するソース コードを特定したあと、オブジェクトのレベルを超えて、 

オブジェクトとオブジェクト参照との間の相互関係のレベルでメモリ管理を確認します。以

降では、オブジェクト参照を異なる⽅法で管理することによってアプリケーションのパ

フォーマンスを向上できるかどうかという観点から決定を⾏います。

実⾏パス

ナビゲーション  
フレーム

前に戻る

[割り当てトレース グラフ ] 
タブ

7 変更を⾏うことを決定した場合は、[ 割り当てトレース グラフ ] タブを選択し、オブジェ 

クトを作成してメモリを割り当てた実⾏パスを確認します。

8 [ ソース ] タブをクリックし、オブジェクト リスト内のオブジェクトを選択します。異 

なるオブジェクトを選択すると、ソース コードの参照も変更されます。

9 リスト内のオブジェクトを右クリックし、[ ソースの編集 ] を選択して、Visual Studio エ 

ディタ内に関連するソース コード⾏を表⽰します。

システム オブジェクトでは、編集可能なソース コードはありません。

10 Visual Studioエディタを閉じます。
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オブジェクト参照管理の変更には、より⼩さなオブジェクト、弱い参照、異なるオブジェク

ト参照順序の使用や、抽象化レイヤの数を制限することなどがあります。

Web アプリケーションで拡張性が課題となっている場合、クライアント ／サーバー間の関係

について理解しておくと、サーバーでガベージ コレクションを有効に活用できる可能性があ 

ります。

図5-7 DevPartnerメモリ分析－メソッド リストとコール グラフ

詳細な例については、「最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド」（165ページ )を

参照してください。

クリティカル実⾏パス

[ソース ]
タブ

ナビゲーション  
フレーム

コール シーケンスを
展開または折りたたむ

メソッド  
リスト

サマリに戻る

11 [DevPartnerメモリ分析-メモリ リーク分析セッション ファイル]タブを選択し、  をクリッ   

クして、サマリ ページに戻ります。

[ 最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト ]以外に、[ 最も多くリークし

ているメモリを割り当てるメソッド ] を分析することもできます。

12 サマリ ページから、[ 最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド ] の [ すべて 

の情報を表示 ] を選択します。

メソッド リストに、最も多くリークしているメモリを割り当てたソース メソッドが表  

示されます。

13 メソッド リストでメソッドを選択して、コール グラフを表示します。

14 [ コール グラフ ] ウィンドウで、メソッド ノードまたはメソッド ノード間のライン上に   

マウスを置きます。メソッド ノードとその下位ノードによるリーク サイズを比較します。

クリティカル実⾏パスは、⾦⾊の太線で強調表⽰されます。

15 [+] と [-] のコントロールを使用して、メソッド ノードのコール シーケンスをさまざま  

なレベルに展開または折りたたみます。

16 上部のリストでメソッド名を右クリックして、コンテキスト メニューから [ ソースを表 

示 ] を選択します。

17 リストでメソッド名を右クリックして、[ サマリを表示 ] を選択します。
144     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第 5章 · メモリに関する問題を検出する
セッション ファイルを保存する

メモリ分析データを参照し終わったあと、セッション ファイルを保存できます。

DevPartnerでは、セッション ファイルはアクティブなソリューションの一部として保存され 

ます。これらのファイルは、ソリューション エクスプローラの DevPartner Studio仮想フォル  

ダに表示されます。メモリ分析セッション ファイルには拡張子.dpmemが付きます。

デフォルトでは、セッション ファイルはプロジェクトの出⼒フォルダに保存されます。ファイ 

ル名には、デフォルト フォルダに配置されているファイル名に、連続した番号が自動的に追加 

されます（たとえば、MyApp-TemporaryObjectSnap1.dpmem、MyApp-LeakAnalysisSnap1.dpmem

のようになります）。セッション ファイルをデフォルト フォルダ以外の場所に保存した場合  

は、ユーザーがファイル名と番号を管理する必要があります。

出⼒フォルダがないプロジェクトの場合 （Visual Studio 2005 Web サイト プロジェクトなど    

の場合）、ファイルはプロジェクト フォルダに物理的に保存されます。

コマンド ライン ユーティリティで生成されたセッション ファイルは、プロジェクトのソ   

リューションに自動的には追加されません。外部で生成されたセッション ファイルは、Visual 
Studioに開いたソリューションに手動で追加できます。

この章の残りの部分では、メモリ分析のメモリ リーク、一時オブジェクト、および RAM フッ 

トプリントの各機能の参照情報を示し、各機能について詳細に説明します。

これで、この章の準備、設定、実⾏のセクションは終了です。これで、メモリ分析セッション

実⾏のメカニズムの基礎が理解できました。追加情報については、引き続きこの章の残りの

部分を参照してください。タスクベースの情報については、DevPartnerのオンライン ヘ 

ルプを参照してください。

マネージ Visual Studio アプリケーションにおけるメモリに関する問題

マネージ Visual Studioアプリケーションでは、ガベージ コレクションを含む⾼度なメモリ管  

理環境を利⽤できます。割り当てるメモリを明⽰的に解放するアンマネージ （ネイティブ）

C++とは異なり、メモリを割り当てられたオブジェクトが使⽤されなくなると （より正確に

は、アプリケーションから「アクセス不可能」になると）、そのメモリはガベージ コレクタに 

よって解放されます。

マネージ コード プロジェクトには組込みのメモリ管理機能が備えられているため、多くの開  

発者は、マネージ⾔語では従来のようなメモリ管理に関連する問題は発⽣しなくなったと誤

解しています。しかし、マネージ Visual Studio プログラムにおけるメモリの割り当てや使用 

によっても、パフォーマンスのボトルネックになったりリソース不⾜に陥ったりすることが

あります。

アプリケーションで以下のような現象が発生していないか確認してください。

� 時間がたつにつれてパフォーマンスが低下する。

1 Visual Studioのセッション ファイル ウィンドウを閉じて、セッション ファイルを保存    

します。

2 [OK]をクリックして、デフォルトの名前と場所でファイルを保存します。
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� 実⾏が遅い、または特定の処理を実⾏すると明らかに速度が遅くなる。

� 負荷が高い状態でのパフォーマンスが低い。

� 他のアプリケーションが実⾏されている場合のパフォーマンスが低い。

これらのいずれの現象も、アプリケーションにパフォーマンスの問題が発生していることを

示しています。問題がメモリの使用に関連しているかどうかをよりよく把握するために、以

下の質問のリストを参照してください。

� プログラムで特定の機能を実⾏する前に、いくつかのアプリケーション クラスをロード 

する必要があり、各アプリケーション クラスでメモリを使用する場合

� プログラムでは、現在のタスクの実⾏に関連したクラスのみをロードしていますか。

� アプリケーションで特定のクラスのインスタンスをいくつ作成しますか。それらはす

べて必要ですか。

� オブジェクトを割り当てたときに、パフォーマンスの問題を発生させる可能性があるメモ

リの使⽤も⾏われる場合

� プログラムでオブジェクトが必要以上に割り当てられているか、または効率的に割り

当てられているかを把握していますか。

� プログラムで割り当てられたオブジェクトは、ガベージ コレクタによってクリアされ 

ていますか。

� オブジェクトは想定どおりに収集されていますか。あるいは使⽤後も⻑時間オブジェ

クトがメモリに残っていますか。

メモリ分析の機能

DevPartnerメモリ分析機能には、マネージ アプリケーションにおけるメモリの使用に関する 

包括的なビューが備えられています。DevPartnerには、3種類のメモリ分析機能が用意されて

います。これらは、メモリに関する各種の問題を特定する場合に役⽴ちます。使⽤する分析

のタイプにかかわらず、すべてのタイプの分析には以下の機能が含まれています。

� リアルタイム グラフ－実⾏中のアプリケーション内での、メモリ使⽤状況のライブ ビューが  

表示されます。このビューは、セッション コントロール ウィンドウに表示されます。アプリ  

ケーション コード（プロファイルされているコード )、システム、およびその他のアプリ 

ケーション コード（除外されているコード）によってどの程度のメモリが使⽤されている 

か、マネージ ヒープ⽤に予約されているメモリと⽐較して、どの程度のメモリが消費され 

ているかを確認できます。

� クラスの動的なリスト－プロファイルされているクラスのリストがアプリケーション実⾏

中にリアルタイムに更新されます。このリストには、割り当てられたオブジェクトの数

と、各クラスが使⽤するバイト数がアプリケーション実⾏中に表⽰されます。

� 詳細ヒープ ビュー－プログラム実⾏中、いつでもマネージ ヒープの詳細なビューのスナッ  

プショットをキャプチャできます。 

プロパティとオプションを設定する

メモリ分析セッションを開始する前に、データ収集を微調整して、特定のタイプの情報を含

めるか、または除外することをお勧めします。ソリューション プロパティ、プロジェクト プ  

ロパティ、および DevPartnerオプションを使用して、分析セッションをより目的に適したも

のにします。
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ソリューション プロパティ

メモリ分析に影響を与えるソリューション レベルのプロパティを表示するには、ソリュー 

ション エクスプローラでソリューションを選択し、[F4] キーを押して、[ プロパティ ] ウィン 

ドウを表示します。

図5-8 ソリューション プロパティ

以下のソリューション プロパティがメモリ分析に影響を与える可能性があります。

� .NETから収集－[False]に設定されている場合でも、メモリ分析を有効にしてマネージ アプ 

リケーションを実⾏すると、このプロパティは上書きされます。メモリ分析では、常にマ

ネージ アプリケーションからデータが収集されます。

� スタートアップ プロジェクト－ソリューションに複数のプロジェクトが含まれている場合 

は、スタートアップ プロジェクトを変更できます。スタートアップ プロジェクトのプロ  

ジェクト プロパティによって、セッション内のすべてのアクティブなプロジェクトの 

データ収集が制御されます。

ソリューションには、スタートアップ プロジェクトを含める必要があります。ソリューション 

に複数のスタートアップ プロジェクトが含まれている場合は、分析の開始前に、セッションで 

使用するスタートアップ プロジェクトを選択するように求めるプロンプトが表示されます。

このプロンプト ダイアログには、ソリューション プロパティの [共通プロパティ ] > [ スタート    

アップ プロジェクト ]ページにある [アクション ]が [開始 ]に設定されているプロジェクトだけ 

が表示されます。目的のスタートアップ プロジェクトがプロンプト ダイアログに表示されない  

場合は、ソリューション プロパティ ページを開き、該当プロジェクトの [ アクション ] を [ 開  

始 ] に設定します。後続のセッションに新しいスタートアップ プロジェクトを選択する場合 

は、新しいスタートアップ プロジェクトのプロパティを⾒直して、データ収集オプションが 

正しいことを確認してください。

プロジェクト プロパティ

プロジェクト レベルのプロパティを参照するには、ソリューション エクスプローラでプロジェ  

クトを選択して、ソリューション内のプロジェクトに設定可能なプロパティを参照します。
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ここでの変更は、カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマンス分析、およびパフォーマン

ス エキスパートに影響を与えます。

図5-9 プロジェクト プロパティ

メモリ分析に影響を与えるプロジェクトレベルのプロパティは、以下のとおりです。

� システム オブジェクトの追跡－このプロパティを [False] に設定すると、メモリ分析セッ   

ションでの割り当てオブジェクトの追跡時に、システムまたはサードパーティ製オブジェ

クトの割り当てが無視されます。 

デフォルトの状態は [True] になっています。この場合は、システム リソースまたはその 

他のプロファイルされていないリソースによって⾏われたメモリの割り当てを確認でき

ます。

オプション

メモリ分析セッションに対するDevPartnerのオプション設定を確認するには、[DevPartner] > 
[オプション ] > [分析 ]を選択します。

図5-10 分析オプション

� 精度－小数点以下第 1、2、3、4 位から選択できます。

� 単位－選択肢には、[ バイト ]、[KB]、[MB] があります。
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� [ セッション コントロール ファイル ] オプションを使用すると、アプリケーションやモ  

ジュールの実⾏時に DevPartner によって収集されるデータを制御するためのルールとア

クションのセットを作成できます。セッション コントロール ファイルの詳細については、  

「Visual Studio 内でセッション コントロール ファイルを作成する」（301 ページ ) を参照   

してください。

[環境 ] > [フォントと色 ]などのその他のVisual Studioオプションも、DevPartnerの機能に影響を   

与えます。

メモリ分析セッションを開始する

デバッグあり、またはデバッグなしでメモリ分析セッションを実⾏できます。[DevPartner]メ

ニューからメモリ分析セッションを開始する場合は、デバッグなしのオプションのみを選択

できます。プロジェクトまたはソリューションを開いたあと、メモリ分析アイコンの右側で、

デバッグあり、またはデバッグなしでのセッションの開始を選択できます。

図5-11 デバッグありまたはデバッグなしでの開始を選択するためのメモリ分析アイコンのオプション

分析結果を理解しやすく、パフォーマンスにも優れているため、メモリ分析のデフォルト設

定は [デバッグを実⾏せずにメモリ分析を選択して開始 ]になっています。コードにブレーク ポイン 

トを設定して、[ メモリ分析を選択して開始 ] （デバッグあり）を指定すると、コードの特定のセ

クションのパフォーマンスのみを分析できます。

ブレーク ポイントを設定する代わりに、SessionControl.txtファイルまたはセッション コン  

トロール APIを使⽤してプログラム実⾏中にメモリ分析アクションを実⾏し、コードの特定
のセクションのパフォーマンスのみを分析することもできます。セッション コントロール 

ファイルの詳細については、「Visual Studio 内でセッション コントロール ファイルを作成す   

る」（301ページ ) を参照してください。

メモリ分析のセッション コントロール ウィンドウを使用する

新しいメモリ分析セッションを開始すると、セッション コントロール ウィンドウが開きま  

す。セッション コントロール ウィンドウの各タブは、分析可能なメモリに関する問題の各タ  

イプであるメモリ リーク、一時オブジェクト、RAM フットプリントに対応しています。各 

タブには、リアルタイム グラフのビュー、動的に更新されるクラス リスト、およびいくつか  

のセッション コントロールが含まれています。これらのセッション コントロールを使用する  

と、データの収集や、ガベージ コレクションなどのその他のメモリに関するイベントを制御 

できます。クラス リストに示されるデータや使用可能なセッション コントロールは、選択し  

たタブごとに若⼲異なります。
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図5-12 DevPartnerメモリ分析セッション コントロール ウィンドウ

リアルタイム グラフのパターン

セッションを開始したときにリアルタイムのグラフを観察します。アプリケーションの実⾏

中にグラフに表⽰されるパターンを⾒ると、アプリケーションがどのようにメモリを使⽤し

ているかの初期的な診断が可能になります。メモリに関する問題は、それぞれの種類によっ

て特徴のあるパターンを⽰すため、リアルタイムグラフを⾒ると、問題の存在や性質を知る

⼿がかりを得ることができます。これによって、どのような種類のメモリ分析を実⾏すべき

かを決定できます。

� 急激に上昇しているパターンのうち、ベースラインに戻らないか、予期されたようにガ

ベージ コレクションに応答しないものは、メモリのリークを示している可能性がありま 

す。メモリ リーク分析を実⾏してください。

� ベースラインに戻らないパターンのうち、メモリの使用が定期的に上昇しているものは、

アプリケーションの実⾏中に多くのオブジェクトが作成されていることを⽰します。⼀時

オブジェクト分析を実⾏してください。

� アプリケーションがマネージ ヒープに予約されているシステム メモリのほとんどすべてを  

絶えず消費しており、その量が、ターゲット ユーザーのシステムに予期されているリソー 

スと比較して大きい場合には、アプリケーションの全体的なメモリ フットプリントを削 

減することをお勧めします。このような場合は、RAMフットプリントを実⾏します。

動的クラス リスト

クラス リストには、プロファイルされているクラスのうち、ほとんどのメモリを消費してい 

る上位 20 のクラスが示されます。リストは、メモリ分析を有効にしてアプリケーションを実

⾏している間、動的に更新されます。クラス リストを使用して、どのクラスがメモリ消費の 

増加またはオブジェクト作成の増加に関連しているかを観察します。リストはリアル タイム 

で更新されるため、アプリケーションの実⾏中に、問題を引き起こしている領域を特定でき

る可能性があります。
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クラス リストで使用可能なカラムは以下の通りです。データを示すカラムは、DevPartner分 

析表示オプションで設定したオプションに応じて、バイト、キロバイト、またはメガバイトの

単位で表示されます。

� クラス リストのソート順序を変更するには、[上位20 クラス ]リストのカラム⾒出しを選択 

します。

� ソース コードにアクセス可能なクラスのみをクラス リストに表示するには、リスト内を  

右クリックし、コンテキスト メニューから[ソースのある上位20クラスを表示]を選択します。

[ ソースのある上位 20クラスを表示 ] オプションを使用してクラス リストを表⽰すると、配列 

要素タイプがソース コード内にある場合、配列クラスがリストに表⽰されます。

追跡オブジェクトは、ユーザーが追跡の開始 ／停止をクリックして追跡を開始したあと、再

びクリックして追跡を停止するまでに割り当てられるオブジェクトです。

DevPartnerメモリ分析セッション コントロール ウィンドウ

セッション コントロール ウィンドウでは、データの収集と表示をインタラクティブに制御す  

る方法がいくつかあります。

表5-1. メモリ分析の動的クラス リスト内のカラム⾒出し

カラム 表示データ

クラス名 クラスの名前

名前空間 クラスの名前空間

インスタンスの数 現在メモリに存在するこのクラスのオブジェクト数

サイズ （バイト） このクラスのインスタンスによって使⽤されるメモリの量

一時オブジェクト分析とRAMフットプリント分析でのデフォルトの

ソート

追跡されたインスタンスの

数 （メモリ リーク分析のみ 

で表示）

現在メモリに存在するこのクラスの追跡オブジェクト数

メモリ リーク分析でのデフォルトのソート

追跡されたサイズ （単位） 

（メモリ リーク分析のみで 

表示）

現在メモリに存在するこのクラスの追跡オブジェクトすべてによっ

て使⽤されているメモリ量

表5-2. メモリ分析のセッション コントロール ウィンドウの機能

セッション  
コントロール 説明

プロセス タブ付き領域の右上にあるプロセスのリストを使⽤して、監視するプロセ

スを選択します。プロファイル対象として設定されたプロセスの実⾏が新

たに開始されると、そのプロセスがリストに追加されます。デフォルトの

選択は、開始プロセスです。

追跡の開始／停止  

（メモリ リークのみ）

メモリ割り当ての追跡を開始または停⽌し（切り替え）ます。このボタンを

クリックすると、グラフの色が変化し、追跡の対象となっている部分が示

されます。
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セッション結果の表示

アプリケーションの実⾏中に、該当する [ 表示 ] ボタンをクリックすると、メモリの使用状況

のスナップショットをキャプチャできます。これによって、メモリの使用状況データを含む

セッション ファイルが作成されます。アプリケーションの実⾏中は、必要なだけの数のセッ 

ション ファイルを作成できます。スナップショットをキャプチャしても、データ収集は停止 

されません。

未保存のセッション ファイルは、作成されたあとに自動的に Visual Studio で開かれます。こ  

れらのファイルを保存すると、すべてのセッション ファイルはアクティブなソリューション 

の一部となります。これらのファイルは、[ ソリューション エクスプローラ ] ペインの 

DevPartner Studio仮想フォルダに表示されます。

セッション ファイルは最初は結果サマリの形式で表示されます。結果サマリを使用すると、 

セッション データにドリルダウンし、ソース コード内の問題の領域を特定できます。

セッション ファイル統合

アプリケーションの実⾏が停⽌されると、メモリ分析セッションの結果がVisual Studio の 

セッション ウィンドウに表示されます。収集されたデータは、拡張子が.dpmemのメモリ分析 

セッション ファイルに保存されます。

メモリをすべてクリア

 

（一時オブジェクト 

のみ）

この時点までに収集したメモリ データをすべてクリアします。ガベージ 

コレクションには影響を与えません。

ガべージ コレクション 

を実⾏

アクティブなプロセスでガベージ コレクションを強制的に実⾏します。

表示を中止 表⽰を停⽌します （切り替えます）が、データの収集は停⽌しません。こ

のボタンを再びクリックすると、現在のメモリの使用状況を示すグラフ表

示が再描画されます。

表5-3. メモリ分析のセッション結果の表示のスナップショット コマンド

スナップショット  
コマンド 説明

メモリ リークを表示 アクティブなプロセスでガベージ コレクションを実⾏し、メモリ リー  

ク データの詳細を示すセッション ファイルを開きます。

一時オブジェクトを表示 詳細な一時オブジェクト データを表示するセッション ファイルを作  

成します。アクティブなプロセスに対してガベージ コレクションは実 

⾏されません。

RAMフットプリントを 

表示

ガベージ コレクションを実⾏し、RAM フットプリント データの詳細  

を示すセッション ファイルを開きます。

表5-2. メモリ分析のセッション コントロール ウィンドウの機能

セッション  
コントロール 説明
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セッション ファイルは、DevPartner Studioフォルダに自動的に追加されます。このフォルダ  

は、アクティブなソリューションのソリューション エクスプローラで表示できます。既存の 

メモリ分析セッション ファイルを参照するには、ソリューション エクスプローラでファイルを  

ダブルクリックします。

開発環境内で、セッション ウィンドウを使用して結果を分析できます。データにドリルダウン 

してオブジェクト参照やオブジェクトを割り当てたメソッドのコール関係を確認し、特定の

メソッドのソース コードに移動して、任意のメソッドのソース コードを Visual Studioで開い   

て編集します。

オブジェクト参照グラフを使用する

メモリに残っているオブジェクトを分析するときは、これらのオブジェクトがガベージ コレ 

クタによって収集されない原因を理解する必要があります。オブジェクト参照グラフは、選

択されているオブジェクトと、そのオブジェクトをアクティブに保っているガベージ コレク 

ション ルート間のオブジェクトの完全なチェーンを示します。

オブジェクト参照グラフには、すべての参照元オブジェクトが表示されるのではなく、ガベー

ジ コレクション ルートを指している参照元オブジェクトのみが表示されます。完全な詳細を  

示すため、オブジェクト参照パス内のオブジェクトのうち、ガベージ コレクション ルートの  

最短パスにないものでも表示される場合があります。

図5-13 メモリ分析のオブジェクト参照グラフ

オブジェクト参照グラフは、オブジェクト リストでオブジェクトを選択したときに自動的に 

再描画されます。

オブジェクト参照グラフは2 つのフレームで構成されています。

� 左のフレームには、オブジェクト参照グラフの概要ペインが表示されます。概要ペインに

はナビゲーション フレームが含まれています。これを使⽤すると、⼤きいグラフの各領 

域をすばやく検索して表⽰できます。

� 右のフレームには、[オブジェクト リスト]で選択したオブジェクトのオブジェクト参照関 

係が表示されます。
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⻩⾊で強調表⽰されているノードは、選択されているオブジェクトを表します。ノード上の

数値データは、コンテキストによって、リークしているサイズか参照されているサイズを示

します。オブジェクト参照パスは、参照の順番を表す矢印付きの線で示されます。接続線上

のラベルは、参照を保持しているメンバー変数を示します。

コール グラフを使⽤して実⾏パスを特定する

コール グラフは、以下の 2つのフレームで構成されます。

� 左側のフレームには、コール グラフの概要ペインが表示されます。これは、大きいグラ 

フ内を移動する場合に役⽴ちます。概要内のナビゲーション フレームを移動すると、右側 

のフレーム内のビューが動的に変化します。

� 右側のフレームには、コール グラフが表示されます。メソッドはノードとして示されま 

す。ノード間のリンクは呼び出し関係を表します。ノードを拡張すると、プログラムの実

⾏順が表⽰されます。

図5-14 メモリ分析のコール グラフ

コール グラフは、左から右に表記されます。コール グラフに最初に示される最初のノードは  

基本ノードです。これは、[ メソッド リスト ] 内で選択されているメソッドを表します。選択 

されているノードの左にあるノードは、上位ノード、右にあるノードは下位ノードと呼ばれ

ます。ノードの上半分はノード名を示します。

ノードの上半分には、そのノードによって表示されている関数またはメソッドの名前である、

ノード名が表⽰されます。ノード値の下半分には、ノードに関連付けられた⽐率値である、

ノード値が表示されます。この値は、ノード （およびその下位ノードすべて）によって使用

されている合計メモリのうち、そのノードが使用しているメモリの割合を示します。

ノードの左右にある小さな四角形は、リンクと呼ばれます。エッジは、メソッド コールまた 

はメソッドの呼び出しを表します。ノードを結び付けている線上の割合はリンク値と呼ばれ、

リンクに関連付けられている割合の値を示します。リンク値は、上位ノードによって使用さ

れている合計メモリのうち、その下位ノード （さらにその下位のノード）が使用している割

合を示します。
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上位／下位ノードが関連付けられていないノードは、「終端ノード」と呼ばれます。終端ノー

ドは、メソッド コールの順序の開始または終了にある、実⾏パスの先端を表します。

一時オブジェクトのメソッド名のリストと、それに関連付けられたコール グラフを表示する 

には、[最も多くのメモリを割り当てるエントリ ポイント ] グラフまたは [最も多くのメモリを使用す 

るメソッド ] グラフの [完全な詳細の表示 ] をクリックします。

メソッド名のリストとそれに関連付けられたコール グラフが表示されると、メソッド名リス 

トでメソッドを選択して、そのコール グラフを表示することができます。メソッドのソース 

コードを表示するには、メソッドを表すノードを選択し、[ コール グラフ ] ウィンドウの一番 

下にある [ソース ] タブをクリックします。

クリティカル パス

DevPartnerでは、コール グラフを表示すると、選択したメソッドとそのすべての下位メソッ 

ドに関するクリティカル パスが自動的に計算されます。クリティカル パスは、最⼤の累積メ  

モリを割り当てた下位メソッド コールのシーケンスです。クリティカル パスは、⾦⾊の太線  

で強調表示されます。

割り当てトレース グラフを使用する

割り当てトレース グラフには、メモリを割り当てたメソッド コールが示されます。割り当て  

トレース グラフは、RAM フットプリント セッション ファイルとメモリ リーク セッション    

ファイルで使用できます。これは、オブジェクト リストのあるどのビューでも表示できます。

図5-15 メモリ分析の割り当てトレース グラフ

オブジェクト リストおよび関連する割り当てトレース グラフを表示するには、以下のいずれ  

かの操作を実⾏します。

� メモリ分析結果サマリで、[ 最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト ]（メ
モリ リーク）または [ 最も多く割り当てられたメモリを参照するオブジェクト ] （RAM 
フットプリント）の下にある [完全な詳細の表示 ] をクリックします。

� メモリ分析結果サマリの [最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド ]（メモリ

リーク）または [ 最も多くのメモリを割り当てるメソッド ]（RAM フットプリント）ビュー

からドリルダウンします。
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オブジェクトの割り当てトレース グラフを表⽰するには、以下のいずれかの操作を実⾏します。

� [ オブジェクト リスト ] 内のオブジェクトを選択し、セッション ファイル ウィンドウの下   

部にある [ 割り当てトレース グラフ ] タブをクリックします。

� オブジェクト リスト内のオブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューの [割り当   

てトレース グラフの表示 ] を選択します。

選択したオブジェクトの割り当てトレース グラフが再描画されます。

割り当てトレース グラフ内のノードのソース コードを表示して編集するには、ノードを右ク  

リックし、コンテキスト メニューの [ ソースの編集 ] を選択します。

ソース コードを表示および編集する

[ ソース ] タブを選択すると、プロファイルされているアプリケーションのソース コードが表 

示されます。

[ ソース ] タブ ビューには、DevPartnerメモリ分析セッション ウィンドウの数多くのポイント  

から、コンテキスト メニューを経由して、またはセッション ウィンドウの一番下にある [ ソー  

ス ] タブをクリックすることによってアクセスできます。[ ソース ] タブには、ソース コードの 

他に、ソース コードの各⾏に関するデータが含まれています。[ ソース ] タブに表示されるデー 

タは、実⾏するメモリ分析のタイプと、データ カラム表⽰の選択によって異なります。

ソース コードに関するデータを表示するだけでなく、Visual Studio エディタ内のソース コー   

ドに直接移動することもできます。移動するには、DevPartner メモリ分析コンテキスト メ 

ニューのいずれかから [ ソースの編集 ] を選択します。ソース ファイルが開き、[ ソースを編集 ] 
コマンドの実⾏元である、[ ソース ] タブ内のオブジェクト ノード、メソッド ノード、または  

コードの⾏に対応する⾏を編集できるようになります。

メモ： ソース コードが表示されなかったり文字化けしている場合、ソース ファイルのエン  

コードが正しく認識されていない可能性があります。エンコードがわかっている場合

は、ソース ペインを右クリックし、コンテキスト メニューから [ エンコード ...] を選択  

します。ダイアログで正しいエンコードを選択し、[OK] をクリックしてソース ファ 

イルを表示してください。このコンテキスト メニューから、他のソース コードに切  

り替えることもできます。

[ ソース ] タブは、アプリケーション ソース コードのビューで構成され、アプリケーションが  

使用するソース メソッドに関する情報のデータ カラムが含まれています。表示されるデータ  

カラムは、[ ソース ] タブのコンテキストに合わせてカスタマイズされています。メモリ リー 

ク分析、一時オブジェクト分析、RAMフットプリント分析の各セッションには、異なるセッ
トのデータ カラムが用意されています。

[ソース ]タブをナビゲートする

セッション ウィンドウのオブジェクトやメソッド（ソース コードがあるもの）から、[ソース ]  
タブ上のソース コードの関連する⾏に直接移動できます。

� メモリ リーク、RAM フットプリント、一時オブジェクトの結果サマリからは、[ すべての 

情報を表示 ] をクリックしてセッション データにドリルダウンできます。

� セッション ウィンドウで、ウィンドウの下部にある [ ソース ] タブをクリックします。
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ソース コードを表示する

以下の方法を使用して、メモリ分析で関連するソース コードを表示します。

ソース コードを編集する

以下の方法を使用して、メモリ分析で関連するソース コードを編集します。

[ソース ]タブのデータ カラムをカスタマイズする

� [ ソース ] タブに表示されるデータ カラムを変更するには、カラム⾒出しを右クリックし、 
[項目の選択 ] を使用します。[ ソース ] タブのカラムをソートすることはできません。

ソース ファイルを変更する

� [ソース]タブのタイトル バーを右クリックし、 [他のソース ファイルの選択]を使用して別の   

ソース ファイルを選択します。これによって、ソース ファイルの新しいマッピングが作  

成されます。その他のソース パスには影響しません。

表5-4. ソース コードを表示する

ビューまたはグラフ ソース コードを表示する

オブジェクト ビュー オブジェクト リスト内のオブジェクトを選択して、 

[ソース ]タブをクリックします。

オブジェクト参照グラフまたは割り当て

トレース グラフ

オブジェクト ノードを右クリックし、コンテキスト メ  

ニューの [ ソースを表示 ] を選択します。

メソッド ビュー メソッド リスト内のメソッドを選択して、[ソース ]タブを 

クリックします。

コール グラフ コール グラフ内のメソッド ノードを右クリックし、コン  

テキスト メニューの [ ソースを表示 ] を選択します。

表5-5. ソース コードを編集する

グラフまたはリスト ソース コードを編集する

オブジェクト参照グラフまたは割り当て

トレース グラフ

オブジェクト ノードを右クリックし、コンテキスト メ  

ニューの [ソースの編集 ]を選択します。Visual Studioで 

ソース ファイルが開き、編集できるようになります。

コール グラフ、オブジェクト リスト、 

またはメソッド リスト

オブジェクト リストやメソッド リスト内のメソッドを右  

クリックするか、またはコール グラフ内のノードを右ク 

リックして、コンテキスト メニューの [ソースの編集 ]を 

選択します。Visual Studioでソース ファイルが開き、編  

集できるようになります。
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メモリに関する問題を特定する

以下のシナリオを考えてみます。

品質保証 （QA）チームが⾏った最初のテストの結果では、新しいマネージ アプリケーション 

は想定どおりの動作をしていました。しかし、その後のテストで QAが⻑時間のテストを実⾏
した結果、アプリケーションを⻑時間実⾏するほどパフォーマンスが低下することが判明し

ました。

これは、想定していなかった動作です。最初にアプリケーションのどの部分を調査すればよ

いでしょうか。また、問題を発⾒したあと、どのように修正すればよいでしょうか。

アプリケーション内の問題を発⾒するには、DevPartnerメモリ分析を有効にしてアプリケー

ションを実⾏します。メモリに関する問題がその時点で発⽣していなくても、DevPartnerを

使用することは有益です。開発プロセスの日常的な作業として、アプリケーションにおける

メモリの使用状況をDevPartnerでテストしてください。

DevPartnerを使用すると、アプリケーションにおけるメモリ リソースの使用状況を迅速に把 

握でき、現在発生している問題点や、問題である可能性がある点を明確化できます。

デバッグなしでメモリ分析セッションを開始したあと、セッション コントロール ウィンドウを  

使用して、プログラムにおけるメモリの使用状況を観察します。

リアルタイム グラフには、メモリの使用状況がビジュアルに表示されます。クラス リストは、  

プログラム実⾏中に動的に更新されて、最もメモリを使⽤しているクラスが表⽰されます。ク

ラス リストを右クリックすると、上位20 クラスとソースのある上位20 クラスを切り替えること 

ができます。

ユーザー インターフェイスのセッション コントロール ボタンを使用すると、マネージ ヒープ    

のスナップショットを取ることができ、詳細な分析に使用できます。

メモリ分析セッションを実⾏する場合、以下の重要な3つの潜在的問題点のいずれかを選択し

て調査できます。

� メモリ リーク

� 一時オブジェクトの作成

� 全体的な RAM フットプリント

最初に、アプリケーションで発⽣している現象に応じた、適切なメモリ分析機能を選択しま

す。最終的には、3つすべてのタイプのメモリ分析を有効にしてアプリケーションを実⾏する
こともあります。分析によって問題が⾒つからない場合でも、徹底的に分析することによっ

て、プログラムにおけるメモリ リソースの使⽤状況をよりよく理解できるようになります。

表5-6. 現象と分析ツール

現象 分析ツール

時間と共にパフォーマンスが低下して、再起動すると回復す

る。アプリケーションを再起動するとパフォーマンスが改善さ

れるが、時間がたつと再び低下する。

メモリ リーク

拡張性の問題、一時的にパフォーマンスが低下する。 一時オブジェクト

メモリ リーク

パフォーマンスが低く、アプリケーションを再起動しても改善

されない。

RAMフットプリント

一時オブジェクト
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メモリ分析セッションを実⾏する

どのメモリ分析セッションを実⾏した場合でも、セッション コントロール ウィンドウには最  

初にリアルタイム グラフが表示されます。リアルタイム グラフには、アプリケーションにお  

けるメモリ リソースの使⽤状況がビジュアルに表⽰されます。アプリケーションの実⾏中に、 
グラフのパターンを観察します。メモリ使用シナリオは、それぞれの種類によって特徴のあ

るパターンを示すため、リアルタイム グラフを⾒ると、問題の存在や性質を知るための最初 

の手がかりを得ることができます。

ヒント： アプリケーション実⾏中のリアルタイム グラフの形状に注目してください。多くの  

場合、グラフのパターンを観察して解釈することによって、メモリに関する問題を即座に診

断できます。

図5-16 メモリ分析セッション コントロール ウィンドウのリアルタイム グラフ

たとえば、図5-16 のようにグラフが徐々に上昇し、ベースラインに戻らないパターンである

場合は、アプリケーションでメモリがリークしている可能性があります。QAチームが発⾒し
たアプリケーションが徐々に遅くなるという問題は、メモリ リークが発生していると考える 

と整合性がありますが、リアルタイム グラフを観察することによってこの診断を確定できます。

グラフがベースラインに戻る場合で、メモリ使⽤量が定期的に急増している場合は、アプリ

ケーション実⾏中にオブジェクトが数多く作成されています。このようなアプリケーション

では、割り当てられたメモリは確かに解放されていますが、負荷が高い状態での拡張性に問

題がある可能性があります。

ユーザーや⼊⼒が増加するにつれて動作が遅くなるアプリケーションには、拡張性の問題が

ある可能性があります。ここでも、リアルタイム グラフは問題の性質を示しており、リアル 

タイム グラフを観察することで即座に正しい診断が可能になります。

一定のパターンが存在しないときでも、リアルタイムのグラフから重要な情報がもたらされ

ることがあります。たとえば、アプリケーションがマネージ ヒープに割り当てられているメ 

モリのほとんどすべてを絶えず消費しており、その量が、ターゲット ユーザーのシステムに 

予期されているリソースと比較して大きい場合には、アプリケーションの全体的なメモリ

フットプリントを削減することをお勧めします。この章の次のセクションでは、これらのケー

スの詳細とアプリケーションのパフォーマンスに与える影響について説明します。

メモリ リークを検出する

アプリケーションで使⽤されるメモリの量は、アプリケーション プラットフォームのパ 

フォーマンスに⼤きな影響を与えます。割り当てられるメモリの量が多いほど、アプリケー

ションの実⾏速度が遅くなり、拡張性も低くなります。

メモリ リーク （再利⽤されないメモリの割り当て）によって、アプリケーションのRAM フッ 

トプリントが大きく増加する可能性があります。自動ガベージ コレクションによって、作成 

したオブジェクトを明示的に解放する必要がなくなるため、従来の C++で発生したようなメ
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モリ「リーク」はなくなりますが、プログラムでオブジェクトへの参照を保持したまま再利

用しない状態は発生します。

オブジェクトへの参照が存在するかぎり、参照されるオブジェクトはガベージ コレクタに 

よってライブ オブジェクトであるとみなされます。ライブ オブジェクトのメモリは収集され  

ません。この状態は、C++におけるメモリ リークと同様に好ましくありません。このような 

参照は追跡することが難しいことがあるため、メモリ分析が役⽴ちます。

メモリ リーク分析を検討してください。

メモリ リーク分析セッションを実⾏する

準備、設定、実⾏セクション「すぐにメモリ分析を使用する」（136ページ ) にも、メモリ リー 

ク機能を使用する手順が説明されています。以下に、このプロセスを簡単にまとめます。

メモリ リーク機能を使用してメモリ リークを特定する

1 メモリ分析を有効にした状態でアプリケーションを起動します。セッション コントロール 

ウィンドウの [メモリ リーク ] タブを使用します。

2 プログラムの関連機能を実⾏して、初期化を強制的に完了します。アプリケーションの

ウォームアップを実⾏することによって、分析から初期化時のメモリ割り当てが除外され

ます。

3 追跡の開始／停止をクリックして、新たに割り当てられるオブジェクトのみの追跡を開始

します。

4 テストするプログラム機能を実⾏します。

5 ガべージ コレクションを実⾏をクリックして、アクティブなプロセスに対してガベージ コ  

レクションを実⾏します。

6 再度追跡の開始／停止をクリックして、追跡期間を終了し、以降の新規メモリ割り当てを

除外します。

7 クラス リスト内の [ 追跡されたインスタンスの数 ] カラムと [ 追跡されたサイズ ] カラムを 

チェックします。オブジェクトが割り当てられているにもかかわらず、収集されていない

場合は、[ メモリ リークを表示 ] をクリックし、ガベージ コレクション後に残っている追跡  

オブジェクトを示すマネージ ヒープのビューをキャプチャします。

[ メモリ リークを表示 ]は、追跡の開始 /停止を最初にクリックしたあとで表示されます。

DevPartnerには、マネージ ヒープの状態を示すスナップショットが表示されます。このデー 

タはメモリ リーク結果サマリとして表示されます。結果サマリ ページからは、メモリ使用状況  

データへのドリルダウン、問題の特定、およびソース コード内の問題のメソッドの検索がで 

きます。

メモ： DevPartnerがメモリ リーク セッションまたはRAMフットプリント セッションで   

ほとんどのガベージ コレクション ルートを適切に特定できるようにするには、デ  

バッグを実⾏せずにメモリ分析を選択して開始するようにしてください。[ メモリ分

析を選択して開始 ] （デバッグあり）を有効にした状態で起動したアプリケーション

のメモリ リーク データやRAMフットプリント データを収集しようとすると、すべ   

てのガベージ コレクション ルートが「識別できないGC ルート」としてセッション  

データに表示されます。
160     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第 5章 · メモリに関する問題を検出する
メモリ リーク分析結果を理解する

DevPartner メモリ リーク分析では、メモリ リークは、特定の期間にマネージ ヒープに割り   

当てられたオブジェクトであり、メモリ データを収集したときに解放されていないオブジェ 

クトとして定義されます。メモリ リーク分析は、アプリケーション内で、解放されている必 

要があるメモリが保持されている場所を明確化する場合に役⽴ちます。この情報を使⽤して、

このメモリが解放されるようにするためにコードをどのように変更するかを決定します。

メモリ リークを発⾒するには、DevPartner メモリ リーク分析機能を有効にしてアプリケー  

ションを実⾏し、以前に割り当てられたオブジェクトが解放されるようにアプリケーションを

実⾏します。

オブジェクトが解放されるはずであるにもかかわず、ガベージ コレクションを実⾏してもメ 

モリ使⽤量が継続的に増加して減少しない場合 （または想定どおりに減少しない場合）、アプ

リケーションでメモリ リークが発生している可能性があります。

たとえば、図5-17 を参照してください。この図のリアルタイム グラフでは、メモリの使⽤量 

が増加して、ガベージ コレクション後もベースラインに戻らない状態が示されています。ア 

プリケーションに属しているクラスの [ 追跡されたインスタンスの数 ] カラムを確認すると、

ガベージ コレクションによって収集されていない追跡オブジェクトがいくつかあることがわ 

かります。セッション コントロール ウィンドウの [ 追跡されたインスタンスの数 ] カラムで、  

収集されていないインスタンスの数を確認します。

図5-17 セッション コントロール ウィンドウのデータ表示

DevPartner によってリークの可能性が指摘されたら、DevPartner によって作成されるメモリ

リーク結果サマリ （セッション ファイル）を使用して、リークしている場所を特定して、修正 

します。メモリ リーク分析結果サマリには、データにドリルダウンする以下の方法が用意さ 

れています。

� 最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト

� 最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド
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各グラフには、リークしているメモリに関連している上位 5つのオブジェクトまたはメソッド

が表示されます。上位 5 つのオブジェクトまたはメソッドの詳細を確認するには、グラフの

[ すべての情報を表示 ] をクリックします。

図5-18 [メモリリークを表示 ] をクリックすると表示される結果サマリ

調査の開始点は、解決する必要がある問題や、問題に対して使⽤するアプローチに応じて異

なります。例：

� 一部の特定のオブジェクトでリークが発生していることに気付いた場合は、[ 最も多くリー

クしているメモリを参照するオブジェクト ] グラフを使用して、リークしているオブジェク

トがどのオブジェクトによって保持されているかをすばやく確認できます。

� 割り当てを⾏うメソッドのソース コードをよく理解しており、ソース コードを調査する  

ことによってリークしているオブジェクトをクリアする必要があるかどうかを判断でき

る場合は、[ 最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド ] グラフから開始でき

ます。

オブジェクトのグラフとメソッドのグラフのいずれからでも、データを異なる観点から⽰す

ビューにすばやく切り替えることができます。

[ 最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト ] のすべての情報を表示している場

合は、以下のビューを選択できます。

� オブジェクト参照グラフ

� 割り当てトレース グラフ

� ソース

[ 最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド ] のすべての情報を表示している場合

は、以下のビューを選択できます。

� コール グラフ

� ソース

以下の例では、開始点として [ 最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト ] を使

用しています。
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最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト

以下の例は、⼀部のオブジェクトによってメモリ リークが発生しているケースについて示し 

ています。また、この例では、問題を診断するための他のアプローチについても説明します。

ガベージ コレクタでは、あるオブジェクトへの参照が少なくとも1 つ存在している場合、そ 

のオブジェクトはクリアできません。アプリケーションを実⾏すると、オブジェクトが作成

されます。⼀部のオブジェクトは、プログラムの実⾏期間全体にわたって必要です。これら

は永続オブジェクト、またはロング ライブ オブジェクトと呼ばれます。ただし、ほとんどの  

オブジェクトは、他のオブジェクトによって参照されなくなった場合にガベージ コレクション 

の対象となる必要があります。

図5-19 最も多くリークしているメモリを参照しているオブジェクト

図5-19のグラフには、最も多くリークしているメモリへの参照を保持する上位5つのオブジェ

クトが示されています。これらのオブジェクトが原因で、リークしているオブジェクトが解

放されなくなっています。最大のメモリがリークしている参照元オブジェクトがグラフの一

番上に表示されています。データによって、特定のオブジェクトによってメモリ リークが発 

生していることがわかります。このグラフを開始点として使用してセッション データにドリ 

ルダウンし、メモリ リークの発生場所を特定します。

[ すべての情報を表示 ] （棒グラフの下、図5-20 （163ページ）を参照）をクリックすると、リー

クしているメモリを参照するオブジェクトの詳細が表示されます。

この表示の上部のパネルには、リークしているメモリを参照するすべてのオブジェクトのリ

ストが表示されます （図5-20の図を参照）。このリストには、元の棒グラフに表示されていた

上位 5つのオブジェクトと、より少量のリークしているメモリを参照するその他のオブジェク
トが含まれています。

図5-20 最も多くリークしているメモリを参照しているオブジェクトのリスト
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デフォルト設定では、オブジェクトは [ リーク サイズ ] （選択されたオブジェクトによって参 

照されているリークしているオブジェクトの合計サイズ）カラムでソートされます。他の任

意のカラムでリストをソートして、データのパターンを確認することもできます。リストの

項目を右クリックして [このオブジェクトによって参照されるリーク オブジェクトを表示 ]を選択す 

ると、実際にリークしているオブジェクトを確認できます。

図5-21 オブジェクトがメモリ内に存在する理由を⽰すオブジェクト参照グラフ

調査対象の参照元オブジェクトを選択します。これらのオブジェクトをメモリに保持してい

る参照のシーケンスについてすばやく理解できるようにすることが重要です。[ オブジェクト

参照グラフ ] タブをクリックして、参照グラフを表示します。オブジェクト参照グラフには、

選択されたオブジェクトがガベージ コレクタによってクリアされなかった理由が表⽰されま 

す。このグラフは、選択されているオブジェクトおよび選択されているオブジェクトをアク

ティブに保っているガベージ コレクション ルート間のオブジェクトのチェーンを示します。

オブジェクトのリストを下にスクロールして、他のオブジェクトを調査します。オブジェク

ト参照グラフには、非常に単純なグラフも非常に複雑なグラフもあります。他のオブジェク

トを調査することによって、小さいオブジェクトに対する数多くの参照が存在する、または

⼤きなオブジェクトに対する少数の参照が存在するなどの状態を⽰す証拠を発⾒できる可能性

があります。目的は、このグラフを使用して、参照元オブジェクトのチェーン内でリークを最

も効率的に除去できるポイントを特定することにあります。

オブジェクト参照グラフに⽰される参照元オブジェクトのチェーンには、さまざまな複雑度

のチェーンがあります。多くの場合、複数の参照元があり、グラフは非常に複雑になります。

概要ペイン内のナビゲーション フレームをドラッグするか、またはノードをクリックして、 

詳細ペイン内に表⽰されるノードを変更します。分析で複雑なグラフが表⽰されたときは、

ノードを右クリックして [ すべての参照元を表示しない ] を選択することによって、ビューを単

純化できます。また、グラフ内でノードをドラッグして、⾒やすくすることもできます。

ノードを接続する矢印に表示されている [elements]などのラベルは、グラフの次のクラスで

参照されているデータ メンバを表しています。角かっこで囲まれた数字は、配列を⽰してい 

ます。コードをよく理解している場合は、ラベルを参照することによって、潜在的問題点を

すばやく特定できます。

また、ノードを右クリックし、[ソースの編集 ] を選択して、Visual Studio内に関連するソース 

コードを開いたり、[ ソース ] タブを選択して関連するソース コードを表示したりすることも 

できます。

プログラムをよりよく理解するために、グラフ内の各ノードのソースを順番に表⽰して、リー

クしたメモリが割り当てられたイベントを確認できます。たとえば、割り当てトレース グラ 

フには、選択されているオブジェクトを割り当てた各メソッドの呼び出し元が表示されます。

リストのオブジェクトからソース コードに直接移動できます。実際に問題解決を⾏う場合は、 
解決する問題に適した方法、またはコードに適する方法を使用してドリルダウンする必要が

あります。
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問題を解決するその他の方法

上記の例では、オブジェクト参照パスを使⽤してリークしている場所を特定する⽅法につい

て説明しました。メモリがリークしている場所を特定する⽅法には、他の⽅法もあります。例：

� 割り当てトレース グラフを参照して、オブジェクトを割り当てたメソッドの呼び出し元を 

特定します。そこからソース コードに移動します。

� オブジェクトのリストから直接ソース コードに移動します。

[DevPartnerメモリ分析 - メモリ リーク分析 ] サマリには、データのさまざまなビューが表示され   

ます。最初に [ 最も多くリークしているメモリを参照するオブジェクト ]を使⽤した例を説明
しました。ただし、データの複雑度に応じて、または好みに応じて、[DevPartnerメモリ分析 - 
メモリ リーク分析 ] サマリの以下に示すいずれかのグラフを使用して問題を調査することもで 

きます。

最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド

以下のグラフは [DevPartner メモリ分析 - メモリ リーク分析 ] サマリの下半分に表示され、リー   

クしたオブジェクトを割り当てた上位5つのメソッドが表示されます。[すべての情報を表示 ]を
クリックすると、オブジェクトのリークが発生したすべてのメソッドのリストが表示され、

[ コール グラフ ] ビューとメソッドのソース コードにアクセスできます （存在する場合）。

図5-22 最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド

メソッド リストでメソッドを選択して、リークが発生したメソッドによって割り当てられた 

オブジェクトを確認します。また、メソッドのソース コードを表示することもできます。リー 

クしているオブジェクトを割り当てた⾏、およびその⾏でリークしているオブジェクトの数

とサイズの統計が表示されます。
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図5-23 最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッドの詳細

たとえば、以下の方法でデータにドリルダウンできます。

� メソッド リストのメソッドを右クリックします。

� 選択したメソッドから、そのメソッドによって割り当てられたオブジェクトのリストに移

動するか、またはメソッドのコール グラフに移動します。

� オブジェクト リストのオブジェクトから、参照されているオブジェクトのリスト、オブ 

ジェクト参照グラフ、または割り当てトレース グラフを表示します。

� メソッド、コール グラフのノード、または割り当てトレース グラフのノードから、ソー  

ス コードと各⾏のオブジェクト割り当てデータを表⽰します。

� リストのメソッド、リストのオブジェクト、コール グラフのノード、オブジェクト参照 

グラフのノード、割り当てトレース グラフのノード、またはソース コードの⾏から、[ ソー  

スの編集 ]を選択して、ソースの適切な⾏を開いて編集します。

一時オブジェクト分析を使用して拡張性の問題を解決する

DevPartnerでメモリ分析を⾏う場合、⼀時オブジェクト分析を使⽤して、拡張性の問題を診
断および修正できます。

拡張性の問題の例

アプリケーションが通常は正常に動作していても、ユーザーが集中的に使用すると拡張性の

問題が発生することがあります。クライアント／サーバー アプリケーションでは、ユーザー 

数が増えるとこのような問題が発生する可能性があります。スタンドアロン アプリケーション 

では、数多くのテキスト処理や数学的計算が実⾏されたときにこのような問題が発⽣する可

能性があります。このような問題は、「拡張性」の問題と呼ぶことができます。アプリケー

ションによって⾏われる処理の規模が拡⼤するにつれて、パフォーマンスが低下します。
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考えられる原因：一時オブジェクト

考えられる原因の 1つに、一時オブジェクトの過剰な作成が挙げられます。この場合は、オブ

ジェクトの作成がパフォーマンスのボトルネックになります。このような問題は修正する必

要があります。

マネージ Visual Studioプログラムにおいて、オブジェクトの作成と使用は重要です。ただし、 

一部のコーディング手法は、数多くのオブジェクトが作成されるという副作用を伴います。

このような問題の例として、Stringクラスによって作成されるオブジェクトなどのオブジェ

クトの作成があります。オブジェクトを作成したり、あとでこれらのオブジェクトを破棄し

たりする場合に、処理サイクルが必要になります。作成されるオブジェクトの数を減らすこ

とができると、通常はパフォーマンスが向上します。

オブジェクトの生存期間

DevPartner では、コードによって割り当てられたオブジェクトを追跡し、これらのオブジェ

クトが収集されるのにかかる時間に基づいて、これらのオブジェクトを分類します。以下の 3
つの分類があります。

� ショート ライブ－オブジェクトが割り当てられたあとの最初のガベージ コレクションで  

収集されます （世代 0）。

� ミディアム ライブ－オブジェクトが割り当てられたあとの 2回めのガベージ コレクション  

で収集されます （世代 1）。

� ロング ライブ－プログラム実⾏中に数多く （またはすべて）のガベージ コレクションが  

⾏われたあとも残ります （世代 2）。

メモ： Microsoft .NET Frameworkのガベージ コレクタでは、0、1、2 の3世代がサポー   

トされています。最後に実⾏されたガベージ コレクションのあとに割り当てられた 

オブジェクトは世代0 です。割り当て後に1回ガベージ コレクションが⾏われたあと 

にも残っているオブジェクトは世代1のオブジェクトです。さらに1回以上のガベー

ジ コレクションを実⾏しても収集されなかった世代1のオブジェクトは、世代2のオ 

ブジェクトとなります。

DevPartner では、ショート ライブとミディアム ライブのオブジェクト割り当てが一時オブ  

ジェクトのカテゴリに分類されます。

ミディアム ライブ オブジェクトがパフォーマンスに最も大きな影響を与え、ガベージ コレク   

タで必要以上の処理が⾏われる原因となります。個々のショート ライブ オブジェクトがガ  

ベージ コレクションに与える影響は小さいですが、オブジェクトのコンストラクタを呼び出 

すときにパフォーマンスの問題が発生します。ただし、ショート ライブ オブジェクトを⼤量  

に作成すると、ボトルネックとなり、メモリ不⾜が発⽣することがあります。

コードに拡張性の問題があることが判明した場合は、DevPartnerを使⽤して、コードの実⾏
中に使用されるメモリを監視します。セッション コントロール ウィンドウのリアルタイム グラ   

フのパターンが上昇と下降を繰り返す波のようなパターンである場合は、アプリケーション

で数多くの一時オブジェクトが作成されていることを示しています。この場合は、DevPartnerを
使用して、アプリケーションにおける一時オブジェクトの作成を分析します。

DevPartnerでは、一時オブジェクト分析の結果がエントリ ポイントとメソッド別に分類され 

ます。どのような方法を使用してデータにドリルダウンした場合でも、一時オブジェクトに

よって消費されているメモリの量を確認でき、⼀時オブジェクトを割り当てているコードの

⾏を特定できます。
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⼀時オブジェクト分析セッションを実⾏する

アプリケーションで作成される一時オブジェクトによる問題を分析するには、以下の手順を

実⾏します。

1 メモリ分析を有効にした状態でアプリケーションを起動します。セッション コントロー 

ル ウィンドウの [ 一時オブジェクト ] タブを使用します。

2 アプリケーションを実⾏し、以下のいずれかを実⾏して、⼀時オブジェクトを最も多く割

り当てたプログラムの部分を確認します。

a セッション コントロール ウィンドウでシステムのガベージ コレクション （下降のパ   

ターン）を観察する場合は、[ 一時オブジェクトを表示 ] をクリックします。

b [ ガベージ コレクションを強制します ] アイコンをクリックしてから [ 一時オブジェクトを 

表示 ] をクリックします。

c DevPartnerにより、ガベージ コレクションが強制され、一時オブジェクト セッション  

ファイルが作成されます。

メモ： デバッガでアプリケーションを実⾏している場合、デバッガを使⽤してアプリケー

ションを停止しないでください。このアクションに対してセッション ファイルは生 

成されません。アプリケーションを通常の方法で停止し、セッション ファイルを生 

成してください。

3 アプリケーションの特定の部分に関する一時オブジェクトの割り当て動作を確認するに

は、[メモリをすべてクリア ]をクリックし、それまでに収集されている一時オブジェクト割

り当てデータをクリアします。次に、アプリケーションの関連する部分を実⾏し、ガベー

ジ コレクションを強制し、[一時オブジェクトを表示 ] をクリックします。

DevPartnerでは、メモリ分析が有効な状態で実⾏されているアプリケーションが終了し
たときに、一時オブジェクトのセッション ファイルが常に作成されます。さらに、セッ 

ション コントロール ファイルまたはセッション コントロールAPIで実⾏されるスナップ   

ショット アクションに応答して、一時オブジェクト セッション ファイルが作成されます。

DevPartnerには、マネージ ヒープの状態を示すスナップショットが表示されます。このデー 

タは一時オブジェクト結果サマリとして表示されます。結果サマリ ページからは、オブジェク 

ト作成データへのドリルダウン、問題の特定、およびソース コード内の問題のメソッドの検 

索ができます。

拡張性の問題を特定する

DevPartnerを使用すると、潜在的な問題点を検出し、アプリケーションにおいて一時オブジェ

クトが使用されている場所にドリルダウンして、問題の特定およびコードの全体的な品質の

改善を⾏うことができます。

リアルタイム グラフ

リアルタイム グラフに表示される高レベルのビューを使用して、問題点を特定できます。

アプリケーションによってショート ライブ オブジェクトやミディアム ライブ オブジェクト    

が数多く作成される場合は、プロファイルされたメモリのピークがリアルタイム グラフに出 

現し、その後ガベージ コレクションが実⾏されると消滅します。ガベージ コレクション後に  

再度同じ機能を実⾏すると、新たに作成された⼀連の⼀時オブジェクトによるピークが再度

現れます。
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図5-24 一時オブジェクトが過剰に作成されていることを示唆するリアルタイム グラフ

最も多くオブジェクトを作成するクラスが、プロファイルされたクラスのリストに表示され

ます。このリストは、[ サイズ ] カラムでソートされています。ここでは、最も一時メモリを

消費しているオブジェクトを持つクラスが表示されます。また、[ インスタンス カウント ] には、 

各クラスで作成されたオブジェクトのインスタンス数が表示されます。

図5-24に、過剰な一時オブジェクトの作成を示唆するリアルタイム グラフを示します。グラ 

フが急激に上昇している箇所は、アプリケーションによって数多くのオブジェクトが作成さ

れている時点を示しています。オブジェクトを過剰に作成すると、マネージ アプリケーション、 

特にサーバー アプリケーションで、重大なパフォーマンスの問題や拡張性の問題が発生する 

ことがあります。拡張性が問題ではない場合でも、ショート ライブ オブジェクトを多く割り  

当てるメソッドは、修正の簡単なパフォーマンスの問題を引き起こしていることがよくあり

ます。

一時オブジェクトを表示する

[ 一時オブジェクトを表示 ] をクリックして、特定の時点におけるアプリケーションのデータを

収集します。一時オブジェクト分析のページが表示されます。このページでは、最も多く一時

オブジェクトを作成したエントリ ポイントまたはメソッド別にデータが分類されています。

エントリ ポイントとは、除外されている （システムまたはサードパーティ製の）コードによっ 

て呼び出される、プロファイルされたメソッドです。アプリケーションを実⾏すると、プロ

ファイルされている、ユーザーコード メソッドへの最初のコール以降の監視が開始されます 

（ユーザーコード メソッドとは、アプリケーションのソース コード内にあるメソッドです）。  

これは、エントリ ポイントと呼ばれます。そのポイントからの他のユーザーコード メソッド  

のすべてのコールは、そのエントリ ポイントの一部とみなされます。

他のユーザーコード メソッドからのみ呼び出されるメソッドはエントリ ポイントではあり  

ません。ただし、そのようなメソッドで⼤量の⼀時メモリが使⽤されることがあります。結

果サマリの 2つめのグラフには、エントリ ポイント メソッド以外のメソッドも含め、⼤量の  

一時メモリを割り当てるメソッドが示されます。このように、エントリ ポイントから呼び出 

される下位メソッドがアプリケーション内で多くのメモリを割り当てるメソッドである場合

は、呼び出し元のエントリ ポイント メソッドのコール グラフをたどることなく、[最も多くの   

メモリを使用するメソッド ]でそのメソッドを検索できます。

結果サマリ ビューからデータにドリルダウンして、これらのメソッドによって割り当てられ 

たオブジェクトが消費しているメモリの量を把握し、ショート ライブ オブジェクトやミディ  

アム ライブ オブジェクトが作成されているコードの⾏を特定できます。

一時オブジェクト データを分析する

いずれかのグラフの下の [ すべての情報を表示 ] をクリックすると、アプリケーション内の一時

メモリを割り当てたすべてのエントリ ポイントまたはすべてのメソッドの詳細ビューが表示 

されます。すべてのメソッドのリスト以外に、このビューには [ コール グラフ ] タブと [ ソー 

ス ] タブが含まれています。
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メソッド リスト内のデータ カラムには、アプリケーションのメソッドについて、セッション  

コントロール ウィンドウのプロファイルされているクラスのリストよりも広範な情報が表示 

されます。

コール グラフ

エントリ ポイント リストのエントリ ポイントまたはメソッド リストのメソッドをクリック    

して、メソッドのコール グラフを表示します。コール グラフには、選択したメソッドとその  

下位メソッドが表示されて、クリティカル パスが⾦⾊の太線で強調表⽰されます。クリティカ 

ル パスは、選択したメソッドに対して最⼤の累積メモリを割り当てた下位メソッド コールの  

シーケンスです。

コール グラフでは、メソッドはノードとして表示されます。各ノードには、そのメソッドに 

よって割り当てられたメモリについてのデータが表示されます。また、ノード間のリンクに

は、グラフのその分岐によって割り当てられたメモリについてのデータが表示されます。こ

のデータは、割り当てられたメモリの割合として表示されます。

� ノード－メソッドの本体自体によって割り当てられたメモリの割合

� リンク－該当する分岐で実⾏された下位メソッドによって割り当てられたメモリの割合

DevPartner ではこのように、アプリケーションによって作成される一時オブジェクトがどの

メソッドによって作成されるかのみではなく、実⾏パスのどこで具体的に割り当てられるか

が示されます。

図5-25 クリティカル パスが表示されたエントリ ポイント メソッドのコール グラフ

コール グラフ内の任意のノードを右クリックして、以下の操作を実⾏できます。

� 選択したノードでコール グラフを再描画します。

� 選択したノードのソース コードを表示します。

� 選択したノードのソース コードを編集します。

概要ペインでナビゲーション 
フレームをドラッグ

クリックして上位／下位分

岐を展開または折りたたむ

クリティカル  
パスの強調表示

マウスを置いて、メソッド ノードまたは

リンク値の追加データを表示する

コンテキスト メニューを使用して、 

新しい基本ノードでグラフを再描画する
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ソース ビュー

[最も多くのメモリを割り当てるエントリ ポイント ]または [最も多くのメモリを使用するメソッド ]メ 

ソッド リスト内のエントリ ポイントまたはメソッドのソース コードを表示する場合は、選択   

したメソッドに対して [ ソース ] タブ ビューが開きます。ソース コード以外にも、アプリケー  

ション コード内の各⾏によって割り当てられたメモリの詳細情報が表⽰されます。詳細情報 

には、その⾏が実⾏された頻度、その⾏で割り当てられたショート ライブ オブジェクト、ミ  

ディアム ライブ オブジェクト、ロング ライブ オブジェクトの数 （下位オブジェクトを含む    

数または含まない数）、およびこれらのオブジェクトの蓄積サイズ （メモリ負荷）が含まれて

います。

結果を解釈して拡張性の問題を修正する

以下に、メモリ分析結果を解釈して、メモリ関連の拡張性の問題を修正するための方法をい

くつか示します。

� 一時オブジェクト分析のページを参照して、エントリ ポイント メソッドまたは非エント  

リ ポイント メソッドのどちらによって最も多く一時メモリが消費されているかを特定し  

ます。

� エントリ ポイントによって最も多くの一時オブジェクトが消費されている場合は、[最も 

多くのメモリを割り当てるエントリ ポイント ] ビューを使用してドリルダウンし、エントリ 

ポイントの実⾏パス内のどのメソッドで最も多くの⼀時領域が必要となっており、修正ま

たは呼び出し頻度を少なくする必要があるかを特定します。

� 非エントリ ポイント メソッドによって最も多くの一時オブジェクトが消費されている場  

合は、[最も多くのメモリを使用するメソッド ] ビューを使用してドリルダウンし、コードの

どの部分を修正するかを特定します。

� ショート ライブ オブジェクトとミディアム ライブ オブジェクトの数、およびそれらのオ    

ブジェクトによって消費されている⼀時領域のサイズを⽐較します。この情報を使⽤し

て、コードのどの部分を修正するかを特定します。

� ショート ライブ オブジェクトとミディアム ライブ オブジェクトが同程度のサイズの⼀    

時領域を消費している場合は、パフォーマンス分析を実⾏して、コンストラクタで⼀時オ

ブジェクトの作成にかかっている時間を測定します。

� コール グラフを使⽤して、⼀時メモリを割り当てるメソッド間の関係を理解します。異 

なるメソッドの特性 （消費メモリの割合、実際に使用されているバイト数、作成された一

時オブジェクトの数）を調査します。この情報を使用して、どのメソッドを修正するかを

特定します。

� [ソース]タブを使⽤して、コード内で⼀時オブジェクトが割り当てられている具体的な⾏を
特定します。作成されるオブジェクトの種類やサイズ、およびその⾏が実⾏される頻度を

調査します。この情報を使⽤して、オブジェクトをより効率的に使⽤できる⽅法を特定し

ます。

RAM フットプリントを使用してパフォーマンスを向上させる

一部のマネージ アプリケーションでは、実⾏中に数百MB のRAM が消費されます。この章 

では、メモリ リークの問題 （アプリケーション実⾏時にメモリが徐々に消費され、最終的に 

はヒープが使い果たされる可能性がある）や、一時オブジェクトが過剰に作成されることが

原因で、定期的にメモリ使⽤量が急激に上昇する問題 （拡張性の問題を発⽣させる可能性が

ある）などの、特定のメモリに関する問題について検証します。これらの問題は、アプリケー
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ションのメモリ使用に悪影響を与えます。また、これらの問題は、アプリケーションのメモ

リ フットプリントを増加させます。アプリケーションが適切に動作しており、これらのエラー 

が発生していない場合でも、特にさまざまなエンド ユーザー環境で実⾏された場合に実⾏速 

度が遅くなることもあります。

パフォーマンスが低下する原因の1つに、アプリケーション実⾏時にメモリを過剰に使⽤して
いることが考えられます。過剰とはどの程度の量を指すのでしょうか。その基準は、アプリ

ケーションが使⽤される環境 （ハードウェアやソフトウェア）に応じて異なります。エンド

ユーザー環境をよく理解している場合でも、環境は変化することがあります。たとえば、ア

プリケーション実⾏時にエンド ユーザーが同時に複数の他のアプリケーションを実⾏して、 
これらのアプリケーション間でメモリ リソースの競合が発生することがあります。また、ア 

プリケーションの新しいバージョンをリリースするたびに、ユーザーに対してハードウェア

のアップグレードを強制することもできません。このような理由から、アプリケーションの

メモリ フットプリントを小さく保つことは非常に重要です。

より具体的には、ここでのメモリ使用とは、全体的なメモリの使用ではなく、RAM フットプ

リントを指しています。アプリケーションのパフォーマンス、およびエンド ユーザーのアプ 

リケーションに対する印象に最も大きな影響を与える要因は、アプリケーションをオペレー

ティング システムの仮想メモリ システムに依存させることです。マネージ オブジェクトを仮   

想メモリにページングすることは、アプリケーションのパフォーマンスを大きく低下させます。

アプリケーションによる RAM リソースの使用を最適化するために何ができるでしょうか。

DevPartner には、メモリ分析機能の一部としてRAM フットプリント分析が用意されていま

す。アプリケーションの開発中に、定期的に RAMフットプリント分析を実⾏してください。
アプリケーションによる RAM リソースの使用は、アプリケーションの設計とアーキテクチャ

に大きく依存しています。アプリケーションのベータ版リリースの段階よりも、開発プロセ

スの初期の方が、機能をより簡単に再設計できます。

RAM フットプリントを測定する

DevPartner を使用することで、RAMの消費に最も⼤きな影響を与える領域で集中的にパ
フォーマンスを調整できます。RAMフットプリント分析を有効にしてアプリケーションを実

⾏すると、以下のことが可能になります。

ヒント： RAMフットプリントの測定に関する手順については、DevPartner Studioのオンラ  

イン ヘルプを参照してください。

� アプリケーションの RAM消費のリアルタイム グラフを表示して、最も多いバイト数のメ 

モリを消費するプロファイルされているクラスのリアルタイム リストを表示します。

� 最もメモリを使用しているオブジェクトを調査するために使用する、マネージ ヒープの 

スナップショットを取ります。

RAMフットプリントを測定するには、以下の操作を実⾏します。

1 メモリ分析を有効にした状態でアプリケーションを起動します。セッション コントロー 

ル ウィンドウの [RAM フットプリント ] タブを使用します。

2 アプリケーションを実⾏し、メモリの使⽤を確認するための安定した状態に導きます。

3 [RAM フット プリントを表示 ] をクリックし、その時点でのマネージ ヒープの詳細スナップ  

ショットを表示します。

4 ガベージ コレクタは使⽤可能なメモリが消耗したときにだけ実⾏されるため、メモリ グ  

ラフには特定の時期のメモリ量が正確に表⽰されない場合があります。プログラムが安定
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したアイドル状態にあるときに、ガべージ コレクションを実⾏をクリックしてガベージ コ  

レクタを強制的に実⾏し、メモリ グラフを更新します。

DevPartnerには、マネージ ヒープの状態を示すスナップショットが表示されます。このデー 

タはRAMフットプリント結果サマリとして表示されます。結果サマリ ページからは、セッション 

データにドリルダウンし、メモリを最も多く使用しているオブジェクトやメソッドを突き止

めることができます。

DevPartnerがメモリ リーク セッションまたはRAMフットプリント セッションでほとんどの   

ガベージ コレクション ルートを適切に特定できるようにするには、デバッグを実⾏せずにメモ  

リ分析を選択して開始するようにしてください。[メモリ分析を選択して開始 ] （デバッグあり）を

有効にした状態で起動したアプリケーションのメモリ リーク データや RAM フットプリント  

データを収集しようとすると、すべてのガベージ コレクション ルートが「識別できないGC  
ルート」としてセッション データに表示されます。

RAMフットプリント分析のページを使用して、アプリケーションにおけるメモリの使用状況を

詳細に把握します。RAM フットプリント結果サマリには、データを調査し、データにドリルダ

ウンする以下の方法が用意されています。

� オブジェクトの配布

� 最も多く割り当てられているメモリを参照しているオブジェクト

� 最も多くのメモリを割り当てるメソッド

どの⽅法を最初に使⽤するかは、表⽰されるデータ、およびアプリケーションに対する認識

に応じて異なります。

オブジェクトの配布

DevPartner では、メモリ内のオブジェクトの配布が円グラフとして表示されるため、アプリ

ケーションによって使用されているメモリの割合 （プロファイルされたオブジェクト）と、シ

ステム コードによって使用されているメモリの割合 （システム オブジェクト）を即座に確認  

できます。

以下のように [ オブジェクトの配布 ] グラフを解釈します。

図5-26 DevPartnerメモリ分析の [オブジェクトの配布 ]グラフ

� 円グラフでアプリケーション （プロファイルされたオブジェクト）が最も大きな割合を占

めており、ターゲットの運用環境において想定されているリソースと比較してメモリ使用

が中程度から⾼程度である場合は、アプリケーションのどの部分で最も多くのメモリが割

り当てられているかを特定する必要があります。これを⾏うには、[ 最も多く割り当てら
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れたメモリを参照するオブジェクト ] グラフまたは [ 最も多くのメモリを割り当てるメ

ソッド ]グラフを使⽤してデータにドリルダウンします。最終的には、メモリの使⽤量を
少なくするために、アプリケーションのソース コードのどの部分を変更または再構築で 

きるかを特定する必要があります。

� 円グラフの[プロファイルされたオブジェクト]部分が小さい場合は、メモリは主にアプリ

ケーション以外の部分によって割り当てられています。これはよいことです。ただし、そ

れでもアプリケーションの速度が遅い場合や、全体的なメモリ使⽤が多い場合には、アプ

リケーションにおけるアンマネージ コードまたはシステム リソースの使用状況を調査す  

る必要があります。アンマネージ コードでは、メモリ内にオブジェクトが永続的に保持 

されることがあります。Visual Studio アプリケーションでは、.NET Framework 内での  

実⾏時間が非常に⻑いことがよくあります。そのような場合は、.NET Framework メソッ 

ドをより効率的に呼び出すか、または呼び出し頻度を低くできる場合があります。

以下の 2 つの分析方法のいずれかを使用して、RAM フットプリント データにドリルダウンし 

ます。

� 最も多く割り当てられているメモリを参照しているオブジェクト

� 最も多くのメモリを割り当てるメソッド

最も多く割り当てられたメモリを参照するオブジェクト

[ 最も多く割り当てられたメモリを参照するオブジェクト ] には、セッション ファイルの作成 

時にライブ オブジェクトへの参照を保持していたオブジェクトが示されます。表示されるサ 

イズは、このインスタンスから参照されるオブジェクトすべての合計です。

� [ すべての情報を表示 ] をクリックして、これらのオブジェクトのデータにドリルダウンし

ます。

[最も多く割り当てられたメモリを参照するオブジェクト ]を使用すると、最も多くのメモリを

参照するオブジェクトのインスタンスに焦点を絞って調査できます。割り当てられたメモリ

への参照を持つオブジェクトのインスタンスごとにデータを整理すると、大きなオブジェク

ト、つまり、ガベージ コレクタがオブジェクトを収集できる場合に、最⼤のメモリ量を再利 

用できるオブジェクトに注意を向けることができます。

個々のオブジェクトが小さい場合でも、そのオブジェクトの参照先のオブジェクトによって

消費されているメモリを含めると、そのオブジェクトが拡大し、大きなオブジェクトとなり

ます。ガベージ コレクタを実⾏したとき、他のオブジェクトによって参照されているオブジェ 

クトは収集できません。このため、他の多くのオブジェクトを参照しているオブジェクトは、

非常に多くのメモリを拘束する場合があります。このようなオブジェクトを収集できると、そ

のオブジェクトが固有の参照を保持している他のすべてのオブジェクトも収集できます。こ

のような大きなオブジェクトは、アプリケーションの RAM フットプリントを削減する場合の

対象となります。

[ 最も多く割り当てられたメモリを参照するオブジェクト ] ビューには、セッション ファイル 

の作成時におけるライブ オブジェクト インスタンスのリスト、および各オブジェクトのメモ  

リに対する影響についてのデータが含まれています。また、[ オブジェクト参照グラフ ]
ビュー、[ 割り当てトレース グラフ ] ビュー、および [ ソース ] ビューを表示できるタブ付き 

ウィンドウも含まれています。

このビューは、メモリ内の⼤きなオブジェクトを特定する場合に役⽴ちます。[ 参照サイズ ]
データには、そのオブジェクトが唯一の親であるすべての下位オブジェクトに割り当てられ

たメモリが含まれています。多くの場合、個々のオブジェクトは小さいサイズです。ただし、

オブジェクトにいくつかの下位オブジェクトがあり、下位オブジェクトのそれぞれにさらに
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下位オブジェクトがあり、上位オブジェクトと下位オブジェクトにオブジェクトごとのオー

バーヘッドが存在する場合には、⼤量のメモリが消費されることがあります。

DevPartner では、オブジェクト参照パスを使用して下位オブジェクトに関連するバイト数が

集計されて、その値が上位オブジェクトの使⽤量として表⽰されます。このビューの利点は、

割り当て⽅法を変更した場合に最も⼤きな効果を得ることができるオブジェクトに焦点を

絞って調査できることです。

最も多くのメモリを消費しているオブジェクトに照準を絞ることによって、メモリ消費を減

少させるためにどのような変更を⾏うことができるかを即座に明確にできる可能性がありま

す。ただし、さらに詳細に調査して、特定のオブジェクトを解放したり、特定のオブジェク

トの使⽤⽅法を変更したりした場合の影響を把握することもできます。

� インスタンス リスト内で選択したオブジェクトをダブルクリックするか、またはコンテ 

キスト メニューを使用して、選択したオブジェクトによって参照されているライブ オブ  

ジェクトを表示します。

<object name>によって参照されるライブ オブジェクト

[ オブジェクトによって参照されるライブ オブジェクト ] ビューには、メモリ内で参照されており、 

選択した上位オブジェクトによって参照されているすべてのライブ オブジェクトが表示され 

ます。つまり、これらの下位オブジェクトは、上位オブジェクトが収集されると収集できる

ようになります。

<object name>によって参照されるすべてのオブジェクト

[ オブジェクトによって参照されるすべてのオブジェクト ] ビューには、[ オブジェクトによって参照さ

れるライブ オブジェクト ] ウィンドウで選択されたオブジェクトによって参照されているオブ 

ジェクトのインスタンス リストが表示されます。

その上位のウィンドウと同様に、[ オブジェクトによって参照されるすべてのオブジェクト ] に表示

されるデータは、割り当てられているメモリへの参照を持つオブジェクトのインスタンス別

に整理されています。このビューを使⽤すると、オブジェクトをメモリ内に保持している参

照のチェーンをさらに調査できます。[ オブジェクトによって参照されるすべてのオブジェクト ]
ウィンドウでは、[ オブジェクトによって参照されるライブ オブジェクト ] 内のすべての下位オブ 

ジェクトによって参照されているオブジェクトのチェーン全体を調査できます。

オブジェクト参照のシーケンス全体の中で、引き続き任意のオブジェクトからドリルダウン

して、そのオブジェクトが参照を保持しているオブジェクトをすべて表示できます。

オブジェクト参照グラフと割り当てトレースグラフ

上記すべてのオブジェクトのビューには、オブジェクト参照グラフと割り当てトレース グラフが 

含まれています。

オブジェクト参照グラフには、セッション ファイルが作成された時点でメモリ内に存在したラ 

イブ オブジェクトが表示されます。ライブ オブジェクトとは、メソッドを呼び出すことがで  

きるオブジェクトです。ガベージ コレクタが実⾏されると、ガベージ コレクタによって有効  

な参照を持つオブジェクトが特定されます。有効な参照とは、オブジェクトがアプリケーション

のガベージ コレクション ルートからアクセス可能であることを指します。アクセス可能なオ  

ブジェクトはライブ オブジェクトとしてマークされ、収集できません。オブジェクト参照グラ 
     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド 175



第5 章 · メモリに関する問題を検出する
フには、これらのオブジェクト参照が表⽰され、オブジェクトがメモリ内に存在する理由を明

確にする場合に役⽴ちます。

図5-27 オブジェクト参照グラフ

アプリケーション内のメソッドによってオブジェクトが割り当てられて、オブジェクトが使

用するメモリが割り当てられます。メモリを割り当てたメソッド コールのシーケンスを把握 

することは有用です。割り当てトレース グラフには、オブジェクトを割り当てたメソッド コー  

ルが示されます。

図5-28 割り当てトレース グラフ

最も多くのメモリを割り当てるメソッド

[ 最も多くのメモリを割り当てるメソッド ] ビューには、アプリケーションに最も多くのライ

ブ メモリを割り当てたソース メソッドを示すメソッド リストが表示されます。このビューに   

は、アプリケーションが現在の状態にある間はガベージ コレクションによって解放できない 

メモリを最も多くマネージ ヒープ内に割り当てるメソッドが表示されます。

[ ライブ サイズ / 下位も含む （%）] カラムは、セッション ファイルの作成時にマネージ ヒー   

プ内に割り当てられた合計メモリに対し、このメソッド （およびその下位メソッド）によっ

て使⽤されているメモリの⽐率を⽰します。この表⽰によって、最もメモリを使⽤している

メソッドに注目できます。

このビューには、ソース コード以外に、メモリ割り当てが⾏われた実⾏パスを⽰すコール グ  

ラフも含まれています。詳細については、「コール グラフ」（170 ページ ) を参照してください。

<method name>によって割り当てられたライブ オブジェクト

[<method name>によって割り当てられたライブ オブジェクト ]ビューには、[最も多くのメモリを  

割り当てるメソッド ] ビューで選択したメソッドによって割り当てられたライブ オブジェクト 

インスタンスのリストが表示されます。この場合、ビューは、前のウィンドウで選択されて

いるメソッドによって割り当てられたライブ オブジェクトに限定されます。これによって、 

ライブ メモリを最も多く割り当てていたアプリケーション内のメソッドからドリルダウンで 
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きるようになります。ここから、RAM フットプリント スナップショットが取られた時点で 

ガベージ コレクションできなかったオブジェクトを調査できます。

割り当てられたオブジェクトのリストには、[最も多くのメモリを割り当てるメソッド ] ビューで

選択したユーザーコード メソッドによって呼び出された、プロファイルされていない （シス 

テム）メソッドによって作成されたオブジェクトが含まれています。たとえば、メソッド内

で WinForms ライブラリ内のメソッドが使用されている場合、これらのメソッドによって割

り当てられたオブジェクトが、 割り当てられたオブジェクトのリストに表示されます。

アプリケーションによるオブジェクトの割り当て状況を理解するためには、ドリルダウンし

て、調査対象のメソッドによって割り当てられているすべてのライブ オブジェクトによって 

参照されているすべてのオブジェクトを調査します。[このインスタンスから参照されるすべての

オブジェクト ] ビューは、「<object name> によって参照されるすべてのオブジェクト」（175 
ページ ) で説明されているビューと同一です。

オブジェクト参照のシーケンス全体の中で、引き続き任意のオブジェクトからドリルダウン

して、そのオブジェクトが参照を保持しているオブジェクトをすべて表示できます。

メモリ使用を最適化する

アプリケーションにおけるメモリの使⽤状況を理解したら、メモリ使⽤の最適化を開始でき

ます。通常メモリを最も多く消費するのはオブジェクトであるため、オブジェクトから分析を

開始します。

アプリケーションでは、実⾏時に複数のオブジェクトが作成されることがあります。パフォー

マンスを最適化するには、単純に作成されるオブジェクト数を減らせばよいでしょうか。ど

の部分で集中的にパフォーマンスの調整作業を⾏えばよいでしょうか。

DevPartnerでは、費⽤便益計算の⼤部分が⾃動的に計算されます。個々のオブジェクトが⼩
さい場合でも、それらの下位オブジェクトを含めると他のオブジェクトよりもはるかにサイ

ズが大きくなるオブジェクトも存在します。DevPartnerでは、ラージ オブジェクトの概念を 

使用して、下位オブジェクトも含めて多くのメモリを消費しているオブジェクトについての

警告が表示されます。このようなオブジェクトの割り当てに集中してパフォーマンスを調整

することによって、最も迅速に RAM フットプリントを削減できます。

ミディアム ライブ オブジェクトには注意が必要です。ミディアム ライブ オブジェクトとは、    

最初のガベージ コレクションのあとも残り、世代1に移⾏したオブジェクトです。これらの 

オブジェクトは、移⾏完了後の2回めのガベージ コレクションで収集されます。このため、こ 

のメモリの量がトランザクションで新たに必要となります。割り当てられるオブジェクトの

数を減らすことができると、通常はパフォーマンスが向上します。

アプリケーション実⾏中に、複数の時点でのライブ オブジェクトを確認します。以降のトラン 

ザクションで不要なオブジェクトが割り当てられていませんか。複数のトランザクションで

共有できるライブ オブジェクトはありませんか。アプリケーションでしばらく使用されない 

オブジェクトが割り当てられていませんか。これらに該当する場合は、アプリケーションに

よるオブジェクトの割り当て⽅法を変更できます。これにより、RAMフットプリントを削減

して、パフォーマンスを向上できる可能性があります。

メモリ分析を使用して Web アプリケーションを分析する

DevPartner Studio では、Web フォーム、XML Web サービス、ASP.NET を使用するアプリ  

ケーションなど、Visual Studioで開発されたマネージWebアプリケーションのメモリ使用状 

況を分析できます。サーバー側データを収集するには、DevPartner Studio をサーバー システ  

ム上にインストールする必要があります。
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サーバー アプリケーションがリモート コンピュータで実⾏される場合にサーバー データを   

収集するには、リモート システムに DevPartner Studio と DevPartner Studio リモート サー    

バー ライセンスをインストールします。詳細は、『DevPartner Studio インストール ガイド』   

と『Distributed Licensing Managemen ライセンス ガイド』を参照してください。サーバー上   

でのデータ収集を設定するには、Visual Studioの DevPartnerメモリ分析プロパティを使用し 

ます。

メモ： DevPartnerセッション ファイルは、現在のソリューションと共に保存されます。Visual 
Studioでプロジェクトを開くのではなく、IISから直接Webプロジェクトを開いた場

合は、異なるソリューション ファイルが使用される可能性があります。あるソリュー 

ションで作成されたDevPartnerセッション ファイルは、別のソリューションでは表 

示されません。

サーバー側メモリ データを収集する

Webアプリケーションまたはクライアント／サーバー アプリケーションの一部でメモリ分析 

データを収集する必要がある場合があります。DevPartner を使用すると、クライアント アプ 

リケーションの実⾏中に、任意のプロセス内のマネージ コードのメモリ データを収集でき  

ます。

リモート プロセスのデータを収集するには、クライアントに DevPartner Studioをインストー  

ルして、リモート コンピュータにDevPartner StudioとDevPartnerリモート サーバー ライセン    

スをインストールします。この構成を使用して、分散アプリケーションが実際に配置された

状態でデータを収集できます。詳細は、『DevPartner Studio インストール ガイド』と  

『Distributed Licensing Managemenライセンス ガイド』を参照してください。

複数プロセスのデータを収集する

Webアプリケーションやクライアント／サーバー アプリケーションでは、複数のプロセスが 

実⾏されることがありますが、DevPartner では、マネージ アプリケーションのメモリ分析 

データのみが収集されます。たとえば、ASP.NET アプリケーションをプロファイルする場合、

DevPartner ではブラウザ プロセス （iexplore）のデータは収集されません。ただし、 

aspnet_wpプロセスやw3wpプロセスで実⾏されるマネージ コードのデータは収集されます。

メモリ分析を有効にしてこのようなアプリケーションを実⾏する場合、Visual Studio のメモ 

リ分析セッション コントロール ウィンドウのプロセス選択リストには、サーバー プロセスと   

サロゲート プロセスが表示されます。プロセス リストを使用して、データ収集の対象を絞り  

ます。

DPAnalysis.exeとXML構成ファイルを使用した複数プロセス アプリケーションのプロファ 

イルの詳細については、「コマンド ラインから分析を起動する」（283ページ ) を参照してくだ 

さい。

Webアプリケーション分析の前提条件

DevPartner メモリ分析で ASP.NETアプリケーションのプロファイル実⾏を成功させるため
には、以下の 2 つの条件が満たされる必要があります。

� プロジェクトに web.config ファイルが含まれている。

� プロジェクトがデバッグ⽤に構成されている。これを実⾏するためには、web.config

ファイルに、debug属性を true に設定した compilation要素を含める必要があります。例： 
<compilation debug=”true” /> 
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Webアプリケーションでメモリ分析セッションを実⾏する

Webアプリケーションでメモリ使⽤状況を分析するには、以下の⼿順を実⾏します。

1 Visual Studioで、アプリケーションのプロジェクトを含むソリューションを開きます。

2 ソリューション内にあるプロジェクトの DevPartner のカバレッジ、メモリ、およびパフォー

マンス分析の各プロパティを確認します。

3 ソリューション エクスプローラでプロジェクトを選択します。

4 [ プロパティ ] ウィンドウを表示するには、[表示 ] > [ プロパティ ウィンドウ ] を選択します。

メモ： システムをログオフしたり再起動したりすると、ターミナル サービス クライアントを  

介してターミナル サーバーに接続しているか、リモート デスクトップを介してシス  

テムに接続されている場合にのみ、分析オプションが変更されます。 
 

メモリ分析を有効にした状態で低速のコンピュータを再起動または起動すると、サー

ビス コントロール マネージャによって、SMTP、FTP、またはWWWPの各サービ  

スの起動時に無応答が報告される場合があります。これらのメッセージは無視して差

し支えありません。すべてのサービスは正常に起動しています。応答がないと報告さ

れるのは、DevPartner はメモリ分析が有効になっている場合に IIS をインストゥル

メントし、これらのサービスが IISに依存するためです。

5 ローカル コンピュータ上でサーバー コンポーネントを実⾏していない場合は、DevPartner  
データ収集プロパティを使用してリモート データの収集オプションを設定します。

6 収集するデータの種類とサーバー上の IISのバージョンによっては、IISの構成を変更する
必要が生じる場合があります。

ヒント： IISの構成変更の詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

7 Visual Studioで、[DevPartner] > [デバッグを実⾏せずにメモリ分析を選択して開始 ] を選択す   

るか、DevPartnerツールバーの [メモリ分析を選択して開始 ] をクリックします。

メモリ分析セッション コントロール ウィンドウを使⽤して、実⾏する分析タイプを以下  

のいずれかから選択します。

� メモリ リーク

� 一時オブジェクト

� RAM フットプリント

実⾏する分析タイプの選択の詳細については、「メモリに関する問題を特定する」（158
ページ ) を参照してください。

8 セッション コントロール ウィンドウで、データを収集するサーバー プロセスを選択しま   

す。クライアントからアプリケーションを実⾏し、[ 表示 ] をクリックして、必要なマネー

ジ ヒープのスナップショットを取ります。必要に応じて、同じセッションにある別のサー 

バー プロセスを選択し、別のスナップショットを取ることもできます。

9 クライアントからアプリケーションを実⾏すると、ASP.NET プロセスまたは IIS プロセ

スに関するメモリ データが収集されます。Internet Explorer （クライアント）プロセスに  

関するデータは収集されません。

10 メモリ分析セッション コントロール ウィンドウの [ セッション コントロール ] ボタンを   

使用して、データ収集を制御します。セッション コントロール ファイルまたはセッション  

コントロールAPI を使用して、データ収集を自動化することもできます。
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予想外のファイルの保存ダイアログ ボックスや保存済みセッション ファイルが表示される 

場合

一定の条件のもとでは、ASP.NETアプリケーションを終了したあとで [ プロジェクトにファ

イルを追加 ] ダイアログが予期せず表示されたり、DevPartner でセッション ファイルを自動 

的に保存するように設定してある場合に予期せずセッション ファイルが保存されたりする場 

合があります。

メモリ分析セッションでは、Internet Explorer に関するデータは収集されません (DevPartner 
では、マネージ コードに関するメモリ分析データのみ収集されます）。このため、ASP.NET 
アプリケーションのメモリ分析を実⾏しているときは、ASP.NETワーカー プロセス （w3wp 
またはaspnet_wp）が一次プロファイル プロセスとなります。⼀次プロセスが終了すると、 
DevPartnerはデータの収集を停止して、最終的なセッション ファイルを生成します。ほとん 

どの場合、これはユーザーのアクションに対する動作として⾏われます。ただし、ASP.NET
ワーカー プロセスが実⾏されるシステムでmachine.configファイルのプロセスのモデル属 

性」クションを以下に示すいずれかの方法で編集しておくと、これらのプロセスをプロファ

イリング中に自動的にシャットダウンすることができます。

� requestLimit属性または requestQueueLimit属性の値を「Infinite」から、セッション

中にプロセスをシャットダウンするのに⼗分な低い値に変更する

� timeout属性または idleTimeout属性の値を「Infinite」から、セッション中にプロセスを

シャットダウンするのに⼗分な低い値に変更する

� memoryLimit属性の値をセッション中にプロセスがリサイクルするのに⼗分な低い⽐率
に変更する

プロセスがシャットダウンすると、DevPartnerは最後のスナップショットを取って、セッション

ファイルを⽣成し、セッションを終了します。IE （ユーザー起動のクライアント プロセス） 

が依然としてアクティブである場合は、ASP.NETワーカー プロセスの新しいインスタンスが 

発生します。ASP.NETワーカー プロセスでは、その終了時に個別にセッション ファイルが  

作成されます。ファイルの内容は、セッション ファイルに保存されるか、[ プロジェクトに 

ファイルを追加 ] ダイアログ ボックスに表示されます。ただし、このセッション データは元  

のメモリ分析セッションの一部ではないため、通常、有用性は高くありません。

この問題を解決するには、machine.configファイルを編集し、プロセスの早すぎる終了を避

けるのに⼗分な⾼い値に、適切な属性を設定します。

メモ： machine.configファイルを編集する前に、必ずバックアップ コピーを作成してくだ 

さい。

DevPartnerは、Visual Studio プロパティ ウィンドウの DevPartnerカバレッジ、メモリ、および  

パフォーマンス分析の設定で分析が明示的に無効にされるまで、ASP.NETワーカー プロセスが 

実⾏して終了するたびに分析データの収集を続けます。

セキュリティ例外が発⽣した場合

マネージ アプリケーションのデータを収集する場合、セキュリティ ポリシーで DevPartnerに  

よるコードのインストゥルメンテーションが禁⽌されていると、セキュリティ例外メッセージ

が表示されます。デフォルトでは、アセンブリをプロファイルするにはSkipVerification
権限が必要です。コードが実⾏されるポリシーの権限セットからこの権限を削除したり、こ

の権限を無効にするような命令型のセキュリティ宣⾔をアセンブリに追加した場合、アセン

ブリをプロファイルできなくなります。

この状態を修正するには、以下の2つの方法のいずれかを使用して、確実にプロファイリングを

実⾏できるようにします。
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� 以下のグローバル環境変数を設定して、アプリケーションのプロファイルを再試⾏します。

NM_NO_FAST_INSTR=1

この⽅法を使⽤すると、問題を回避することができますが、パフォーマンスが若⼲低下し

ます。

� .NET Framework構成ツールのMMCスナップインを使用してアセンブリのポリシーを変 

更するか、またはアセンブリ内のすべての強制セキュリティ宣⾔を⼀時的に削除します。

Visual Studioのセキュリティ ポリシーの詳細については、Visual Studioオンライン ヘルプの    

『.NET Framework Developers Guide』を参照してください。

開発サイクルにおいてメモリ分析を使用する

問題があるのではないかと疑いを持つ前からテストを開始してかまいません。DevPartner メ

モリ分析を早期から頻繁に実⾏して、アプリケーション分析時の分析対象を理解しておくと、

問題の特定が容易で、修正によるリスクも少ないうちに問題を早期に修正できます。

多くの場合、マネージ アプリケーションにおけるメモリに関する問題は、単純なコーディン 

グ エラーではなく、より大きな設計上およびアーキテクチャ上の決定が原因です。たとえば、 

解放されない古い参照が原因で、あるオブジェクトが収集されず、そのためにメモリ ロスが 

発生することがあります。これは、コードの他の部分を修正した結果である可能性がありま

す。これらの問題を特定したときに開発サイクルが進んでいるほど、より問題の修正が難し

く、リスクも高くなります。

そのため、開発サイクル全体にわたる継続的なテスト プログラムの一部としてメモリ分析を 

使用することは有用です。単体テスト中にメモリ分析を使用することで、個々のモジュール

におけるメモリの処理⽅法を理解できます。改善が必要な領域を特定して修正したあと、再

度テストして修正内容を確認します。その後、アプリケーションにモジュールを統合すると

きにも、メモリ テストを再度繰り返して、メモリに関する新たな問題が発⽣しないことを確 

認します。

Visual Studio Team System にデータを送信する

Visual Studio 2005および 2008 については、選択したメソッドに関するデータをバグタイプの  

作業項目として Visual Studio Team System に送信します。Visual Studio 2010 では、選択し   

たメソッドに関するデータを問題、バグ、または不具合タイプの作業項目として Team
Foundation Server に送信します。

DevPartner メモリ分析セッション ファイルのメソッド リスト ビューで選択したメソッドの   

データを作業項目として送信できます。有効な作業項目には、以下の分析タイプで選択された

メソッドが含まれます。

� メモリ リーク－最も多くリークしているメモリを割り当てるメソッド

� RAM フットプリント－最も多くのメモリを割り当てるメソッド

� 一時オブジェクト－最も多くのメモリを使用するメソッドと、最も多くのメモリを割り当

てるエントリ ポイント

作業項目を送信すると、ビューの表示カラムのデータが該当する [ 作業項目のタイプ ] フォーム

に挿入されます。[ 作業項目 ] で送信するメソッド データを変更するには、カラム⾒出しを右 

クリックし、コンテキスト メニューから [ 項目の選択 ...] を選択します。
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DevPartner Studio と Visual Studio Team System の統合の詳細については、「Visual Studio    
Team System のサポート」（20 ページ ) を参照してください。
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自動パフォーマンス分析
この章には、2つのセクションが含まれています。1つめのセクションでは、はじめてのユー

ザーを対象として、パフォーマンス分析を使用する簡単な手順について説明します。2つめの

セクションでは、DevPartner Studio のパフォーマンス分析機能を詳細に把握するための参照 

情報を示します。

パフォーマンス分析のタスクに関する情報については、DevPartner Studio のオンラインヘル 

プを参照してください。

パフォーマンス分析とは

DevPartner Studioのパフォーマンス分析機能を使用すると、アプリケーションのパフォーマン 

ス低下の原因となるボトルネックについて、そのボトルネックがコード、サードパーティの

コンポーネント、またはオペレーティング システムのどこにあるかにかかわらず、検出でき 

ます。

DevPartnerのパフォーマンス分析：

� コンポーネントが実際に使用されているときのパフォーマンスを分析します。このこと

は、コンポーネントが分散システム上にある場合も同様です。

� アプリケーションの特定のフェーズを対象としてデータを収集できるため、パフォーマン

スの調整作業の無駄を省くことができます。

� 対象のアプリケーションのスレッドの経過時間と、実⾏中の他のアプリケーションのス

レッドの経過時間を区別できるため、外部の影響を受けない、正確で再現可能な結果を得

ることができます。

パフォーマンス分析を今すぐ使用する

以下に⽰す準備、設定、実⾏の⼿順では、DevPartnerを使用してコードのパフォーマンスを

分析する方法について説明します。

メモ： DevPartner Studioでアプリケーションを分析する場合、昇格されたシステム権限は 

必要ありません。DevPartnerでのアプリケーションの分析には、アプリケーション

の作成とデバッグに使用するシステム権限で十分です。

すぐに使い始めるには、影付きのボックス内に示された手順に従います。影付きのボックス

内に説明されている内容の詳細については、ボックスの下の追加説明を参照してください。
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準備：分析対象を検討する

パフォーマンス分析を使用する前に、分析対象を検討します。

メモ： DevPartnerパフォーマンス分析でサポートされているすべてのプロジェクト タイ 

プのリストは、「DevPartner Studio サポートされるプロジェクト タイプ」（269ペー  

ジ）を参照してください。

アプリケーションの分析では、パフォーマンス セッションを開始する前に、どのようなデー 

タを収集するかを決定します。セッションを開始する前に、いくつかの⼿順を実⾏する必要

がある場合があります。たとえば、以下の場合には設定が必要です。

� パフォーマンス分析から除外するモジュールがある場合

� アンマネージ モジュールを分析する場合

� リモート サーバー上で実⾏されるコードを含める場合

この手順では、アプリケーション内のすべてのローカル マネージ コードが分析されます。

設定：プロパティとオプション

分析するコードを決定したあとは、データ収集の対象にするプロパティとオプションを設定

できます。

ソリューション プロパティとプロジェクト プロパティを使用して、.NET アセンブリの情報、  

アプリケーション外部で実⾏されるCOM、実⾏中の他のアプリケーションのスレッドの経過
時間、⾏レベル分析またはメソッド レベル分析などを分析セッション データに含める必要が  

あるかどうかを選択できます。DevPartnerオプションを使⽤すると、表⽰オプションの変更、
アプリケーションの一部の分析からの除外、またはセッション コントロール ファイルを作成  

することによるデータ収集の管理を⾏うことができます。設定のカスタマイズの詳細につい

ては、「プロパティとオプションを設定する」（190 ページ）を参照してください。

以降の⼿順では、以下の事項を前提としています。

� 単一プロセスのマネージ アプリケーションをテストします。

� アプリケーションのビルドと実⾏が可能です。

� ソリューションには、スタートアップ プロジェクトが含まれています。

この手順では、DevPartnerのデフォルトのプロパティとオプションを使用できます。追加の

設定は必要ありません。
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実⾏：パフォーマンス データを収集する

分析対象を検討し、適切なプロパティとオプションを設定したあとは、パフォーマンス デー 

タの収集を開始できます。

メモ： マネージ アプリケーションのデータを収集しようとしてセキュリティ例外メッセー 

ジが表示された場合は、194ページのセキュリティ ポリシーの変更⽅法を参照してく 

ださい。

パフォーマンス分析を実⾏するとき、必要に応じてデバッグを実⾏することができます。デ

バッグを実⾏しないセッションの結果の⽅が容易に解釈できるため、通常のパフォーマンス

分析はデバッグなしで実⾏してください。アプリケーションをデバッガで実⾏した場合は、

セッション中にブレークポイントにヒットした場合など、一部のタイミング値が予想より大

きくなることがあります。

データを分析する

スナップショットを取るか、アプリケーションを終了すると、図 6-1 に示すように、Visual 
Studioにセッション ファイルが表示されます。以下に、セッション ウィンドウの構成要素を  

示します。

� フィルタ ペイン。アプリケーションに含まれているソース ファイルとイメージがリスト  

されます。フィルタ ペインには、セッションの経過時間に対する各ファイルの経過時間 

の割合が表示されます。フィルタ ペインには、最も重要なデータに焦点を絞るために使 

用できるフィルタ セットも表示されます。

1 Visual Studioで、アプリケーションに関連付けられたソリューションを開きます。

2 [DevPartner] > [ パフォーマンス分析を選択して開始 ] を選択して、パフォーマンス分析  

セッションを開始します。

セッションの実⾏中は、セッション コントロール ツールバーのオプションがアクティブ  

になります。

DevPartnerのセッション コントロールを使用すると、アプリケーションの任意のフェー 

ズにパフォーマンス分析の焦点を絞ることができます。セッション コントロールを使用 

してデータ収集を停止し、現時点で収集されたデータのスナップショットを取ってから

レコーディングを継続することも、収集されたがまだスナップショットに保存されてい

ないデータをクリアすることもできます。

3 分析するコードを実⾏します。

4 [ スナップショット ] アイコンをクリックします （セッション ウィンドウにフォーカ 

スを移動する必要がある場合は、2回クリックします）。スナップショットを取ると、

DevPartnerによって、収集されたデータを含むセッション ファイルと呼ばれるファイル 

が作成され、セッション ファイルのデータが表示されます。

5 アプリケーションに戻って、テストを引き続き実⾏します。

6 テストの実⾏が終了したら、アプリケーションを終了します。Visual Studioに最終的な 

セッション ファイルが表示されます。
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� セッション データ ペイン。[ メソッド リスト ] タブ、[ ソース ] タブ、[ セッション サマリ ] 
タブがあります。セッション データ ペインには、フィルタ ペインで選択されているファ   

イルまたはフィルタのデータが表示されます。

図6-1 パフォーマンス分析のセッション ウィンドウ

フィルタ ペインとセッション データ ペインを使用する

データの評価を開始するには、フィルタを使用して開始し、[ メソッド リスト ] を調べて、プ 

ログラムの処理時間において⼤きな割合を占めているメソッドを探します。

フィルタ

ペイン

フィルタ 
ペイン

1 フィルタ ペインで、[ ソース メソッドの上位 20] フィルタをクリックします。表示され  

るデータが少なくなり、対象にするソース メソッドに焦点を絞ることができます。

システム ファイルの経過時間を把握することは、パフォーマンスを分析する場合には役 

⽴ちますが、このフィルタを使⽤してシステム ファイルを表示しないようにすると、パ 

フォーマンスの調整作業の焦点を絞ることができます。

2 [ メソッド リスト ] タブのデータを調べます。[ メソッド リスト ] タブには、各メソッド  

の経過時間に関する情報が表示されています。

1 つまたは複数のカラムに大きな値があるメソッドを [ メソッド リスト ]で検索すると、 
パフォーマンス向上のために作業対象にする特定の領域がわかります。

3 [メソッド リスト ]タブで、[メソッドでの⽐率 [%]]を確認します。このカラムには、セッ 

ションの経過時間に対するメソッドの経過時間の割合が表示されています（デフォルトで

は、各データは [メソッドでの⽐率 [%]]で降順にソートされています。そうでない場合は、
カラム⾒出しをクリックしてください）。

4 [下位を含む⽐率 [%]] を確認します。このカラムには、セッションの経過時間に対する

メソッドとその下位メソッドの経過時間の割合が表示されています。

5 [平均 ]を確認します。このカラムには、メソッドの平均実⾏時間が表⽰されています。

これらのカラムの値を調べると、パフォーマンス向上のために作業対象にするコードの領域

がわかります。
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コール グラフを表示する

パフォーマンス上の問題の中には、上位メソッドと下位メソッドの間でコールが⾏われるコン

テキストでのみ確認できるものがあります。このような場合は、コール グラフを調べること 

が役⽴ちます。コール グラフとは、アプリケーションの複数のメソッドのコール関係を表し 

たグラフのことです。

図6-2 コール グラフ

コール グラフには、[ メソッド リスト ] タブか [ ソース ] タブのコンテキスト メニュー、また   

は [ コール グラフ ] アイコン  からアクセスできます。

6 [ メソッド ] リストでメソッドを右クリックし、コンテキスト メニューの [ コール グラフ  

の表示 ] を選択します。メソッドのコール グラフが表示されます。クリティカル パスは、  

システムのデフォルトの色で強調表示されています。

ヒント： 以下のステップは、コール グラフの使用方法の概要です。コール グラフの詳細に   

ついては、「コール グラフを分析する」（202ページ）を参照してください。

7 任意のノードの両端にあるプラスまたはマイナスのアイコンをクリックすると、上位

ノード （左）または下位ノード （右）の表示が展開されるか、折りたたまれます。ノー

ドに表示されている割合の値と、下位ノードに続く線の上に表示された割合とを比較し

て、パフォーマンス上の問題の原因になっている可能性があるパスを探します。

8 ノードの上、またはメソッド ノード間のリンクに示された割合の値の上にマウス ポイン  

タを置くと、詳細情報が表示されます。

9 パフォーマンスの向上に関係する可能性のあるメソッドを識別します。右クリックし、

コンテキスト メニューから [ メソッドのソース ] を選択します （システム メソッドを選  

択した場合、ソースは表示されません）。

メソッドのソース コードがセッション ウィンドウの [ ソース ] タブに表示されますが、  

フォーカスはまだコール グラフにあります。

10 ソース コードの作業を始めるには、コール グラフを閉じます。
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ソース コードを表示する

[ ソース ] タブには、選択したファイルまたはメソッドのソース コードが表示されます。[ ソー 

ス ]タブは、パフォーマンス上の問題の原因となっている可能性のあるコード⾏の識別に役⽴
ちます。

図6-3 [ソース ]タブ

セッションを比較する

パフォーマンス上の問題を特定して修正したあとは、別のパフォーマンス セッションを実⾏ 

して、変更の前後のセッション ファイルを比較できます。DevPartner により、セッション間 

の違いを表示する比較ウィンドウが表示されます。比較セッションの詳細については、「セッ

ションを比較する」（205ページ）を参照してください。

セッションのサマリ データを表示する

[ セッション サマリ ] タブには、パフォーマンス分析セッションの概要が表示されます。

11 図 6-3 に示すように、選択したメソッドのソース コードが [ ソース ] タブに表示されま  

す。[ ソース ]タブには、実⾏済みのコード⾏のそれぞれに関するパフォーマンス セッ 

ション データが表示されます。

各メソッドで最も実⾏速度が遅いコード⾏が強調表⽰されます。パフォーマンスが向上

する可能性があるかどうかを判断し、それに応じてコードを変更します。
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図6-4 [セッション サマリ ]タブ

セッション ファイルを保存する

パフォーマンス データの確認後、セッション ファイルを保存できます。

DevPartnerでは、セッション ファイルはアクティブなソリューションの一部として保存され 

ます。これらのファイルは、ソリューション エクスプローラのDevPartner Studio仮想フォ  

ルダに表示されます。パフォーマンス分析のセッション ファイルには、.dpprfという拡張子 

が付きます。

デフォルトでは、セッション ファイルはプロジェクトの出⼒フォルダに保存されます。ファ 

イル名は、デフォルト フォルダに配置されているファイル名に自動的に番号を追加する形式 

（たとえば、MyApp.dpprf、MyApp1.dpprf）に設定されます。セッション ファイルをデフォ 

ルト フォルダ以外の場所に保存した場合は、ユーザーがファイル名と番号を管理する必要が 

あります。

出⼒フォルダがないプロジェクトの場合 （Visual Studio 2005 Web サイト プロジェクトなど    

の場合）、ファイルはプロジェクト フォルダに物理的に保存されます。

12 [ セッション サマリ ] タブをクリックします。

[ セッション サマリ ]には、セッションの⽇時、プロセッサ速度、オペレーティング シ  

ステムなどのセッションに関するコンテキスト情報が含まれます。この情報は、特に他

のユーザーが作成した古いセッション ファイルを参照する場合に役⽴ちます。

また、サマリには、フィルタ ペインと [ メソッド リスト ] タブのパフォーマンス データ   

も含まれており、分析されたファイルとメソッドの両方のデータが表示されています。

13 タブ内でスクロールして、セッション サマリ データを参照します。

1 Visual Studioのセッション ファイル ウィンドウを閉じて、セッション ファイルを保存    

します。

2 デフォルトのファイル名と場所を受け入れる場合は、[OK] をクリックします。
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コマンド ラインで生成されたセッション ファイルは、プロジェクトのソリューションに自動  

的には追加されません。外部で生成されたセッション ファイルは、Visual Studioに開いたソ  

リューションに手動で追加できます。

これで、この章の準備、設定、実⾏のセクションは終了です。これで、パフォーマンス分析

セッション実⾏のメカニズムの基礎が理解できました。追加情報については、引き続きこの

章の残りの部分を参照してください。タスクベースの情報については、DevPartner のオンラ

イン ヘルプを参照してください。

プロパティとオプションを設定する

パフォーマンス分析セッションを開始する前に、データ収集を微調整して、特定のタイプの

情報を含めるか除外しておくと、多くの場合に役⽴ちます。ソリューション プロパティ、プ 

ロジェクト プロパティ、および DevPartner オプションを使用して、分析セッションをより 

目的に適したものにします。

ソリューション プロパティ

ソリューション レベルで使用可能なパフォーマンス プロパティを表示するには、ソリュー  

ション エクスプローラでソリューションを選択してから[F4]キーを押して、プロパティ 

ウィンドウを表示します。

図6-5 ソリューション プロパティ

パフォーマンス分析に影響を与えるソリューション プロパティは、以下のとおりです。

� .NET から収集－マネージ コードのアプリケーションにのみ表示されます。.NET アセン 

ブリの情報を収集しない場合は、このプロパティを [False] に設定します。

このプロパティは、カバレッジ分析とパフォーマンス分析のセッションにのみ影響しま

す。メモリ分析とパフォーマンス エキスパートでは、この値が [False]に設定されていて 

も、常にマネージ アプリケーションからデータが収集されます。

DevPartner for Visual C++ Boundschecker Suite では、[.NET から収集 ] プロパティは使    

用できません。

� スタートアップ プロジェクト－ソリューションには、スタートアップ プロジェクトを含  

める必要があります。ソリューションに複数のスタートアップ プロジェクトが含まれて 

いる場合は、分析の開始前に、セッションで使用するスタートアップ プロジェクトを選 

択するように求めるプロンプトが表示されます。
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プロジェクト プロパティ

プロジェクト レベルのプロパティを参照するには、ソリューション エクスプローラでプロ  

ジェクトを選択して、ソリューション内のプロジェクトに設定可能なプロパティを参照します。

図6-6 プロジェクト プロパティ

パフォーマンス分析に影響を与えるプロジェクト プロパティは、以下のとおりです。

� COM情報の収集－DevPartnerは、 DLLエクスポートおよびCOMインターフェイスに 

基づいてメソッド レベルのデータを収集します。アプリケーションの外部で実⾏される 

COM の情報を収集しない場合は、[False] を選択します。

� その他を除外－他のアプリケーションのスレッドの経過時間は除外します。アプリケー

ションのスレッドに費やされた時間だけが測定されます。

パフォーマンス情報の収集中に、コンテキスト スイッチが監視され、アプリケーション 

の外部にあるスレッドの処理に要したCPU 時間が計測されます。タイミング データの収 

集後、クロック時間から他のスレッドでの経過時間が引かれ、アプリケーションの正確な

経過時間が計算されます。

この機能を有効にする場合は [True]、無効にする場合は [False] を選択します。

� インライン関数をインストゥルメントする－インライン関数をインストゥルメントする

場合は、このプロパティを [True] に設定します （インストゥルメンテーションについて

は、「インストゥルメンテーションについて」（193 ページ）を参照してください）。イン

ライン最適化が有効な場合は、デフォルトでインライン関数はインストゥルメントされま

せん。

マネージ C++ アプリケーションの場合、[ インライン関数をインストゥルメントする ] プ

ロパティを [True] に設定しても、DevPartner は__forceinlineキーワードで明示的に

インラインされている関数のデータを収集しません。

� インストゥルメンテーション レベル－[メソッド]または[⾏]を選択します（インストゥル 

メンテーションについては、「インストゥルメンテーションについて」（193 ページ）を参

照してください）。

� メソッド：メソッドレベルのインストゥルメンテーションでは、パフォーマンス分析を

短時間で実⾏できますが、メソッドレベルのデータしか提供されません。

� ⾏：⾏レベルのインストゥルメンテーションでは、ソース コードの特定の⾏までドリ 

ルダウンすることができます。.NET アプリケーションで作業する場合、[ インストゥ

ルメンテーション レベル ] として [⾏ ] を選択し、グローバル アセンブリ キャッシュ   

（GAC）に JIT コンパイルのアセンブリをインストールすると、DevPartnerパフォー
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マンス分析は、アセンブリに関する⾏レベルのデータを提供できません。DevPartner
は、JITコンパイルのアセンブリをインストゥルメントできません。⾏レベルのデー
タを収集するには、パフォーマンス分析の実⾏の際、事前に JITアセンブリを⾏わな
いでください。

すべてのプロパティ設定は、明⽰的に変更しないかぎり保持されます。

 オプション

パフォーマンス分析セッションのDevPartnerオプション設定を確認するには、[DevPartner] > 
[オプション ] > [分析 ]を選択します。

� [ 表示 ]オプションを使⽤すると、データ表⽰時の精度、目盛り、および単位を設定でき
ます。

� [ 除外 ] オプションを使用すると、データ収集から 1 つまたは複数のイメージを除外できま

す。除外の詳細については、「イメージを除外する」（192 ページ）を参照してください。

� [ セッション コントロール ファイル ] オプションを使用すると、アプリケーションやモ  

ジュールの実⾏時に DevPartner によって収集されるデータを制御するためのルールとア

クションのセットを作成できます。セッション コントロール ファイルの詳細については、  

「分析セッションの制御」（301 ページ）を参照してください。

[環境 ] > [ フォントと色 ] などのその他の Visual Studioオプションも、DevPartnerの機能に影   

響を与えます。

イメージを除外する

パフォーマンス分析でアプリケーションを実⾏すると、DevPartner によって、すべてのソー

ス イメージとシステム イメージが収集されます。この場合に、除外オプションを使用すると、  

1つまたは複数のイメージを分析から除外できます。

分析オプションを表示した状態 （[DevPartner] > [ オプション ] > [ 分析 ]）で、[ 除外 - パ    

フォーマンス ] を選択します。

ページ上部にある [ 表示 ] リストで、以下のいずれかを選択します。

� グローバルな除外

� 現在のフォルダでのローカルな除外

� 実⾏可能フォルダでのローカルな除外

[現在のディレクトリ内のローカル除外]オプションと[実⾏可能ディレクトリ内のローカル除
外 ]オプションは、ソリューションが開かれており、実⾏可能フォルダが現在の作業フォルダ
と異なるときにのみ使⽤できます。

[挿入 ]をクリックして、イメージを除外リストに追加します。名前を⼊⼒するか、除外する
イメージを参照します。除外できるファイル タイプは、.exe、.dll、.ocx、.netmoduleで 

す。[ ファイルの種類 ] リストを使用して、表示するファイルの種類を制限します。

.NET モジュール （.netmodule）を選択した場合は、モジュールのアンマネージ部分のみが

除外されます。

除外リストからイメージを削除するには、項目を選択して [ 削除 ] をクリックします。

[ システム イメージを除外する ] チェック ボックスをオンにすると、インストゥルメントされ  

ていないシステム DLL がDevPartnerパフォーマンス プロファイリングから除外されます。
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グローバルな除外は、DevPartner のインストール フォルダの¥Analysisサブフォルダ内の 

nmexclud.txtに保存されます。ローカル除外は、アプリケーションの実⾏可能フォルダまたは

現在の作業フォルダのnmexclud.txtに保存されます。他の場所に除外リスト（nmexclud.txt）

のコピーを保存する場合は、[名前を付けて保存 ]をクリックします。

メモ： 実⾏中のアプリケーションを完全に監視するために、DevPartner ではいくつかの特

定のWin32 APIが常にプロファイルされます。したがって、一部のシステムDLL は 

個別に除外できず、[ システム イメージを除外する ] をオンにしてすべてのシステム 

イメージを除外しないかぎり、セッション ファイルのシステム イメージ リストに常   

に表示されます。

除外操作は、[ ネイティブ C/C++ インストゥルメンテーション ] でコンパイルされたファイル

には適用されません。たとえば、インストゥルメントされたアンマネージ C/C++ イメージを

除外した場合でも、そのファイルの情報は引き続き収集されます。ただし、システム コール 

情報は収集されません。データ収集からアンマネージ C/C++ イメージを除外する場合は、そ

のイメージをインストゥルメントしないでください。

インストゥルメンテーションについて

マネージ アプリケーションを実⾏すると、DevPartner によって、アセンブリがコンパイラに 

ロードされるときに、各アセンブリのバイト コードにフックが挿入されます。これがインス 

トゥルメンテーションと呼ばれるプロセスです。このコードには、アプリケーションの実⾏

時にパフォーマンス データの収集に使用されるインストラクションが含まれています。 

DevPartnerのインストゥルメンテーションでは、ディスク上の実際のファイルは変更されま
せん。実⾏時にファイルのメモリ内の表現が変更されます。

実⾏時にインストゥルメントされるマネージ コードとは異なり、アンマネージC/C++ コード 

はコンパイル時にインストゥルメントする必要があります。アンマネージ コードをインス 

トゥルメントする場合、DevPartnerによってソース コードに直接フックが挿入されます。使 

用されるインストゥルメンテーションのタイプ、およびソリューション内のインストゥルメン

テーションから除外するプロジェクトを指定できるインストゥルメンテーション マネージャを 

使用します（インストゥルメンテーション マネージャの詳細については、「アンマネージ コー  

ドのデータを収集する」（194ページ）を参照）。アンマネージ プロジェクトをリビルドする 

と、フックが挿入されます。フックを削除するには、[DevPartner] メニューの [ ネイティブ

C/C++ インストゥルメンテーション ] オプションの選択を解除してインストゥルメンテー

ションをオフにしてから、プロジェクトをリビルドします。

さまざまなタイプのアプリケーションのデータを収集する

このセクションでは、DevPartner パフォーマンス分析を使用してさまざまなタイプのアプリ

ケーションからデータを収集する方法の詳細について説明します。

DevPartnerでは、Visual Studioのすべてのマネージ コードの言語とアンマネージ C/C++ がサ  

ポートされています。 さらに、Internet Explorer または IIS を使用するときの JScript および  

VBScript Web アプリケーションのパフォーマンス データも収集できます。

Visual Studioの各バージョンでサポートされているすべての言語とプロジェクト タイプのリ  

ストは、付録A「DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ」を参照してください。
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マネージ コードのデータを収集する

Visual Studio で開発されたアプリケーションの多くは、C# アプリケーション、Visual Basic  
アプリケーション、マネージ C++ アプリケーションなどのマネージ アプリケーションです。

DevPartner では、マネージ アプリケーション ソース コードに関する詳細情報を収集するに   

は、PDB （プログラム データベース ファイル）の情報が必要です。[ ソース ] タブにソース  

データが表示されない場合、またはフィルタ ペインにソース ファイルが表示されない場合  

は、.pdbファイルが生成されることを確認してください。

PDB 情報のないマネージ アプリケーション ファイルは、フィルタ ペインのシステム フォル    

ダに表示されます。

マネージ アプリケーションのデータを収集する場合、セキュリティ ポリシーでDevPartnerに  

よるコードのインストゥルメンテーションが禁⽌されていると、セキュリティ例外メッセージ

が表示されます。デフォルトでは、アセンブリをプロファイルするにはSkipVerification
権限が必要です。コードが実⾏されるポリシーの権限セットからこの権限を削除したり、こ

の権限を無効にするような命令型のセキュリティ宣⾔をアセンブリに追加した場合、アセン

ブリをプロファイルできなくなります。

この状態を修正するには、以下の 2 つの方法のいずれかを使用して、確実にプロファイリン

グを実⾏できるようにします。

� 以下のグローバル環境変数を設定して、アプリケーションのプロファイルを再試⾏します。

NM_NO_FAST_INSTR=1

この⽅法を使⽤すると、問題を回避することができますが、パフォーマンスが若⼲低下し

ます。

� .NET Framework構成ツールのMMCスナップインを使用してアセンブリのポリシーを変 

更するか、またはアセンブリ内のすべての強制セキュリティ宣⾔を⼀時的に削除します。

Visual Studioのセキュリティ ポリシーの詳細については、Visual Studioオンライン ヘルプの    

『.NET Framework Developers Guide』を参照してください。

アンマネージ コードのデータを収集する

パフォーマンスをプロファイルするためにアンマネージ Visual C++ アプリケーションをネイ 

ティブ C/C++ インストゥルメンテーションを使用してビルドすると、DevPartnerはコンパイ

ラと連携して、アプリケーション イメージにインストラクションを追加し、実⾏時にパフォー 

マンス データを収集します。たとえば、メソッドの開始や終了のたびにDevPartnerが呼び出 

されます。 この情報を使⽤して、メソッドの実⾏時間が計測されます。

アンマネージ コードをインストゥルメントするには、データ収集の対象にするアンマネージ 

C/C++ プロジェクトが含まれるソリューションを開き、[DevPartner] > [ ネイティブ C/C++  
インストゥルメンテーション マネージャ ] を選択します。
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図6-7 インストゥルメンテーション マネージャ

[ ソリューションのビルド時に、以下で選択したプロジェクトをインストゥルメントする ]
チェック ボックスをオンにして、インストゥルメンテーションのタイプを選択します。選択 

するインストゥルメンテーションのタイプは、その後実⾏する分析のタイプと⼀致している

必要があります。

インストゥルメントするプロジェクトを選択します。デフォルトで、DevPartner では、ソ

リューション内のすべてのアンマネージ コードがインストゥルメントされます。除外するモ 

ジュールの選択を解除します。

[OK]をクリックして、ソリューションをリビルドします。選択したアンマネージ C/C++ プロ

ジェクトがインストゥルメントされます。DevPartnerツールバーの [ パフォーマンス分析を選

択して開始 ] をクリックして、分析セッションを開始します。

選択したプロジェクトはソリューションと共に Native C/C++ インストゥルメンテーション 

マネージャに保存されます。いったんインストゥルメンテーション マネージャを使用してイン 

ストゥルメンテーションを設定すると、[DevPartner]メニューの [ ネイティブ C/C++ インス

トゥルメンテーション ] オプションまたは DevPartner ツールバーの [ ネイティブ C/C++ イン

ストゥルメンテーション ] ボタンで、インストゥルメンテーションをオンまたはオフにするこ

とができます。ネイティブ C/C++ インストゥルメンテーション マネージャは、設定を変更す 

る場合にのみ使用してください。

アプケーションからインストゥルメンテーションを削除するには、[DevPartner]メニューの 

[ ネイティブ C/C++ インストゥルメンテーション ] オプションの選択を解除します。次にパ

フォーマンス分析セッションを開始またはソリューションをリビルドするときは、Visual
Studioによってインストゥルメンテーションなしでソリューションがリビルドされます。

メモ： アプリケーションによってVisual Studioコンポーネントが呼び出される場合は、Visual 
Studioでパフォーマンス分析を⾏うために、これらのコンポーネントをDevPartnerイン

ストゥルメンテーションでコンパイルする必要があります。詳細については、Visual
StudioのDevPartner Studioオンライン ヘルプを参照してください。
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混合モードの C++ファイル

アンマネージ （ネイティブ）C++ で/clrオプションを指定すると、アプリケーションをマ

ネージ コードとしてコンパイルできます。その場合は、ネイティブ コードとしてコンパイル  

する部分を#pragmaでマークできます。コンパイラは#pragmaセクションで定義されたメソッ

ドのネイティブ コードを生成します。DevPartnerでは混合モードの C++ファイルはサポート 

されていません。マネージ セクションとアンマネージ （ネイティブ）セクションの両方が混 

在する C++ファイルを含むプログラムをプロファイルすると、マネージ コード部分のみのカ 

バレッジ データが収集されて、#pragmaで囲まれた部分のネイティブ コードのカバレッジ  

データは収集されません。アンマネージC++コードのデータを収集するには、そのアンマネー

ジ コードを別のファイルに配置してインストゥルメントします。「アンマネージ コードの  

データを収集する」（194ページ）を参照してください。

複数プロセスのデータを収集する

1 つのアプリケーションで 1つ以上のプロセスが実⾏される場合があります。たとえば、
ASP.NET アプリケーションをプロファイルすると、ブラウザ プロセス （iexplore）、IIS プ 

ロセス （inetinfo）、および ASPワーカー プロセス （aspnet_wpまたはw3wp）が実⾏され 

ていることがわかります。

パフォーマンス分析で複数プロセスのアプリケーションを実⾏すると、DevPartner のセッ

ション コントロール ツールバーのプロセス選択リストにアクティブなプロセスが表示され  

ます。

図6-8 プロセス選択リストが表示されたセッション コントロール ツールバー

プロセス選択リストを使用して、データ収集の対象を絞ります。スナップショットを取ると、

DevPartner によって、プロセス選択リストで選択されたプロセスのデータが含まれている

セッション ファイルが作成されます。

リモート システムのデータを収集する

リモート システムで実⾏中のアプリケーション コンポーネントのパフォーマンス データを   

収集できます。たとえば、クライアント／サーバー アプリケーションのクライアント部分と 

サーバー部分の両方のパフォーマンス データを収集できます。DevPartner を使用すると、ク 

ライアント アプリケーションを実⾏しながら、クライアント プロセスとサーバー プロセスの   

パフォーマンス データを収集できます。

クライアント システムとリモート システムから同時にデータを収集するには、クライアント  

システムに DevPartner を、リモート システムにDevPartnerと DevPartner リモート サーバー  

ライセンスをインストールします。リモート サーバー ライセンスについては、『DevPartner  
Studioインストール ガイド』および『Distributed License Managementライセンス ガイド』を    

参照してください。

ターミナル サービス接続経由で接続されるサーバーでは、DevPartner リモート サーバー ラ   

イセンスは必要ありません。ターミナル サービスの詳細については、「ターミナル サービス  

とリモート デスクトップを使用する」（21ページ）を参照してください。

リモート システムで関連するプロジェクトを選択し、DevPartnerプロパティを参照して、ク 

ライアント システムで設定したオプションと⼀致することを確認します。オプションの変更 

後、IIS などのサーバー プロセスが再起動されます。この再起動は、変更を有効にするために 

必要です。
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アンマネージ C++ アプリケーションを分析する場合は、インストゥルメンテーションを指定

します。「アンマネージ コードのデータを収集する」（194ページ）に説明されているように、 

アプリケーションからアンマネージC++コンポーネントを呼び出している場合にそれらのコン

ポーネントのデータを収集するには、それらのコンポーネントをインストゥルメントする必

要があります。

データを関連付ける

Internet Explorer （IE）をブラウザとして使用し、Internet Information Server （IIS）を Web   
サーバーとして使用している場合、または COM を使用してインタープロセス コールを⾏う 

場合、クライアント ／サーバーの関係はプロセス間で⾃動的に認識されます。DCOM オブ

ジェクトのメソッド間、HTTPクライアントとサーバー （IEと IIS）の関係などを保持してお

くために、それらのセッションのデータは自動的に関連付けられます。次に、そのデータと

クライアント セッション データが 1 つのセッション ファイルに結合されます。

関連付けられたセッション ファイルには、アプリケーションのクライアント部分とサーバー 

部分の両方のパフォーマンス データが含まれています。関連付けられたセッション ファイル  

は、Visual Studio では他のセッション ファイルと同様に、ファイル名に_coを追加して （た  

とえばappname_CO.dpprf）表示されます。

関連付けられたセッション ファイルを [ コール グラフ ] で表示すると、呼び出し側メソッドか  

ら呼び出されたメソッドまでの COM コール スタックを追跡できます。DevPartnerは、クラ 

イアント システムのクロック速度に⼀致するように、サーバー側データの単位を変更します。

COM ベースの関係、または IE と IIS間でクライアント／サーバーの関係がない場合は、

[DevPartner] > [関連付け ] > [パフォーマンス ファイル ]を使用して、さまざまなセッション    

ファイルからのデータを手動で結合できます。また、「コマンド ラインから分析を起動する」 

（283ページ）に説明されているように、NMCORRELATEコマンド ライン ユーティリティを使  

用して、データを手動で結合することもできます。

.NET Webアプリケーションのデータを収集する

Web フォーム、XML Web サービス、またはASP.NET アプリケーションを開発する場合は、 

DevPartner を使用して、アプリケーションのクライアント部分とサーバー部分の両方のパ

フォーマンス データを収集できます。ローカル コンピュータまたはリモート コンピュータで   

実⾏されている IISと ASP.NETのデータを収集するように、DevPartnerを設定できます。

アプリケーションによって呼び出されたアンマネージ C++コンポーネントのデータを収集す

るには、「アンマネージ コードのデータを収集する」（194ページ）に説明されているように、 

ネイティブC/C++インストゥルメンテーションを使用して、対象となるコンポーネントをイン

ストゥルメントおよびリビルドする必要があります。WebアプリケーションによってC++コン

ポーネントが呼び出される場合は、Visual StudioでDevPartnerコマンドを使用して、そのコン 

ポーネントをインストゥルメントする必要があります。必ずパフォーマンス分析でインス

トゥルメントしてください。 DevPartnerは、1 つのセッションでは1つの分析タイプのデータ 

しか収集しません。

メモ： DevPartnerセッション ファイルは、現在のソリューションと共に保存されます。Visual 
Studioでプロジェクトを開くのではなく、IISから直接Webプロジェクトを開いた場合

は、異なるソリューション ファイルが使用される可能性があります。 あるソリュー  

ションで作成されたDevPartnerセッション ファイルは、別のソリューションでは表 

示されません。
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前提条件

DevPartner パフォーマンス分析で ASP.NETアプリケーションのプロファイル実⾏を成功さ
せるためには、以下の 2つの条件が満たされる必要があります。

� プロジェクトに web.config ファイルが含まれている。

� web.configファイルに、debug属性を true に設定した compilation要素が含まれている。例：

<compilation debug=” true” />

対象アプリケーションが呼び出すプロセス内部またはプロセス外部のコンポーネントのデー

タも収集できます。

デバッグなしでASP.NET アプリケーションを分析

最適な結果を得るには、パフォーマンス分析をデバッグなしで実⾏します。

図6-9 デバッグなしで開始するオプション

⼀度に1つのスクリプト デバッガのみがアクティブになることができます。デバッグありの 

オプションを指定して Web アプリケーションをデバッグすると、Visual Studioと DevPartner 
の両方でスクリプト デバッガのロードが試みられます。その場合、スクリプト デバッガが IE  
にアタッチできないというメッセージが表示されます。ただし、エラー メッセージが表示さ 

れても、セッションは中断されずに続⾏されます。

エラー メッセージが表示されないようにするには、iexploreでスクリプトのデバッグを無 

効にするか、デバッグなしでパフォーマンス分析を実⾏します。

予期せず [プロジェクトにファイルを追加 ]ダイアログ ボックスが表示される、 

または予期せずセッション ファイルが保存される

一定の条件のもとでは、ASP.NETアプリケーションを終了したあとで [ プロジェクトにファ

イルを追加 ] ダイアログ ボックスが予期せず表示されたり、DevPartnerでセッション ファイ  

ルを自動的に保存するように設定してある場合に予期せずセッション ファイルが保存された 

りする場合があります。

DevPartner では、ASP.NETアプリケーションに対してパフォーマンス分析を実⾏すると、
Internet Explorerのデータが一次プロファイル プロセスとして収集されます。また、ASP.NET  
ワーカー プロセス （w3wpまたはaspnet_wp）などの 2次プロセスに関するデータも保存さ 

れます。⼀次プロセスが終了すると、DevPartnerではデータの収集が停止されて、クライアン

ト ワーカー プロセスのデータ（IE）とサーバー ワーカー プロセスのデータ（IIS とASP.NET）    
の両方を含む、最終的な相関セッション ファイルが生成されます。セッション コントロール  

ツールバーでプロセスを選択すると、サーバー プロセスだけのスナップショットを取ること 

もできます。

ほとんどの場合、クライアント プロセスとサーバー プロセスは、ユーザーのアクションによっ  

て終了されます。ただし、ASP.NETワーカー プロセスは、プロファイル中に自動的にシャッ 

トダウンされることもあります。これは、プロセスが実⾏されるシステムでmachine.config

ファイルの「processModel属性」セクションを以下に示すいずれかの方法で編集した場合に

発生します。
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� requestLimit属性またはrequestQueueLimit属性の値を、「Infinite」からセッション

中にプロセスをシャットダウンするのに⼗分低い値に変更した。

� timeout属性または idleTimeout属性の値を、Infinite からセッション中にプロセスを

シャットダウンするのに⼗分低い値に変更した。

� memoryLimit属性の値を、セッション中にプロセスがリサイクルするのに⼗分低い⽐率
に変更した。

プロセスがシャットダウンすると、DevPartner は最後のスナップショットを取って、セッ

ション ファイルを生成します。DevPartner は、これらのセッション ファイルを以下のいず  

れかの⽅法で処理します。

� ASP.NET ワーカー プロセスがセッション コントロール ツールバーで選択されている場   

合、DevPartner は Visual Studio でセッション ファイルを開き、そのファイルをソリュー  

ションに追加します。この動作は、⽣成および終了される ASP.NETワーカー プロセスの 

インスタンスごとに繰り返されます。

� ASP.NETワーカー プロセスが選択されていない場合、セッション ファイルはキャッシュ  

されます。IE クライアント プロセスが終了するか、IE プロセスのスナップショットが取 

られると、DevPartner は、IE のセッション ファイルを作成するほか、IE、IIS、および 

その時点までに実⾏および終了されたASP.NETワーカー プロセスのすべてのインスタン 

スに関するデータを含む相関セッション ファイルを作成します。

分析セッションが終了すると、DevPartner は [ プロジェクトにファイルを追加 ] ダイアログ

ボックスを表⽰したままにするか、実⾏および終了されたASP.NETワーカー プロセスのイン 

スタンスに関するセッション ファイルを自動的に保存します。

ASP.NETワーカー プロセスが頻繁に終了したために余分なセッション ファイルが生成され  

ないようにするには、machine.configファイルを編集して、プロセスの早過ぎる終了を避け

るのに⼗分な⾼い値に、適切な属性を設定します。

メモ： machine.configファイルを編集する前に、必ずバックアップ コピーを作成してくだ 

さい。

従来の Webスクリプト アプリケーションのデータを収集する

DevPartnerパフォーマンス分析を有効にして従来のWebスクリプト アプリケーションを実⾏ 

すると、HTMLファイル、JScript ソース ファイル、VBScriptソース ファイルのデータが収  

集されます。スクリプト言語が、COM オブジェクトなどのプロセス内部またはプロセス外部

のコンポーネントを呼び出す場合、これらのデータも収集できます。

マネージ .NET⾔語の場合と同様に、実⾏時にスクリプト⾔語のインストゥルメンテーション
が⾏われます。ただし、監視対象にするアンマネージ コンポーネント （COM オブジェクト 

など）をインストゥルメントする必要があります。

メモ： 以下の手順は、従来のWebスクリプト アプリケーション固有の手順です。Visual Studio  
で開発したWebフォーム、XML Webサービス、およびASP.NETアプリケーションの 

データを収集するには、その他の .NETアプリケーションと同様の方法で、該当するア

プリケーションを実⾏します。

従来の Webスクリプト アプリケーションのデータを収集するには、[ スタート ] > [ すべての   

プログラム ] > [Micro Focus] > [DevPartner Studio] > [ ユーティリティ ] > [Web スクリプ    

トのパフォーマンス分析 ] を選択します。
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DevPartnerパフォーマンス分析がロードされた状態で Internet Explorer （IE）が開きます。IE 
の他に、データ収集を制御するために使用できるセッション コントロール ツールバーが表示  

されます。

DevPartnerを有効にした IEのインスタンスで、パフォーマンス データを収集するHTMLペー 

ジまたは Webアプリケーションを開き、アプリケーションを実⾏します。必要に応じて、ア
プリケーションの実⾏時にセッション コントロール ツールバーを使用してデータ収集の対  

象を絞ることも可能です。

Internet Explorerを終了するか、セッション コントロールを使用している場合は停止アク  

ションを実⾏します。[ セッションを保存 ] ダイアログ ボックスが表示されて、セッション 

ファイルが保存されます。

Webアプリケーションのデータ収集のヒント

分析⽤のデータを収集する前に、以下の操作を⾏うことをお勧めします。

� アプリケーションを数分間実⾏してウォームアップします。分析対象にするアプリケー

ションの部分が含まれるようにしてください。

� セッション コントロールのクリア アクションを実⾏して、その時点までに収集されたデー  

タを破棄します。これにより、アプリケーションの起動時に発生した多くの一時的な初期

化に対するデータ収集が排除されます。

� 分析するモジュールを実⾏します。

� セッション コントロール ツールバーの [ スナップショット ] をクリックします。これによ  

り、コードの代表的なサンプルのパフォーマンス データを取得できます。

� HTML ページが完全にロードされる時間を考慮します。手動でテストする場合、ページ

がロードされるのを待ちます。自動化されたテスト用のスクリプトを作成する場合、ペー

ジが完全にロードされるまでの待機時間を組み込みます。ページが完全にロードされる前

にページでコードが実⾏されると、プロファイリング データが歪曲されることがあります。

� キャッシュに注意してください。Web アプリケーションは、アプリケーション コードを 

実⾏する代わりに、キャッシュからページを返すことがあります。テストで同じ⼊⼒デー

タを繰り返して使用する場合は、キャッシュにより結果が歪曲されます。キャッシュの影

響を測定しないようにするには、machine.configファイルを編集して次の⾏をコメント

アウトすることにより、キャッシュを無効にします。

<add name=”OutputCache” type=”System.Web.Caching.Output-
CacheModule”/>

メモ： machine.configファイルを編集する前に、必ずバックアップ コピーを作成してくだ 

さい。

Webサービス要件

DevPartnerパフォーマンス分析で Webサービスを検出させるためには、サービスが以下の要

件を少なくとも1つは満たす必要があります。

� Webサービスが、System.Web.Services.WebServiceベース クラスから派生していること。

� Web サービスに WebService属性が含まれること。

DevPartner パフォーマンス分析で Web メソッドを検出させるためには、メソッドに

WebMethod属性が含まれている必要があります。
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NMSourceから一時ファイルを削除する

IEや IISでスクリプトをパフォーマンス分析している間に、スクリプト ソースの一時コピーを 

保存するためのNMSourceフォルダが作成されます。このソースは、セッション データの分析 

時にセッション ウィンドウの [ ソース ] タブに表示されます。

このソースがいつ必要になるかわからないため、NMSourceフォルダのファイルは削除されま

せん。このフォルダは短期間でサイズが大きくなることがあります。特に、IISでサーバー プ 

ログラムを分析する場合には注意が必要です。

NMSourceフォルダ内のソース ファイルを定期的に参照して、アクティブではなくなったプロ 

ジェクトに関するファイルをすべて削除する必要があります。NMSource は、¥Program

files¥Internet Explorerフォルダにあります。

IISでデータ収集を設定する

ローカル コンピュータまたはリモート サーバー上で実⾏中のIISまたはASP.NETアプリケー  

ションのパフォーマンス データを収集するには、以下に説明する設定オプションを設定します。

IIS がローカル システムで実⾏されている場合は、以下に説明するオプションをローカル シ  

ステムで設定します。IIS がリモート サーバー上で実⾏されている場合は、リモート システ  

ム上に DevPartnerと （リモート サーバー ライセンス）をインストールして、リモート シス   

テムで後述のオプションを設定する必要があります。

スクリプトのデバッグ

以下のオプションは、Internet Information Services マネージャの [ 規定のWeb サイトのプロ  

パティ ] （特定のアプリケーションについては [Web アプリケーションのプロパティ ]）で設定

できます。以下のオプションは IIS 5.0 または 6.0に適用します。

[ホーム ディレクトリ ] タブまたは [ ディレクトリ ] タブで、[ 構成 ] をクリックします。[ アプ 

リケーションのデバッグ ] タブで、[ デバッグのフラッグ ] を以下のように設定します。

� ASP のサーバー側のスクリプトのデバッグを有効にする

� ASPのクライアント側のスクリプトのデバッグを有効にする

ホスト プロセスの設定

Webアプリケーションがdllhostプロセスで実⾏される場合は、[ アプリケーション保護 ] オ

プションを変更して、DevPartner でのパフォーマンス分析データの収集を有効にします。こ

れらのオプションは、Internet Information Services マネージャの [ 規定のWeb サイトのプロ  

パティ ] （特定のアプリケーションについては [Web アプリケーションのプロパティ ]）で設定

できます。以下のオプションは IIS 5.0 または 6.0に適用します。

[ホーム ディレクトリ ] または [ ディレクトリ ] タブの [ アプリケーションの設定 ] セクション 

で、[ アプリケーション保護 ] を以下のいずれかに設定します。

� 低（IIS プロセス）：アプリケーションは inetinfoプロセスで実⾏されます。データ収集を
有効にすると IISが再起動され、アプリケーションを実⾏すると、このプロセスからデー
タが収集されます。

� ⾼ （分離プロセス）：アプリケーションは、dllhostの別のインスタンスとして実⾏され
ます。DevPartnerにより新しいプロセスが認識され、アプリケーションを実⾏するとデー
タが収集されます。
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データの収集が終了したら、IISを再起動して、プロセスから DevPartnerデータ収集を削除し

ます。

Internet Explorer でデータ収集を設定する

Internet Explorerからパフォーマンス分析データを収集するには、[ ツール ] > [ インターネッ   

ト オプション ] を選択します。[ 詳細設定 ] タブで、[ スクリプトのデバッグを使用しない 

（Internet Explorer）] と [ スクリプトのデバッグを使用しない（その他）] をオフに設定し 

ます。

サービスのデータを収集する

サービスに対してパフォーマンス分析セッションを実⾏するには、DPAnalysis.exeを使用し

ます。DPAnalysis.exeを使用すると、コマンド ラインやXML構成ファイルからセッションを 

直接実⾏できます。DPAnalysis.exeの詳細については、「コマンド ラインから分析を起動す 

る」（283ページ）を参照してください。

COMおよびCOM+アプリケーションからデータを収集する

DevPartnerを使用して、COM または DCOM コンポーネントを呼び出すアプリケーションの   

データを収集できます。

アンマネージCOMと .NETオブジェクト（COM+）とを混合して使用するアプリケーションを

プロファイルする場合は、アプリケーションの .NET部分の⾏レベルのデータが収集されま
す。アンマネージ コード コンポーネントの⾏レベルのデータが、DevPartnerのネイティブ C/  
C++ インストゥルメンテーションを使用してインストゥルメントされている場合は、この

データが収集されます。パフォーマンス データ収集のために Visual Basic COM オブジェクト   

の⾏レベルのデータを最初にインストゥルメントした場合は、このデータも収集できます。こ

の場合は、パフォーマンス分析のインストゥルメンテーションを使用してプロジェクトをビ

ルドします。

C++オブジェクト、またはインストゥルメントされていないアンマネージ コード コンポーネン  

トをプロファイルする場合は、COM インターフェイスと DLL エクスポートに基づいて、メ

ソッドレベルのデータのみが収集されます。

再帰関数のデータを収集する

再帰を使用するアプリケーションのリテラル プロファイルでは、再帰関数が重複してカウン 

トされます。DevPartnerでは、関数の時間をすでに測定しているかどうかを検出することに

よって、再帰関数のカウントの重複を防ぎます。再帰が検出されると、DevPartner は 1回め

の関数コールの時間測定を停⽌し、新規に累積を開始します。再帰関数のデータ収集が

DevPartnerによって処理される⽅法の詳細については、DevPartner Studioオンライン ヘルプを  

参照してください。

コール グラフを分析する

コール グラフとは、アプリケーションの複数のメソッドのコール関係を表したグラフのこと 

です。コール グラフの使⽤については、すでにこの章の準備、設定、実⾏⼿順で説明しまし 

た。このセクションでは、コール グラフの使用に関する詳細について説明します。

セッション ファイルからコール グラフを表示するには、[ コール グラフの表示 ] ボタンをク   

リックするか、[ メソッド リスト ] タブでメソッドを選択して右クリックし、[ コール グラフ  

の表示 ] を選択します。個別の [ コール グラフ ] ウィンドウが表示されます。
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DevPartnerでは、特定のメソッド コールまでの一連のコールを示すコール グラフが、そのメ  

ソッドによって呼び出されるメソッドと共に表示されます。

ノードは、呼び出される順に左から右に順番に表示されます。コール グラフに最初に示され 

る最初のノードは基本ノードです。これは選択したメソッドまたはオブジェクトを表します。

ノードの左側のノードは、「上位ノード」と呼ばれます。ノードの右側のノードは、「下位ノー

ド」と呼ばれます。

図6-10 コール グラフ

コール グラフは、以下の 2つのフレームで構成されます。

� 左側のフレームには、コール グラフの概要が表示されます。これは、右側のフレームで 

コール グラフのノードが多すぎてスクロールしないと表示できない場合に、コール グラ  

フ全体を表⽰できるので便利です。右フレームのノードを展開するか折りたたむと、概要

が⾃動的に更新され、現在のビューが表⽰されるようになります。また、概要ペインでナ

ビゲーション フレームを移動すると、右側のフレームに表示されたグラフの部分が変化 

します。概要を閉じるには、右フレーム内の任意の場所を右クリックして、[ 概要を表示 ]
オプションの選択を解除します。

� 右フレームには、基本メソッド ノードの他、その呼び出し元または呼び出し先であるす 

べてのメソッドが表示されます。選択したノードの左右にあるノードを表示または非表示

にするには、展開／折りたたみボックスを使用します。

各ノードに表示される割合は、そのノードに費やされている時間の割合を表します。それ

ぞれの下位ノードに続く線に表示される値は、その下位パスに費やされている時間を、上

位ノードに費やされている合計時間に対する割合で表しています。

概要ペインでナビゲー
ション フレームを 

動かして移動する

クリックして上位／
下位分岐を展開 

または折りたたむ

強調表示され、

説明が表示され

た基本ノード

強調表示された

クリティカル  
パス ノード

上位メソッドに対し
て強調表示された 

クリティカル パス

マウスを置いて、メソッド 
ノードまたはリンク値の 

追加データを表示する

下位メソッドに対して

強調表示された 
クリティカル パス
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クリティカル パス

DevPartnerでは、コール グラフを表示すると、選択したメソッドとそのすべての下位メソッ 

ドに関するクリティカル パスが自動的に計算されます。クリティカル パスは、メソッドとそ  

のすべての下位メソッドに費やされた時間の最⼤⽐率を表す⼀連のメソッド コールです。

コール グラフをナビゲートする

ノードをウィンドウの別の場所にドラッグすると、コール グラフの線は自動的に再描画され 

ます。この機能は、画面上のメソッド数が多すぎる場合や、基本ノード、上位ノード、およ

び下位ノードを最初に表⽰するときに使⽤される画⾯上の領域を削減したい場合に便利です。

デフォルトでは、下位ノードのみが展開されて表示されます。基本ノードの上位ノードは表

示されません。基本ノードの上位ノードを表示するには、基本ノードの左側にあるプラス記

号のアイコンをクリックします。フル パスを表⽰するには、プログラムによって最初に実⾏ 

されるメソッド （通常はProgram Startという名前）に達するまで、各上位ノードの左に 

あるアイコンを展開します。

ノードは、個別に選択することも複数個をまとめて選択することもできます。複数のノードを

まとめて選択するには、あるノードを選択し、[Ctrl]キーまたは [Shift] キーを押しながら残り

のノードを選択します。選択したノードはまとめてドラッグできます。

ソース コードを表示する

基本ノードのソース コードを表示するには、基本ノードを右クリックして、コンテキスト メ  

ニューの [ メソッドの表示 ] オプションを選択します。表示できるのは基本ノードのソース

コードのみです。

下位側の分析

コール グラフの下位 （右）側を分析して、何を最適化すればよいかを調べます。

下位ノードを展開し、時間の多くを占めているのが基本メソッドであるか、下位メソッドで

あるかを分析します。

� 基本ノードに複数の並⾏する分岐がある場合は、1 つめの下位メソッドに続くリンクに示

される値が最も大きい分岐を探します。値が大きい分岐を最適化する方が、パフォーマン

スの点で大きな効果が得られる可能性は高くなります。

� 基本メソッド自体の値が大きい場合は、基本メソッドの最適化を検討します。

� 基本メソッドに費やされる時間の多くが下位分岐によって費やされている場合は、その分

岐で割合の値が大きい下位ノードを探します。

上位側の分析

コール グラフの上位 （左）側を分析して、基本ノード分岐を最適化する価値があるかどうか、 

または基本ノードが呼び出される回数を削減またはゼロにできるどうかを判断します。

基本ノードの左にある上位ノードを展開します。特に、上位分岐に費やされる時間のうちの

どの程度が基本ノードによって費やされているかを調べます。このことは、基本ノードまた

はその下位メソッドを最適化する価値があるかどうかを判断する場合に役⽴ちます。複数の

上位ノード、またはプログラムの実⾏全体から⾒て重要な上位ノードの時間の多くが基本

ノードによって費やされている場合は、基本ノードの最適化を検討する価値があると考えら

れます。
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基本ノードとその上位ノードの間のリンクに表⽰されている値はそれぞれ独⽴しており、加

算されません。それぞれの割合の値は、基本ノードがその親に費やされる時間のどの程度を

費やしているかを表します。

� 基本ノードに複数の上位ノードがあり、基本ノードに続くリンクの 1 つまたは複数の値

が大きい場合は、その基本ノードを最適化する価値があると考えられます。

� 上位ノードに続くリンクの値が非常に小さい場合、基本ノードの分岐を最適化しても、上

位メソッドのパフォーマンスにはほとんど影響ありません。

� 基本ノードが最適化に最もふさわしいかどうかを判断するには、その上位ノードを基本

ノードとして選択した新しいコール グラフを表示します。このグラフには、元の基本ノー 

ドがその上位ノードのパフォーマンスに対して持つ重要性が、その上位メソッドの他の下

位ノードと比較して示されます。

コール グラフの上位側または下位側のどちらを分析する場合でも、ノードを右クリックし、 

コンテキスト メニューを使用してそのメソッドのソース コードを表示すると、多くの時間が  

費やされている理由を判断できます。

セッションを比較する

プログラムのパフォーマンスを微調整するには、はじめに、実⾏に最も⻑い時間が費やされ

る場所を特定して、最もコスト高なコード部分を調整できるようにする必要があります。そ

のあと、その調整がパフォーマンスにどのような影響を及ぼすかを比較できます。

DevPartner では、1 つのパフォーマンス セッションの結果を別の結果と⽐較して、実⾏する 

最適化が個々のメソッドおよびアプリケーションのパフォーマンス全体に与える影響を確認

できます。

図6-11 パフォーマンス セッションを比較する

メソッド リストの主要 
カラムの最適化前後のグラフ

参照して新しい比較元
セッションを選択する

セッション間のクロック  
タイム差の合計

メソッド リスト内のメソッドに 
カーソルを置き、パフォーマンス 

比較の詳細を表示する

「最適化前後」のグラフのカラムに

カーソルを置き、メソッドの詳細を
ツールヒントで表示する
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セッションの比較を呼び出すには、セッション ウィンドウを開いたまま [ 比較 ]コマンドを切 

り替えます。[ 比較 ] コマンドは以下の場所で選択できます。

� ツールバーのボタン 

� パフォーマンス セッション ウィンドウのコンテキスト メニューのメニュー項目

[ 比較 ] コマンドを初めて呼び出すと、比較元セッションとするセッション ファイルを選択す 

るよう求めるプロンプトが表示されます。デフォルトで、現在アクティブなセッションが現

⾏セッションとして追跡されます。⽐較元セッションを選択すると、セッション ウィンドウ 

にフレームが表示されます。このフレームはメソッド リスト内の任意のメソッド上に配置で 

きます。フレームには、そのメソッドの⽐較元セッションと現⾏セッションのバージョン間

の比較が表示されます。

⽐較するセッションを選択するときは、実⾏⽅法ができるかぎり同じものを選択するように

してください。たとえば、デバッガで開始したセッションとデバッガの外部で実⾏したセッ

ションを比較したりしないでください。比較をさらに正確にするには、セッション コントロー 

ル ファイルまたはセッション コントロール API を使用してデータ収集を制御してください。

⽐較ウィンドウの右上には、現⾏セッションと⽐較元セッションとの全般的な時間の差異が

表⽰されます。その左側のグラフィックには、現⾏セッションの所要時間が⽐較元セッション

のそれより⻑いか短いかが⽰されます。これは、同じ⽅法で実⾏されたアプリケーションの

セッションをすばやく⽐較でき便利です。

比較では、選択したメソッドの現在の値、基本の値、2つのバージョン間の差と差率が⽰され
ます。DevPartnerのパフォーマンス フィルタを使用すると、セッション データのビューを変  

更できます。

セッション ウィンドウの上部の4つの棒グラフには、現⾏セッションの上位メソッドについ 

て同じ情報のグラフ ビューが表示されます。

メソッド リスト内でコンテキスト メニューの [比較データのコピー ]を選択すると、セッション  

比較データ ボックスの情報をコピーできます。このコマンドにより、データはクリップボー 

ドにコピーされます。

⽐較を終了するときは、[Esc]キーを押すか、[ 比較 ] アイコンをクリックします。

セッション比較の結果を解釈する

セッション⽐較には、現⾏セッションのメソッドと⽐較元セッションの同⼀メソッドの現在

の値や基本の値の他、これらのメソッド間の差や差率が示されます。DevPartner では、色が

使⽤されるため、現⾏セッションの値が⽐較元セッションの値より⼤きいか⼩さいかが⼀目

でわかります。差と差率の値が濃い⻘⾊で⽰される場合、現⾏セッションの値は⽐較元セッ

ションの値よりも優れています （⾼速です）。薄い⻘⾊で⽰される場合、現⾏セッションのパ

フォーマンスの値の方が低速になっています。

指定したメソッドのセッション間でコード変更によってどのような結果が⽣じたかがわかっ

たら、セッションの他のメソッドを調べて、最初のコード変更による副作⽤を探します。個々

のメソッドのパフォーマンスは向上したとしても、サイズの大きなプログラムのパフォーマン

スが劣化している可能性があります。パフォーマンスの調整では、コードの構造に関する詳

細な知識に代わるツールはありません。

セッション比較の結果を調べるときは、以下の点に注意してください。

� 割合とは 2つの数字から得られる⽐率です。割合は、同じ合計値に⽐較して計算されてい
る場合にのみ加算できます。
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� 割合の値の 1 つが減少すると、割合の他のすべての値は必ず増加します。複雑なプログラ

ムでは、このことに気付きにくい場合があります。割合の増加は、プログラムの他のすべ

てのメソッド間で平均する必要があるためです。

� サブプログラムのタイミングを解釈するには、そのサブプログラムが含まれるプログラム

における役割を理解しておく必要があります。

� パフォーマンス測定は、その測定を実⾏したプログラム以外の状況では意味がありません。

プログラムの動作を理解していなければ、プログラム変更の影響を総括することはできま

せん。

プログラム内で最もコスト⾼なメソッドに対する変更が完了すると、他のコスト⾼なメソッ

ドに取り組むことができます。

パフォーマンス データをエクスポートする

パフォーマンス データは、XML形式または CSV形式でエクスポートできます。データを 

XML または CSV形式でエクスポートすると、独自またはサードパーティのソフトウェアを

使用した分析、他のツールで作成したデータへの統合、データ ウェアハウスへのアーカイブ 

などが容易になります。

� DevPartner パフォーマンス セッション ファイル（拡張子 .dpprf）は XML形式にエクス  

ポートできます。保存されているパフォーマンス セッション ファイルが開いているとき  

は、[ ファイル ] メニューで [DevPartner データのエクスポート ] コマンドを使用できま

す。XML 形式でのエクスポートの詳細については、「分析データを XML にエクスポー

トする」（309 ページ）を参照してください。

「コマンド ラインから分析データを XML にエクスポートする」（310ページ）に説明され 

ているように、コマンド ラインからデータをエクスポートすることもできます。

� メソッド リストのデータはカンマ区切りの CSV テキスト ファイルにエクスポートでき  

ます。[ メソッド リスト ] タブをクリックしてアクティブにし、エクスポートするカラムを 

表示して、メソッド リスト内を右クリックしてから、コンテキスト メニューで [ メソッ  

ド リストのエクスポート ]を選択します。カンマ区切りテキスト ファイルは、Microsoft  
Excel やその他のスプレッドシート アプリケーションで開くことができます。

データ収集を制御する

DevPartnerで、アプリケーションの使用中にパフォーマンス データを収集するときの制御に 

は、以下の 3つの方法があります。

� セッション コントロール ツールバーを使⽤して、プログラムの実⾏中にデータ収集を対  

話的に制御できます。

� セッション コントロール ファイルを使用して、アプリケーション モジュール内の特定の   

メソッドに、セッション コントロール アクションを割り当てることができます。

� セッション コントロール API を使用して、プログラム内でデータ収集を制御できます。

セッション コントロール ツールバーまたはセッション コントロールAPIを使用すると、メソッ   

ド内の任意の場所でデータ収集を制御できます。セッション コントロール ファイルを使用す  

る場合は、メソッドの先頭または終端でのみデータ収集を制御できます。
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セッション コントロール ファイルとセッション コントロール API の使用については、「分析   

セッションの制御」（301ページ）を参照してください。

コマンド ラインから分析する

データ収集を自動化したり、コマンド ラインから分析セッションを実⾏したりするには、 
DevPartner コマンド ライン実⾏ファイルDPAnalysis.exeを使用します。DPAnalysis.exe 

の使用方法の詳細については、「コマンド ラインから分析を起動する」（283 ページ）を参照 

してください。

パフォーマンス分析ビューアを使用する

DevPartner Studio には、Visual Studioとは独⽴してパフォーマンス セッション ファイルを    

分析するための軽量のパフォーマンス分析ビューアが付属しています。ビューアを起動する

には、以下のいずれかを実⾏します。

� [ スタート ] メニューで、 [ すべてのプログラム ] > [Micro Focus] > [DevPartner Studio] > 
[ パフォーマンス分析ビューア ] を選択します。

� Windows エクスプローラで、.dpprf セッション ファイルをダブルクリックします。

� コマンド ラインでDPAnalysis.exeを使⽤して、パフォーマンス分析セッションを実⾏し 

ます。セッション データがパフォーマンス分析ビューアに表示されます。

パフォーマンス分析ビューアで⾏える作業

セッション ファイルを開いたまま、パフォーマンス セッション データを表示、ソート、保   

存、印刷できます。さらに以下のことを⾏えます。

� メソッドのソース コードを表示する。

� [ メソッド リスト ] タブでデータをソートする。

� メソッドのコール グラフを表示する。

� セッション データを比較する。

� ファイルの内容を XML としてエクスポートする。

� メソッド リストの内容を CSV形式でエクスポートする。

パフォーマンス分析ビューアで⾏えない作業

� パフォーマンスのためにアンマネージ アプリケーションをインストゥルメントする。

� パフォーマンス セッションを開始する。

� Visual Studioソリューションにファイルを追加する。

コマンド ラインで生成されたセッション ファイルは、プロジェクトのソリューションに自動  

的には追加されません。外部で生成されたセッション ファイルは、Visual Studioに開いたソ  

リューションに手動で追加できます。

.NET アプリケーションのパフォーマンス分析のヒント

パフォーマンス分析プロセスの⽣産性を⾼めるための戦略を以下に⽰します。

� ソース コードを分析する
208     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第6章 ・ 自動パフォーマンス分析
[ ソース メソッドの上位 20] フィルタを使用して、アプリケーションで問題のある部分を 

分離します。

すべてのシステム ファイル （ソース ファイル以外のファイル）を収集しないようにする  

には、DevPartnerオプション ページの [除外 - パフォーマンス ]で [システム イメージを    

除外する ] をオンにします。ソース コードを最適化したあと、このオプションをオフにす 

ると、特に .NET Framework においてアプリケーションでシステム コードが使用される  

方法を調べることができます。

コール グラフを使用して、最もコスト高のメソッドを調べ、呼び出される下位メソッド 

に関連するコストを把握します。

複数のパフォーマンス セッションを実⾏して、異なるアルゴリズムやロジック変更の影 

響を比較します。

� Framework のコストを把握する

[ メソッド リスト ] タブまたは [ ソース ] タブの [下位を含む⽐率 [%]] を使用して、.NET 
Framework に費やされる時間を確認します。

コール グラフの下位メソッドを調べて .NET Framework を分析し、どのコールのコスト  

が高く、それがなぜかを解明します。

作業を削減するか、.NET Frameworkの呼び出しが少なくなるようにアプリケーションを 

修正します。

� スタートアップ コストを把握する

パフォーマンス データを収集する前に、[ クリア ] セッション コントロールを使用しま  

す。.NET Frameworkでは、⼀時的な初期化が多数実⾏されます。この初期化によってパ 

フォーマンスの結果が歪曲されないようにするには、プロファイルするすべての機能を実

⾏してアプリケーションをウォームアップしてから、そのデータをクリアします。次に、

同じ機能を実⾏するテストを⾏い、パフォーマンスをより正確に把握します。

� 測定対象を理解する

パフォーマンス データの収集を開始する前に、アプリケーションがどのように動作する 

かを考慮します。たとえば、Web サービスまたは ASP.NETアプリケーションをプロファ

イルする場合は、Webキャッシュが結果に与える影響について考えます。テストの実⾏
で同じデータが繰り返し⼊⼒される場合は、アプリケーションによってキャッシュから

ページがフェッチされるため、パフォーマンス データが歪曲されます。このような場合 

は、⼿間をかけて可変⼊⼒データを使⽤するか、簡単な⽅法としては、machine.config

ファイルを編集して、テスト中はキャッシュをオフにします。以下の⾏をコメントアウト

してください。

<add name=”OutputCache” type=System.Web.Caching. 
OutputCacheModule”/>

� 混合モードのアプリケーションのパフォーマンスを測定する

アンマネージ C/C++ の .NET アプリケーションの部分を書き込むように選択できます。

DevPartnerでは、アプリケーションのマネージ部分とアンマネージ部分の両方のパフォー

マンス データを 1回の実⾏で収集できます。ただし、アンマネージ コードは別個のファ  

イル内にあり、データの収集前にこのコードをインストゥルメントする必要があります。

この結果、パフォーマンス セッションを比較することにより、アプリケーション全体に 

おけるアンマネージ コードとマネージ コードとの効果を比較できます。
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� 分散アプリケーションに対してすべてのデータを収集する

ヒント： セッション コントロール ツールバーのプロセス リストを使用して、複数プロセス    

の分散アプリケーションにおける各プロセスのパフォーマンス スナップショットを取ります。

Web アプリケーション、複数層のクライアント ／サーバー アプリケーション、または  

Web サービスを使用するアプリケーションのパフォーマンスを分析する場合は、すべて

のリモート アプリケーション コンポーネントを分析に含めます。DevPartner のインス  

トールを使用して、パフォーマンス データ収集をリモート システム上で設定します。ア  

プリケーションでアンマネージ C/C++ コンポーネントが使われている場合は、データを

収集する前に、そのコンポーネントをパフォーマンス分析でインストゥルメントします。

スタートアップ コスト、.NET Framework のコスト、およびアプリケーション動作の認  

識に関する推奨事項は、サーバー側のコンポーネントのデータ収集にも同様に適⽤でき

ます。

� マイクロプロファイリングの制限を理解する

アプリケーションのボトルネックを識別したあと、メイン アプリケーションの問題があ 

る領域を複製した⼩規模のコード サンプルを作成すると便利です。パフォーマンスの⽐ 

較を繰り返してサンプルのパフォーマンスを向上させてから、メイン アプリケーション 

にコードを戻します。この処理によって、アプリケーションの動作が速くなる場合があり

ます。ただし、元のパフォーマンス テストに戻るまで、確実なことはわかりません。

� 実際の実⾏状態をシミュレーションする

コードが実⾏される⽅法は、アプリケーション メモリ フットプリント、マルチスレッド、  

スレッドの優先順位、プロセスのセキュリティ、ネットワーク待ち時間、サーバー負荷な

どの不測の事態の影響を受けるため、1 つのコンポーネントでパフォーマンスをテストし

てもわからない可能性があります。アプリケーションのパフォーマンスを測定するには、

実際にアプリケーションが使用されるのとなるべく近い状態でシミュレーションする必

要があります。

Visual Studio Team System にデータを送信する

Visual Studio 2005 および 2008 については、選択した項目に関するデータをバグタイプの作  

業項目として Visual Studio Team System に送信します。Visual Studio 2010 では、選択した   

項目に関するデータを問題、バグ、または不具合タイプの作業項目として Team Foundation 
Server に送信します。カバレッジ分析セッション ファイルでは、[ メソッド リスト ] タブで選  

択したメソッドの作業項目の送信にアクセスします。作業項目を送信する場合、[ メソッド リ 

スト ] タブで表示されるカラムからのデータが [ 作業項目 ]形式で⼊⼒されます。[ 作業項目 ]
として送信するメソッド データを変更するには、[ メソッド リスト ] に表示されるカラムを変  

更します。DevPartner Studio では、Team Explorer クライアントがインストールされており、  

Team Foundation Server に接続可能な場合に、Microsoft Visual Studio Team Systemがサポー    

トされます。Team System のサポートの概要については、「Visual Studio Team System のサ    

ポート」（20ページ）を参照してください。

パフォーマンス分析セッション ファイルでは、DevPartner パフォーマンス分析セッション 

ファイルの [ メソッド リスト ] タブで選択したメソッドのデータを、作業項目としてVisual 
Studio Team Systemに送信できます。

作業項目を送信する場合、[ メソッド リスト ] タブの表示カラムのデータが [ 作業項目 ] フォー 

ムに挿入されます。[ 作業項目 ] として送信するメソッド データを変更するには、[ メソッド 

リスト ]に表⽰されるカラムを変更します。
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この章には、2つのセクションが含まれています。1つめのセクションでは、はじめてのユー

ザーを対象として、パフォーマンス エキスパートを使用する簡単な手順について説明します。 

2つめのセクションでは、DevPartner Studioパフォーマンス エキスパート コンポーネントを   

詳細に把握するための参照情報を示します。

パフォーマンス エキスパートに関するタスクベースの追加情報については、DevPartner 
Studioのオンライン ヘルプを参照してください。

パフォーマンス エキスパートとは

DevPartner Studioには、コード内のボトルネックの特定を容易にするパフォーマンス アナラ  

イザなどのアプリケーション開発を支援するために設計された多くの機能が含まれていま

す。パフォーマンス エキスパートによって、以下のような解決が困難な問題のより詳細な分 

析を通して、マネージVisual Studioアプリケーションのパフォーマンス分析が一歩前進します。

� CPU ／スレッドの使用

� ファイルとディスクの I/O

� ネットワーク I/O

� 同期待機時間

メモ： パフォーマンス エキスパートではマネージ コードのみが分析されるため、この機能は  

DevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suiteではサポートされていません。

パフォーマンス エキスパートでは、実⾏時にアプリケーションが分析され、コード内の問題 

があるメソッドが検出されます。メソッド内の個別の⾏の詳細を表⽰したり、呼び出しの親

子関係を調査したりすることができるため、問題を修正するための最善の方法を決定する場

合に役⽴ちます。アプローチ⽅法を決定する場合には、パフォーマンス エキスパートからソー 

ス コード内の関連がある⾏に直接ジャンプできるため、問題を迅速に修正できます。

パフォーマンス エキスパートは Visual Studio に統合されているため、アプリケーションの開  

発中にパフォーマンス エキスパートを使用してアプリケーションをテストできます。また、 

従来のコマンド ライン スイッチまたはXML構成ファイルを指定してDevPartnerコマンド ラ   

イン実⾏ファイルDPAnalysis.exeを使用することによって、コマンド ラインから、または 

自動テスト シナリオの一部としてパフォーマンス エキスパートを実⾏することもできます。  
詳細については、「コマンド ラインから分析を起動する」（283 ページ）を参照してください。

パフォーマンス エキスパートは、ソフトウェア設計者、ソフトウェア開発者、および品質保 

証 （QA）エンジニアによる使⽤を前提として設計されています。開発管理担当者が進⾏中の
プロジェクトにおける問題を特定するために使用することもできます。
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パフォーマンス エキスパートとパフォーマンス分析

パフォーマンス分析は、従来のパフォーマンス プロファイリングを補完するものであると考 

えてください。最初に、パフォーマンス分析を有効にしてアプリケーションを実⾏し、パ

フォーマンスの基本的な傾向を把握します。次に、パフォーマンス エキスパートを有効にし 

て同じセッションを実⾏し、困難な問題、特に、ディスク I/O、ネットワーク I/O、同期に関

する問題の特性を理解します。問題が解決したら、パフォーマンス分析を有効にして再度ア

プリケーションを実⾏し、パフォーマンス分析のセッション比較機能を使用して性能の向上を

確認します。パフォーマンス分析セッションの比較の詳細については、「セッションを比較す

る」（205ページ）を参照してください。パフォーマンス エキスパートをパフォーマンス分析 

と共に使用する詳細については、「パフォーマンス エキスパートとパフォーマンス分析を併用 

する」（241ページ）を参照してください。

すぐにパフォーマンス エキスパートを使用する

以下の準備、設定、実⾏の⼿順に従ってパフォーマンス エキスパートを使用できます。

パフォーマンス エキスパートでアプリケーションを分析する場合、昇格されたシステム権限 

は必要ありません。パフォーマンス エキスパートでのアプリケーションの分析には、アプリ 

ケーションの作成とデバッグに使用するシステム権限で十分です。

準備：分析対象を検討する

分析中のアプリケーションの種類を判断するには、パフォーマンス エキスパート セッションを  

開始する前に実⾏する必要がある⼿順について検討します。

パフォーマンス エキスパートでは、マネージ アプリケーションからのみデータが収集されま  

す。アプリケーションのパフォーマンス エキスパート データを収集するには、ソリューション  

に少なくとも1 つのマネージ コード プロジェクト（たとえばC#、Visual Basic、またはマネー   

ジ C++）を含める必要があります。また、ソリューションには、スタートアップ プロジェク 

トが含まれている必要があります。ソリューションに複数のスタートアップ プロジェクトが 

含まれている場合は、セッションで使用するスタートアップ プロジェクトを選択するように 

求めるプロンプトが表示されます。

DevPartner メモリ分析でサポートされているすべてのプロジェクト タイプのリストは、 

「DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ」（269 ページ）を参照してください。

すぐに使い始めるには、影付きのボックス内に示された手順に従います。影付きのボックス

内に説明されている内容の詳細については、ボックスの下の追加説明を参照してください。

以降の⼿順では、以下の事項を前提としています。

� 単一プロセスのマネージ アプリケーションをテストします。

� アプリケーションのビルドと実⾏が可能です。

� ソリューションには、少なくとも 1 つ以上のマネージ コード プロジェクトが含まれてい  

ます。

� ソリューションには、スタートアップ プロジェクトが含まれています。
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パフォーマンス エキスパートでは、Visual Studioから実⾏された単⼀プロセス、または従来  

のコマンド ライン スイッチを使用してDPAnalysis.exeで実⾏された単⼀プロセスが監視さ  

れます。XML構成ファイルを指定してDPAnalysis.exeを使用すると、セッション内の複数

のプロセスやサービスのパフォーマンス エキスパート データを収集できますが、通常パ  

フォーマンス エキスパート セッションでは単一プロセスのみを対象とすることをお勧めし  

ます。アプリケーションが複数のプロセスで実⾏される場合は、2つめのプロセスを対象にし

てアプリケーションを再実⾏します。DPAnalysis.exeの使用の詳細については、「データ収

集を自動化する」（235ページ）を参照してください。

パフォーマンス エキスパートを使用して、以下のような任意のマネージ Visual Studioアプリ  

ケーションのパフォーマンスを向上できます。

� ASP.NET Web アプリケーション

� ASP.NET Web サービス アプリケーション

� .NET Remotingサーバー アプリケーション

� Windows Forms クライアント アプリケーション

� COM+ などのサービス コンポーネント

パフォーマンス エキスパート セッションを開始する前に、収集するデータを決定します。ア  

プリケーションのパフォーマンスについて検討します。特定の機能を使用すると、そのアプ

リケーションの速度が低下しますか。その場合は、パフォーマンス エキスパートを有効にし 

てアプリケーションを実⾏し、その機能を実⾏します。従来のパフォーマンス分析によって、

データを読み書きするメソッド、またはネットワーク リソースにアクセスするメソッドで想 

定以上に時間がかかっていることが示されましたか。パフォーマンス エキスパートではディ 

スク I/O とネットワーク I/Oに関する詳細情報が提供されるため、パフォーマンス エキスパー 

ト セッションでその機能を対象にします。

アプリケーションにローカル クライアント プロセスとリモート サーバー プロセスが含まれ    

ている場合に、両⽅のプロセスを対象に分析を実⾏しますか。その場合、サーバー データを 

収集するには、最初にリモート コンピュータにDevPartner StudioとDevPartnerリモート サー   

バー ライセンスをインストールする必要があります。サーバー側データを収集する前に、一 

部の IIS設定が必要になる場合があります。

設定：プロパティとオプション

パフォーマンス エキスパート セッションに含めるコードを決定したら、いくつかのプロパ  

ティとオプションを設定して、データ収集を絞り込むことができます。

ソリューションに複数のプロジェクトが含まれている場合は、ソリューション プロパティま 

たはプロジェクト プロパティを使用して、セッションのスタートアップ プロジェクトを選択  

したり、セッションから特定のプロジェクトを除外したりできます。DevPartnerオプションを

使⽤すると、表⽰オプションの変更、またはセッション コントロール ファイルを作成するこ  

とによるデータ収集の管理を⾏うことができます。分析セッションの設定については、「プロ

パティとオプションを設定する」（225 ページ）を参照してください。

実⾏：パフォーマンス エキスパートのデータを収集する

分析対象を検討し、適切なプロパティとオプションを設定すると、パフォーマンス エキスパー 

ト データ収集の準備が完了します。

この手順では、DevPartnerのデフォルトのプロパティとオプションを使用できます。追加の

設定は必要ありません。
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DevPartnerでは、Visual Studioの起動モデルがサポートされます。パフォーマンス エキスパー  

ト アイコンをクリックするか、[DevPartner] メニューの [デバッグを実⾏せずにパフォーマン 

ス エキスパートを選択して開始 ] を選択すると、ソリューションがリビルドされ、アプリケー 

ションのスタートアップ プロジェクトが起動されて、パフォーマンス エキスパート データの   

収集が開始されます。

図7-1 パフォーマンス エキスパート ウィンドウによるデータ収集の制御

パフォーマンス エキスパート ウィンドウを使用する

リアルタイム グラフの使用

パフォーマンス エキスパートのリアルタイム グラフでは、アプリケーションの最新の 30秒  

間の動作が提供されます。このグラフには、CPU の使用状況を反映したラインが常に表示さ

れます。アプリケーションでディスクやネットワークへの読み書きが⾏われる場合、グラフ

にはディスク I/O とネットワーク I/O用の別のラインが表示されます。

リアルタイム グラフを使用して、アプリケーションの動作を監視します。興味深い動き、た 

とえば、グラフ内の動作に急激な上昇が⾒られる場合は、スナップショット ボタンを使用し 

てその時点での動作のスナップショットを取得することができます。逆に、興味深い動きが

⾒られない場合は、[クリア]ボタンを使用して、その時点で収集されたデータをクリアします。

1 パフォーマンス エキスパート ウィンドウで左上のクリア セッション コントロールをク    

リックすると、スタートアップ データと初期化データがクリアされて、問題のある機能 

のみのデータが収集されます。

2 アプリケーションの速度が遅い部分を実⾏します。

3 アプリケーションの実⾏中にパフォーマンス エキスパート ウィンドウを観察します。グ  

ラフには、CPU処理時間のライン、および存在する場合にはディスク動作とネットワー
ク動作のラインが表示されます。これらのラインで急激な上昇が発生している場合は、

潜在的な問題点を示している可能性があります。

4 気になる点がある場合は、スナップショット セッション コントロールをクリックしま  

す。パフォーマンス エキスパートのセッション ファイルが生成されて、Visual Studio に   

表示されます。

スナップ
ショット

クリア

カバレッジ  
メーター

リアルタイム  
グラフ
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クリアとスナップショットの使用

クリア ボタンとスナップショット ボタンは、リアルタイム グラフの上、パフォーマンス エ    

キスパート ウィンドウの左上に設置されています。これらのセッション コントロールを使用  

して、以下の動作を実⾏します。

� クリア－その時点までに収集されたデータまたは最後のクリア処理以降に収集された

データをクリアします。クリアを使⽤して、データ収集に専念したり、セッション結果

ファイルのサイズを最小化します。

� スナップショット－その時点までに収集されたデータまたは最後のクリア処理以降に収

集されたデータを含むセッション結果ファイルを作成します。データ収集は継続されま

す。アプリケーションを実⾏させながら、複数のスナップショットを取得することができ

ます。

カバレッジ メーターの使用

カバレッジ メーターは、リアルタイム グラフの下、セッション コントロール ウィンドウの    

左下に設置されています。カバレッジ メーターには、セッション内のその時点まで実⾏され 

たアプリケーション メソッドの割合が表示されます。カバレッジ メーターを使用して、パ  

フォーマンス エキスパート下ですべてのコードがテストされたことを確認します。また、カ 

バレッジ メーターをセッション コントロール処理と組み合わせて使⽤して、アプリケーション  

の特定の部分に特化したデータ収集を実施することができます。

メモ： 通常、パフォーマンス エキスパート セッションはデバッグなしで実⾏してください。  
デバッグなしのセッションの結果は解釈しやすく、デバッガによる処理のオーバー

ヘッドが含まれていません。アプリケーションをデバッガで実⾏した場合は、セッ

ション中にブレークポイントにヒットした場合など、一部のタイミング値が予想より

大きくなることがあります。このようなセッション ファイル内では、トレースなど 

のデバッグのみの機能の値が高くなる可能性があります。

データを分析する

データのスナップショットを取る場合、またはデータの収集を終了してアプリケーションを

終了する場合、DevPartnerではパフォーマンス エキスパート セッション ファイルが作成さ   

れます。アプリケーションで収集されたデータの最初のビューは、結果サマリの形式で表示

されます。

5 データ収集が終了したら、アプリケーションを終了します。

アプリケーションを終了すると、DevPartner によって最終的なパフォーマンス エキス 

パート セッション ファイルが生成されます。1つのセッション ファイルにすべてのセッ   

ション データをキャプチャする場合は、スナップショット セッション コントロールを   

使⽤する必要はありません。単純にアプリケーションを終了してください。
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図7-2 パフォーマンス エキスパートの結果サマリ

結果サマリには 2つの棒グラフが含まれており、これらはアプリケーションの問題を解決する

ための 2 つのデータ分析方法を示しています。

ヒント： エントリ ポイント メソッドとは、他のソース コード メソッドによって呼び出されな    

かったソース コード メソッド、つまりソース コード実⾏のエントリ ポイントです。

� [最も多くCPUを使用するパス ]には、セッション中に最もCPUサイクルを消費した上位

のパス、またはメソッド コールのチェーンが表示されます。パスを分析することによっ 

て、メソッド実⾏の最もコストの⾼いパスを容易に特定することができます。以下の処理

が可能です。

� パフォーマンス低下の原因になっている下位メソッドを修正する

� コストの高い下位メソッドを呼び出さないようにコーリング シーケンス内のその他 

のメソッドを変更する

� [最も多くCPUを使用する単一メソッド ]には、 CPUサイクルを消費した上位のメソッド 

が表⽰されます。メソッドを分析することによって、容易に個別の問題メソッドを特定し

て、それらを解決することができます。

棒グラフの端には、図7-2 （216 ページ）のようにアイコンが表示されます。これらのアイコン 

は、メソッドによってディスク動作  またはネットワーク動作  が⾏われたことを⽰し    

ています。

分析の開始点を決定する

結果サマリの 2 つの棒グラフを比較することから、セッション データの評価を開始します。

� [最も多くCPUを使用するパス]グラフの一番上のパスは、グラフ内の他のパスよりも大幅

に⻑くなっていますか。

� [最も多くCPUを使用する単一メソッド]グラフの一番上のメソッドは、グラフ内の他のメ

ソッドよりも⼤幅に⻑くなっていますか。
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� メソッドの時間の値が、メソッドで実⾏される処理から考えて必要以上に⻑くなっていま

すか。

� 両方のグラフで、コストの高いメソッドとして同じメソッドが表示されていますか。

これらのことが該当する場合は、そのメソッドを調査します。

最も多くCPU を使用するパスの分析

[ 最も多くCPU を使用するパス ] グラフからドリルダウンすると、セッション データをコー 

ル グラフとコール ツリーで表示できます。コール グラフには、エントリ ポイント メソッド    

によって呼び出された下位メソッドと、パス内の各メソッドの相対的な消費時間が表示され

ます。コール ツリーには、同じデータがツリー ビューで表示されますが、ユーザーが構成可  

能なデータ カラムの形式で各メソッドについての追加データが表示されます。

[ 最も多くCPUを使用する単一メソッド ] グラフでメソッドを調査する場合、ユーザーが構成

可能なデータ カラムを持つ、トラブルシューティングに役⽴つ [ メソッド ] テーブルが表示さ 

れます。[ パス分析 ] テーブル ビューと [ メソッド ] テーブル ビューを切り替えるには、任意  

の詳細ビューで [ サマリに戻る ] をクリックします。

パフォーマンス エキスパート セッション データの計算方法は、 [最も多くCPUを使用するパ    

ス ] ビューと [ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ]ビューとでは異なります。[ 最も多く

CPU を使用する単一メソッド ] ビューにおけるCPU 時間、ディスク I/O、ネットワーク I/O、

および同期ロック待機時間の計算では、ソース コード下位メソッドの測定結果が除外されま 

す。ソース コード下位メソッドを除外することによって、そのメソッド⾃体で⻑時間のCPU 
時間を消費するメソッドに注目できます。一方、[ 最も多くCPU を使用するパス ] ビューで

は、最もコストの⾼い実⾏パスを⽰すために、上位メソッドにソース コード下位メソッドに 

よる影響が含まれます。

両方のビューにおけるすべての計算には、ソース コード メソッドから呼び出されたシステム  

メソッドまたは .NET Frameworkメソッドによる時間またはスループットが含まれています。 

通常、マネージ アプリケーションは、.NET Frameworkコードの実⾏に多くの時間を費やし  

ます。パフォーマンス エキスパートでは、システム データは呼び出し元のソース コードの⾏   

データを分析する前に、結果サマリからアクセス可能なデータ ビューへの移動方法を学習し 

ます。

1 結果サマリで、[ 最も多くCPU を使用するパス ] グラフの一番上のパスをクリックしま

す。[ パス分析 ] ウィンドウが開きます。

[ パス分析 ] ウィンドウには、[ コール グラフ ] タブと [ コール ツリー ] タブが含まれてお  

り、下部に [ ソース ] タブと [ コール スタック ] タブが含まれています。

2 [ サマリに戻る ] をクリックして、結果サマリに戻ります。

3 結果サマリで、[ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ] グラフの一番上のメソッドを

クリックします。[ メソッド ] ウィンドウが開きます。

[ メソッド ]ウィンドウには、セッション内で実⾏されたメソッドのリストが含まれてお
り、下部に [ ソース ] タブと [ コール スタック ] タブが含まれています。

4 [ サマリに戻る ] をクリックして、結果サマリに戻ります。
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に加算されます。これによって、コードにおいて .NET Frameworkとの対話を⾏う部分、つ 

まりアプリケーション内の変更可能な部分に焦点が当てられます。

図7-3 [パス分析 ]ウィンドウでのコストの⾼い実⾏パスの特定

この手順では、最初に [ パス分析 ] を使用して、最もコストの⾼いパスの実⾏中に呼び出され

た下位メソッドの相対的寄与率を分析します。

5 結果サマリで、[ 最も多くCPUを使用するパス ] グラフ内のメソッドをクリックして、 

[ パス分析 ] ビューにドリルダウンします。コール グラフが表示されていない場合は、左 

側の [ コール グラフ ] タブをクリックします。

クリティカルな （最もコストの⾼い）実⾏パスが強調表⽰されます。ここから、トラブ

ルシューティングが始まります。

サマリに戻る

最もコストの高い 
パス

[コール グラフ ] 
タブ

[コール ツリー]タブ

[ ソース ]タブ

[ コール スタック ] 
タブ

呼び出されたすべて
のパスのうち最も 

遅い下位メソッド

コール グラフで、以下の操作を実⾏します。

6 パスを調査するには、ノード上のプラス記号をクリックして、パスを右側に展開します。

7 任意のメソッドをクリックして、パスに関係なく呼び出した下位メソッドのうち最も遅

いメソッドのリストを表示します。このリストには、クリティカル パスには含まれない 

遅いメソッドも表示されます。

8 同じメソッドで実⾏されたパスごとの相対的寄与率を判断するには、選択されたメソッ

ドをその下位パスに接続しているライン上の割合値を比較します。最もコストの高い（割

合が高い）パスから調査します。

9 各ノードの下にある水平の棒グラフ上にマウス ポインタを置き、メソッド自体でかかっ 

た時間と下位メソッドの実⾏でかかった時間の割合を確認します。たとえば、図7-4 （219 
ページ）を参照してください。

ほとんどの時間が下位メソッドでかかっている場合は、そのパスの調査を続⾏します。

ほとんどの時間がメソッド自体でかかっている場合は、そのメソッドに焦点を絞って調

査します。
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コール グラフを使用すると、コール シーケンス中でコストの⾼いメソッドをすばやく検索で  

き、それらのメソッドに焦点を絞って調整作業を⾏うことができます。コール グラフ内のノー 

ドでは、下位メソッドによる影響が表⽰される以外に、メソッドにおける実⾏内容の理解に

役⽴つ情報が提供されます。コール グラフの使用方法の詳細については、「コール グラフ」  

（231ページ）を参照してください。

図7-4 下位メソッドの影響の評価

ヒント： 「ユーザーの下位メソッド」という用語は、アプリケーション コードから呼び出さ  

れるシステム コードや .NET Frameworkメソッドではなく、アプリケーション自体のソース  

コード メソッドを指しています。

コール ツリーには、コール グラフと同様の情報が表示されますが、ツリー ビューの形式で表   

示されます。最もコストの高いパスが、テーブルのソート順序の位置によって示されます。デ

フォルトのソート カラムは、[ ユーザーの下位メソッドを含むCPU 時間 ] です。

前述のように、コール グラフでは、上位メソッドに対する下位メソッドの相対的寄与率に関 

する情報が提供されます。一方、コール ツリーでは、アプリケーション内のメソッドの実⾏ 

内容について、より詳細なデータが表示されます。データは、ソート可能で、ユーザーが構

成可能なデータ カラムの形式で表示されます。これらのデータ カラムは、カラム⾒出しを右  

クリックして、コンテキスト メニューから [項目の選択 ...] を選択することによって、[ コー 

ル ツリー ] ビューに追加できます。データ カラムを追加する前に、Visual Studio の [ プロパ   

ティ ] ウィンドウで、カラムに含まれるデータをプレビューできます。[ プロパティ ] ウィン

ドウを表示するには、[ 表示 ] > [ プロパティ ウィンドウ ] を選択します。

10 調査予定のノードには、以下のアイコンが表示されていますか。

 ディスク動作を示します。

 ネットワーク動作を示します。

 同期待機時間を示します。

11 表示されている場合は、これらのアイコンにマウス ポインタを移動して、動作の規模を 

確認します。調査に値する程度に動作の規模が⼤きい場合には、[ コール ツリー ] タブに 

切り替えて、より詳細に診断します。

12 コール ツリーを表示するには、セッション ファイル ウィンドウの左側の [コール ツリー ] 
タブをクリックします。
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図7-5 [プロパティ ]ウィンドウでのメソッド データの表示

[ コール グラフ ] ウィンドウと [ コール ツリー ] ウィンドウの両方の下部に [ ソース ] タブと  

[ コール スタック ] タブが含まれています。

[ ソース ]タブによって、セッション中に実⾏されたコード⾏のコストを⽰すメトリクスと共
に、アプリケーションのメソッドのソース コードを表示することができます。このタブを使 

⽤すれば、コンテキスト内のコストの⾼いコード⾏を表⽰して、改善が必要なコード⾏を容

易に特定することができます。[ ソース ] タブには、図7-6 （221ページ）に示すようにメトリ 

クス セレクタが含まれています。[ パス分析 ] ビュー内のデフォルトのメトリクスは、[ ユー 

ザーの下位メソッドを含むCPU 時間 ]です。メソッドの処理内容に応じて、ディスク I/O、

ネットワーク I/O、待機時間などの他のメトリクスを使用できる場合もあります。セレクタで

新たなメトリクスを選択すると、[ ソース ]ペインが更新されて、そのメトリクスについて最
もコストの⾼い⾏をソース コード内で特定できます。

コール ツリーで、以下の操作を実⾏します。

13 同じメソッドで実⾏されたパスごとの相対的寄与率を判断するには、ユーザーの下位メ

ソッドを含むCPU 時間カラムに表示されている下位パスごとの値を比較します。このカ

ラムでソートされた場合（デフォルトのソート）、最もコストの高いパスがツリー ビュー 

の一番上に表示されます。

14 コール ツリーはコール グラフと組み合わせて使用します。たとえば、コール グラフ内   

のコストの高いノードにネットワーク I/O アイコンが含まれている場合は、コール ツ 

リーに切り替えて、ビューにネットワーク関連のデータ カラムを追加します。

[ コール ツリー ] ビューにデータ カラムを追加するには、カラム⾒出しを右クリックし  

て、コンテキスト メニューから [項目の選択 ...] を選択します。

これらのデータ カラムには、ネットワーク経由の読み書きの回数、ネットワーク経由で 

のデータの読み書きにかかった時間、読み書きデータ量、および読み書きエラーの数が

表示されます。

コール グラフ内のノードにディスク I/Oまたは待機時間のアイコンが含まれている場合 

は、[ コール ツリー ] ビューにこれらのデータ カラムを追加します。このようにして、問  

題のあるノードでコストが⾼い理由をすばやく特定できます。
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図7-6 [ソース ]タブにおける最もコストの⾼い⾏の特定

[ コール スタック ] タブによって、アプリケーションのコストの高いメソッドの複数のインス 

タンスまたは使用状況を表示することができます。各コール スタックは一意です。同じメ 

ソッド コーリング シーケンスを含むコール スタックが存在する場合があります。ただし、   

一部のコールは少なくとも 1つのメソッド内の複数の⾏から⾏なわれました。

コール グラフまたはコール ツリーで異なるメソッドを選択すると、各メソッド内で最もコス  

トの⾼い⾏まで [ ソース ]タブがスクロールされます。同様に、異なるメソッドを選択すると、
[ コール スタック ]タブも更新されます。

[ ソース ] タブはコール グラフおよびコール ツリーと組み合わせて使用します。

15 [ コール ツリー ] タブで、目的のメソッドを選択します （[ コール グラフ ] タブに戻って  

いる場合は、メソッド ノードを選択します）。[ ソース ] タブを選択します。最もコスト 

の⾼い⾏ （[ ユーザーの下位メソッドを含むCPU 時間 ] によって測定）が濃い赤で強調

表示されます。[ ソース ]ペインをスクロールして、コストの⾼い他の⾏が⻘⾊で強調表
示されていることを確認します。

16 選択したメソッドには、ディスク動作、ネットワーク動作、または待機時間動作があり

ましたか。コール ツリーでこのようなメソッドをすばやく検索するには、これらのデー 

タ カラムの値が⾼いメソッドを検索します （コール グラフでは、メソッド ノードに表   

示されているディスク アイコン、ネットワーク アイコン、または待機時間アイコンを検  

索します）。

17 [ ソース ] タブの左上にあるメトリック セレクタ （図7-6 （221ページ）を参照）を展開  

します。選択されたメソッドでディスク I/O、ネットワーク I/O、または待機時間が発生

している場合は、リストに対応するメトリクスが表示されます。新しいメトリクスを選

択し、ソース表⽰をスクロールして、そのメトリクスについて最もコストの⾼い⾏を検

索します。コストの⾼いメソッドには、改善可能な⾏が複数存在する場合があります。

18 [ソース ]タブ内で、修正する⾏を特定します。その⾏をダブルクリックしてVisual Studio 
にソース ファイルを開き、編集します。

最もコストの 
⾼い⾏

他の重要な⾏

メトリクス  
セレクタ

コール ツリーで 

選択されたメソッド
     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド 221



第7 章 · 詳細パフォーマンス分析
たとえば、図7-6 （221 ページ）では、コール ツリーで下位メソッドが選択されています。こ  

の下位メソッド自体を修正することによってパフォーマンスの問題を解決する場合は、[ ソー

ス ] タブを参照します。[ ソース ]タブでは、メソッド内で最もコストの⾼い⾏が強調表⽰され
ています。メソッドでディスク I/Oやネットワーク I/Oが⾏われた場合、または⻑時間の待機
時間が発生した場合は、メトリクス セレクタを使用して、選択したメトリクスについて最も 

コストの⾼い⾏を検索します。修正内容を決定したら、そのソース⾏をダブルクリックして、

Visual Studioで編集します。

また、アプリケーションで下位メソッドを呼び出す⽅法を変更することによってパフォーマン

スの問題を解決する場合は、[ コール スタック ]タブに切り替えます。

[ コール スタック ] タブでは、コール ツリーで選択したメソッドが呼び出されたすべてのコー  

ル シーケンスまたはパスを調査できます。図7-7 （223ページ）では、スタック セレクタに、   

各コール スタックで費やされた時間の割合が表示されています。これにより、最もコストの 

⾼い実⾏パスをすばやく検索できます。コール スタックを選択すると、スタックを構成する 

すべてのメソッドが表⽰され、各メソッド内でスタック上の次のメソッドを呼び出した⾏番

号が表示されます。コール スタック内の任意のメソッドを選択すると、ソース ペインが更新  

されて、次の下位メソッドが呼び出された⾏が強調表⽰されます。呼び出し元のソース⾏を

ダブルクリックして、Visual Studio で編集します。

下位メソッドの呼び出し方ではなく、遅い下位メソッド自体を修正する場合でも、メソッド

の [ コール スタック ]タブを調査してください。メソッドを変更する前に、アプリケーション 

でメソッドがどのように使⽤されているかをすべて理解することをお勧めします。パフォー

マンス エキスパートを使用すると、この作業は簡単です。

[ コール スタック ] タブはコール グラフまたはコール ツリーと組み合わせて使用します。 

[ コール スタック ] タブには、選択されたメソッドを呼び出したすべてのパスが表示される 

ため、アプリケーション内でメソッドを使用するすべての方法に照らして、メソッドに加え

る変更を評価することができます。[ コール スタック ] タブを使用して、メソッドの中の最 

もコストの高いインスタンス （使用）を特定します。

19 [ コール ツリー ] タブで、目的のメソッドを選択します （[ コール グラフ ] タブに戻って  

いる場合は、メソッドを選択します）。[ コール スタック ] タブを選択します。選択され 

たメソッドを呼び出している⾏が強調表⽰されます。

20 [ コール スタック ] タブの左上にあるスタック セレクタを展開します。スタック セレク   

タを使用して、最もコストの高いメソッド使用部分を特定します。

21 [コール スタック]タブ内で、修正する⾏を特定します。その⾏をダブルクリックしてVisual 
Studioにソース ファイルを開き、編集します。

22 コストの高いメソッドを直接修正できない場合は、そのメソッドの呼び出し回数を減ら

すか、または全く呼び出さないようにコードを変更します。
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図7-7 メソッドを使用したパスのうち最もコストの高いコール パスの特定

最も多くCPU を使用する単一メソッドの分析

結果サマリで [ 最も多くCPUを使用するパス ]棒グラフのセッション データをドリルダウン 

するだけでなく、[ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ]棒グラフを使用してパフォーマン

ス エキスパート データが分析されます。たとえば、このグラフの一番上のメソッドで想定以  

上の時間がかかっている場合は、グラフ内でメソッドをクリックして、そのメソッドを即座

に調査できます。

メソッドをクリックすると、アプリケーションを実⾏したときに実⾏されたメソッドが⼀覧

表示される [ メソッド ] テーブルが表示されます。

図7-8 個別メソッドの影響の分析

呼び出し 

元の⾏

スタック

上の 

メソッド

スタック 
セレクタ

選択された 
メソッド

選択されたメト 

リクスについて 

最もコストの⾼い⾏

[コール スタック ]
タブ

メトリクス  
セレクタ
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デフォルトで、[ メソッド ] テーブルは [ ユーザーの下位メソッドを除くCPU 時間 ] でソート

されます。このメトリクスでは、メソッド自体のパフォーマンスに焦点が当てられています。

一方、[ 最も多くCPUを使用するパス ] ビューでは、計算にユーザー （またはソース コード） 

下位メソッドが含まれています。

[ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ] テーブルおよび [ メソッド ] テーブルでの時間の割

合の計算には、ソース コード下位メソッドで費やされた時間は含まれていませんが、システ 

ム下位メソッドで費やされた時間は含まれています。マネージ アプリケーションでは、.NET 
Framework内で非常に⻑い時間が費やされます。計算にシステム下位メソッドが含まれるこ
とによって、システム コードとの相互作用に問題のあるソース コード内のメソッドに焦点が  

当てられます。これは、マネージ コード アプリケーションにおいて特に重要な場合があります。

23 [最も多くCPUを使用する単一メソッド ]ビューにアクセスするには、[サマリに戻る ]を

クリックします。

24 結果サマリで、[ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ] グラフ内のメソッドをクリッ

クして、[ メソッド ] テーブルにドリルダウンします。

アプリケーション内で最もコストの高い個別メソッドが強調表示されます。デフォルト

で、メソッドは、そのメソッドでかかったCPU 時間でソートされます。この時間には、

ユーザーの下位メソッドは含まれていませんが、システム コールは含まれています。

25 [ メソッド ]テーブルのカラムの選択をカスタマイズするには、カラム⾒出しを右クリッ
クし、コンテキスト メニューから [ カラムの選択 ...]を選択します。

データ カラムを使用して、メソッドのパフォーマンスの最もコストの高い側面を特定し 

ます。

[ ソース ] タブは [ メソッド ] テーブルと組み合わせて使用します。メソッドを選択すると、 

[ ソース ]タブから直接最もコストの⾼いメソッド内のコード⾏に移動して、他の⾏の相対的
なコストを表⽰することができます。最もコストの⾼い⾏は濃い⾚で表⽰されます。メソッ

ド内で時間が費やされた他の⾏は、薄い⻘で表⽰されます。

26 [ ソース ] タブのメトリクス セレクタを使⽤して、利⽤可能な各メトリクスについて最も 

コストの⾼い⾏を特定します。問題があるメソッドには、改善可能な⾏が複数存在する

場合があります。

[コール スタック ]タブは [メソッド ]テーブルと組み合わせて使用します。[コール スタック  

]タブには、選択されたメソッドを呼び出したすべてのパスが表示されるため、アプリケー

ション内でメソッドを使⽤するすべての⽅法に照らして、メソッドに加える変更を評価する

ことができます。[コール スタック ]タブを使用して、メソッドの中の最もコストの高いイン 

スタンス （使用）を特定します。

27 [ ソース ] タブまたは [ コール スタック ]タブ内で、修正する⾏を特定します。速度の遅 

い⾏をダブルクリックして、Visual Studioで編集するためにそのソースを開きます。

28 コストの高いメソッドを直接修正できない場合は、そのメソッドの呼び出し回数を減ら

すか、または全く呼び出さないようにコードを変更します。
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セッション ファイルを保存する

パフォーマンス エキスパート データを参照し終わったら、セッション ファイルを保存する   

か、または破棄できます。

DevPartnerでは、セッション ファイルはアクティブなソリューションの一部として保存され 

ます。これらのファイルは、ソリューション エクスプローラの DevPartner Studio仮想フォル  

ダに表示されます。パフォーマンス エキスパートのセッション ファイルには拡張子.dppxp  

が付きます。

デフォルトでは、セッション ファイルはプロジェクトの出⼒フォルダに保存されます。ファ 

イル名は、デフォルト フォルダに配置されているファイル名に自動的に番号を追加する形式 

（たとえば、MyApp.dppxp、MyApp1.dppxp）に設定されます。セッション ファイルをデフォ 

ルト フォルダ以外の場所に保存した場合は、ファイル名はユーザーが管理することが必要です。

出⼒フォルダがないプロジェクトの場合 （Visual Studio 2005 Web サイト プロジェクトなど    

の場合）、ファイルはプロジェクト フォルダに物理的に保存されます。

Visual Studio の外部で生成されたセッション ファイルは、自動的にはプロジェクトのソ  

リューションに追加されません。外部で生成されたセッション ファイルは、Visual Studio に  

開いたソリューションに手動で追加できます。

これで、この章の準備、設定、実⾏のセクションは終了です。これで、メモリ分析セッション

実⾏のメカニズムの基礎が理解できました。追加情報については、引き続きこの章の残りの

部分を参照してください。タスクベースの情報については、DevPartner のオンライン ヘル 

プを参照してください。

 プロパティとオプションを設定する

パフォーマンス エキスパート セッションを開始する前に、データ収集を微調整して、特定の  

タイプの情報を含めるか、または除外することをお勧めします。ソリューション プロパティ、 

プロジェクト プロパティ、および DevPartnerオプションを使用して、分析セッションをより 

目的に適したものにします。

ソリューション プロパティ

パフォーマンス エキスパートに影響を与えるソリューション レベルのプロパティを表示す  

るには、ソリューション エクスプローラでソリューションを選択し、[F4] キーを押して、[ プ 

ロパティ ] ウィンドウを表示します。

1 Visual Studioで、保存されていないセッション ファイルを選択します。[ ファイル ] >  
[<ファイル名>.dppxp の保存 ] を選択します。

2 セッションを保存する前にVisual Studioでセッション ファイル ウィンドウを閉じよう   

とすると、開いているセッション ファイルを保存するように求めるプロンプトが 

DevPartnerによって表示されます。
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図7-9 ソリューション プロパティ

以下のソリューション プロパティがパフォーマンス エキスパートに影響を与える可能性が  

あります。

� .NETから収集－[False]に設定されている場合でも、パフォーマンス エキスパートを有効 

にしてマネージ アプリケーションを実⾏すると、このプロパティは上書きされます。パ 

フォーマンス エキスパートでは、常にマネージ アプリケーションからデータが収集され  

ます。

� スタートアップ プロジェクト－ソリューションに複数のプロジェクトが含まれている場 

合は、スタートアップ プロジェクトを変更できます。スタートアップ プロジェクトのプ  

ロジェクト プロパティによって、セッション内のすべてのアクティブなプロジェクトの 

データ収集が制御されます。

ソリューションには、スタートアップ プロジェクトを含める必要があります。ソリューション 

に複数のスタートアップ プロジェクトが含まれている場合は、分析の開始前に、セッションで 

使用するスタートアップ プロジェクトを選択するように求めるプロンプトが表示されます。

このプロンプト ダイアログには、ソリューション プロパティの [共通プロパティ] > [ スター    

トアップ プロジェクト ] ページにある [ アクション ] が [ 開始 ] に設定されているプロジェク 

トだけが表示されます。目的のスタートアップ プロジェクトがプロンプト ダイアログに表  

示されない場合は、ソリューション プロパティ ページを開き、該当プロジェクトの [ アク  

ション ] を [ 開始 ] に設定します。後続のセッションに新しいスタートアップ プロジェクトを 

選択する場合は、新しいスタートアップ プロジェクトのプロパティを⾒直して、データ収集 

オプションが正しいことを確認してください。

プロジェクト プロパティ

プロジェクト レベルのプロパティを参照するには、ソリューション エクスプローラでプロ  

ジェクトを選択して、ソリューション内のプロジェクトに設定可能なプロパティを参照します。

図7-10 パフォーマンス エキスパートのプロジェクト プロパティ
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パフォーマンス エキスパートに影響を与えるプロジェクトレベルのプロパティは、以下のと 

おりです。

� セッションにプロジェクトを含める－パフォーマンス エキスパート データ収集からプロ  

ジェクトを除外するには、[ いいえ ] を選択します。

 オプション

パフォーマンス エキスパート セッションに対する DevPartnerのオプション設定を確認する  

には、[DevPartner] > [ オプション ] > [ 分析 ] を選択します。

� [表示]オプションを使⽤すると、データ表⽰時の精度、目盛り、および単位を設定できます。

� [ セッション コントロール ファイル ] オプションを使用すると、アプリケーションやモ  

ジュールの実⾏時に DevPartner によって収集されるデータを制御するためのルールとア

クションのセットを作成できます。セッション コントロール ファイルの詳細については、  

「Visual Studio 内でセッション コントロール ファイルを作成する」（301 ページ）を参照   

してください。

[環境 ] > [ フォントと色 ] などのその他の Visual Studioオプションも、DevPartnerの機能に影   

響を与えます。

パフォーマンス エキスパートを使用してアプリケーションの問題を検出する

パフォーマンス エキスパートを使⽤すると、以下の重要な領域において、マネージVisual 
Studioアプリケーションの問題を特定できます。

� CPU ／スレッドの使用 （待機の問題や同期の問題を含む）

� ファイルとディスクの I/O
� ネットワーク I/O
� 同期待機時間

Visual Studioから実⾏する場合、パフォーマンス エキスパートでは、⼀度に1 つのプロセス  

のみが分析されます。選択したプロセス内で実⾏されるすべてのマネージ スレッドのデータ 

がレポートされます。他のプロセスを分析するには、2 つめのプロセスを選択して、パフォー

マンス エキスパートを再実⾏します。パフォーマンス エキスパートでは、複数のコンピュー  

タにまたがる分散アプリケーションを分析することもできます。リモート データ収集の詳細 

については、「分散アプリケーションのデータを収集する」（237ページ）を参照してください。

DevPartnerでは、Visual Studioの起動モデルがサポートされます。パフォーマンス エキスパー  

ト アイコンをクリックするか、[DevPartner] メニューの [デバッグを実⾏せずにパフォーマン 

ス エキスパートを選択して開始 ] を選択すると、アプリケーションのスタートアップ プロ  

ジェクトがすぐに起動され、パフォーマンス エキスパート データの収集が開始されます。

アプリケーションのパフォーマンス エキスパート データを収集するには、ソリューションに  

少なくとも1つのマネージ コード プロジェクト （たとえばC#、Visual Basic、またはマネー   

ジ C++）を含める必要があります。また、ソリューションには、スタートアップ プロジェク 

トが含まれている必要があります。詳細については、「プロパティとオプションを設定する」

（225ページ）を参照してください。

セキュリティ例外が発⽣した場合

マネージ アプリケーションのデータ収集を試みるときにセキュリティ例外メッセージが表⽰ 

される場合は、セキュリティ ポリシーによりコードのDevPartnerインストゥルメンテーション 

が⾏われていないことを⽰しています。デフォルトでは、アセンブリをプロファイルするに
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はSkipVerification権限が必要です。コードが実⾏されるポリシーの権限セットからこの
権限を削除したり、この権限を無効にするような命令型のセキュリティ宣⾔をアセンブリに

追加した場合、アセンブリをプロファイルできなくなります。

この状態を修正するには、以下の 2 つの方法のいずれかを使用して、確実にプロファイリン

グを実⾏できるようにします。

� 以下のグローバル環境変数を設定して、アプリケーションのプロファイルを再試⾏します。

NM_NO_FAST_INSTR=1

この⽅法を使⽤すると、問題を回避することができますが、パフォーマンスが若⼲低下し

ます。

� .NET Framework構成ツールのMMCスナップインを使用してアセンブリのポリシーを変 

更するか、またはアセンブリ内のすべての強制セキュリティ宣⾔を⼀時的に削除します。

Visual Studioのセキュリティ ポリシーの詳細については、Visual Studioオンライン ヘルプの    

『.NET Framework Developers Guide』を参照してください。

下位メソッドの集計

パフォーマンス エキスパート セッション データの計算方法は、[ 最も多くCPU を使用する   

パス ] ビューと [ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ]ビューとでは異なります。[ 最も多

くCPU を使用する単一メソッド ] ビューにおける CPU 時間、ディスク I/O、ネットワーク I/
O、および同期ロック待機時間のデータの計算では、ソース コード下位メソッドの測定結果 

が除外されます。一方、[ 最も多くCPU を使用するパス ] ビューでは、上位メソッドにソー

ス コード下位メソッドによる影響が含まれます。

両方のビューにおけるすべての計算には、ソース コード メソッドから呼び出されたシステム  

メソッドまたは .NET Frameworkメソッドによる時間またはスループットが含まれています。 

通常、マネージ アプリケーションは、.NET Frameworkコードの実⾏に多くの時間を費やし  

ます。パフォーマンス エキスパートでは、システム データは呼び出し元のソース コードの⾏   

に加算されます。これによって、コードにおいて .NET Frameworkとの対話を⾏う部分、つ 

まりアプリケーション内の変更可能な部分に焦点が当てられます。

セッション データの収集と分析の詳細は、以下の「使用シナリオ」を参照してください。

使用シナリオ

パフォーマンスの問題を解決するための一般的な方法は、以下の手順で構成されています。

1 問題のあるメソッド内で最も遅い⾏を特定して、最適化します。

2 その⾏を最適化できない場合は、その⾏を削除するか、または実⾏回数を減らします。

最も単純な場合は、たとえばパフォーマンス分析を使⽤してメソッド内の最も遅い⾏を特定

し、その⾏を最適化するか、またはコール回数を減らすことができます。ただし、実際のア

プリケーション開発では、より複雑な原因が多くの問題に存在します。最も遅いメソッドを

特定することはできても、実⾏速度が遅くなる原因がメソッド内の複数の⾏の組み合わせで

あることもあります。このような場合は、より対象を絞ったデータを使用することによって、

問題をすばやく解析できます。
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たとえば、アプリケーション内の最も遅い部分で⼤量のネットワーク I/O が発生している場合

は、以下のメトリクスを使⽤すると、問題の性質の理解に役⽴つ可能性があります。

� ネットワーク経由の読み書きの合計回数

� 読み書きバイト数

� 読み書きエラーの数

� 読み書き動作の経過時間

アプリケーションで⼤量のディスク I/Oが⾏われている場合は、読み書きデータ量や、読み書
き動作の効率性に関するメトリクスが役⽴ちます。パフォーマンス エキスパートでは、これ 

らのデータがレポートされます。

パフォーマンス エキスパートを使用して、CPUやスレッドのパフォーマンス、ディスク I/O、 

ネットワーク I/O、および同期待機時間を分析できます。以下の例では、パフォーマンス エキ 

スパートを使用してアプリケーションのパフォーマンスを向上する方法について説明します。

特定可能なパフォーマンスの問題

シナリオ：ユーザビリティのテスターから、アプリケーション内の特定の操作の実⾏速度が

遅すぎるというレポートがありました。開発者であるあなたは、完了に⻑時間かかる遅い操

作の原因となっているソース コード内の部分を特定して、その部分を修正する必要があり 

ます。

「実⾏：パフォーマンス エキスパートのデータを収集する」（213 ページ）に説明されている 

ように、パフォーマンス エキスパートを有効にしてアプリケーションの最も遅い部分を実⾏ 

したとします。セッション ファイルを調査すると、[最も多くCPUを使用する単一メソッド ] 
グラフの⼀番上で、実⾏に最も⻑い時間がかかったメソッドを即座に確認できます。ただし、

複雑なアプリケーションでは、最も遅いメソッドではなく、そのメソッドよりも速度が速い

複数のメソッドのシーケンスでよりパフォーマンスが低下している場合があります。最も遅

いコール シーケンスは、[ 最も多くCPU を使用するパス ] グラフに表示されます。両方のグ 

ラフに表示されているメソッドはありますか。両方のグラフに表示されているメソッドは、調

査する価値があります。

また、グラフ内の一部のメソッドには、メソッド内でのディスク I/O動作またはネットワーク

I/O動作を示すアイコンが表示されています。これらのインジケータによって、メソッド内で

⾏われている処理の種類の概要を理解できます。

 ディスク動作

 ネットワーク動作

パフォーマンス エキスパートの結果サマリの下部には、[総経過時間 ] と [総実⾏時間 ] が表示 

されます。実⾏時間が経過時間と⽐較して非常に短く、アプリケーションの実⾏⽅法から考

えてこの差異が単にユーザー⼊⼒を待機したことが原因でないことが明らかである場合に

は、アプリケーション内に想定した以上の時間ロックを待機しているメソッドがないかどう

かをチェックします。

最初に[最も多くCPUを使用する単一メソッド]グラフの一番上のメソッドを調査するとしま

す。CPU使⽤率には、プロセッサを集中的に使⽤する計算、ディスク I/O、ネットワーク I/O、

非効率な同期オブジェクトの使⽤など、数多くの要因が影響します。同様に、待機時間にも、

メソッドが待機しているリソースが同一プロセス内で共有されている、または外部プロセス

と共有されているなどの複数の原因があります。アプリケーション内で何が⾏われているかを

すばやく判断するにはどうすればよいでしょうか。
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[ 最も多くCPUを使用する単一メソッド ] グラフの一番上のメソッドをクリックして、そのメ

ソッドの [ メソッド ] 詳細ビューを開きます。[ メソッド ] テーブル内のカラムのデータを確認

します。この情報は、メソッドの処理内容を判断する場合に役⽴ちます。グラフでこのメソッ

ドにディスク動作のアイコンが表示されていた場合は、テーブルを右クリックし、[項目の選

択 ...] ダイアログ ボックスを使用して、テーブルにディスク関連のすべてのカラムを追加しま 

す。これにより、メソッドで読み書きエラーが発⽣している、メソッドで少量のデータを書

き込むのに⻑時間かかっている、メソッドが何度も実⾏されている、などの原因を発⾒でき

ます。

[ メソッド ] ウィンドウの下半分にある [ ソース ] タブには、テーブルで選択した任意のメソッ

ドのソース コードが表示されます。テーブル内でメソッドをクリックすると、CPU 時間を最 

も⻑く消費した⾏までソースが⾃動的にスクロールされて、その⾏でかかった時間が表⽰さ

れます。このビューには、CPU時間を使⽤した他の⾏もグラフィカルに表⽰されます。

図7-11 [ソース ]タブでの問題のある⾏の特定

メソッドでディスク I/O またはネットワーク I/Oが実⾏されたり、待機時間が発⽣したりして
いる場合には、左上のメトリクス セレクタを展開し、表示されるメトリクスを選択して、そ 

のメトリクスについて最もコストの⾼い⾏を即座に特定できます。たとえば、ドロップダウン

リストから [ ディスク動作 ]を選択すると、最も多くのバイト数が転送された⾏に即座に移動
して、メソッド内の他の⾏における相対的なディスク動作を確認できます。メソッドで待機

時間が発生している場合は、[待機時間 ]のビューもチェックします。⻑時間の待機時間が発
⽣している⾏を確認します。各ビューでは、デフォルトで最もコストの⾼い⾏が選択されま

す。メソッド内の⾏についてこれらのビューを⽐較することによって、従来のデバッグ⽅法

よりもはるかに迅速に、修正対象とする箇所を絞り込むことができます。

修正する適切な⾏を特定したら、その⾏をダブルクリックして、Visual Studio 内でソース コー  

ドのその⾏に移動します。

問題の修正方法が明らかでない場合は、[ コール スタック ] タブをクリックして、アプリケー 

ション実⾏中にメソッドがどのように使⽤されているかをすべて確認します。問題があるメ

ソッドは、複数のパスから呼び出されていますか。複数のパスから呼び出されている場合は、

メソッド内で最も時間がかかっているコール スタックを調査します。

メトリクス 
セレクタ

最もコストの高い
コール スタックを 

選択
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図7-12 最もコストの高いコール スタックの選択

ヒント： パフォーマンス エキスパートでは、コール スタック内のいずれかのメソッドが異な   

る場合 （または同じメソッド内の呼び出し元の⾏が異なる場合）は、それぞれ独⾃の上位分

岐として記録されます。

最初に、最も⾼い割合で呼び出した上位パスを確認します。コードを変更して、コールを削

除するか、またはコール回数を減らします。[ コール スタック ] タブには、ソース コードの  

ビューが含まれています。スタック内のメソッドを選択すると、スタック内の次のメソッド

が呼び出された⾏まで⾃動的にソースがスクロールされます。ダブルクリックするとその⾏

が Visual Studioに開かれるため、必要に応じてすばやくコール シーケンスを変更できます。  
コードを変更したら、再度パフォーマンス エキスパートを有効にしてアプリケーションを実 

⾏し、性能の向上を確認します。

アプリケーションにおける拡張性の問題

シナリオ：新しい Webアプリケーションは、自分のコンピュータでテストしたときには問題

なく動作します。ただし、他のユーザーもアプリケーションにアクセスするようになると、動

作が非常に遅くなります。開発終了期限が迫っています。問題がある点をすばやく特定する

にはどのようにすればよいでしょうか。

ロード テスト ツールを使用して、アプリケーションに負荷をかけた状態でパフォーマンス エ   

キスパート データを収集できます。そのためには、コマンド ライン ツールやスクリプトを使   

用してアプリケーションを開始および停止します。DevPartner には、この目的のために、

DPAnalysis.exeというコマンド ライン ユーティリティが用意されています。コマンド ライン   

からのパフォーマンス エキスパート セッションの実⾏の詳細については、「データ収集を自  

動化する」（235ページ）を参照してください。たとえば、以下の⼿順を実⾏できます。

1 DPAnalysis.exeを使用し、パフォーマンス エキスパートを有効にして、アプリケーションを 

実⾏します。

2 ロード テスト アプリケーションを実⾏します。

3 アプリケーションを停止します。

4 パフォーマンス エキスパート セッション データを調査します。

セッション ファイルを確認しても、[ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ] グラフのどの 

メソッドも突出した原因になっていないとします。これは複雑なアプリケーションであり、複

数のメソッドがパフォーマンス低下の原因である可能性があります。このような場合は、結

果サマリの [ 最も多くCPU を使用するパス ] グラフから分析を開始します。このグラフにはメ

ソッドのリストが表示されますが、この場合、各メソッドはエントリ ポイントを表していま 

す。エントリ ポイント メソッドとは、他のソース コード メソッドによって呼び出されない    

ソース コード メソッドです。つまり、作成したコードを実⾏するときのエントリ ポイントと   

なるメソッドです。エントリ ポイント メソッドは実⾏パスの開始点であり、メソッドを変  

更したり、メソッドの呼び出し⽅を変更したりすることによって変更できます。アプリケー

ション内で最もコストの⾼い実⾏パスに対応するエントリ ポイント メソッドがグラフの一  

番上に表示されます。メソッドをクリックして、[ パス分析 ] ビューを開きます。

コール グラフ

結果サマリからコール グラフを開くと、コール グラフの一番上には最もコストの高いパスが  

配置され、パスの分岐点では最もコストの高い下位パスが強調表示されます。データを調査

する場合は、最初に、最もコストの高い下位パスを調査します。パスを調査するには、その

ノードを右に展開します。
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ヒント： メソッドと、そのメソッドから呼び出されたすべての下位メソッドを結ぶライン上の 

割合を合計すると100%になります。1つのパス内のメソッドのチェーンを接続するライン上

の割合は合計しても100%になりません。

同じメソッドで実⾏されたパスごとの相対的寄与率を判断するには、選択されたメソッドを

その下位パスに接続しているライン上の割合値を比較します。各リンク上の値は、上位メソッ

ドの実⾏時間のうち、そのパスで呼び出された下位メソッドの割合を⽰しています。したがっ

て、図7-13 （232ページ）では、メソッドForm.MainはForm.CtoF、Form.ParseOption、 

およびForm.FtoCを呼び出しています。 Form.MainからForm.CtoFにリンクするライン上 

の値は98.1% であり、残りの1.9% は他のコール パスで配分されます。つまり、Form.Main 
で下位メソッドの実⾏に費やされたCPU時間の 98.1% が、Form.MainからForm.CtoFへの

コール パスによって費やされたことになります。このパスからトラブルシューティングを開 

始します。

図7-13 下位メソッドの影響の理解

コール パスを調査する場合、各ノードの下にある水平の棒グラフを確認してください。この 

棒グラフは、メソッド本体とそれが呼び出した下位メソッドに起因するメソッドの実⾏時間

の相対的割合を示しています。このバーの上にマウスを移動して、実際の割合を確認します。

このバーを使用して、調整方法を検討します。たとえば、メソッド本体で 4% の時間が消費さ

れ、下位メソッドに起因する時間が 96% の場合は、最もコストの高いコール パスの調査を継 

続して、パフォーマンスに影響を与えている下位メソッドを特定します。これらのメソッドを

修正するか、これらのメソッドの呼び出しを減らすようにコードを変更します。⼀⽅、時間

の 96%がメソッド本体で消費されていた場合は、以下を集中的に実⾏します。

また、コストの高いノードにディスク動作、ネットワーク動作、または待機時間のアイコン

が含まれているかどうかを確認します。これらのアイコンにマウスを移動して、動作の規模を

表示します。ノードにこれらのアイコンが 1 つまたは複数含まれている場合は、[ コール ツ 

リー ]ビューに切り替え、適切なデータ カラムを追加して、問題の診断に役⽴つ情報を⼊⼿ 

します。
232     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第 7章 · 詳細パフォーマンス分析
コール ツリー

[ コール ツリー ] テーブルは、デフォルトで [ ユーザーの下位メソッドを含むCPU 時間 ] で 

ソートされています。多くの時間がどこで費やされているかを確認するために、他のカラム

の値も確認します。それにより、待機時間、ディスク I/O、ネットワーク I/O、または CPU を

集中的に使⽤する処理のいずれが主な要因であるかを判断できます。さらに詳細な情報が必

要な場合は、ディスクやネットワークの読み書き数やエラー数などの他のカラムを表示に追

加できます。

図7-14 コール ツリー内の選択したメソッドの追加データの表示

たとえば、コール グラフ内のコストの高いメソッドにネットワークI/Oが含まれている場合 

は、そのメソッドを選択し、コール ツリーに切り替えて、テーブルにネットワーク関連のす 

べてのデータ カラムを追加します。カラムを追加するには、[ コール ツリー ] テーブルを右ク  

リックして、コンテキスト メニューから [項目の選択 ...] を選択します。各カラムにレポート 

されたデータの詳細な説明については、パフォーマンス エキスパートのオンライン ヘルプを  

参照してください。

ヒント： 「ユーザー下位メソッド」や「ユーザー メソッド」で使用されている「ユーザー」と  

いう用語は、ソース コード メソッドを指しています。

コール グラフまたはコール ツリーのいずれを使用する場合も、セッション ファイル ウィン    

ドウには [ ソース ] タブと [ コール スタック ] タブが含まれています。これらのタブは、[ メ 

ソッド ] テーブルのタブと同様の機能を持っていますが、計算されるデータにユーザー （また

はソース コード）下位メソッドのデータが含まれている点が異なります。[ ソース ] タブは、 

コール グラフまたはコール ツリーで選択した任意のメソッド内で最もコストの⾼い⾏を即  

座に特定する場合に使用します。[ コール スタック ] タブは、メソッドを呼び出した他のパス 

の相対的な影響を確認し、スタック内で選択したメソッドを呼び出した⾏を特定する場合に

使用します。[ ソース ] タブまたは [ コール スタック ]タブのどちらかのコードの⾏をダブルク 

リックし、Visual Studioでその⾏に移動して編集します。

パフォーマンスは低いが具体的な問題が⾒つからない場合

アプリケーションの速度が全体的に遅いが、具体的な問題が⾒つからないとします。パフォー

マンスの調整は反復的なプロセスです。このような場合でも、引き続き前述の⽅法を使⽤し

て、パフォーマンスの向上を試みることができます。

� パフォーマンス エキスパートを有効にしてアプリケーションを実⾏します。
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� [ 最も多くCPU を使用するパス ] を確認して、各クリティカル パスで最もコストの高い分 

岐を最適化します。

� 同様に、 [最も多くCPUを使用する単一メソッド]のリストを確認して、リスト内の上位メ 

ソッドを最適化します。

� 再度テストを⾏って、性能の向上を確認します。

Web アプリケーションのデータを収集する

Web アプリケーションを含む任意のマネージ アプリケーションに関するパフォーマンス エ  

キスパート データを収集できます。パフォーマンス エキスパートで Webアプリケーションを  

実⾏する場合は、以下のことに注意してください。

マネージ コードのみ

その他の DevPartner機能と違って、パフォーマンス エキスパートでは、マネージ アプリケー  

ションに関するデータだけが収集されます。そのため、アプリケーションで Internet Explorer 
がクライアントとして使用されている場合は、セッション ファイルにInternet Explorerのデー  

タは含まれません。ASP.NET またはWeb サービス アプリケーションに関するサーバー側 

データが表示されます。

web.config 要件

パフォーマンス エキスパートで ASP.NET アプリケーションを正しくプロファイルするには、 

以下の 2 つの条件が満たされる必要があります。

� プロジェクトに web.config ファイルが含まれている。

� プロジェクトがデバッグ⽤に構成されている。これを実⾏するためには、web.config

ファイルに、debug 属性を true に設定した compilation 要素を含める必要があります。

以下に例を⽰します。

<compilation debug=”true” />

複数プロセスのプロファイリング

Visual Studio IDE から、または、DevPartnerのコマンド ライン スイッチを指定してコマンド    

ラインからパフォーマンス エキスパートを起動した場合は、セッションごとに 1 つのプロセ 

スまたはサービスに関するデータが収集されます。複数のプロセスでアプリケーションが実

⾏されている場合、または、ターゲット アプリケーションが実⾏されているプロセスだけでな 

く、IISなどのサービスに関するデータも収集する場合は、DPAnalysis.exe（DevPartnerの分

析ツールのコマンド ライン実⾏ファイル バージョン）を使用して、XML構成ファイルを対象  

としてセッションを管理します。詳細については、「DPAnalysis.exe で XML構成ファイルを

使用する」（285ページ）を参照してください。

メモ： DPAnalysis.exeとXML構成ファイルを使用すれば、同時に、複数のプロセスまたは

サービスから （別々のセッション ファイルに）データを収集することができますが、 

通常、パフォーマンス エキスパートは、⼀度に1つのプロセスに対して実⾏するよう 

に最適化されています。複数プロセスに対するデータ収集のオーバーヘッドは、アプ

リケーションが低速化して経過時間が⻑くなるだけでなく、プロセスの相互作⽤に影

響を及ぼす可能性があります。同時に複数のプロセスに対してパフォーマンス エキ 

スパート データを収集する場合は、ディスク I/O、ネットワーク I/O、または同期待 

機時間のタイミング値を増やすと、プロファイリングのオーバーヘッドによる性能の
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低下につながる可能性があります。1つのプロセスを対象としたセッションを実⾏し
て、調査に適したタイミング値を確認してください。

IIS6.0上の単一プロセスのプロファイリング

IIS 6.0 上では、1つのワーカー プロセスに関するパフォーマンス エキスパート データが収集    

されます。IIS 上には、アプリケーション プールにつき 1 つのワーカー プロセスが存在しま  

す。そのため、システム上で Webサービスと Webサービス クライアントの両方が1 つのアプ 

リケーション プール内で実⾏されている場合は、パフォーマンス エキスパートを有効にして  

サービスを開始し、Visual Studioの別のインスタンスでパフォーマンス エキスパートを有効  

にしないでクライアントを開始した場合でも、パフォーマンス エキスパートは両方のデータを 

収集します。クライアントが別のアプリケーション プール内で実⾏されるようにアプリケー 

ションを変更すれば、パフォーマンス エキスパートは、パフォーマンス エキスパートを使用  

して起動されたアプリケーション （この場合はサービス）に関するデータのみを収集します。

DLLHOST下で実⾏中のコンポーネントに関するリモート セッション ファイル

リモート システム上のdllhost.exeと対話するプロセスに対してパフォーマンス エキス  

パートを実⾏している場合は、dllhost.exeが終了したときに、最終セッション ファイルが 

リモート システム上に生成されません。

リモート コンピュータのソース コード

DevPartner Studio では、ソース ファイルは開いたセッション ファイルと同じコンピュータに   

あるとみなされます。

� ソース コードを表示しようとすると[ファイルを開く]ダイアログ ボックスが表示される  

場合は、そのダイアログからリモート コンピュータ上の正しい場所を参照します。

� リモート ASP.NET アプリケーションのデータを収集した場合、ソース ファイルを参照す 

るには、ターゲット Web サイトの IIS 設定の [仮想ディレクトリ ] タブで [ ローカル パ 

ス ] エントリの値を参照する必要がある場合があります。

開いているソリューションに保存されたセッション ファイル

DevPartnerセッション ファイルは、現在のソリューションと共に保存されます。Visual Studio  
でプロジェクトを開くのではなく、IISから直接Webプロジェクトを開いた場合は、異なるソ
リューション ファイルが使用される可能性があります。あるソリューションで作成された 

DevPartnerセッション ファイルは、別のソリューションでは表示されません。

データ収集を自動化する

パフォーマンス エキスパートでは、DPAnalysis.exeという実⾏ファイルからのコマンド ラ  

イン実⾏がサポートされています。このファイルは、¥Program Files¥Micro Focus¥ 
DevPartner Studio¥Analysis¥フォルダにあります。

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、DevPartner Studioは以下の場所にインストー  

ルされます。¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysis¥

パフォーマンス エキスパートを有効にしてコマンド プロンプトからアプリケーションを実  

⾏したり、データ収集を⾃動化するためのバッチ ファイルを作成したりできます。パフォー 

マンス エキスパート セッションは、以下の 2通りの方法で起動できます。

� 標準の MS-DOS コマンド ライン構文でターゲットと引数を指定します。
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� セッションのターゲットと引数を含む XML 構成ファイルを指定します。

コマンド ライン スイッチを使用する

セクション「アプリケーションにおける拡張性の問題」（231ページ）の例を挙げます。品質
保証エンジニアは、アプリケーションに対して自動テスト （テスト スイート）が毎晩実⾏さ 

れるように設定することによって、拡張性 （またはアプリケーションのその他の側面）を毎

⽇監視します。テストを⾃動化するには、以下の処理を⾏うバッチ ファイルを設定します。

1 パフォーマンス エキスパートを有効にしてアプリケーションを実⾏する。

2 ロード テスト アプリケーションと実⾏するその他のテストを開始する。

3 テストが完了したらアプリケーションを停⽌する。

アプリケーションが終了すると、DevPartnerによって自動的にセッション ログ ファイルが生  

成されます。

セッションを起動するコマンド ライン構文は以下のとおりです。

DPAnalysis.exe /Exp /E /O /W /H [/P or /S] target {target arguments}

/Expは、分析タイプを [ パフォーマンス エキスパート ] に設定します。

/Eは、指定されたプロセス／サービスに対するデータ収集を有効にします。

/Oは、セッション ファイルの出⼒フォルダとファイル名のいずれかまたは両⽅を指定します

/Wは、プロセスの作業フォルダを指定します。

/Hは、ターゲットを実⾏するホスト コンピュータを指定します。

/Pまたは/Sは、ターゲットがプロセスであるか、またはサービスであるかを指定します。い

ずれか一方のみを使用します。

スイッチの指定順序には制限事項が 1つあります。/Pまたは/Sスイッチは、最後に指定して

ください。これらのスイッチのあとに指定されているものは、すべて、プロセスまたはサー

ビスへの引数として解釈されます。

XML構成ファイルを使用する

XML 構成ファイルを使用する場合のコマンド ラインはより単純です。

dpanalyis.exe /C [path]configuration_file.xml

構成ファイルには、コマンド ライン スイッチを使⽤する場合には利⽤できないオプションも  

含めて、実⾏するDevPartner分析のタイプに必要なパラメータが含まれます。たとえば、パ
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フォーマンス エキスパート セッションからアプリケーション コンポーネントを除外する場   

合は、構成ファイルでExcludeImages要素を使用する必要があります。

図7-15 XML構成ファイルでのセッション詳細の指定

リモート コンピュータで実⾏されるプロセスのデータを収集するには、フォルダとファイル 

名を指定する必要があります。構成ファイルの分析オプションでSESSION_FILENAME要素と

SESSION_DIR要素を使用します。

構成ファイルを使⽤したデータ収集の管理の詳細については、「DPAnalysis.exeで XML 構成

ファイルを使用する」（285 ページ）を参照してください。

QA エンジニアは、翌朝セッション ログ ファイルを確認します。パフォーマンスの値が低下  

した場合、QA はセッション ログを適切な開発者に送信します。このようにして、QA は開発 

サイクル全体を通して、アプリケーションの状態を追跡します。問題が発生した場合、開発

チームはセッション ログ ファイルを使用して、問題の性質をすばやく特定できます。さらに、  

テストを毎晩実⾏した場合は、問題が前⽇に変更したコードに起因するものであることがわ

かるため、問題の修正時にレビューするコード量を⼤幅に削減できます。

DPAnalysis.exeの使用の詳細については、付録B「コマンド ラインから分析を起動する」を 

参照してください。

分散アプリケーションのデータを収集する

DevPartnerでは、リモート システムにリモート データ収集⽤のライセンスが適切に設定され  

ている場合には、リモート システムで実⾏される分散アプリケーション コンポーネントのパ  

フォーマンス エキスパート データを収集できます。リモート セッションを起動するときは、   

Visual Studioから実⾏する場合や、従来のコマンド ライン構文を使用してコマンド ラインか   

らDPAnalysis.exeを実⾏する場合には、パフォーマンス エキスパート セッションの1回の  

実⾏で1 つのプロセスのみが監視されることに注意してください。XML 構成ファイルを使用
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すると、アプリケーションの 1回の実⾏で複数のプロセスやサービスを対象とすることができ
ますが、通常はパフォーマンス エキスパート セッションでは1 つのプロセスを対象とするこ  

とをお勧めします。アプリケーションが複数のプロセスで実⾏される場合は、2つめのプロセ

スを対象にしてアプリケーションを再実⾏します。アプリケーションをスクリプトやバッチ

ファイルで起動すると、両⽅のセッションで同じようにアプリケーションが実⾏されること

が保証されます。この概要については、「データ収集を自動化する」（235ページ）を参照して

ください。

XML 構成ファイル オプションを指定してDPAnalysis.exeを使用すると、必要に応じて、ア 

プリケーションの 1回の実⾏で2 つめのプロセスやサービスのデータを別のセッション ファ 

イルに収集できます。同時に複数のプロセスやサービスのデータを収集できますが、複数の

プロセスを対象にしたデータ収集のオーバーヘッドによって、プロセス間の相互作用に影響

があったり、アプリケーションの実⾏速度が遅くなることによって経過時間の値が⼤きく

なったりする可能性があります。同時に複数のプロセスに対してパフォーマンス エキスパー 

ト データを収集する場合は、ディスク I/O、ネットワーク I/O、または同期待機時間のタイミン 

グ値を増やすと、プロファイリングのオーバーヘッドによる性能の低下につながる可能性が

あります。1つのプロセスを対象としたセッションを実⾏して、調査に適したタイミング値を
確認してください。

DPAnalysis.exeでのリモート データ収集の有効化

DPAnalysis.exe は、リモート プロセスを実⾏するために使⽤することはできません。 
DPAnalysis はリモート コンピュータ上のプロセスのデータ収集を有効にすることのみを目 

的としています。以下に例を⽰します。

DPAnalysis.exe /host remotemachine /p c:¥MyDir¥target.exe

このコマンド ラインでは、DPAnalysis.exeはtarget.exeのプロファイルを有効にするだけ 

で、リモート コンピュータでこのアプリケーションを起動するわけではありません。 

target.exeがリモート コンピュータ上で （何らかの方法によって）起動されたときに、プロ 

ファイルが開始されます。

ただし、リモート サービスはローカル マシンから開始することができます。例：

DPAnalysis.exe /host remotemachine /s servicename

このコマンドはプロファイルを有効にし、remotemachine上のservicenameを起動します。

必要に応じて、XML 構成ファイルを使用し、上記のコマンド ラインにパラメータを指定する 

ことができます。DPAnalysis.exeの詳細については、付録B「コマンド ラインから分析を起 

動する」を参照してください。
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リモート コンピュータ上のセッション ファイルを保存する

リモート プロファイル シナリオでは、いずれの分析タイプ （カバレッジ、メモリ、パフォー  

マンス、パフォーマンス エキスパート）でも、セッション ファイルはリモート コンピュータ   

に保存されます。保存先のフォルダとセッション ファイル名をコマンド ラインに指定する  

か、リモート プロセスまたはリモート サービスの XML 構成ファイルに追加する必要があり  

ます。指定するフォルダは、リモート コンピュータ上にすでに存在していることが必要とな 

ります。フォルダまたはファイル名を指定しなかった場合は、リモート コンピュータに [名 

前を付けて保存 ] が表示されます。

セッション ファイルを表示する

DevPartner Studioがインストールされているコンピュータ （プロファイルが開始され、クラ 

イアント ファイルが保存されているコンピュータなど）にセッション ファイルをコピーし  

ます。

コマンド ラインまたは XML構成ファイルに、DevPartner Studioがインストールされている  

別のコンピュータ （プロファイルが開始されているコンピュータなど）にセッション ファイ 

ルを保存するための、リモート コンピュータ上でマップされたドライブを指定します。

ターミナル サービスまたはリモート デスクトップを使用してデータを収集する

DevPartner Studioでは Windowsのターミナル サービスがサポートされています。DevPartner   
Studio をターミナル サービスを使用する方法の詳細については、「ターミナル サービスとリ  

モート デスクトップを使用する」（21ページ）を参照してください。

リモート プロファイルとWindows XP Service Pack 2（SP2）以降

Windows XP SP 2 では、リモート アプリケーションのセキュリティ レベルが引き上げられて    

います。そのため、Visual Studioからサーバー側のアプリケーション コンポーネントをプロ  

ファイルする場合、セキュリティ設定が原因でデータを収集できないことがあります。リモー

ト コンピュータ上のアプリケーション コンポーネントからデータを収集するためには、セッ  

ションに参加するすべてのWindows XP SP2以降のオペレーティング システム （プロファイ   

ルが開始されているリモート コンピュータとクライアント コンピュータの両方）のセキュリ  

ティ設定を変更する必要があります

ここでは、これらのセキュリティ設定をリモート プロファイルが可能な設定に変更する3通 

りの方法について説明します。

Windows ファイアウォールの例外リストにDevPartnerコントロール サービスを  

追加する

Windows ファイアウォール サービスを有効にしている場合は、ファイアウォールの例外リス  

トに DevPartner コントロール サービスを追加します。以下の手順に従ってください。

1 [ スタート ] メニューから [ コントロール パネル ] を選択します。

2 コントロール パネルの [Windows ファイアウォール ] を選択し、[例外 ] タブをクリック 

します。

3 [例外 ] タブの [ プログラムの追加 ] をクリックします。

4 [ プログラムの追加 ] ダイアログ ボックスの [ 参照 ] をクリックし、NCS.exeを探します。 

この実⾏可能ファイルは、デフォルトでは以下の場所にあります。 

C:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysis¥NCS.exe 
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メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、この実⾏ファイルは以下の場所にインストー 

ルされます。¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysis¥NCS.exe 

5 [ 参照 ] ダイアログ ボックスの [ 開く ] をクリックしてNCS.exeを選択し、[OK]をクリッ 

クして [ プログラムの追加 ] ダイアログ ボックスを閉じます。

6 [Windows ファイアウォール ] コントロール パネルの [ 全般 ] タブをクリックし、[例外を  

許可しない ] チェック ボックスをオフにします。

リモート（サーバー）とローカル（クライアント）コンピュータ両方での 

セキュリティ設定の変更

以下の⼿順に従ってセキュリティ設定を変更します。

1 コントロール パネルで、[管理ツール ] > [ ローカル セキュリティ ポリシー ] > [ ローカル     

ポリシー ] > [ セキュリティ オプション ] を選択します。

2 [DCOM:セキュリティ記述子定義言語 (SDDL) でのコンピュータ アクセス制限]の[プロ   

パティ ] ページを開きます。

3 [ セキュリティの編集 ] を選択します。

4 匿名ログオンユーザーを追加します （追加していない場合）。

5 ANONYMOUS LOGONユーザーにローカル アクセスとリモート アクセスの両方を割   

り当てます。

Visual Studioを実⾏した状態でセキュリティ設定を変更した場合は、変更後の設定を有効に 

するために Visual Studio を再起動する必要があります。

クライアント コンピュータでCOMセキュリティを緩和する

COM セキュリティを緩和するには、プロファイリングを開始したクライアント コンピュー 

タで以下の⼿順を実⾏します。

1 [ スタート ] メニューから [ コントロール パネル ] を選択します。

2 [ コントロール パネル ] で [管理ツール ] を選択し、[管理ツール ] ウィンドウで [ コンポー 

ネント サービス ] を開きます。

3 [ コンポーネント サービス ] ウィンドウで、[ マイ コンピュータ ]へ移動し、[ マイ コン   

ピュータ ] を右クリックして [ プロパティ ] を選択します。

4 [ マイ コンピュータのプロパティ ] の [COM セキュリティ ] タブをクリックします。

5 [COMセキュリティ ]タブの [起動とアクティブ化のアクセス許可 ]にある [制限の編集 ]を

クリックし、以下の変更を⾏います。

6 [ 追加 ] をクリックし、NETWORKと⼊⼒します。

7 [ ローカルからの起動 ]、[ リモートからの起動 ]、[ ローカルからのアクティブ化 ]、[ リモー

トからのアクティブ化 ] のいずれにおいても [許可 ] チェック ボックスがオンになってい 

ることを確認してください。

8 [COM セキュリティ ] タブの [起動とアクティブ化のアクセス許可 ] にある [既定値の編

集 ]をクリックし、以下の変更を⾏います。

9 [ 追加 ] をクリックし、NETWORKと⼊⼒します。
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10 [ ローカルからの起動 ]、[ リモートからの起動 ]、[ ローカルからのアクティブ化 ]、[ リモー

トからのアクティブ化 ] のいずれにおいても [許可 ] チェック ボックスがオンになってい 

ることを確認してください。

ファイアウォールとリモート データ収集

DevPartner は、Visual Studioで実⾏されている場合でもDPAnalysis.exeから実⾏されてい 

る場合でも、リモート コンピュータからセッション データを収集するために以前にインス  

トールされたサービスに接続します。このサービスは、インタープロセス通信トラフィックを

リスンします （インターネット アドレス0.0.0.0、ポート18441）。一部のファイアウォー 

ルでは、このサービス接続によりアラームがトリガーされます。このアドレスを信頼できる

アドレスとしてファイアウォールを設定すると、アラームがトリガーされなくなります。ファ

イアウォールのセキュリティ レベルを最高に設定している場合は、DevPartner がリモート 

データ収集を実⾏できないことがあります。この場合はファイアウォールを再構成し、アド

レス0.0.0.0、ポート18441でのデータ交換を有効にしてください。

DevPartner データを XML 形式にエクスポートする

パフォーマンス エキスパート データを XML形式にエクスポートできます。データを XML  
形式でエクスポートすることによって、独自のソフトウェアやサードパーティ製ソフトウェ

アを使用したデータの分析、他のツールによって生成されたデータとの統合、データ ウェア 

ハウスへのデータのアーカイブがより容易に実⾏できるようになります。

パフォーマンス エキスパート セッション ファイル （拡張子.dppxp）を XML形式にエクス   

ポートできます。保存されたパフォーマンス エキスパート セッション ファイルを開くと、 

[ ファイル ] メニューの [DevPartnerデータのエクスポート ] コマンドが使用可能になります。

「分析データをXML にエクスポートする」（309ページ）に説明されているように、コマンド

ラインから XML データをエクスポートすることもできます。

DevPartner Studioインストール フォルダにあるファイルDevPartnerPerformanceExpertxx.xsd  
に、セッション ファイルのエクスポート時にパフォーマンス エキスパートによって使用される  

XMLスキーマが記述されています。

パフォーマンス エキスパートとパフォーマンス分析を併用する

パフォーマンスの調整は反復的なプロセスです。パフォーマンス エキスパートを DevPartner 
Studio のパフォーマンス分析と組み合わせて使用します。最初に、パフォーマンス分析を有

効にしてアプリケーションを実⾏し、セッション ファイルを保存して、パフォーマンスの基 

本的な傾向を把握します。次に、パフォーマンス エキスパートを使用して、困難な問題、特 

に、ディスク I/O、ネットワーク I/O、同期に関する問題のトラブルシューティングを⾏いま
す。問題が解決したら、パフォーマンス分析セッションでアプリケーションを実⾏し、パ

フォーマンス分析のセッション⽐較機能を使⽤して性能の向上を確認します。例：

1 パフォーマンス分析を使⽤してアプリケーションを実⾏します。

2 性能を低下させているメソッドを発⾒します。

3 問題のメソッドを解決する方法がすぐに分からない場合は、パフォーマンス エキスパー 

トを使⽤して同じセッションを実⾏します。

4 問題のメソッドが、[ 最も多くCPUを使用するパス ] グラフまたは [ 最も多くCPU を使用

する単一メソッド ] グラフに表示されていないかどうかチェックします。
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5 [最も多くCPUを使用するパス ]グラフ内のそのメソッドをクリックして、コール グラフを 

開きます。コール グラフでは、コンテキスト内にそのメソッドが表示され、そのメソッ 

ドとそのメソッドの下位メソッドのどちらがパフォーマンス問題に関与しているかが示

されます。

6 問題のメソッドが、ディスク アイコン、ネットワーク アイコン、または待機時間アイコン  

でマークされているかどうか確認します。

たとえば、メソッドがネットワーク動作を示している場合は、[ コール ツリー ]タブに切 

り替えて、コンテキスト メニューを使用してネットワークに関連するデータ項目を表示 

要素に追加します。追加したデータによって、問題が、読み込み動作、書き込み動作、お

よび読み書きエラーのどれに起因しているかを容易に把握することができます。[ 最も多

くCPU を使用する単一メソッド ] グラフからさらにデータを分析する場合は、データ項

目を [ メソッド ] テーブルに追加することができます。

7 [ コール スタック ] タブを使用して、問題のメソッドが呼び出された回数と、最もコスト 

が高いコール スタックを表示します。

8 [ ソース ]タブを使⽤して、問題のコード⾏を特定し、Visual Studio で編集するソース ファ  

イルに移動します。

問題が解決したら、再度、パフォーマンス分析セッションでアプリケーションを実⾏します。

以前のパフォーマンス分析のセッション ファイルをベースラインとして使用して、パフォー 

マンス分析のセッション比較機能でセッションを比較し、性能の向上を確認します。

パフォーマンス エキスパートとパフォーマンス分析は相補的な機能ですが、タイミング デー  

タの計算⽅法には差異があります。同じアプリケーション上で、システム イメージを含むパ 

フォーマンス分析セッションと、パフォーマンス エキスパート セッションを実⾏したとき  

に、パフォーマンス分析の [ ソース メソッドの上位 20] とパフォーマンス エキスパートの [ 最  

も多くCPU を使用する単一メソッド ]に異なるメソッドが含まれていたり、メソッドの順序
が違う場合があります。

パフォーマンス分析セッションでは、メソッド内で消費された時間の割合 （[ メソッドでの比

率 [%]] カラム）が、ユーザーまたはシステムの下位メソッドを含まずに計算されます。パ

フォーマンス エキスパート セッションでは、[ 最も多くCPU を使用する単一メソッド ] テー  

ブルと [ メソッド ] テーブルに表示されるメソッド内で消費された時間の割合に、システムの

下位メソッドで消費された時間が含まれます。

パフォーマンス プロファイリングを実⾏すると、マネージ アプリケーションでは .NET  
Framework内のメソッドの実⾏に多くの時間が費やされていることがわかります。パフォー
マンス エキスパートの結果にシステムの下位メソッドを含むことによって、メソッド自体の 

実⾏に時間がかかるメソッドよりも、システム コードとの相互作用に問題のあるソース コー  

ド内のメソッドに焦点が当てられます。システム コードが実⾏を開始すると、その時間消費を 

制御することはできませんが、アプリケーション コードでシステム コードを呼び出す方法や  

タイミングを変更することはできます。パフォーマンス エキスパートによって、このような 

問題の特定が容易になります。

パフォーマンス分析のセッション ファイルとパフォーマンス エキスパートのセッション  

ファイルを直接比較することはできません。パフォーマンス分析のセッション ファイル同士を 

比較できるだけです。
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開発サイクルにおけるパフォーマンス エキスパート

ソフトウェア開発サイクル全体にわたって、パフォーマンス エキスパートを使用します。ソ 

フトウェア プロジェクト ライフ サイクル内の複数の時点でパフォーマンス エキスパートを   

使用することは、エンジニアリング チームの多くのメンバにとって有用です。

ソフトウェア設計者

ソフトウェア設計者は、多くの場合、応答時間や拡張性などの特定の要件を満たすプロトタ

イプを開発する必要があります。設計者は、最終的な設計を作成する前に、プロトタイプが

パフォーマンス要件を満たさない原因となっている操作と、可能な場合にはメソッドを特定

する必要があります。修正した場合に大幅にパフォーマンスが向上するようなメソッドをい

くつか特定できることが理想的です。

ソフトウェア設計者は、設計フェーズやプロトタイプ フェーズでパフォーマンス エキスパー  

トを使⽤して、コードの速度や効率性を向上できます。設計作業を進める間に定期的にテス

トを⾏うことで、プロトタイプのコードが最低限のパフォーマンス要件を満たしていることを

確認できます。また、プロトタイプでいくつかの重要なパフォーマンス要件のテストが⾏わ

れていることがわかっているため、開発チームはプロトタイプを受け取ったあと、安心して

プロトタイプの⼀部を再利⽤できます。

ソフトウェア開発者

ソフトウェア開発者は、開発中に頻繁にパフォーマンス エキスパートを使用する必要があり 

ます。コードをチェックインする前に、単体テスト以外にパフォーマンス エキスパートを実 

⾏してください。単体テストを⾏うと、他のコンポーネントをブレークすることなく、コン

ポーネントが想定されたとおりに動作することを確認できます。それと同様に、パフォーマン

ス エキスパートを使用すると、コンポーネントがアプリケーションに完全に統合されて修正 

が困難になる前に、パフォーマンス上の潜在的な問題について早期に警告を受け取ることが

できます。

ソフトウェア開発チームは、設計者のプロトタイプと仕様に基づいてアプリケーションを構

築します。アプリケーション （またはアプリケーション コンポーネント）がテストおよび実 

⾏できる状態になると、開発者は、コーディングとデバッグを⾏いながらCPU の使用、ファ

イル I/O、ネットワーク I/O に関する潜在的な問題を特定するために、パフォーマンス エキス 

パートを自動テスト ルーチンに統合できます。開発者は毎朝パフォーマンス エキスパート  

セッション ログを参照して、前⽇に⾏ったコーディングによってパフォーマンスの問題が新 

たに発⽣していないかを確認し、問題があれば即座に解決できます。コーディングが完了し

たら、開発チームは最終的なパフォーマンス エキスパート セッション ログを提出して、パ   

フォーマンスに関する目標が達成されたことを文書化できます。

品質保証エンジニア

品質保証チームは、パフォーマンス エキスパートを使用して、継続的にアプリケーションの 

パフォーマンスを監視できます。QA は簡単にパフォーマンス エキスパートを自動テスト ス  

イートに統合して、重要な領域におけるアプリケーションのパフォーマンスを毎⽇確認でき

ます。問題が発生した場合、QA チームはセッション ログを開発チームに送信するか、また 

は障害管理システムへのバグ レポートにログを添付できます。

指定されたエンジニアは、毎日セッション ログ ファイル内の重要なメトリクスを参照できま  

す。セッション ログに問題が⾒つかった場合、QAエンジニアはそのログ ファイルを担当の  

開発者に送信して、問題を即座に解決できます。
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このように、設計フェーズから最終的な品質保証テストに至るまで、パフォーマンス エキス 

パートを実⾏することによって、ソフトウェア開発チームのすべてのメンバに利点がもたら

されます。パフォーマンス エキスパートは、製品管理にも役⽴ちます。重要な各マイルス 

トーンで、パフォーマンス エキスパート セッション ログ、および修正前後のパフォーマンス   

分析セッション ファイルを使用して、製品が目標パフォーマンスを満たしていることを文書 

化できます。

Visual Studio Team System にデータを送信する

Visual Studio 2005 および 2008 については、選択した項目に関するデータをバグタイプの作  

業項目として Visual Studio Team System に送信します。Visual Studio 2010 では、選択した   

項目に関するデータを問題、バグ、または不具合タイプの作業項目として Team Foundation 
Server に送信します。カバレッジ分析セッション ファイルでは、[ メソッド リスト ] タブで選  

択したメソッドの作業項目の送信にアクセスします。作業項目を送信する場合、[ メソッド リ 

スト ] タブで表示されるカラムからのデータが [ 作業項目 ]形式で⼊⼒されます。[ 作業項目 ]
として送信するメソッド データを変更するには、[ メソッド リスト ] に表示されるカラムを変  

更します。DevPartner Studio では、Team Explorer クライアントがインストールされており、  

Team Foundation Server に接続可能な場合に、Microsoft Visual Studio Team Systemがサポー    

トされます。

パフォーマンス エキスパートのセッション ファイルから、メソッドレベルのデータを、Visual  
Studio Team System のバグタイプの作業項目として送信できます。[ 作業項目の提出 ] コマン  

ドは、以下のパフォーマンス エキスパート ビューで選択したメソッドのコンテキスト メ   

ニューで使用できます。

� [ メソッド ] 詳細ビューの [ メソッド ] テーブル

� [ パス分析 ] ビューの [ コール ツリー ]

作業項目を送信する場合、[ メソッド ] テーブルまたは [ コール ツリー] ビューで表示されるカ 

ラムからのデータが [ 作業項目 ]形式で⼊⼒されます。[ 作業項目 ] として送信するメソッド

データを変更するには、メソッド ビューに表⽰されるカラムを変更します。

DevPartner Studio と Visual Studio Team System の統合の詳細については、「Visual Studio    
Team System のサポート」（20 ページ）を参照してください。
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System Comparison
この章には、2つのセクションが含まれています。1つめのセクションでは、はじめてのユー

ザーを対象として、System Comparison を使用する簡単な手順について説明します。2つめの 

セクションでは、DevPartnerの System Comparison機能を詳細に把握するための参照情報を 

示します。

システムの比較に関するタスクベースの追加情報については、System Comparison のオンラ 

イン ヘルプを参照してください。

System Comparison とは

System Comparison では、2 つのコンピュータ システムを比較したり、コンピュータの現在  

の状態と過去の状態を比較したりすることで、アプリケーションが以下の動作をする原因を

突き止めることができます。

� 特定のコンピュータでは動作するのに、別のコンピュータでは動作しない。

� コンピュータによって動作が異なる。

� 以前動作したコンピュータで動作しなくなった。

システムを比較するために、System Comparison では、コンピュータ システムに関する情報  

（インストールされている製品、システム ファイル、ドライバ、その他の数多くのシステム特 

性など）を含むスナップショット ファイルと呼ばれる XML ファイルが作成されます。スナッ 

プショット ファイルが⽐較されて、それらの差異がレポートされます。

他の DevPartnerコンポーネントとは異なり、System Comparisonは Visual Studio環境に統合  

されていません。System Comparisonはスタンドアロン ユーティリティとして動作するため、  

ターゲット システムへの影響が最小限に抑えられます。

System Comparison は以下の内容で構成されます。

� サービス。システムのスナップショットを夜間に取得します。

� ユーザー インターフェイス。⼿動でスナップショットを取り、⽐較して相違点を⾒つけ 

ることができます。

� コマンド ライン インターフェイス

� ソフトウェア開発キット (SDK）ソフトウェア開発者は、SDK を使用して比較についての 

追加情報を収集して、配置されるアプリケーションにスナップショット機能を埋め込むこ

とができます。
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図8-1 System Comparisonのユーザー インターフェイス

System Comparison を今すぐ使用する

以下に⽰す準備、設定、実⾏の⼿順では、System Comparison を使用する方法について説明 

します。

System Comparison でシステムを分析する場合、昇格されたシステム権限は必要ありません。 

DevPartner でのシステムの分析には、システム上でファイルを作成し、アプリケーションを

操作するシステム権限で十分です。

以下の⼿順では、コンピュータに⼩さな変更を⾏い、コンピュータの現在の状態を過去の状

態と比較します。

すぐに使い始めるには、影付きのボックス内に示された手順に従います。詳細については、

ボックスの下の追加説明を参照してください。
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準備：比較対象を検討する

システムの⽐較を実⾏する前に、⽐較の目標を理解しておきます。

比較対象を正確に特定することで、Comparisonを正しく設定することができます。たとえば、

以下のような目標を設定できます。目標によっては、追加の設定手順が必要な場合があります。

� 製品のインストールまたは削除がコンピュータのサービス、設定、レジストリ キー、ま 

たはファイルに及ぼす影響を調べる （レジストリ キーまたはファイルを調べるには、 

XMLファイルを変更する追加設定が必要です）。

� 製品が以前動作したシステム上で動作しなくなった原因と思われるシステムの変更を判

断する。

� 製品への変更による影響の範囲 （たとえば、⾃動テストへの影響）を判断する。

� 以前の開発システムで利⽤可能であったすべてのツールが新しい開発システムにあるこ

とをチェックする。

� 特定のシステム上で製品が動作しない、または製品の動作が異なる原因を判断する。

� エンド ユーザー側への配置後に製品のトラブルシューティングを実⾏する。

設定：System Comparison を準備する

⽐較の目標を決定したあとに、いくつかの設定タスクの実⾏が必要になる場合があります。

状況例のなかには、以下のような設定タスクが必要な場合があります。

� レジストリ キーまたは特定のファイルを比較する場合は、設定タスクで RegistrySections.xml 

ファイルまたはFileSections.xmlファイルを変更する必要があります（255ページと256ペー

ジを参照）。

� デフォルトで収集されないデータを比較する場合は、設定タスクでカスタム プラグインを 

記述する必要があります （262 ページを参照）。デフォルトで収集されるデータのカテゴ

リについては、ï 8-1 （252 ページ）を参照してください。

� 2つのシステムを比較する場合は、設定タスクで2台めのコンピュータにSystem Comparisonを 

インストールし、スナップショットを取り、そのスナップショット ファイルを比較に使用 

できるようにする必要があります（258 ページを参照）。

以降の⼿順では、以下の事項を前提としています。

� System Comparison がインストールされています。

� System Comparisonサービスが実⾏中で、すでにスナップショットが取られています。

System Comparison をインストールすると、サービスが自動的に開始し、開始から数分 

以内に最初のスナップショットが取られます。このサービスは、システムのサービス リ 

ストにDevPartner Differという名前でリストされています。

� 1台のコンピュータの異なる状態を⽐較できます。

この手順では、System Comparisonのデフォルト オプションを使用できます。追加の設定は  

必要ありません。
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実⾏：変更を加え、スナップショットを作成する

これで、システムの比較を開始する準備ができました。以下の手順では、コンピュータに変

更を⾏い、コンピュータの現在の状態を過去の状態と⽐較します。

図8-2 スナップショット ファイルのリスト

システムの相違点が報告される様子を実演するには、スナップショットを作成する前に、コン

ピュータ システムにいくつかの変更を⾏う必要があります。

1 [ コントロール パネル ] > [管理ツール ] > [サービス ] ウィンドウにナビゲートして、作     

業環境に影響を与えないいくつかのサービスを停止または開始します。たとえば、

[Automatic Updates]サービスを停止することができます （あとで再起動できるように、 

変更したサービスのメモを取ります）。

2 [スタート ]メニューから、[すべてのプログラム ] > [Micro Focus] > [DevPartnerSystem     
Comparison]を選択します。

3 [System Comparison]ウィンドウで、[ このコンピュータの現在の状態を以前の状態と比 

較 ] をクリックします。

スナップショット ファイルのリストが表示されます。System Comparisonサービス（250  
ページを参照）では、コンピュータの状態のスナップショットが毎日自動的に取られ、

そのファイルの日付と時間がリストされています。

メモ： リストには少なくともすでにファイルが1つあるはずです。ファイルが1つもリスト

されていない場合は、System Comparisonサービスが実⾏中であることを確認し 

てください。このサービスはサービス リストで DevPartner Differという名前  

です。

4 リストから、比較の基本として使用するスナップショットの日付と時間を選択し、[比較 ]を
クリックします。

System Comparison により、結果ウィンドウが表示されます。結果ウィンドウの内容に 

ついては、「 結果を分析する」を参照してください。
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結果を分析する

System Comparison で2 つのスナップショットを比較すると、その相違点とすべての項目が結 

果ウィンドウ（図8-3）に表⽰されます（ここで表⽰される準備、設定、実⾏⼿順の結果ウィン
ドウの情報は、図に表示されている結果よりもかなり少ない場合があります）。

図8-3 結果ウィンドウ

左上のペインには、⽐較されたカテゴリと、各カテゴリで⾒つかった相違点の数がリストさ

れます。ウィンドウを最初に開いたときは、相違点の数がゼロ （0）ではない1つめのカテゴ

リが選択されています。

左下のペインには、選択したカテゴリについての説明が表示されます。

右側のペインには、選択したカテゴリで⾒つかった相違点の詳細が表⽰されます。

1 カテゴリをいくつかクリックして、その説明を表示してください。

2 [サービス ]カテゴリをクリックすると、[相違点の詳細 ]ペインに相違点が表示されます。

[相違点の詳細 ] ペインでは、最初のカラムに項目の名前が表示されます。2番めと 3番
めのカラムには、スナップショットから取得した情報がリストされます。ヘッダー⾏に

は、コンピュータ名と、⽐較が実⾏された完全なタイムスタンプ情報が表⽰されます。

スナップショットにない項目は「⾒つからない項目」としてリストされます。コンピュー

タ上の項目は、チェック マークまたは「インストールされた日時」で提示されます。

3 詳細ペインの下部にある 2 つのカラムには、選択した項目の 1 つめと 2 つめのスナップ

ショットから取得した実際のデータがリストされます。

相違点の 

カテゴリ

カテゴリの 

説明

相違点の 
詳細
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結果ウィンドウには、[ 表示する :] リストに表示したオプションに応じて、相違点が表示され、

両方のスナップショットで同じであるすべての項目がリストされます。

System Comparison では、相違点を評価するときにバージョン番号が考慮されることに注意 

してください。そのため、バージョン番号が異なるコンポーネントは、別のコンポーネント

とみなされます。あるコンポーネントが 2つのスナップショットに存在している場合でも、そ

のコンポーネントのバージョン番号が異なるときは、⾒つからないコンポーネントしてリス

トされます。

現在の状態を過去の別の状態と比較するには、結果ウィンドウの [ 現在の状態の、次の状態と

の相違点詳細：] リストから別のスナップショットを選択します。

これで、この章の準備、設定、実⾏のセクションは終了です。これで、システムの⽐較を実

⾏するメカニズムの基礎が理解できました。追加情報については、引き続きこの章の残りの

部分を参照してください。タスクベースの情報については、System Comparisonのオンライン 

ヘルプを参照してください。

System Comparison サービス

DevPartner Differと呼ばれる System Comparisonサービスは、対象のコンピュータが起動  

している場合に、毎日午前 2:10に自動的にコンピュータの状態のスナップショットを取りま

す。コンピュータの電源がオフの場合は、次回に起動してから 5 分後にスナップショットを取

ります。System Comparison をインストールすると、System Comparison サービスが開始し  

てから数分後にスナップショットが取られます。

夜間にスナップショットを取るサービスは、最大で 21夜分のスナップショットを保存でき、

それ以降は古いスナップショットを削除して新しく取るようになります。保存されるスナッ

プショットの数は、System Comparison ユーティリティの設定ファイルで値を変えることに 

よって変更できます （「保存されるスナップショット数を変更する」（251ページ）を参照）。

スナップショット ファイルのサイズは収集するデータの量によって異なります。通常は、1 メ 

ガバイト以下です。

4 画面の下部近くには、[この項目の詳細については、インターネットを検索してください ]
というリンクがあります。このリンクをクリックすると、現在選択されている相違点（た

とえば、「Windowsシステム環境変数」）に関連する項目のインターネット検索が開始さ
れます。

5 [相違点の詳細]ペインの右上で、[表示する :]のリストをクリックします。このオプションを
使用して、表示する相違点をフィルタできます。

6 相違点の確認が終わったあとは、ウィンドウの右上隅にある [ 戻る ]  ボタンをクリッ  

クして、DevPartner System Comparisonのメイン ウィンドウに戻ります。

System Comparisonの試⽤を終了したあとは、はじめに停⽌したサービスを再起動することを 

忘れないでください。
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System Comparisonサービスの実⾏優先度は最低に設定されていますが、実⾏中は数分間に 

わたってシステム リソースを消費します。必要に応じて、System Comparisonサービスのス  

タートアップの種類を手動に設定することもできます。ただし、この場合にはスナップショッ

トが自動的に作成されなくなります。

⾃動スナップショット設定を変更する

System Comparison サービスによって取得される自動スナップショットのタイミングと保存 

されるスナップショット数は、System Comparison ユーティリティの設定ファイルの値で指 

定します。設定ファイル（MicroFocus.Diff.Settings.xml）はProgram Files¥Micro 

Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥binフォルダにあります。

64ビット バージョンの Windowsでは、設定ファイルは以下の場所にインストールされます。 
¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥bin

保存されるスナップショット数を変更する

デフォルトでは、System Comparison で 21個まで自動でスナップショット ファイルが保存さ  

れます。それを過ぎると、最も古いファイルから削除されます。保存されるスナップショッ

ト ファイル数を変更するには、設定ファイルのSnapshotsToKeepキーを変更します。たと 

えば、以下のようにキーを変更すると、保存されるスナップショット数が30個までに変更さ
れます。

<add key="SnapshotsToKeep" value="30" />

スナップショットを取る時刻を変更する

System Comparison サービスでは、毎日午前 2:10 にコンピュータのスナップショットが自動 

で取得されます （コンピュータの電源がオフの場合は、次に起動して 5 分後にスナップショッ

トが取られます）。このデフォルト時刻を変更するには、SnapshotHour0To23キーと

SnapshotMinute0To59キーを使⽤して設定ファイルに変更する時刻を指定します。たとえ
ば、以下のようにキーを変更すると、⾃動スナップショットの時刻が午前3:42になります。

<add key="SnapshotHour0To23" value="3" />

<add key="SnapshotMinute0To59" value="42" />

「時」に設定できる値は0〜23で、「分」に設定できる値は 0〜59です。

新しい設定を有効にするには、System Comparisonサービスを再起動する必要があります。当 

日の自動スナップショットがすでに取られている場合、新しい設定は翌日から有効になりま

す。System Comparisonで毎日取得される自動スナップショットは 1つだけです。

相違点のカテゴリ

System Comparison ユーティリティでは、スナップショットを取るときに、以下の表にリス 

トされている項目の存在、バージョン、および状態が記録されます。

System Comparison プラグインを記述することによって別のカテゴリを追加して、データ取 

得をカスタマイズすることができます （「プラグインを記述する」（262 ページ）を参照）。
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表8-1. 相違点のカテゴリ

カテゴリ 検出される相違点

システム情報 • オペレーティング システム

• .NET Framework

• グローバル アセンブリのキャッシュ

• Java Runtime

• システム環境変数

• ファイル システムの大文字と小文字の区別

システム ファイル • オペレーティング システム ファイル （Windows¥System32）

• Windowsファイル保護のキャッシュ （Windows¥System32¥dllcache）

－このフォルダには、オペレーティング システム ファイルが破損した場  

合にWindowsを保守するためのオペレーティング システム ファイルが  

含まれます。ファイルが破損するか⾒つからない場合、このフォルダにあ

るファイルで自動的に置換されます （ユーザーの介入はありません）。

• サイドバイサイド アセンブリ （Windows¥WinSxS）

インストールされて

いる製品

検出された製品。バージョン番号が検出された場合は、その番号も表示され

ます。

この情報は、レジストリの Add/Remove Programs セクションから抽出さ 

れます。

サービス インストールされているサービスの以下についての相違点

• サービスの状態 （実⾏中、停⽌中など）

• サービスが使用しているアカウント

• サービスの種類

• サービスの依存関係

スタートアップ  
アイテム

スタートアップの相違点。この情報は、以下から抽出されます。

• WindowsフォルダにあるWin.iniファイル

• レジストリ キー： 

 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥ 
Windows¥CurrentVersion¥Run 

• 可能な場合には、プログラム ファイルから取得するバージョン情報
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IE/Outlook 
コンポーネント

Internet ExplorerとOutlook についての相違点

• アクティブ セットアップに、更新された、またはシステムに存在しない
Outlook ／Internet Explorerのコンポーネントが表示されます。この情

報は、レジストリ キー

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Active 

Setup¥Installed Componentsから抽出されます。

• Browser Helper Object。この情報は、レジストリ キー

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥ 
Windows¥CurrentVersion¥Explorer¥Browser Helper 

Objectsから抽出されます。

• MIME マッピング （MIMEタイプと MIMEを扱うアプリケーション間の

マッピング）。この情報は、レジストリ キー

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Active 

Setup¥MimeFeature objectsから抽出されます。

• Internet Explorer拡張機能。この情報は、レジストリ キー

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Internet 

Explorer¥Extensionsから抽出されます。

• インターネット設定。この情報は、レジストリ キー

HKEY_CURRENT_USER¥Software¥Microsoft¥Windows¥CurrentVe

rsion¥InternetSettingsから抽出されます。

IIS IIS メタベースから入手可能なMicrosoft IIS インストールでの相違点には、 

インストールされているすべてのWeb アプリケーションとそれらの設定で

の以下の相違点が含まれます。

• Webサーバーの相違点

• SMTPサーバーの相違点

• FTP サーバーの相違点

SQL Server Microsoft SQLインストールでの相違点

• レジストリから抽出されたMicrosoft SQL設定

• Microsoft SQLサービスおよび関連サービスに関するデータ

• インストールされているすべてのインスタンスについての、マスタ デー 

タベースにあるsyscurconfigsテーブルとsysconfiguresテーブル

の設定。System Comparisonユーティリティは、統合セキュリティを使 

用してSQL Serverへの接続を試みます。SQL Serverを実⾏していない  

場合は、マスタ データベースでの相違点は収集されません。

メモ：マスタ データベースでの相違点を収集するには、実⾏しているアカ 

ウントに、それらの 2 つのテーブルにアクセスするために十分な権限が付与

されていることが必要です。

ドライバ すべてのドライバの相違点

• インストールされているドライバ

• ドライバのステータス

表8-1. 相違点のカテゴリ

カテゴリ 検出される相違点
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レジストリ レジストリの特定のセクションでの相違点。デフォルトでは、レジストリ セ 

クションは収集されませんが、以下のレジストリ セクションの相違点を収集 

できます。

HKEY_CLASSES_ROOT

HKEY_LOCAL_MACHINE

RegistrySections.xmlファイルを編集して、収集するレジストリのセ

クションをカスタマイズできます。このファイルはProgram 
Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥data
フォルダにあります。

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、このファイルは以

下の場所にインストールされます。¥Program Files 
(x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System 
Comparison¥data

レジストリ キーのデータを収集できる権限を持っている必要があります。

ファイル 特定のパスから抽出したフォルダやファイルのプロパティの相違点。デ

フォルトでは、ファイルは収集の対象には含まれません。

FileSections.xmlファイルを編集して収集するパスをカスタマイズでき

ます。このファイルはProgram Files¥Micro Focus¥DevPartner 

Studio¥System Comparison¥dataフォルダにあります。

メモ： 64ビット バージョンのWindowsでは、このファイルは以

下の場所にインストールされます。¥Program Files 

(x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System 

Comparison¥data

.NETセキュリティ 
ポリシー

2つの個別のシステム構成でのセキュリティ ポリシーの相違点、または1つ 

のコンピュータでの時間の経過によるセキュリティ ポリシーの変更を判断 

します。

• エンタープライズ

• マシン

• ユーザー

ハードウェア • システム （メーカー、モデル、プロセッサの数、システム タイプ）

• メモリ （MB 単位）

• 各プロセッサの詳細な説明 （説明、動作速度、役割、状態）

ユーザー環境 プログラムの実⾏に影響を与える可能性のあるユーザー環境の相違点。ス

ナップショットを取ったユーザーに依存します。

• 環境変数

• アクセシビリティ設定

• 海外向け設定

Windows Update Windows Updateサービスの状態の相違点。この情報は、疑いのある更新 

で基本的なコンポーネントが変更された可能性があるかを判断するときな

どに役⽴ちます。

表8-1. 相違点のカテゴリ

カテゴリ 検出される相違点
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レジストリ キーを比較する

システムの比較時には、レジストリ設定がしばしば重要になりますが、システムには数千もの

レジストリ キーが登録されていることがあります。そのようなときは、比較するキーの範囲を 

絞ると便利です。⽐較するレジストリのセクションを指定するには、インストール パス（デ 

フォルトでは、Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥data）    

のdataフォルダにあるファイルRegistrySections.xmlを使用します。

64ビット バージョンの Windowsでは、このファイルは以下の場所にインストールされます。 

¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥data

デフォルトでは、スナップショットにはレジストリ キーは含まれません。

メモ： System ComparisonユーティリティのスナップショットAPI（アプリケーション プ  

ログラム インターフェイス）でこのファイルを使用する場合、このファイルは、ア 

プリケーションの実⾏可能ファイルよりも1レベル上の¥dataフォルダに格納されて

いる必要があります。たとえば、実⾏可能ファイルのパスが...¥App¥bin¥MyApp.exe

である場合、このファイルのパスを...App¥data¥RegistrySections.xmlにする必

要があります。

HKEY_LOCAL_MACHINEとHKEY_CLASSES_ROOTにあるレジストリ エントリを比較できま 

す。その他のレジストリ キーの比較はサポートされていません。

必要なセクションをいくつでも指定できます。

レジストリ キーのデータを収集できる権限を持っている必要があります。

構文

<Section categoryName="XXX">YYY</Section>

パラメータ

XXX ユーザー インターフェイスに表示されるカテゴリ名です。この属性はオプションです。 

レジストリ キーを指定していない場合は、カテゴリ名として使用されます。

YYY 収集を再帰的に開始するレジストリ キーです。このキーには、接頭辞

HKEY_LOCAL_MACHINEまたはHKEY_CLASSES_ROOTは指定しません。たとえ

ば、KEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Rpcのすべてを収集するには、

以下のように指定します。

<Section categoryName="Microsoft RPC">SOFTWARE¥Microsoft¥Rpc</
Section>

LOCAL_MACHINEキーまたはCLASSES_ROOTキーのすべてを収集するには、特殊

文字「¥」を指定します。たとえば、<Section categoryName="All">¥</

Section>のようにします。ただし、すべてのレジストリ キーの収集には⻑時間を要
することに注意してください。

REG_BINARYタイプのキーでは、各キーの最初の 20バイトだけが収集されます。
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例

以下に、RegistrySections.xmlファイルの例を⽰します。

<RegistrySections> 
<LocalMachine> 
<!-- RPC下ですべてのレジストリ キーを収集した場合の例 -->

<Section categoryName="Microsoft RPC">SOFTWARE¥Microsoft¥Rpc</
Section> 

</LocalMachine> 
<ClassesRoot> 
<!-- ClassesRoot下にあるすべてのデータを収集した場合の例（メガバイト単位のデー
タ） -->

<Section categoryName="All">¥</Section> 
<Section categoryName="Shell Extensions">*¥shellex</Section>

</ClassesRoot> 
</RegistrySections>

特定のファイルを比較する

デフォルトでは、個々のファイルの相違点は収集されません。システムの比較時には、特定

のファイルを比較することがしばしば重要になりますが、比較するファイルの範囲を絞ると

便利です。⽐較するファイルを指定するには、インストール パス （デフォルトでは、Program 

Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥data）のデータ フォルダに    

あるファイルFileSections.xmlを使用します。

64ビット バージョンの Windowsでは、このファイルは以下の場所にインストールされます。 

¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥data

Required: System ComparisonユーティリティのスナップショットAPI（アプリケーション 
プログラム インターフェイス）でこのファイルを使用する場合、このファイルは、

アプリケーションの実⾏可能ファイルよりも1 レベル上の¥dataフォルダに格納

されている必要があります。たとえば、実⾏可能ファイルのパスが

...¥App¥bin¥MyApp.exeである場合、このファイルのパスを

...App¥data¥FileSections.xmlにする必要があります。

比較対象となるファイルの各カテゴリは、FileSections.xmlの独⽴したセクションに指定し

ます。必要なセクションをいくつでも指定できます。

構文

<Section [categoryName="XXX"] 

[filterPattern="{*,?}"][attributes="{yes,no}"] 
[programAttributes="{yes,no}"] 
[recurseSubDirectories="{yes,no}"]>YYY</Section>
256     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド



第8 章 · System Comparison
パラメータ

例

以下に、FileSections.xmlファイルの例を⽰します。

-->  
- <FileSections> 
- <!-- ファイル セクションの例--> 

<Section categoryName="My Product">c:¥somedir¥somesubdir</Section>

categoryName オプションの属性。XXXは、サブカテゴリとして表示され

る名前です。この属性を指定しないと、デフォルトで、カ

テゴリ名がフォルダ パスとして使用されます。

filterPattern オプションの属性。ワイルドカード文字 * （ゼロ個以上の文

字）と? （1文字）を使用して、ファイル フィルタを指定し

ます。この属性を指定しないと、「filter=”*.*”」を指

定したことと同じになります。

attributes オプションのXML 属性。この属性を指定しないと、

「attributes=”yes”」を指定したことと同じになりま

す。この属性を「yes」と同等に設定すると、ユーティリ

ティでは、以下が収集されます。

読み取り専用フラグ

暗号化

ファイル⻑

変更された⽇付

また、設定しないかぎり、Company属性と Product属性は

収集されません。読み取り専用やデバッグなどのブール値

ファイル属性も同様です。

programAttributes オプションの属性。この属性を指定しないと、

「programAttributes=” yes”」を指定したことと同

じになります。この属性を「yes」と同等に設定し、ファイ

ル名の拡張子が「.exe」、「.dll」、「.ocx」、「.cpl」のい

ずれかであると、ユーティリティでは以下のプログラム 
バージョン情報が収集されます。

バージョン

言語

programAttributes は、「no」に設定すると便利です。たと
えば、品質保証環境で、製品のインストール中に何らかの

ファイルの削除や追加が⾏われたけれども、⼀部のファイ

ルのプロパティ （プログラム バージョン）などが変更され
た可能性がある場合などに役⽴ちます。

recurseSubDirectories オプションのXML 属性。この属性を指定しないと、

「recurseSubDirectories=” yes”」を指定したこと

と同等になります。この属性を「yes」と同等に設定する

と、ユーティリティでは、すべてのフォルダに関するファ

イル情報が再帰的に収集されます。

YYY ファイル情報の収集を再帰的に開始するときのパス。
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<Section categoryName="My bat files" attributes="yes" 
filterPattern="*.bat" programAttributes="no" 
recurseSubDirectories="no">c:¥diff</Section>

<Section categoryName="My Test Files" attributes="yes" 
programAttributes="yes" recurseSubDirectories="yes">D:¥test</
Section>

</FileSections>

DevPartner Studio なしでインストールする

System Comparison はDevPartner Studioとは別にインストールされます。これは、2台の異  

なるコンピュータを⽐較して、システムが異なるとアプリケーションの動作がなぜ異なるの

かを判断する場合などに便利です。システムを⽐較して両者間の不⼀致を⾒つける場合、対

象となるシステムに加える変更は最⼩限にすることが重要です。Visual Studio のオーバー 

ヘッドや残りのDevPartner機能なしでSystem Comparisonのみをインストールすることによ 

り、比較するシステム間に存在する重要な相違点に焦点を絞りやすくなります。 

System Comparison をインストールするには、DevPartner Studio のインストール設定画面か  

ら、[DevPartnerSystem Comparisonのインストール ] を選択して、インストール手順に従い 

ます。

System ComparisonはDevPartnerのライセンス契約に含まれているため、System Comparison  
の使用にはDevPartner ライセンスが使用されます。ライセンスの問題の詳細については、

『DevPartner Studioインストール ガイド』を参照してください。ただし、以下の点に注意が必  

要です。

� ノードロック（シングルシート）ライセンスまたはコンカレント ライセンスの場合、System 
Comparisonによる⽐較の実⾏中は 1 つのライセンスが使用されます。Comparison サービ

スを開始し、サービスでスナップショットを取る場合には、ライセンスは使用されません。

� 14 日間の評価期間で DevPartner Studio を実⾏している場合、この 14 日間は、System 
Comparison のユーザー インターフェイスを使⽤して⽐較を実⾏したときに開始します。 
Comparison サービスをインストールして開始し、スナップショットを取った時点では、

評価期間は開始しません。

コマンド ラインから System Comparisonユーティリティを実⾏する
2つのコマンド ライン インターフェイス （CommandLine.exeとCommandLineDiff.exe）を使  

用して、データの収集と比較を自動化することができます。

� MicroFocus.Diff.CommandLine.exe は、コンピュータ システムの現在の状態を示すス 

ナップショットを取得します。デフォルトでは、このスナップショットは、スナップショッ

トの保存に使用した最後のフォルダに格納されます。ただし、コマンド ラインでパラメー 

タを指定して、別のフォルダを指定することもできます。
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以下に例を⽰します。

C:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System 
Comparison¥bin>MicroFocus.Diff.CommandLine.exe

C:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System 
Comparison¥bin>MicroFocus.Diff.CommandLine.exe c:¥MySnaps

64ビット バージョンのWindowsにインストールされている場合は、デフォルトのインストー 

ル フォルダは以下の場所になります。¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner    

Studio¥System Comparison¥

� MicroFocus.Diff.CommandLineDiff.exe は、既存の 2 つのスナップショット ファイル  

の値を⽐較して、結果としての相違点を出⼒ファイルに書き込みます。

WIndows 7 または Windows Vistaで実⾏しているときは、出⼒フォルダに書き込む⼗分  

な権限があることを確認してください。

必須のパラメータは、「computers 」（プレースホルダ）と、比較するファイルの名前で 

す。オプションで、出⼒ファイルを書き込むフォルダを指定できます。

以下に例を⽰します。

C:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System 
Comparison¥bin>MicroFocus.Diff.CommandLineDiff.exe computers 
SnapFile1 SnapFile2

C:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System 
Comparison¥bin>MicroFocus.Diff.CommandLineDiff.exe computers 
SnapFile1 SnapFile2 C:¥MyResults

出⼒ファイルはXML ファイルであり、プログラムで読み取って比較の結果をチェッ

クすることができます。この出⼒ファイルをSystem Comparison ユーティリティの 

ユーザー インターフェイスで開くことはできません。

コマンド ライン プログラムは、System Comparisonユーティリティの¥binフォルダ（デフォ   

ルトでは、¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥bin）に    

あります。

ソフトウェア開発キット

System Comparison には、ソフトウェア開発キット （SDK）が含まれています。これは、以 

下のようなソフトウェア開発者向けの機能を提供します。

� スナップショット API（アプリケーション プログラム インターフェイス）を使用して、関  

数コールをアプリケーションに埋め込み、アプリケーションの配置後にスナップショットを

開始できる機能

アプリケーション開発者はスナップショットAPIを使用して、配置されたアプリケーション

からのスナップショット機能を制御することができます。アプリケーションの配置後に問

題が発生した場合、埋め込まれた API コールを使用して、問題の診断を支援するスナップ

ショットを開始できます。

� System Comparison プラグインを記述することで、スナップショットを取るときに収集す 

る追加情報を指定できる機能
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ほとんどの比較では、System Comparisonユーティリティによって収集される情報カテゴ 

リ （ï<$paranumonly[TableTitle]> （252 ページ）を参照）で十分です。システムを十分に

比較するために追加情報が必要な場合は、データ取得用のプラグインを記述して System
Comparisonユーティリティをカスタマイズすることができます。

API とプラグイン機能については、以下のセクションで説明します。

System Comparison のスナップショット API
System Comparison のスナップショット API を使用すると、配置されたアプリケーション内 

部からスナップショット機能を制御できます。スナップショット API を使用して、以下の項

目を指定することができます。

� スナップショットを保存する場所

� メッセージまたはエラーの処理⽅法

� 進⾏状況の報告⽅法

� カスタム プラグインを使用する場合は、そのプラグインの場所

スナップショット API の情報は、System Comparison インストール フォルダの以下の2 つの  

フォルダにあります。

� System Comparison¥redistributable フォルダ。ユーザーがアプリケーションのイン  

ストールに含めるためにライセンスを取得したアセンブリが格納されます。

スナップショット API アセンブリは、Micro Focusソフトウェア ライセンス契約の条項に  

従って再配布できます。スナップショットを取るときには、ソフトウェアのライセンスは

必要ありません。スナップショットを表示して比較するには、ライセンスを取得した

DevPartnerシステムに送信する必要があります。

� ¥System Comparison¥sdk¥SnapshotAPI フォルダ。API をアプリケーションで使用する 

方法を示したサンプル アプリケーション（SampleSnapshotAPI.cs）が格納されています。

この APIの使⽤⽅法を理解するには、SampleSnapshotAPI.csを参照してください。

スナップショット API は、VB.NET、C#、およびマネージ C++ からアクセス可能で、.NET
Framework 1.1 と 2.0 で作成したアプリケーションで使用することができます。

以下では、スナップショットAPI用に実装されているクラスとメソッドを、 SampleSnapshotAPI.cs 
アプリケーションで示されるとおりに説明します。

メモ： スナップショット APIを使用する場合、アプリケーションのパスに、アプリケーション
の実⾏可能ファイルよりも1レベル上の¥dataフォルダを含める必要があります。

RegistrySections.xmlファイルとFileSections.xmlファイルは、たとえ使用されてい

ない場合でも、¥dataフォルダに存在する必要があります。たとえば、実⾏可能ファイル

のパスが...¥App¥bin¥MyApp.exeである場合は、...App¥data¥RegistrySections.xml

と...App¥data¥FileSections.xmlが存在する必要があります。
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スナップショットを取る

MicroFocus.Diff.Collector によりクラス SnapshotAPI が実装されます。この

SnapshotAPIクラスを使用してスナップショットを取ることができます。

SnapshotAPIクラスにより、以下の 3つのメソッドが実装されます。

以下の例は、最も基本的なスナップショット機能を表しています。

using ( SnapshotAPI snapshoter = new SnapshotAPI( null, null, null ) ) 
{ 
string snapFile = snapshoter.TakeSnapshot ( userSnapshotDirectory );}

この例ではスナップショットを取りますが、エラー、メッセージ、および進⾏状況が追跡さ

れないため、実稼働設定ではあまり役に⽴ちません。

メッセージをログに記録する

MicroFocus.Diff.LoggableInterfaceを使⽤して、スナップショット処理中に戻された
エラーとメッセージの報告を制御することができます。アプリケーションで、ログ メカニズ 

ムを作成してこのインターフェイスを実装し、メッセージを適切な出⼒デバイスに送信しま

す。たとえば、サンプル アプリケーションでは、メッセージをコンソールのログに記録する 

ConsoleLoggerクラスが実装されます。

Public SnapshotAPI

（ILoggable logger、 

IProgressStatus 
progressStatusInterestedParty、 

String pluginsSubDirectoryName）

Logger：イベントとエラーを処理するクラスのインス
タンス。オプションとしてNULL を渡すことができま

すが、ロガーによって問題のトラブルシューティングが

⼤幅に容易になるため、実装することをお勧めします。

progressStatusInterestedParty：進⾏状況メッセー
ジを処理するクラスのインスタンス。スナップショット

処理は時間がかかることがあるため、アプリケーション

ではユーザーにフィードバックを提供することが重要な

場合があります。オプションとして、NULLを渡します。

pluiginsSubDirectoryName：データ取得用のアセン

ブリが格納されている実⾏可能ファイルのフォルダの

サブフォルダの名前。プラグインを使用しない場合は、

既存の空のフォルダを指定するか、NULLを渡すことが

できます。

public string TakeSnapshot

（String snapshotDirectory）

スナップショットを取り、指定されたフォルダに保存

します。

public int GetNumberSteps () 進⾏状況オブジェクトが受け取るステップの合計数を

指定します。その後、この数に従って進⾏状況を設計

できます（ProgressStatusインターフェイスの詳

細については、262ページを参照してください）。

public void Dispose () スナップショット オブジェクトはDispose可能オブ 

ジェクトです。
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このインターフェイスは、以下の2 つのメソッドで構成されます。

進⾏状況を報告する

MicroFocus.Diff.ProgressStatusインターフェイスを実装することにより、スナップ

ショットの進⾏状況の報告と表⽰が可能になります。このインターフェイスは、以下の3つの

メソッドで構成されます。

プラグインを記述する

ほとんどの比較では、System Comparison ユーティリティによって収集される情報カテゴリ 

（ï<$paranumonly[TableTitle]> （252ページ）を参照）で十分です。システムを十分に比較す

るために追加情報が必要な場合は、データ取得用のプラグインを記述して System
Comparisonユーティリティをカスタマイズすることができます。このセクションでは、デー

タ取得用プラグインを定義し、提供されているサンプルを使用してプラグインの動作を実演

し、独自のデータ取得用プラグインを作成する方法について説明します。

Required: DevPartner Studioのバージョン9.0 よりも前のバージョンで作成した既存のプ

ラグインは、リビルドしなければDevPartner Studio9.0では使用できません。

プラグインとは

プラグインとは、MicroFocus.Diff.PluginInterface.IPluggableDataExtractor
インターフェイスを実装する 1 つまたは複数のタイプが含まれる .Net アセンブリです。プラ

グインにより、比較のために収集されるデータの高レベルのカテゴリが定義されます。プラ

グインによってデータが抽出され、基本要素に階層的に XML要素を追加することによって、

このデータが呼び出し側にXML形式で渡されます。

プラグインは、製品のインストール フォルダのbin/pluginsにあります。このフォルダ内のすべ 

ての .NETアセンブリはComparisonサービスによってロードされ、IPluggableDataExtractor
インターフェイスを実装するすべてのタイプがインスタンス化され、プラグインのリストに配置さ

れて、データの抽出時に呼び出しが⾏われます。

プラグインを記述するメカニズムの基礎に習熟するため、System Comparisonには以下の2 つ 

のサンプル ファイルが含まれています。

void Log( string message ) 通常のステータス メッセージをログに記録するとき 

に呼び出します。

void LogError( string 
message )

エラー メッセージをログに記録するときに呼び出し 

ます。

void OneStep () 進⾏状況表⽰を1 ステップ進めるように関係先に通

知するために呼び戻すメソッド

void MultiSteps ( int  
nbrSteps )

進⾏状況表⽰を数ステップ進めるように関係先に通

知するために呼び戻すメソッド

void UpdateStatus (String 
newStatus )

新しい状況を処理するように関係先に通知するため

に呼び戻すメソッド

newStatus⽂字列は新しい状況を表します。通常は、
進⾏状況UI 要素の一部として表示されます。
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� サンプル プラグイン SamplePlugin.cs。単純なプラグインの構造を示します。このサン 

プルでは重要なデータは収集されませんが、最初のサブカテゴリの、2 つめのデータ ポ 

イントでのタイムスタンプの違いが常に表示されます。プラグインに実装されているメ

ソッドの詳細については、¥SDK¥Plugin 内のファイル IPluggableDataExtractor.cs を

参照してください。

� サンプル プラグインを実⾏するプログラム TestDriver.cs。プラグインのメカニズムの 

基礎に習熟するために使用できます。その後は、独自にカスタマイズしたプラグインを実

⾏するために使⽤できます。期待した情報をプラグインで取得したあとは、System
Comparison の bin/plugins フォルダに配置しておくと、System Comparison のユーザー 

インターフェイスまたはコマンド ライン インターフェイスを使⽤して実⾏できます。

サンプル プラグインのステップごとの手順

プラグインの使用に習熟するには、TestDriver.csサンプル ファイルとSamplePlugin.csサン 

プル ファイルを使用します。どちらのファイルも¥sdk¥Pluginフォルダ （デフォルトでは、 

C:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥sdk¥Plugin）    

にあります。

メモ： 64ビット バージョンのWindowsにインストールされている場合は、デフォルト フォ  

ルダは以下の場所になります。¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner   

Studio¥System Comparison¥sdk¥Plugin

ヒント： プラグインは、Visual Studio の現在サポートされている任意のバージョンで作成で  

きます。使用する予定の機能が含まれている .NET Framework のバージョンに一致するバー  

ジョンのVisual Studio を使用してください。

サンプル ファイルをビルドしてテストするには：

1 Visual Studioを使用してソリューションを作成します。

2 このソリューションに、以下の 2つの C#プロジェクトを追加します。

� ClassLibrary1 （タイプ クラス ライブラリ）：このプロジェクトはプラグインの開  

発に使用します。

� ConsoleApplication1 （タイプ コンソール）：このプロジェクトはプラグインのデ 

バッグに使用します。
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3 ClassLibrary1プロジェクトで、以下の操作を実⾏します。

a SamplePlugin.csを追加します（デフォルトでは、C:¥Program Files¥Micro Focus¥ 
DevPartner Studio¥System Comparison¥sdk¥Pluginにあります）。

64ビット バージョンの Windowsにインストールされている場合は、デフォルト フォ  

ルダは以下の場所になります。¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner   

Studio¥System Comparison¥

b 以下のアセンブリに参照を追加します （デフォルトでは、再配布可能なフォルダ

C:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥ 
redistributableから⾏います）。

MicroFocus.Diff.PluginInterface.dll

MicroFocus.Diff.LoggabcomputerleInterface.dll

MicroFocus.Diff.CollectorSchema.dll

4 ConsoleApplication1プロジェクトで、以下の操作を実⾏します。

a ソリューション エクスプローラからClass1.csを削除します （存在する場合）。

b プロジェクトに TestDriver.cs ファイルを追加します （デフォルトでは、C:¥Program

Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥System Comparison¥sdk¥Pluginにあります）。

c 以下のアセンブリに参照を追加します （再配布可能なフォルダから⾏います）。

MicroFocus.Diff.PluginInterface.dll

MicroFocus.Diff.LoggableInterface.dll

MicroFocus.Diff.CollectorSchema.dll 

d ClassLibrary1に参照を追加します。
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e このプロジェクトをスタートアップ プロジェクトとして設定します。

5 ソリューションをビルドして実⾏します。デバッグ モードで実⾏して、サンプルをステッ 

プごとに実⾏すると、プラグインの基本動作を理解することができます。サンプルのプラ

グイン データが含まれる XML出⼒ファイルが⽣成されます。このファイルの名前は 

pluginOutput.xmlで、テスト ドライバを実⾏したフォルダに置かれます。

-<testPlugin> 

- <c n="Sample Data Extractor Plug-in"> 
- <c n="sampleSubCategory1"> 
<s n="data1">data1 actual value</s> 
<s n="data2">data2 actual value 4/3/2006 10:42:34 AM</s> 
</c> 
- <c n="sampleSubCategory2"> 
<s n="data1">data1 actual value</s> 
<s n="data2">data2 actual value</s> 
</c> 
</c> 

</testPlugin> 

TestDriverを使用してサンプル プラグインを実⾏したあとは、以下の⼿順に従って、 
System Comparisonユーティリティのユーザー インターフェイスまたはコマンド ライン イン    

ターフェイスで使用することができます。

1 ClassLibrary1.dllをプラグインのサブフォルダにコピーします。

2 System Comparisonのユーザー インターフェイスまたはコマンド ライン インターフェ    

イスを使用してスナップショットを取り、さらに 2つめのスナップショットを取ります。

3 この 2つのスナップショットを比較します。SamplePluginではタイムスタンプ データ 

が収集されるため、2つのスナップショットによってこの違いが示されます。

図8-4 サンプル プラグインの結果ウィンドウ
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独自のプラグインを作成してテストする

プラグインのメカニズムの基礎に習熟したあとは、独自にカスタマイズしたプラグインを設

計し、関心のあるデータの収集を開始できます。

プラグインを設計するときは、収集したデータの階層に特に注意してください。関心のある

値を判断できるような階層に設計してください。データ階層に⼀致しない値が⾒つかると、そ

の階層の残りのデータは⽐較されません （プラグインの後続バージョンでデータ階層を変更

する詳細については、「配置したプラグインを変更する」（266 ページ）を参照）。

トラブルシューティングを容易にするために、プラグインをTestDriverで実⾏することが
できます。プラグインの出⼒に満⾜したあとは、以下の⼿順に従って、System Comparison 
のコマンド ライン インターフェイスでテストできます。

1 作成したプラグインを、製品のインストール フォルダpluginsにコピーします （TestDriver.exe 

ファイルをコピーする必要はありません。このファイルはプラグインのテストのみに使用します）。

2 プラグインによって収集される領域に相違点がある2台のコンピュータで、コマンド ライン 

プログラム（<product dir>¥bin¥MicroFocus.Diff.CommandLine.exe）を実⾏します。

3 System Comparison のユーザー インターフェイスを使用して、2つのスナップショットを  

比較します。相違点が表示されます。

4 System Comparison サービスを再起動し、プラグインでスナップショットが作成されると 

きに指定されたデータが含まれるようにします。

一時フォルダでDifferEvent.logを確認 （正確な場所は TEMP環境変数を参照）し、発生し

たすべての問題のトラブルシューティングを実⾏します。プラグインが⾒つかり、インスタン

ス化されると、イベントのログが記録されます。ロード、アンロード、データ取得などの呼

び出し中に発生したその後のエラーでも、ログにイベントが生成されます。

さらに、IPluggableDataExtractor.GetData呼び出しのILoggable traceLoggerパ 

ラ メ ー タ を 使 用 し て ロ グ に 記録し た エ ラ ーもこ の フ ァ イ ル に書き込ま れ ま す。

IPluggableExtractor.csを参照してください。

配置したプラグインを変更する

プラグインを配置したあとに、収集されるデータの変更が決定される場合があります。古い

スナップショット ファイルを、プラグインの新しいバージョンで作成されたスナップショッ 

トと比較すると、収集されたデータが一致しません。System Comparison ユーティリティで 

は、このような不⼀致が相違点として識別されるため、混乱の原因になる場合があります。

バージョンのメジャー番号とマイナー番号を使⽤することによって、不⼀致の処理⽅法を制

御できます。プラグインのバージョンのメジャー番号がスナップショット間で異なる場合は、

System Comparison ユーティリティによって「プラグイン スキーマに互換性がありません」  

というメッセージが報告されます。プラグインのバージョンのマイナー番号が異なる場合は、

System Comparison ユーティリティによって、新しいデータの状態は古いスナップショット 

では「不明」であると識別されます。

データを削除したり、収集したデータの階層を変更したりするためにプラグインを変更する

ときは、バージョンのメジャー番号を変更することをお勧めします。データを追加するため

にプラグインを変更する場合、通常は、マイナーバージョンを変更するのみで⼗分です。

このメカニズムに習熟するために、以下に示すようにSamplePluginでバージョン番号を変

更して試すことができます。バージョン番号の初期設定は1.0です。
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public PluginSchemaVersion PluginVersion 
{ 
get { return new PluginSchemaVersion( 1, 0 );} 
}

メモ： プラグインの置き換えまたは削除が必要な場合は、はじめにSystem Comparison 
サービスを停止し、System Comparison のユーザー インターフェイスを終了して、  
ファイルがオペレーティング システムにロックされないようにする必要があります。

プラグイン スキーマに関する重要事項

プラグイン スキーマに習熟するために、任意のスナップショットをチェックできます。スナッ 

プショットには、プラグインからのデータが含まれています。詳細については、¥sdk¥Plugin

内のdiff-plugin-schema.xsdファイルを参照してください。使用可能な要素と属性の一部を

示したサンプル XML の一部を注釈付きで以下に示します。

<c プラグインの最も外側のカテゴリ ノード

n="MyApplication" プラグインの名前。このテキストは、カテゴリのリスト （UI の左側）

に表示されます。

descrip="text" このテキストは、カテゴリを選択したときに、UIの左下に表示され 

ます。

schema="1"> 「1」に設定します。プラグインの新しいバージョンと、それまでのリ

リースとの間に互換性がないときは変更します。

<c ネストされているすべてのカテゴリは、UIのメイン ウィンドウに表示 

されます。

n="MyCategory" UIのメイン ウィンドウに表示される名前。比較に使用されます。

missing="text" オプションです。このカテゴリが他のスナップショットで⾒つからな

いときに表示するテキストです。バージョン情報にすることも、「イン

ストール済み」のような簡単なテキストにすることもできます。

error="text"> オプションです。このカテゴリのデータをフェッチするときにプラグ

インでエラーが発生した場合は、そのエラーをここに含めて、UIに表

示することができます。

<s すべてのデータは⽂字列データです。

n="MyData" UIのメイン ウィンドウに表示される名前。比較に使用されます。

search="t1 t2" オプションです。UIの「検索」リンクに使⽤される検索語。Google
に渡されます。

error="text"> オプションです。データをフェッチするときにプラグインでエラーが

発生した場合は、そのエラーをここに含めて、UIに表示することがで

きます。

Actual Data Value レジストリまたはその他の設定から得た対象データ

</s>

</c>

</c>
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再配布可能なアセンブリについて

MicroFocus.Diff.PluginInterface.dll、MicroFocus.Diff.LoggableInterface.dll、お

よびMicroFocus.Diff.CollectorSchema.dllの現在のバージョンは1.0.0.0ですこれらのア

センブリのバージョン番号が変わらないかぎり、カスタマイズしたプラグインは System
Comparisonユーティリティの今後のバージョンでも引き続き機能します。アセンブリに大き

な変更が⾏われた場合はバージョン番号が増加するため、新しいアセンブリに対してプラグ

インをリビルドする必要があります。
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DevPartner Studioサポートされるプロジェクト  
タイプ
この章では、上記の DevPartner Studio機能でそれぞれサポートされているプロジェクト タイ  

プを一覧にした表を記載します。

サポートされるプロジェクト タイプ

DevPartner Studioは、Visual Studio統合開発環境、マネージ プロジェクト タイプおよびアンマ    

ネージ プロジェクト タイプ、およびプログラミング言語を含む多数のソフトウェア開発環境  

で動作します。

以降のページでは、DevPartner Studioの各個別機能でサポートされる IDE、プロジェクト タ  

イプ、および言語について説明します。

表 A-1 サポートされる Visual Studio バージョンおよび言語リファレンス

統合開発環境

マネージ／ 

アンマネージ 言語

Visual Studio 2010 （VS2010） マネージ Visual Basic
Visual C++
Visual C#

アンマネージ Visual C++

Visual Studio 2008 （VS2008） マネージ Visual Basic
Visual C++
Visual C#

アンマネージ Visual C++

Visual Studio 2005 （VS2005） マネージ Visual Basic
Visual C++
Visual C#
Visual J#

アンマネージ Visual C++
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エラー検出でサポートされているプロジェクト タイプ

アプリケーション プロジェクトでは、x86実⾏ファイルが構築されます。DevPartnerエラー 

検出では、以下のプロジェクト タイプがサポートされます。

表 A-2 エラー検出でのマネージ プロジェクト タイプのサポート

Visual Studio
のバージョン アプリケーション プロジェクト タイプ

サポートされる

言語

VS2010 ATLプロジェクト

CLRコンソール アプリケーション

空のCLRプロジェクト

カスタム ウィザード

Makefileプロジェクト

MFC ActiveXコントロール

MFCアプリケーション

MFC DLL

Win32コンソール アプリケーション

Win32プロジェクト

C++

アクティビティ ライブラリ

アクティビティ デザイナー ライブラリ

ASP.NET AJAXサーバー コントロール1

ASP.NET AJAXサーバー コントロール エクステンダ1

ASP.NET MVC 2 Empty Webアプリケーション

ASP.NET MVC 2 Webアプリケーション

ASP.NETサーバー コントロール1

コンソール アプリケーション

Crystal Reportsアプリケーション

空のワークフロー プロジェクト3

シーケンシャル ワークフロー コンソール アプリケーション3

ステート マシン ワークフロー サービス ライブラリ

シンジケーション サービス ライブラリ

Visual Basic SQL CLRデータベース プロジェクト

Visual C# SQL CLRデータベース プロジェクト

Windowsフォーム アプリケーション

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

Windowsサービス

WPFアプリケーション2

WPFブラウザ アプリケーション2

WPFカスタム コントロール ライブラリ2

WPFユーザー コントロール ライブラリ2

C#、VB
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クラス ライブラリ

エンプティ プロジェクト

共有アドイン

テスト プロジェクト3

Visual Studio アドイン

Visual Studio Package

C++、C#、VB

1 JavaScript、非同期XML
2 標準VBまたは C#アプリケーション

3 生成コード、.NET Framework 3.0以降

VS2008 MFCアプリケーション

MFC DLL

Win32コンソール アプリケーション

Win32プロジェクト

Win32スマート デバイス プロジェクト （メモを参照）

C++

Crystal Reportsアプリケーション

テスト プロジェクト

Windowsコントロール ライブラリ

Windowsアプリケーション

Windowsフォーム アプリケーション

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

WPFアプリケーション1

WPFユーザー コントロール ライブラリ1

WPFカスタム コントロール ライブラリ1

WPFブラウザ アプリケーション1

C#、VB

コンソール アプリケーション

Windowsサービス

C++、C#、VB

1 生成コード、.NET Framework 3.0以降
2 VS 2008 SP1以降

表 A-2 エラー検出でのマネージ プロジェクト タイプのサポート

Visual Studio
のバージョン アプリケーション プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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付録A ・ DevPartner Studio サポートされるプロジェクト タイプ
メモ： Win32 スマート デバイス プロジェクト タイプ （ソリューション プラットフォーム    

がWin32 に設定されたスマート デバイス プロジェクト タイプ）をDevPartner エ   

ラー検出でサポートするためには、エミュレータではなく、開発コンピュータ上で実

⾏する必要があります。

ホスト型プロジェクトでは、x86 DLLが構築されます。この DLL をテストする場合は、アプ 

リケーション内でホストする必要があります。DevPartnerエラー検出では、他の実⾏ファイ
ル内でホストされている場合にだけ以下のプロジェクト タイプがサポートされます。

表 A-3 他の実⾏ファイル内でプロジェクトがホストされる場合にサポートされる

VS2005 MFCアプリケーション

MFC DLL

MFC ActiveXコントロール

MFC ISAPI Extension DLL

Win32コンソール アプリケーション

Win32プロジェクト

Win32スマート デバイス プロジェクト （メモを参照）

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

C++

電卓スタート キット J#

Crystal Reportsアプリケーション

Windowsコントロール ライブラリ

Windowsアプリケーション

C#、J#、VB

コンソール アプリケーション

Windowsサービス

C++、C#、J#、

VB

MFC - Microsoft Foundation Class

Visual Studioの 

バージョン

他の実⾏ファイル内でホストされる場合に 

サポートされるプロジェクト タイプ

サポートされる

言語

VS2010 ATL プロジェクト

拡張ストアド プロシージャ DLL

MFC ActiveXコントロール

MFC DLL

Windows フォーム コントロール ライブラリ

C++

Web コントロール ライブラリ C#、VB

クラス ライブラリ

Windows コントロール ライブラリ

C++、C#、VB

表 A-2 エラー検出でのマネージ プロジェクト タイプのサポート

Visual Studio
のバージョン アプリケーション プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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付録A ・ DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ
VS2008 ATL プロジェクト 

ATL サーバー プロジェクト

ATL スマート デバイス プロジェクト 

拡張ストアド プロシージャ DLL

MFC ActiveXコントロール

MFC DLL
MFC ISAPI Extension DLL

MFCスマート デバイスActiveXコントロール

MFCスマート デバイス アプリケーション

MFCスマート デバイスDLL

Windows フォーム コントロール ライブラリ

C++

Web コントロール ライブラリ C#、VB

クラス ライブラリ

Windows コントロール ライブラリ

C++、C#、VB

VS2005 ATL プロジェクト 

ATL サーバー プロジェクト

ATL スマート デバイス プロジェクト 

拡張ストアド プロシージャ DLL

MFC ActiveXコントロール

MFC DLL
MFC ISAPI Extension DLL

MFCスマート デバイスActiveXコントロール

MFCスマート デバイス アプリケーション

MFCスマート デバイスDLL

Windows フォーム コントロール ライブラリ

C++

Web コントロール ライブラリ C#、J#、

VB

クラス ライブラリ

Windows コントロール ライブラリ

C++、C#、J#、

VB

ATL - Active Template Library
MFC - Microsoft Foundation Class

Visual Studioの 

バージョン

他の実⾏ファイル内でホストされる場合に 

サポートされるプロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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付録A ・ DevPartner Studio サポートされるプロジェクト タイプ
コード レビューでサポートされているプロジェクト タイプ

以下の表に、DevPartner Studioコード レビューでサポートされるプロジェクト タイプのリス   

トを示します。

表 A-4 コード レビューでのマネージ プロジェクト タイプのサポート

Visual Studio 
バージョン マネージ プロジェクト タイプ

サポートされる

言語

VS2010 アクティビティ ライブラリ

アクティビティ デザイナー ライブラリ

ASP.NET MVC 2 Empty Webアプリケーション

ASP.NET MVC 2 Webアプリケーション

ASP.NET Dynamic Data Entities Webアプリケーション

ASP.NET Dynamic Data Linq to SQL Webアプリケー

ション

ASP.NET Empty Webアプリケーション

ASP.NET Webアプリケーション

ASP.NET Webサービス

ASP.NET Webサービス アプリケーション

ASP.NET Webサイト

ASP.NET AJAXサーバー コントロール1、4

ASP.NET AJAXサーバー コントロール エクステンダ1

ASP.NETサーバー コントロール1

クラス ライブラリ

コンソール アプリケーション

Crystal Reportsアプリケーション

エンプティ プロジェクト

空のワークフロー プロジェクト2

Crystal Reportsアプリケーション

シーケンシャル ワークフロー コンソール アプリケーション2

シーケンシャル ワークフロー ライブラリ2

シーケンシャル ワークフロー サービス ライブラリ

ステート マシンのワークフロー コンソール アプリケーション2

ステート マシンのワークフロー ライブラリ2

ステート マシン ワークフロー サービス ライブラリ

シンジケーション サービス ライブラリ

テスト プロジェクト2

WCFサービス アプリケーション

WCFワークフロー サービス アプリケーション

Windowsアプリケーション

Windowsフォーム アプリケーション

C#、VB
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付録A ・ DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ
VS2010 
（続き）

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

Windowsサービス

ワークフロー アクティビティ ライブラリ2

Workflowコンソール アプリケーション

WPFフォーム アプリケーション3

WPFブラウザ アプリケーション3

WPFカスタム コントロール ライブラリ3

WPFユーザー コントロール ライブラリ3

C#、VB

1ASP .NET Webアプリケーション

2 標準VBまたは C#アプリケーション

3 生成コード、.NET Framework 3.0以降

VS2008 ASP.NET Webアプリケーション

ASP.NET Webサービス

ASP.NET Webサイト

ASP.NET AJAXサーバー コントロール1

ASP.NET AJAXサーバー コントロール エクステンダ1

ASP.NETサーバー コントロール1

クラス ライブラリ

コンソール アプリケーション

Crystal Reportsアプリケーション

モバイルWebアプリケーション

テスト プロジェクト2

空のワークフロー プロジェクト2

シーケンシャル ワークフロー コンソール アプリケーション2

シーケンシャル ワークフロー ライブラリ2

ステート マシンのワークフロー コンソール アプリケーション2

ステート マシンのワークフロー ライブラリ2

ワークフロー アクティビティ ライブラリ2

Webコントロール ライブラリ

Windowsアプリケーション

Windowsコントロール ライブラリ

Windowsサービス

WPFアプリケーション3

WPFユーザー コントロール ライブラリ3

WPFカスタム コントロール ライブラリ3

C#、VB

表 A-4 コード レビューでのマネージ プロジェクト タイプのサポート

Visual Studio 
バージョン マネージ プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
     DevPartner Studio ユーザーズ ガイド 275



付録A ・ DevPartner Studio サポートされるプロジェクト タイプ
WPFブラウザ アプリケーション3

WCFサービス アプリケーション

1ASP .NET Webアプリケーション

2 標準VBまたは C#アプリケーション

3 生成コード、.NET Framework 3.0以降

VS2005 ASP.NET Webアプリケーション

ASP.NET Webサービス

ASP.NET Webサイト

クラス ライブラリ

コンソール アプリケーション

Crystal Reportsアプリケーション

モバイルWebアプリケーション

Webコントロール ライブラリ

Windowsアプリケーション

Windowsコントロール ライブラリ

Windowsサービス

C#、VB

表 A-4 コード レビューでのマネージ プロジェクト タイプのサポート

Visual Studio 
バージョン マネージ プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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付録A ・ DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ
カバレッジ分析、パフォーマンス分析、メモリ分析、およびパフォーマンス  
エキスパートでサポートされているプロジェクト タイプ

以下の表に、DevPartner Studio 分析でサポートされるプロジェクトの一覧を示します。

表 A-5 カバレッジ分析、パフォーマンス分析、メモリ分析、およびパフォーマンス エキスパートでサ

ポートされているプロジェクト タイプ

Visual Studio
のバージョン プロジェクト タイプ

サポートされる

言語

VS2010 ATLプロジェクト

CLRコンソール アプリケーション

空のCLRプロジェクト

カスタム ウィザード

Makefileプロジェクト

MFC ActiveXコントロール

MFCアプリケーション

MFC DLL

Win32コンソール アプリケーション

Win32プロジェクト

C++

アクティビティ ライブラリ

アクティビティ デザイナー ライブラリ

ASP.NET AJAXサーバー コントロール1、4

ASP.NET AJAXサーバー コントロール エクステンダ1

ASP.NET MVC 2 Empty Webアプリケーション

ASP.NET MVC 2 Webアプリケーション

ASP.NET Dynamic Data Entities Webアプリケーション

ASP.NET Dynamic Data Linq to SQL Webアプリケー

ション

ASP.NET Empty Web アプリケーション

ASP.NETサーバー コントロール1

ASP.NET Webアプリケーション

ASP.NET Webサービス アプリケーション

コンソール アプリケーション

Crystal Reports アプリケーション

空のワークフロー プロジェクト3

Crystal Reports アプリケーション

シーケンシャル ワークフロー コンソール アプリケーション3

シーケンシャル ワークフロー ライブラリ3

シーケンシャル ワークフロー サービス ライブラリ

ステート マシンのワークフロー コンソール アプリケー

ション3

C#、VB
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付録A ・ DevPartner Studio サポートされるプロジェクト タイプ
VS2010 （続き） ステート マシンのワークフロー ライブラリ3

ステート マシン ワークフロー サービス ライブラリ

シンジケーション サービス ライブラリ

Visual Basic SQL CLRデータベース プロジェクト

Visual C# SQL CLRデータベース プロジェクト

WCFワークフロー サービス アプリケーション

WCFサービス アプリケーション3

WCFサービス ライブラリ

Windowsフォーム アプリケーション

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

Windowsサービス

ワークフロー アクティビティ ライブラリ3

Workflowコンソール アプリケーション

WPFアプリケーション2

WPFブラウザ アプリケーション2

WPFカスタム コントロール ライブラリ2

WPFユーザー コントロール ライブラリ2

C#、VB

クラス ライブラリ

エンプティ プロジェクト

共有アドイン

テスト プロジェクト3

Visual Studio アドイン

Visual Studio Package

C++、C#、VB

クラス ライブラリ

コンソール アプリケーション

エンプティ プロジェクト

リンク ライブラリ6

シンジケーション サービス ライブラリ

WCFサービス ライブラリ

Windowsアプリケーション6

Windowsフォーム アプリケーション

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

Windowsサービス

WPFアプリケーション

WPFユーザー コントロール ライブラリ

COBOL for 
.NET （Micro 
Focus Studio 
Enterprise 

Edition）5

表 A-5 カバレッジ分析、パフォーマンス分析、メモリ分析、およびパフォーマンス エキスパートでサ

ポートされているプロジェクト タイプ

Visual Studio
のバージョン プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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付録A ・ DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ
1 JavaScript、非同期XML
2 生成コード、.NET Framework 3.0以降
3 標準VBまたは C#アプリケーション

4 カバレッジ分析とパフォーマンス分析のみ

5 Visual Studio 2008 Service Pack 2以降
6 ネイティブ (インストゥルメンテーションがないエラー検出、カバレッジ分析、パフォーマンス

分析作業）

MFC - Microsoft Foundation Class

VS2008 ATLプロジェクト

ATLサーバー プロジェクト

ATL Server Web サービス

ASP.NET Webサービス

CLRコンソール アプリケーション

空のCLRプロジェクト

共有アドイン

MFC ActiveXコントロール

MFCアプリケーション

MFC DLL

Win32コンソール アプリケーション

Win32プロジェクト

C++

ASP.NET Webサイト

ASP.NET AJAXサーバー コントロール1、4

ASP.NET AJAXサーバー コントロール エクステンダ1

ASP.NETサーバー コントロール1

ASP.NET Webアプリケーション

ASP.NET Webサービス アプリケーション

コンソール アプリケーション

Crystal Reports アプリケーション

Crystal Reports アプリケーション

SQL Serverプロジェクト

WPFアプリケーション2

WPFブラウザ アプリケーション2

WPFカスタム コントロール ライブラリ2

WPFユーザー コントロール ライブラリ2

WCFサービス アプリケーション3

テスト プロジェクト3

C#、VB

表 A-5 カバレッジ分析、パフォーマンス分析、メモリ分析、およびパフォーマンス エキスパートでサ

ポートされているプロジェクト タイプ

Visual Studio
のバージョン プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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VS2008 （続き） 空のワークフロー プロジェクト3

シーケンシャル ワークフロー コンソール アプリケーション3

シーケンシャル ワークフロー ライブラリ3

ステート マシンのワークフロー コンソール アプリケー

ション3

ステート マシンのワークフロー ライブラリ3

ワークフロー アクティビティ ライブラリ3

Visual Studio アドイン

Visual Studio統合パッケージ

Webコントロール ライブラリ

Windowsアプリケーション

Windowsコントロール ライブラリ

C#、VB

クラス ライブラリ

Windowsフォーム アプリケーション

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

Windowsサービス

C++、C#、VB

Windowsフォーム

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

シンジケーション サービス ライブラリ

WPFアプリケーション

クラス ライブラリ

コンソール アプリケーション

Windowsサービス

WCFサービス ライブラリ

WPFユーザー コントロール ライブラリ

COBOL for 
.NET （Micro 
Focus Studio 
Enterprise 

Edition）5

1 JavaScript、非同期XML
2 XAML生成コード、.NET Framework 3.0以降
3 標準VBまたは C#アプリケーション

4 カバレッジ分析とパフォーマンス分析のみ

5 Visual Studio 2008 Service Pack 2以降

MFC - Microsoft Foundation Class

表 A-5 カバレッジ分析、パフォーマンス分析、メモリ分析、およびパフォーマンス エキスパートでサ

ポートされているプロジェクト タイプ

Visual Studio
のバージョン プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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付録A ・ DevPartner Studioサポートされるプロジェクト タイプ
メモ： DevPartner Studio カバレッジ分析およびパフォーマンス分析では、Classic ASP   
とクライアント側Webスクリプトの両方でVBScriptとJScriptがサポートされます。

VS2005 ATLプロジェクト 

ATLサーバー プロジェクト

ATL Server Web サービス

ASP.NET Webサービス

CLRコンソール アプリケーション

空のCLRプロジェクト

共有アドイン

MFC ActiveXコントロール

MFCアプリケーション

MFC DLL

Win32コンソール アプリケーション

Win32プロジェクト

C++

ASP.NET Webアプリケーション

ASP.NET Webサービス アプリケーション

SQL Serverプロジェクト

C#、VB

ASP.NET Webサイト

コンソール アプリケーション

Crystal Reports アプリケーション

Visual Studio アドイン

Visual Studio統合パッケージ

Webコントロール ライブラリ

Windowsアプリケーション

Windowsコントロール ライブラリ

C#、J#、VB

クラス ライブラリ

Windowsフォーム アプリケーション

Windowsフォーム コントロール ライブラリ

Windowsサービス

C++、C#、J#、

VB

ATL - Active Template Library
MFC - Microsoft Foundation Class

表 A-5 カバレッジ分析、パフォーマンス分析、メモリ分析、およびパフォーマンス エキスパートでサ

ポートされているプロジェクト タイプ

Visual Studio
のバージョン プロジェクト タイプ

サポートされる

言語
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付録 B

コマンド ラインから分析を起動する
この付録では、カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマンス分析、およびパフォーマンス

エキスパートに有効なDPAnalysis.exeコマンド ライン ツールに関する情報を示します。

DPAnalysis.exe の概要

Visual Studioでプログラムを実⾏しているときに分析データを収集する以外に、DPAnalysis.exeを 

使用すると、Visual Studio を起動することなくプロファイル情報を収集することができます。 

DPAnalysis.exeでは、オプション スイッチと組み合わせるか、またはXML構成ファイルを参照 

して、アプリケーション データを収集します。

コマンド ラインから DPAnalysis.exeを実⾏する
DPAnalysis.exeをコマンド ラインから使用することができます。その場合、スイッチまたは 

XML 構成ファイルを使用して分析セッションを制御できます。以下のコマンド ラインは、ア 

プリケーションtarget.exeのパフォーマンス分析セッションを開始し、セッション ファイ 

ル （.dpprf）をc:¥outputフォルダに保存します。

DPAnalysis.exe /perf /output c:¥output¥target.dpprf /p target.exe

DPAnalysis.exeをコマンド ラインから実⾏する場合は、データ収集を有効にし、1 つのプロ 

セスまたはサービスを実⾏できます。DPAnalysis.exeで複数のプロセスを起動するには、

「DPAnalysis.exeで XML 構成ファイルを使用する」（285ページ）を参照してください。

DPAnalysis.exeでは、アンマネージ コードはインストゥルメントされません。アンマネージ 

アプリケーションのパフォーマンスまたはカバレッジの分析データを収集するには、まずアプ

リケーションをインストゥルメントする必要があります。カバレッジ分析については「アンマ

ネージ コードのデータを収集する」（121ページ）を、パフォーマンス分析については「アン 

マネージ コードのデータを収集する」（194ページ）を参照してください。

DevPartner Studio の分析コンポーネントをコマンド ラインから実⾏するには、以下の構⽂お  

よびスイッチを使用します。

DPAnalysis.exe [/Perf|/Cov|/Mem|/Exp] [/E|/D|/R] 
[/O outputfilename] [/W workingdirectory] [/PROJ_DIR] 
[/H hostmachine] [/NOWAIT] [/NO_UI_MSG] [/N] [/F] 
[/NO_QUANTUM /NM_METHOD_GRANULARITY /EXCLUDE_SYSTEM_DLLS 
/NM_ALLOW_INLINING /NO_OLEHOOKS 
/NM_TRACK_SYSTEM_OBJECTS] {/P|/S} target.exe [target arguments]
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分析タイプ スイッチ

ランタイム分析タイプを設定します。デフォルトはパフォーマンス分析です。

データ収集スイッチ

指定されたターゲットのデータ収集を有効または無効にします。ただし、指定されたターゲッ

トは起動しません。これらのスイッチはオプションです。

その他のスイッチ

これらのスイッチはオプションです。

/Cov[erage] 分析タイプを [カバレッジ分析 ] に設定します。

/Exp[ert] 分析タイプを [パフォーマンス エキスパート ] に設定します。

/Mem[ory] 分析タイプを [メモリ分析 ] に設定します。

/Perf[ormance] 分析タイプを [パフォーマンス分析 ] に設定します。

/E[nable] 指定されたプロセスまたはサービスのデータ収集を有効にします。

/D[isable] 指定されたプロセスまたはサービスのデータ収集を無効にします。

/R[epeat] /Dスイッチを使用してプロファイリングを無効にするまで、指定さ

れたプロセスを実⾏するとプロファイリングが発⽣します。

/O[utput] セッション ファイルの出⼒フォルダまたはフォルダとファイル名を指定 

します。

/W[orkingDir] ターゲット プロセスまたはサービスの作業フォルダを指定します。

/PROJ_DIR プレイリストの検出などに使用される、DevPartner Studioプロジェクト 

のフォルダを指定します。

/H[ost] ターゲットのホスト コンピュータを指定します。

/NOWAIT バッチ ファイルで複数のターゲットに/NOWAITを使用すると、

DPAnalysis.exeは、process1の起動後すぐにprocess2を起動します。

例：

DPAnalysis.exe /Exp /NOWAIT /P 
c:¥temp¥process1.exe 
DPAnalysis.exe /Exp /NOWAIT /P 
c:¥temp¥process2.exe 

オプションの/NOWAITスイッチを省略すると、DPAnalysis.exeは

process1を終了するまでprocess2の起動を待ちます（デフォルトの動作）。

/NO_UI_MSG このスイッチを true に設定し、UI エラー メッセージを抑制します。デ 

フォルトは false です。

/N[ewconsole] プロセスを独⽴したコマンド ウィンドウで実⾏します。

DPAnalysis.exeを使⽤してキーボード⼊⼒が必要なコンソール アプリ 

ケーションを分析する場合、/NewConsoleスイッチを使⽤して、⼊⼒を
受け入れるコンソール ウィンドウを開く必要があります。
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二重引用符で囲まれたパスと /O[utput]スイッチ

出⼒ （/o）スイッチのパラメータとして⼆重引⽤符で囲んだパスを指定し、ファイル名を省
略する場合は、パスの末尾を次のいずれかの形式とする必要があります。

分析オプション

これらのスイッチはオプションです。

ターゲット スイッチ

必須の要素です。1つだけ選択します。ターゲットがプロセスかサービスかを識別します。
ターゲットの名前またはパスのあとに指定されたすべての引数がターゲットに対する引数と

みなされます。

DPAnalysis.exe で XML 構成ファイルを使用する

XML構成ファイルを使⽤して分析セッションを管理するには、コマンド ラインから  

/configスイッチと適切に構成されたXML 構成ファイルをターゲットとして使用して

DPAnalysis.exeを実⾏します。例：

DPAnalysis.exe /config c:¥temp¥configuration_file.xml

/F[orce] カバレッジ分析またはパフォーマンス分析で、ネイティブ C/C++ インス

トゥルメンテーションでインストゥルメントされていないアンマネージ

コード アプリケーションのプロファイリングを実⾏します。

/o "c:¥test directory" パスの末尾に二重引用符を付けます。

/o "c:¥test directory¥." パスの末尾に円記号を付け、その後にピリオドを追

加します。

/o "c:¥test directory/" パスの末尾にスラッシュを付けます。

/NO_QUANTUM 他のスレッドの経過時間の除外を無効にします。

/NM_METHOD_GRANULARITY データ収集の精度をメソッド レベルに設定します。デ 

フォルトは⾏レベルです （パフォーマンス分析のみ）。

/EXCLUDE_SYSTEM_DLLS システム DLL に対するデータ収集を除外します （パ

フォーマンス分析のみ）。

/NM_ALLOW_INLINING インライン メソッドの実⾏時インストゥルメンテー 

ションを有効にします。

/NO_OLEHOOKS COMの収集を無効にします。

/NM_TRACK_SYSTEM_OBJECTS システム オブジェクトを追跡します （DevPartnerメ 

モリ分析の場合のみ）。

/P[rocess] ターゲット プロセスを指定します（後ろにプロセスへの引数が続きます）。

/S[ervice] ターゲット サービスを指定します（後ろにサービスへの引数が続きます）。

/C[onfig] 構成ファイルとパスを指定します。
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構成ファイルを使用することによって、複数のプロセスまたはサービスのプロファイルと管

理が可能となります。複数のプロセスをプロファイルできることは、特にWeb アプリケー

ションの分析を実⾏する場合に有益です。

DPAnalysis.exeを使用してセッションを開始すると、DPAnalysis.exeを起動したシステム

上のプロファイル プロセスごとに、セッション コントロール ツールバーが起動されます。   

ツール バーの適切なインスタンスを使⽤して、プロセスごとにセッション コントロールのア  

クションを実⾏します。

構成ファイルのサンプルを以下に示します。

<?xml version="1.0" ?>

<ProductConfiguration xmlns="http://www.microfocus.com/products"

  <RuntimeAnalysis Type="Performance"

   MaximumSessionDuration="1000" NoUIMsg="true" />

  <Targets RunInParallel="true">

    <Process CollectData="true" Spawn="true"

     NoWaitForCompletion="true">

      <AnalysisOptions NO_QUANTUM="1" NM_METHOD_GRANULARITY="1"

       SESSION_DIR="c:¥temp" />

      <Path>ClientApp.exe</Path>

      <Arguments>/arg1 /agr2 /arg3</Arguments>

      <WorkingDirectory>c:¥temp</WorkingDirectory>

      <ExcludeImages>

        <Image>ClassLibrary1.dll</Image>

        <Image>ClassLibrary2.dll</Image>

      </ExcludeImages>

    </Process>

    <Service CollectData="true" Start="true"

     RestartIfRunning="true"

     RestartAtEndOfRun="true">

      <AnalysisOptions NM_METHOD_GRANULARITY="0"

       EXCLUDE_SYSTEM_DLLS="1" />

      <Name>IISadmin</Name>

      <Host>remotemachine</Host>
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    </Service>            

  </Targets>

</ProductConfiguration>

XML構成ファイル要素のリファレンス

以下に、XML構成ファイルの要素について説明します。

RuntimeAnalysis要素

<RuntimeAnalysis Type = "type of analysis" 
MaximumSessionDuration = "number of seconds" 
NoUIMsg = "allow or suppress UI error messages" /> 

属性

なし

タイプ

必須の要素です。指定できる値は、Performance、Coverage、Memory、Expertです。これ

らの値は、表示されたすべてのターゲットに適用する分析タイプを指定します。

MaximumSessionDuration

オプションです。省略した場合、デフォルトは仮定されません。指定すると、DPAnalysis.exe

はセッションの実⾏をこの秒数に制限します。たとえば、MaximiumSessionDuration="60"
と指定し、サービスのプロファイルを開始すると （そのサービスに対して

RestartAtEndOfRun="true"と指定します）、60秒後に、DPAnalysis.exeによってサービス
が停止され、再起動されます。

NoUIMsg

オプションです。省略した場合、デフォルトの falseが使用されます。trueに設定すると、

DPAnalysis.exeは、セッションの期間中に表示される可能性があるすべてのUI エラー メッ

セージを抑制します。セッションが⾃動実⾏される場合、または非常に多くのテストを連続

して実⾏する場合は、trueに設定すると便利です。

要素情報

注釈

分析のタイプと最⻑のセッション時間を定義します。

例

以下は、ProductConfigurationタグのあとにRuntimeAnalysisを指定した構造の例で
す。この例では、Type属性によって分析タイプとしてパフォーマンスを指定し、最大セッ

ション時間を 1000秒に設定して UIエラー メッセージを抑制しています。

発生回数 1回

上位要素 ProductConfiguration

目次 なし
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<?xml version="1.0" ?> 
<ProductConfiguration xmlns="http://www.microfocus.com/products"> 

<RuntimeAnalysis Type="Performance" MaximumSessionDuration="1000" 
NoUIMsg="true" /> 

Targets要素

<Targets RunInParallel=” true or false” >

    ... 

  </Targets>

属性

RunInParallel: オプションです。true または falseのいずれかを指定します。省略した場合
は、デフォルトの true になります。複数のターゲットを指定する場合は、それらのターゲッ

トの実⾏⽅法を定義します。RunInParallelを trueに設定すると、DPAnalysis.exeによっ

てターゲット プロセスおよびターゲット サービスが次々に起動されます。つまり、同時に複  

数のターゲットが実⾏されます （並⾏）。falseに設定すると、DPAnalysis.exeによって、プ

ロセスターゲットNが起動および停止してからターゲットN + 1が起動されます。つまり、  

ターゲットは⼀度に1つずつ実⾏されます （逐次）。

要素情報

注釈

必須の要素です。1つまたは複数の<Process>エントリまたは<Service>エントリのブロッ

クを開始します。ターゲットのプロセスとサービスは、構成ファイルに指定されている順に

開始されます。

例

以下は、Targetsを使用して 1つの<Service>要素と 2 つの<Process>要素の分析を指定す

る構造の例です。この例では、RunInParallelが true に設定されているため、ターゲット

は並⾏して実⾏されます。

<Targets RunInParallel="true">

   <Service CollectData="true" Start="true">

      <AnalysisOptions NM_METHOD_GRANULARITY="0"

         EXCLUDE_SYSTEM_DLLS="1" />

      <Name>ServiceApp</Name>

      <Host>remotemachine</Host>

   </Service>

発生回数 1回

上位要素 RuntimeAnalysis

目次 Process、Service
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   <Process CollectData="true" Spawn="true"

         NoWaitForCompletion="true">

      <AnalysisOptions NO_QUANTUM="1"

         NM_METHOD_GRANULARITY="1"

         SESSION_DIR="c:¥MyDir" />

      <Path>ClientApp.exe</Path>

      <WorkingDirectory>c:¥temp</WorkingDirectory>

   </Process>

   <Process CollectData="true" Spawn="true"

         NoWaitForCompletion="true">

      <AnalysisOptions NO_QUANTUM="1"

         NM_METHOD_GRANULARITY="1"

         SESSION_DIR="c:¥MyDir" />

      <Path>TestApp02.exe</Path>

      <WorkingDirectory>c:¥temp</WorkingDirectory>

   </Process>

</Targets>

Process要素

<Process

CollectData = "true or false"

Spawn = "true or false"

NoWaitForCompletion = "true or false"

NewConsole = "true or false"

RepeatInjection = "true or false"

> 

...

</Process>

属性

/Dスイッチを使⽤してプロファイリングを無効にするまで、指定されたプロセスを実⾏する
とプロファイリングが発生します。
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CollectData: オプションです。true または falseのいずれかを指定します。省略した場合は、
デフォルトの true になります。ターゲット プロセスのプロファイルを有効にするかどうかを 

指定します。

Spawn: オプションです。true または falseのいずれかを指定します。省略した場合は、デ
フォルトの trueになります。DPAnalysis.exeが指定されたターゲットを実⾏するかどうかを

指定します。aspnet_wp.exe またはw3wp.exeに対しては、この属性を trueに設定しないで 

ください。DevPartner では、ASP.NETワーカー プロセスを直接実⾏することはできません。 
ターゲット Web ページを開くことによって、ASP.NETワーカー プロセスを起動する必要が 

あります。

NoWaitForCompletion: オプションです。trueまたは falseのいずれかを指定します。省略した
場合は、デフォルトの falseになります。デフォルトでは、プロセスが完了するまで待機します。
true に設定した場合、DPAnalysis.exeはターゲットが起動するまで待機します。この場合、

DPAnalysis.exeはリモート コンピュータ上のプロセスが完了するまで待機するわけではありま 

せん（Host要素を使用します）。RuntimeAnalysis要素にMaximumSessionDuration属性を

指定すると、NoWaitForCompletionは無効となります。

NewConsole: オプションです。trueまたは falseのいずれかを指定します。省略した場合は、
デフォルトの falseになります。trueに設定すると、ターゲットは独⽴したコンソール ウィン 

ドウで実⾏されます。デフォルトでは、DPAnalysis.exeコマンド ラインを⼊⼒したコンソー 

ルと同じコンソールが使用されます。DPAnalysis.exeを使⽤して、キーボード⼊⼒が必要な

コンソール アプリケーションを分析する場合、/NewConsoleスイッチを使⽤して、⼊⼒を 

受け入れるコンソール ウィンドウを開く必要があります。

RepeatInjection: オプションです。trueまたは falseを指定します。省略した場合は、デフォ
ルトの falseになります。明示的に false を指定するまで、DPAnalysis.exeによって、ター

ゲットを実⾏するたびにプロファイルされます。

要素情報

注釈

ターゲットの実⾏可能ファイルを指定します。

例

以下は、Processを使⽤した構造例です。AnalysisOptions、Path、Arguments、

WorkingDirectoryのタグが使用されています。

<Targets RunInParallel="true">

<Process CollectData="true" Spawn="true"

 NoWaitForCompletion="true" NewConsole="true">

  <AnalysisOptions NO_QUANTUM=Åh1Åh NM_METHOD_GRANULARITY=Åh1Åh

   SESSION_DIR="c:¥MyDir" />

発生回数 1回以上

上位要素 Target

目次 AnalysisOptions、Path, Arguments、

WorkingDirectory、ExcludeImages
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  <Path>ClientApp.exe</Path>

  <Arguments>/arg1 /agr2 /arg3</Arguments>

  <WorkingDirectory>c:¥temp</WorkingDirectory>

</Process>

</Targets> 

AnalysisOptions要素

AnalysisOptionsで使⽤できる属性は、実⾏する分析セッションのタイプによって異なりま

す。このトピックの末尾にある表を参照してください。DPAnalysis.exeでは、分析タイプに

適合しない属性は無視されます。

<AnalysisOptions

SESSION_DIR = "c:¥MyDir"

SESSION_FILENAME = "myfile.dpcov"

NM_METHOD_GRANULARITY = "1"

EXCLUDE_SYSTEM_DLLS = "1"

NM_ALLOW_INLINING = "1"

NO_OLEHOOKS = "1"

NM_TRACK_SYSTEM_OBJECTS = "1"

NO_QUANTUM = Åg1Åh

FORCE_PROFILING = "1"

/>

属性

SESSION_DIR: オプションです。カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマンス分析、お

よびパフォーマンス エキスパートで使用します。プロファイルされたターゲットが生成する 

セッション ファイルの保存先フォルダを指定します。この属性を指定しない場合、生成され 

たセッション ファイルはユーザーのMy DocumentsまたはDocumentsフォルダに保存されま  

す。SESSION_DIRとSESSION_FILENAMEのいずれも指定せずに、DPAnalysis.exeを実⾏

すると、セッションの終了時に保存先の指定を求めるメッセージが表⽰されます。

SESSION_FILENAME: オプションです。カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマンス分

析、およびパフォーマンス エキスパートで使用します。このターゲットについて生成される 

セッション ファイルのセッション名を指定します。この属性を指定せずにDPAnalysis.exeを 

実⾏すると、ターゲットのイメージ名に番号が付いた固有の名前 （例：iexplore1.dpprf）が

作成されます。名前だけを指定し、フォルダを指定しなかった場合、ファイルはユーザーの

My Documentsフォルダに保存されます。SESSION_FILENAMEとSESSION_DIRのいずれも指 

定せずに、DPAnalysis.exeを実⾏すると、セッションの終了時に保存先の指定を求めるメッ

セージが表示されます。
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NM_METHOD_GRANULARITY: オプションです。パフォーマンス分析で、データ収集

の精度をメソッド レベルに設定するために使⽤します（デフォルトは⾏レベルです）。この 

属性を設定するには、1を指定します。省略すると、この属性は無効となります。

EXCLUDE_SYSTEM_DLLS: オプションです。パフォーマンス分析でシステム イメージを除 

外する場合に使用します。この属性を設定するには、1を指定します。省略すると、この属性
は無効となります。

NM_ALLOW_INLINING: オプションです。カバレッジ分析およびパフォーマンス分析で使

⽤し、分析の詳細度を指定します。インライン メソッドの実⾏時インストゥルメンテーションを 

有効にします。この属性は Instrument Inline Functionsプロパティと同じ働きをします。イン  

ライン関数をインストゥルメントする場合は、1を指定します。省略すると、この属性は無効
となります。

NO_OLEHOOKS: オプションです。パフォーマンス分析で使用し、システム オブジェクト 

の追跡を有効にします。この属性を設定するには、1を指定します。省略すると、この属性は
無効となります。

NM_TRACK_SYSTEM_OBJECTS: オプションです。メモリ分析で使用し、割り当てられ

たオブジェクトの追跡時にシステムまたはサードパーティ オブジェクトの割り当てを無視し 

ます。この属性を設定するには、1を指定します。省略すると、この属性は無効となります。
デフォルトの状態 （無効）では、システム リソースまたはその他のプロファイルされていな 

いリソースがアプリケーションによって使⽤されたときに⾏われたメモリの割り当てを確認

できます。

NO_QUANTUM: オプションです。パフォーマンス分析およびパフォーマンス エキスパート 

分析で使用し、他のアプリケーションのスレッドの経過時間を除外します。この属性を設定

するには、1を指定します。省略すると、この属性は無効となります。

FORCE_PROFILING: オプションです。カバレッジ分析とパフォーマンス分析で使用され、

マネージ コードまたはネイティブC/C++インストゥルメンテーションなしで作成されたアプ 

リケーションのプロファイリングを実⾏します。この属性を設定するには、1を指定します。

省略すると、この属性は無効となります。

属性 カバレッジ メモリ

パフォー 

マンス

パフォー 

マンス 

エキスパート

NM_METHOD_GRANULARITY X

EXCLUDE_SYSTEM_DLLS X

NM_ALLOW_INLINING X X

NO_OLEHOOKS X

NM_TRACK_SYSTEM_OBJECTS X

NO_QUANTUM X X

FORCE_PROFILING X X
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要素情報

注釈

オプションです。特定のターゲット プロセスまたはターゲット サービスにランタイム属性を  

定義します。カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマンス分析の各プロパティに対応する

属性には、Visual Studioのプロパティ ウィンドウからアクセスできます。

例

以下は、Service内にAnalysisOptions を指定した構造の例です。

<Service CollectData="true">

  <AnalysisOptions NM_METHOD_GRANULARITY="1"

   EXCLUDE_SYSTEM_DLLS="1" NM_ALLOW_INLINING="1"

   NO_OLEHOOKS="1">

</Service>

Path要素

<Path> c:¥MyDir¥target.exe </Path>

属性

なし

要素情報

注釈

必須の要素です。実⾏可能ファイルの完全修飾パスまたは相対パスを指定します。実⾏可能

ファイルが現在のフォルダにある場合は、パスを指定せずに実⾏可能ファイル名を指定でき

ます。

例

以下は、Process要素内にPathを指定した構造の例です。

<Process CollectData="true">

  <Path>ClientApp.exe</Path>

</Process> 

発生回数 1つのプロセスまたはサービスにつき1回または発生なし

上位要素 Process、Service

目次 なし

発生回数 1回

上位要素 Process

目次 実⾏可能ファイルのパス
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Arguments要素

<Arguments>/arg1 /arg2 /arg3</Arguments>

属性

なし

要素情報

注釈

オプションです。省略した場合のデフォルトはありません。ターゲットには、引数として

processまたはserviceのいずれかを渡します。

例

以下は、Process要素内にArgumentsを指定した構造の例です。

<Process CollectData="true">

  <Arguments>/arg1 /agr2 /arg3</Arguments>

</Process> 

WorkingDirectory要素

<WorkingDirectory> c:¥MyWorkingDir </WorkingDirectory>

属性

なし

要素情報

注釈

オプションです。省略した場合のデフォルトはありません。ターゲット プロセスまたはター 

ゲット サービスの作業フォルダを設定します。

例

以下は、親Process要素内にネストされたWorkingDirectoryを指定した構造の例です。

<Process CollectData="true">

  <WorkingDirectory>c:¥temp</WorkingDirectory>

発生回数 1つのプロセスまたはサービスにつき0回または 1回

上位要素 Process、Service

目次 なし

発生回数 1つのProcess 要素またはService要素につき1回

上位要素 Process、Service

目次 ターゲット フォルダのパス
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</Process>

ExcludeImages要素

<ExcludeImages>

<Image>ClassLibrary1.dll</Image>

<Image>ClassLibrary2.dll</Image>

</ExcludeImages>

属性

なし

要素情報

注釈

オプションです。省略した場合のデフォルトはありません。ターゲット プロセスまたはター 

ゲット サービスによってロードされた場合にプロファイルされない、1 つ以上のイメージ（数 

は無制限）のリストを表示します。

例

以下は、Process要素内にExcludeImagesを指定した構造の例です。ExcludeImages内

にImage要素が含まれていることに注意してください。

<Process CollectData="true">

  <ExcludeImages>

    <Image>ClassLibrary1.dll</Image>

    <Image>ClassLibrary2.dll</Image>

  </ExcludeImages>

</Process> 

Service要素

<Service>

CollectData = "true or false"

Start = "true or false"

RestartIfRunning = "true or false"

RestartAtEndOfRun = "true or false"

発生回数 1つのプロセスまたはサービスにつき0回または1回

上位要素 Process、Service

目次 イメージ
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RepeatInjection = "true or false"

> 

...

</Service>

属性

CollectData: オプションです。trueまたは falseを指定します。省略した場合は、デフォルト
の trueになります。ターゲット プロセスのプロファイルを有効にするかどうかを指定します。

Start: オプションです。trueまたは falseのいずれかを指定します。省略した場合は、デフォ
ルトの true になります。DPAnalysis.exeが指定されたターゲットを起動するかどうかを指

定します。false に設定すると、そのターゲットのプロファイルは有効になりますが、ターゲッ

トは起動されません。プロファイルは、サービスが次に （何らかの方法で）起動されたとき

に開始されます。

RestartIfRunning: オプションです。trueまたは falseのいずれかを指定します。省略した場
合は、デフォルトの false になります。RestartIfRunningを true に設定すると、指定したサー

ビスがホスト コンピュータ上で実⾏されている場合、そのサービスが再起動されます。

RestartAtEndOfRun: オプションです。trueまたは falseのいずれかを指定します。省略した
場合は、デフォルトの falseになります。trueを指定すると、サービスが実⾏完了時に再起動
されます （セッション ファイルが生成されます）。

RepeatInjection: オプションです。trueまたは falseのいずれかを指定します。省略した場合
は、デフォルトの falseになります。明示的に falseを指定するまで、DPAnalysis.exeによっ

て、ターゲットを実⾏するたびにプロファイルされます。

要素情報

注釈

ターゲット サービスを指定します。

例

以下は、Targets要素内にServiceを指定した構造の例です。

<Targets RunInParallel="true">

  <Service CollectData="true" Start="true"

   RestartIfRunning="true" RestartAtEndOfRun="true">

   <Name>ServiceApp</Name>

  </Service>

発生回数 構成ファイルには、少なくとも1 つのProcess 要素また

はService要素を指定する必要があります。

上位要素 Targets

目次 AnalysisOptions、Path、Arguments、Working
Directory、ExcludeImages、Name、Host
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</Targets>

Name要素

<Name>MyServiceName</Name>

属性

なし

要素情報

注釈

必須の要素です。サービス コントロール マネージャに登録されたサービスの名前を指定しま  

す。これは、NET STARTコマンドを使用するときと同じ名前です。

例

以下は、Service内にNameを指定した構造の例です。

<Service CollectData="true">

  <Name>ServiceApp</Name>

</Service>

Host要素

<Host>hostmachine</Host>

属性

なし

要素情報

注釈

オプションです。省略した場合のデフォルトはありません。ターゲット プロセスまたはター 

ゲット サービスのホスト コンピュータを設定します。

例

以下は、Service内にHostを指定した構造の例です。必須のName要素が含まれていること

に注意してください。

発生回数 1回

上位要素 Service

目次 サービス名

発生回数 1つのプロセスまたはサービスにつき 0回または1回

上位要素 Process、Service

目次 ホスト コンピュータの名前
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<Service CollectData="true">

  <Name>ServiceApp</Name>

  <Host>remotemachine</Host>

</Service>

XML構成ファイルによるWebアプリケーションのプロファイル

Web プロファイルの対象となる主なプロセスとして、ブラウザ、Web サーバー、ASP.NET
ワーカー プロセスがあります。これら 3 つのエントリは、いずれも1 つの構成ファイルに指 

定することができます。ブラウザと ASP.NETワーカー プロセスは <Process>要素内に指定 

し、Web サーバーは <Service>要素内に指定します。このとき、サービス名は <Name>要素

に指定します。IIS の場合、サービス名はiisadminとなります。

例：

<?xml version="1.0" ?>

<ProductConfiguration xmlns="http://www.microfocus.com/products">

  <RuntimeAnalysis Type="Expert"/>

  <Targets>

     <Process CollectData="true"> 

       <AnalysisOptions

         SESSION_DIR="z:¥SessionFiles"/>

       <Path>aspnet_wp.exe</Path> 

       <Host>remotemachine</Host>

     </Process> 

     <Service CollectData="true" Start="true"

       RestartIfRunning="true"

       RestartAtEndOfRun="true">

       <AnalysisOptions

         SESSION_DIR="z:¥SessionFiles"/>

       <Name>iisadmin</Name>

       <Host>remotemachine</Host>

     </Service> 

     <Process CollectData="true" Spawn="true">

       <AnalysisOptions
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         SESSION_DIR="c:¥SessionFiles"/>

       <Path>iexplore.exe</Path>

       <Arguments>

         http://remotemachine/WebApplication/

         StartPage.aspx

       </Arguments>

      </Process> 

  </Targets>

</ProductConfiguration> 

上記の構成ファイルには以下の操作が指定されています。

� remotemachine において ASP.NETワーカー プロセスのデータ収集を有効にします。

� リモート コンピュータにおいて inetinfo.exe （iisadmin）のデータ収集を有効にし、 

リモート マシンを再起動してプロファイルを開始します。

� ローカル コンピュータ上でローカル ブラウザを開き、リモート コンピュータ上の Web   
ページに接続します。これによって、リモート コンピュータ上で aspnet_wp.exeが実⾏ 

され、プロファイリングが開始します。

ローカル コンピュータのブラウザを閉じると、リモート コンピュータ上で IISが再起動され  

（aspnet_wpが終了します）、セッション ファイルがそれぞれの保存先フォルダに保存されま 

す。必要に応じて、リモート コンピュータ上の既存のマップされたドライブを使用し、プロ 

ファイルが開始されたマシンにセッション ファイルを保存することもできます。上記の例で 

は、<Process>要素および <Service>要素にz:¥ドライブを指定しています。

サンプル構成ファイル

DevPartner Studioでは、読み取り専用サンプル構成ファイルが提供されます。これらをカス 

タム構成ファイルのモデルとして使用します。

Sample.Process.Config.xml 
Sample.Service.Config.xml 
Sample.WebApp.Config.xml 
Sample.DCOM.Config.xml 
Sample.ClassicASP_IIS_High_Isolation.Config.xml 
Sample.ClassicASP_IIS_Low_Isolation.Config.xml 
Sample.Multi_Process.Config.xml

デフォルトのインストールをした場合、これらのファイルは以下のフォルダに入っています。

<install drive>:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysis¥SampleConfigs¥ 

64ビット バージョンのWindowsでは、このファイルは¥Program Files (x86)¥Micro Focus 
¥DevPartner Studio¥Analysis¥SampleConfigs¥にインストールされます。
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DPAnalysis.exeでは、アンマネージ コードはインストゥルメントされません。アンマネージ 

アプリケーションのパフォーマンスまたはカバレッジの分析データを収集するには、まずアプ

リケーションをインストゥルメントする必要があります。カバレッジ分析については「アンマ

ネージ コードのデータを収集する」（121ページ）を、パフォーマンス分析については「アン 

マネージ コードのデータを収集する」（194ページ）を参照してください。

リモート コンピュータの分析データを収集する

DPAnalysis.exeを使用してリモート コンピュータで実⾏するアプリケーションのデータを 

収集する場合、以下の点に注意してください。

� DPAnalysis.exe を使用してリモート システムでアプリケーションを実⾏するときは、コ 

マンド ラインかXML構成ファイルを使って、セッション ファイルを保存するためのフォ  

ルダとファイル名を指定します。

� 書き込みアクセス権のあるフォルダであれば、任意のフォルダを指定できます。これに

は、プロファイルを開始したローカル （クライアント）コンピュータにマップされている

フォルダも含まれます。

� フォルダとファイル名を指定しないと、リモート コンピュータ上に [ プロジェクトにファ 

イルを追加 ] ダイアログが表示されます。このダイアログ ボックスで操作するには、対 

象コンピュータへの物理的なアクセス、ターミナル サービス接続またはリモート デスク  

トップ接続が必要です。[ プロジェクトにファイルを追加 ] ダイアログのデフォルト保存

場所は、アクティブなユーザー アカウントの My Documents または Documents フォルダ  

です。
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分析セッションの制御
  
この付録では、DevPartner カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマンス分析、およびパ

フォーマンス エキスパートで使用できるセッション コントロール ファイルとセッション   

コントロール API に関する情報を示します。

セッション コントロール ファイルの概要

[ セッション コントロール ファイル ]オプションを使⽤すると、アプリケーションを実⾏した  

ままで、DevPartner で収集したデータをコントロールする一連のルールやアクションを作成

できます。 DevPartner では、これらのルールやアクションは、アプリケーションのソリュー 

ション フォルダにあるセッション コントロール ファイル （SessionControl.txt）に格納さ   

れます。

セッション コントロール ファイルには選択したメソッドに対するデータ収集アクションが  

含まれており、ユーザーは以下の操作を実⾏できます。

� メソッドの開始時または終了時のデータ収集アクションを指定する。

� セッション間でセッション コントロールファイルを維持する。

� カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマンス分析、およびパフォーマンス エキスパー 

トのセッションに影響するセッション コントロール ファイルのエントリを作成する。

Visual Studio 内でセッション コントロール ファイルを作成する

サポートされているVisual Studioのリリースから、下記で説明されているように、[DevPartner] 
> [オプション ]メニューからファイルを作成できます。テキスト エディタを使用したセッション  

コントロール ファイルの作成については、「セッション コントロール API を使用する」（302  
ページ）を参照してください。

セッション コントロール ファイルを作成するには

1 [DevPartner] > [オプション ]を選択します。

2 [オプション ]で、[DevPartner] > [分析 ] > [セッション コントロール ファイル ]を選択    

します。はじめてセッション コントロール ファイルのオプションを設定するときは、空  

のセッション コントロール ファイル （SessionControl.txt）にアクセスします。

3 [追加 ]をクリックします。

4 [ モジュール ] テキスト ボックスで、選択または参照を⾏って、データ収集を⾏うモジュー 

ルを指定します。モジュールのインストゥルメンテーション ステータスが表示されます。

マネージ コードのすべてのモジュールには、「インストゥルメントされていない」という 

ことを示すステータスが表示されます。「インストゥルメントされている」ということを
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示すステータスが表示されるのは、ネイティブ C/C++ インストゥルメンテーションでビ

ルドされているアンマネージ （ネイティブ）C/C++ モジュールだけです。

5 [ メソッド リスト ] から、データを記録するメソッドを選択します。

.NETモジュール（.netmodule）からメソッドを選択する場合、[メソッド リスト ]のメソッ 

ドはnamespace.classname.methodの形式で表示されます。DevPartner Studio は、セッ 

ション コントロール ファイルで最大512 文字の修飾メソッド名をサポートしています。  

512⽂字より⻑い名前は無視され、そのメソッドにセッション コントロール アクション  

は発生しません。

6 セッション コントロール アクションの開始時期を選択します。

7 以下のいずれかから適用するアクションを選択します。

� 記録の停止 （最後のスナップショットの取得）

� スナップショットの取得

� 記録したすべてのデータのクリア

� 追跡の開始 （メモリ リーク分析）

� 追跡の停止 （メモリ リーク分析）

� GCの実⾏ （メモリ分析）

8 [OK]をクリックします。

9 含めるメソッドをすべて選択するまで、手順 3〜8 を繰り返します。

10 [OK]をクリックし、セッション コントロール ファイルを保存します。

Visual Studioでソリューションを開いている場合は、ソリューション フォルダに、セッション  

コントロール ファイルが保存されます。

メモ： SessionControl.txtファイルは、プロファイリング中の実⾏可能なアプリケーション

を含むソリューション フォルダで検索されます。ソリューション フォルダにこのファ  

イルが⾒つからない場合、アプリケーションの実⾏可能ファイルがビルドされた出⼒

フォルダが検索されます。SessionControl.txtファイルをこれ以外の場所に置くと、

セッション コントロール コマンドが認識されなくなります。

セッション コントロール ファイルのエントリは、カバレッジ分析、メモリ分析、パフォーマン  

ス分析、およびパフォーマンス エキスパートの分析セッションに影響を与えます。

セッション コントロール API を使用する 
ソース コード内の任意の場所からセッション コントロールAPI を呼び出して、いずれかの  

Visual Studioアプリケーションに対するデータ収集を制御します。セッション コントロール  

テキスト ファイルを使⽤すると、メソッドの開始時または終了時にのみDevPartnerセッション 

コントロールのアクションを許可できます。
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DevPartner セッション コントロールAPI関数 

メモ： SaveNowは、コードでの最後のAPI関数コールになるようにしてください。このコー

ルによってプロセスのデータ収集が停止されるため、後続のすべてのAPIコールが無

視されます。

Snap Session ControlAPI コールによって、メモリ分析セッション中に一時オブジェクト  

セッション ファイルが作成されます。最後のガベージ コレクション後に割り当てられたオブ  

ジェクトのメモリ サイズ データをキャプチャするには、Snap API コールの前にRunGC API    
コールを挿入します。

APIの場所

以下のファイルには、それぞれ、マネージ コードとアンマネージ コードで使用するセッション  

コントロール API 関数が含まれています。これらのファイルはすべて、DevPartner Studioの 

¥Analysisフォルダにインストールされています。

マネージ アプリケーションでセッション コントロールAPIを使用する方法

マネージ コードVisual Studioアプリケーションでセッション コントロールAPI関数を使用す   

るには、プロジェクト内のDevPartner.Analysis.SessionControl.dllを参照する必要があ

ります。

それによって、DevPartner名前空間のセッション コントロール API にアクセスできるように 

なります。以下の構文を使用して、コード内の該当するポイントで APIへのコールを挿入で

きます。

Clear この時点までに収集されたデータをクリアします。

データ収集は継続されます。データがクリアできた

場合はNMStatusSuccessを、クリアできなかっ

た場合はNMStatusFailureを返します。

Snap 記録されたデータのスナップショットを取ります。

ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト が 保 存 さ れ た 場 合 は

NMStatusSuccessを、保存されなかった場合は

NMStatusFailureを返します。

SaveNow 収集データのスナップショットを取り、データ収

集を停止します。指定されている場合は、メソッド

のファイル名を取得します。NMStatusSuccess
またはNMStatusFailureを返します。

StartTrackingForLeakAnalysis 割り当てられたオブジェクトの追跡を開始します。 

（メモリ リーク分析のみ）

StopTrackingForLeakAnalysis 割り当てられたオブジェクトの追跡を停止します。 

（メモリ リーク分析のみ）

RunGC システムのガベージ コレクタを実⾏します （メモ 

リ分析）。

マネージ コードVisual Studio 
アプリケーション

DevPartner.Analysis.SessionControl.dll

アンマネージ （ネイティブ） 

コードのC/C++ またはC++ 
アプリケーション

NmTxApi.h
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Clear

DevPartner.Analysis.SessionControl.Clear()

Snap

DevPartner.Analysis.SessionControl.Snap(<セッション ファイル名>.dpxxx)

dpxxxは分析タイプの拡張子です （dpcov、dpmem、dpprf、または dppxp）。

SaveNow

DevPartner.Analysis.SessionControl.SaveNow(<セッション ファイル名>.dpxxx)

dpxxxは分析タイプの拡張子です （dpcov、dpmem、dpprf、または dppxp）。

StartTrackingForLeakAnalysis

DevPartner.Analysis.SessionControl.StartTrackingForLeakAnalysis()

StopTrackingForLeakAnalysis

DevPartner.Analysis.SessionControl.StopTrackingForLeakAnalysis()

RunGC

DevPartner.Analysis.SessionControl.RunGC()

SnapとSaveNow API関数には、以下の⼊⼒を指定できます。

� ファイル名

� フォルダへの完全修飾パス （最後に「¥」円記号を付けます）

� 完全修飾パス （ファイル名を含めます）

� 指定なし （Null）

DevPartnerでファイル情報とパス情報がどのように扱われるかについては、「セッション コン 

トロール API を使用してファイルを保存する」（306ページ）を参照してください。

セキュリティ例外が発⽣した場合

セッション コントロールAPI を使用してマネージ コード アプリケーションをプロファイル   

しようとしたときにセキュリティ例外が発⽣した場合、それはセキュリティ ポリシーによっ 

て、通常のコードのランタイム時 DevPartnerインストゥルメンテーションが禁止されている

ことを意味します。これを修復するには、安全なプロファイリングを有効にする必要があり

ます。

以下のグローバル環境変数を設定します。

NM_NO_FAST_INSTR=1

アプリケーションをもう⼀度プロファイルします。

デフォルトで、アセンブリをプロファイルするには、SkipVerification権限が必要になりま

す。コードが実⾏されるポリシーの権限セットからこの権限を削除したり、この権限を無効

にするような命令型のセキュリティ宣⾔をアセンブリに追加した場合、アセンブリをプロ

ファイルできません。前述のソリューションを使用すると、この問題を回避できますが、パ
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フォーマンスが若⼲低下します。前述のソリューションを導⼊しない場合は、DevPartner
Studio を使用してこのようなアセンブリのプロファイリングを有効にすることもできます。

有効にするには、.NET Framework Configuration ツールの MMC スナップインを使用してア  

センブリのポリシーを変更するか、アセンブリ内の命令的セキュリティ宣⾔を⼀時的に削除

します。

Visual Studio セキュリティ ポリシーの詳細については、Visual Studio オンライン ヘルプの    

『.NET Framework Developers Guide』を参照してください。

アンマネージ アプリケーションでセッション コントロールAPIを使用する

セッション コントロールAPI を使用して、カバレッジ分析を制御したりアンマネージ C/C++ 
の分析セッションを実⾏したりできます。

アンマネージ（ネイティブ）C/C++プロジェクト 

ネイティブ C/C++ アプリケーションのカバレッジ データを収集するには、ソリューション 

（またはネイティブC/C++プロジェクト)をネイティブC/C++インストゥルメンテーションで

リビルドする必要があります。

ネイティブ C/C++ でセッション コントロール API 関数を使用するには

1 NmTxApi.hをセッション コントロールAPI のコールを追加するファイルに含めます。リン 

ク ライブラリの一覧にTxInterf.libを追加します。

2 コード内の該当するポイントにセッション コントロール API 関数へのコールを挿入し 

ます。「アンマネージ プロジェクトでのセッション コントロール API の構文」（305 ペー  

ジ）を参照してください。 

3 ネイティブ C/C++ インストゥルメンテーションでソリューションまたは 1 つのネイティ

ブ C/C++ プロジェクトをリビルドします。

アンマネージ（ネイティブ）C++プロジェクト

ネイティブ C++アプリケーションのカバレッジ データを収集する前に、Visual Studioのイン  

ストゥルメンテーションでプロジェクトをリビルドする必要があります。

アンマネージ プロジェクトでのセッション コントロールAPIの構文

アンマネージ プロジェクトのセッション コントロール API の構文については、以下の情報を  

参照してください。

Clear Clear()

Snap Snap(“ <セッション ファイル名>.dpxxx” )

dpxxxは分析タイプの拡張子です.dpcovまたは.dpprf

SaveNow SaveNow(“ <セッション ファイル名>.dpxxx” )

dpxxxは分析タイプの拡張子です.dpcovまたは.dpprf
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セッション コントロールAPIを使用してファイルを保存する

セッション コントロールAPI を使用してデータのスナップショットを取ったり最後のセッ 

ション ファイルを作成したりする場合、API コールでセッション ファイル名とフォルダを指  

定できます。

セッション コントロール API コールで指定したファイル名とフォルダは、その他の方法 （コ 

マンド ラインの/outputスイッチ、XML 構成ファイルのSESSION_FILENAME属性や 

SESSION_DIR属性など）で指定したファイル名とフォルダよりも優先されます。

� セッション コントロールの SnapまたはSaveNow API コールでファイル名とフォルダを  

指定すると、それに応じてファイルが保存されます。このフォルダに同じ名前のファイル

が存在している場合は上書きされます。

� フォルダだけを指定すると、セッションは、ターゲット プロセスの名前に基づいて一意 

のファイル名で保存されます。既存のファイルが上書きされることのないように、ファイ

ル名には連続した番号が自動的に追加されます。

� ファイル名だけを指定すると、セッションは指定の名前で保存されます。保存先は、アプ

リケーションの起動方法に応じてターゲット フォルダが決定されます。たとえば、アプ 

リケーションを Visual Studio から起動した場合、ファイルは現在のプロジェクトのソ 

リューション フォルダに保存されます。DPAnalysis.exe を使用してコマンド ラインか  

らアプリケーションを起動すると、ファイルはアクティブなユーザー アカウントの 

Documents （Windows XP の場合は My Documents）フォルダに保存されます。このフォ  

ルダに同じ名前のファイルが存在している場合は上書きされます。

� ファイル名とフォルダのいずれも指定しないと、ファイルは一意のファイル名で保存され

ます。保存先は、前述したように、アプリケーションの起動方法に応じてターゲット フォ 

ルダが決定されます。ファイルが上書きされることのないように、ファイル名には連続し

た番号が自動的に追加されます。

メモ： 出⼒フォルダがないプロジェクトの場合は（たとえば、Visual Studio 2005 Web サ    

イト プロジェクトなど）、ファイルはプロジェクト フォルダに保存されます。

パスの指定時には、以下の点に注意してください。

� ファイル処理するプロセスの現在の作業フォルダに基づいてパス情報が評価されます。ア

プリケーションが実⾏されると、作業フォルダが変更される場合もあります。

� セッション ファイルの場所の特定を容易にするには、フル パスを指定することをお勧め  

します。

� ローカル コンピュータ上では、フル パスが存在しない場合はフル パスが作成されます。   

リモート コンピュータ上でデータを収集している場合は、既存のフォルダを指定する必 

要があります。

� パスを指定してファイル名を指定しない場合は、パスの最後に「¥」円記号を付けます。

DevPartner では、最後の円記号のあとに続く文字がファイル名として扱われます。

� パスに無効なデータが含まれている場合は、フォルダは指定されていないとみなされて

ファイルが保存されます。
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相互関係と優先順位

セッション コントロール API コールに指定したファイル名とフォルダは、その他の方法で指 

定したファイル名とフォルダよりも優先されます。

推奨：ファイル名とフォルダの設定は、API コールとコマンド ラインの （両方ではなく）い 

ずれかで⾏うようにしてください。

例：セッション コントロールAPIでフォルダ（またはファイル名）だけを指定し、DPAnalysis.exe 

コマンド ラインまたはXML構成ファイルでファイル名（またはフォルダ）を指定すると、これ 

らの情報が組み合わされてファイルが保存されます。この例で、DevPartnerで一意なファイル名

が作成されることを意図していた場合、期待どおりには処理されません。

推奨：ファイル管理を簡素化するため、API コールのときにスナップショットと最後のセッ

ションを両方とも指定します。

例：セッション コントロール API で最後のスナップショット （SaveNow）を指定しないと、 

最後のスナップショットはプロセスの終了時に取られることになります。DPAnalysis.exeを

使ってアプリケーションを起動した場合、コマンド ラインまたは XML 構成ファイルで指定 

されたオプションに応じて、最後のセッション ファイルが保存されます。Visual Studioから  

アプリケーションを起動すると、保存されていないセッション データが表示されます。
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分析データをXMLにエクスポートする
この付録では、DevPartnerカバレッジ分析、パフォーマンス分析、およびパフォーマンス エ 

キスパートで使用できる、分析データのXMLへのエクスポートに関する情報を示します。

DevPartner データのエクスポートの概要

DevPartnerを使用すると、カバレッジ分析、パフォーマンス分析、およびパフォーマンス エ 

キスパート データから XMLへ保存済みのセッション ファイルをエクスポートできます。  

XML データは、Visual Studioまたはコマンド ラインからエクスポートできます。

ユーザー独自のソフトウェアまたはサードパーティ製のソフトウェアを使用して、エクス

ポートした XMLデータを分析することができます。例：

� 単体テスト、機能テスト、回帰テストを⾏う開発ビルド サーバーまたは QA サーバーで  

[DevPartner データのエクスポート ] を使用します。エクスポートした XML データを分

析して日々の進捗を監視する。

� [DevPartner データのエクスポート ]を使⽤して、⻑期的な分析⽤のデータを収集します。
データベースやデータ ウェアハウスに XML データを蓄積して以下の目的に使用するこ 

とができます。

� データと、開発方法、QA 方法、ツール、およびインフラストラクチャの統合

� データに対するカスタム分析の実施

� 履歴または監査目的のデータのアーカイブ

分析データを XML にエクスポートする

Visual Studio内から、保存したDevPartnerカバレッジ分析 （*.dpcov）、カバレッジ分析マー 

ジ （*.dpmrg）、パフォーマンス分析 （*.dpprf）、およびパフォーマンス エキスパート 

（*.dppxp）のデータを XML形式にエクスポートできます。

Visual Studioで XMLにエクスポートするには

1 保存したセッション ファイル （上記を参照）を開きます。

2  [ファイル ] > [DevPartnerデータのエクスポート ]を選択します。

DevPartnerはデフォルトで、保存済みのセッション ファイル名に.xml拡張子を付与して、セッ 

ション ファイルが保存されているフォルダ内にXMLファイルを保存します（Chart1.dpcov.xml 

など）。

ファイルDevPartnerPerformanceCoveragexx.xsdでは、カバレッジ分析データとパフォーマン

ス分析データをエクスポートするためにDevPartnerが使用するXMLスキーマを定義します。

ファイルDevPartnerPerformanceExpertxx.xsdでは、パフォーマンス エキスパート データを  
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エクスポートするためにDevPartnerが使用するXMLスキーマを定義します。どちらのスキー

マもC:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysisに配置されます。

64ビット バージョンの Windows では、DevPartner Studio は以下の場所にインストールされ  

ます。¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysis¥

コマンド ラインから分析データを XML にエクスポートする

Visual Studioを使用する代わりに、コマンド ラインからDevPartner.Analysis.DataExport.exeを  

使用してカバレッジ分析、カバレッジ分析マージ、パフォーマンス分析、パフォーマンス エキ 

スパートのデータをXMLにエクスポートできます。

このユーティリティはC:¥Program Files¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysisに   

配置されます。

64ビット バージョンの Windows では、DevPartner Studio は以下の場所にインストールされ  

ます。¥Program Files (x86)¥Micro Focus¥DevPartner Studio¥Analysis

説明

DevPartner.Analysis.DataExport.exe [ セッション ファイル名 | ディレクトリの

パス ] { オプション }

 オプション

/out[put]=<String> エクスポートするXMLファイルのローカルまたはリモートの出⼒
フォルダを指定します。フォルダが存在しない場合、フォルダが作

成されます。

/r[ecurse] DevPartnerセッション ファイルのサブフォルダを検索します。

/
f[ilename]=<String>

XML出⼒ファイルの名前を指定します。指定した名前に .xmlが付加

されます。

/showAll パフォーマンス分析またはカバレッジ分析のセッション ファイルで 

利⽤可能な、すべてのパフォーマンス分析およびカバレッジ分析の

セッション ファイル データが表示されます。 

たとえば、このオプションを指定してパフォーマンス セッション 

ファイルをエクスポートすると、結果のXMLファイルにはパフォー

マンスとカバレッジの両方のデータ フィールドが含まれます。

このオプションは、パフォーマンス エキスパート ファイルには利⽤  

できません。

/w[ait] ユーザーの⼊⼒を待機して、コンソール ウィンドウを閉じます。

/nologo ロゴや著作権情報を表示しません。

/helpまたは/? コンソール ウィンドウにヘルプを表示します。
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指定するオプションとオプション値を区切るには、等号、コロン、スペースのいずれかを使

用します。

DevPartner.Analysis.Export.exeの使⽤例

以下に、DevPartner.Analysis.DataExport.exeの使⽤例を⽰します。

例1：カバレッジ分析セッション ファイルを XML ファイルにエクスポートし、同じフォルダ 

に保存します。

DevPartner.Analysis.DataExport.exe 

“ c:¥WindowsApplication1¥WindowsApplication1.dpcov”

出⼒は、以下のファイルに保存されます。

c:¥windowsApplication1¥WindowsApplication1.dpcov.xml

例2：ある場所に保存されているパフォーマンス分析セッション ファイルを、別のフォルダ 

にエクスポートします。

DevPartner.Analysis.DataExport.exe 

“ c:¥WindowsApplication1¥WindowsApplication1.dpprf” 
/output=” c:¥temp”

出⼒は、以下のファイルに保存されます。

c:¥temp¥WindowsApplication1.dpprf.xml

例3：同じフォルダに保存されている複数のパフォーマンス エキスパート セッション ファイ   

ルをエクスポートします。

この例では、2つのパフォーマンス エキスパート セッション ファイル

（WindowsApplication1.dppxpとWindowsApplication2.dppxp）が同じフォルダに保存されて

いることを前提としています。

/summary パフォーマンス エキスパートのサマリ データをエクスポートしま  

す。CPUリソースを最も多く使用したコール パスとメソッドをエク 

スポートします。デフォルトでは、最大で上から10番めまでのコー

ル パスとメソッドがエクスポートされます。 

最大値を上書きするには、/maxpathsオプションと 

/maxmethodsオプションを使用します。

デフォルトでサマリ データが表示されます。

/method パフォーマンス エキスパート メソッド データをエクスポートし   

ます。

/calltree パフォーマンス エキスパートのコール ツリー データをエクスポー   

トします。

/maxpaths=<integer> パフォーマンス エキスパートでのみ使用します。CPUリソースを最 

も多く使用した上位のコール パスを、指定の数だけエクスポートし 

ます。

/maxmethods= 
<integer>

パフォーマンス エキスパートでのみ使用します。CPUリソースを最 

も多く使用した上位のメソッドを、指定の数だけエクスポートします。
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DevPartner.Analysis.DataExport.exe “c:\WindowsApplication1\*.dppxp”

出⼒は、以下のファイルに保存されます。

c:¥WindowsApplication1¥WindowsApplication1.dppxp.xml 
c:¥WindowsApplication1¥WindowsApplication2.dppxp.xml

例4：同じフォルダに保存されている複数のカバレッジ分析、パフォーマンス分析、およびパ

フォーマンス エキスパートのセッション ファイルをエクスポートします。

この例では、以下の3 つのセッション ファイルが同じフォルダに保存されていることを前提 

としています。

WindowsApplication1.dpprfÅAWindowsApplication2.dpcov、および

WindowsApplication3.dppxp 

DevPartner.Analysis.DataExport.exe “ c:¥WindowsApplication1”

出⼒は、以下の3つのファイルに保存されます。

c:¥WindowsApplication1¥WindowsApplication1.dpprf.xml 
c:¥WindowsApplication1¥WindowsApplication2.dpcov.xml 
c:¥WindowsApplication1¥WindowsApplication3.dppxp.xml 

例5：パフォーマンス エキスパートのサマリをエクスポートし、CPU リソースを最も多く使 

用する上位 20番めまでのメソッドを出⼒するように変更します。デフォルトでは、上位10番
めまでのメソッドが出⼒されます。

DevPartner.Analysis.DataExport.exe 

“ c:WindowsApplication1WindowsApplication1.dppxp” 
/summary /maxmethods=20

出⼒は、以下のファイルに保存されます。

c:WindowsApplication1WindowsApplication1.dppxp.xml
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